









































トリニティ・ブラッド




Rebornリボーン・ onオン the・ザ・ Marsマルス Ⅲ

夜の女皇








吉田 直





[image: ]

角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　序章：瑠璃の円蓋





──見よ、いま我は心搦められて都に赴く。

かしこにて如何なる事の及ぶかを知らず。

（使徒行伝二十章二十二節）






「また誰だれか消えたのか、リュステム？」

　艦かん長ちよう室に入ってきた副デオフ長イテールが口を開くより早く、ミケーネ伯はくアガメムノンは質問を投げかけた。

　もう帝てい都とも近い。抗こう紫し外がい線ガラスの向こうでは、海原がずいぶんと穏おだやかになりつつある。その灰色の情景から視線を転じて、アガメムノンはグラスで気き泡ほうをあげている〝生アク命ア・のウイ水タエ〟を一つ揺ゆらした。

「今度は誰がいなくなった？」

「フセインとサルキスの二人です、艦長レイス」

　リュステム・ビン・シャダード副長は恭うやうやしく答えたが、その顔色はあまりすぐれなかった。ややクレタ訛なまりの残る帝国共通語は、かすかにうわずってさえいる。

　この初老の短生種テランがアガメムノンの士民ケトウダとして帝フオル国テ・海ナヴ軍アーレに入って、はや三十年。軍船の艦長職を歴任する主人ドムに従って、西はカルタゴから東は黒海ハリル沿岸の絶滅アリエ地帯・プレクまで、帝国全域を我が庭のように往来してきた大ベテランだ。この〝ネレイアデス〟に乗務する四十名の士民の中でも、その胆たん力りよくは飛び抜ぬけており、アガメムノンも全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せる片かた腕うでである。だが今ばかりは、日焼け皺じわの刻まれた顔の奥に隠かくしおおせようのない恐きよう怖ふが夜よ霧ぎりのようにたゆたっていた。

「これで六人です。士民は皆みな、怯おびえております」

「甲かん板ぱんから転落したということはないかね？　君たち短生種テランの動きは鈍にぶい。そういうこともあるかもしれない」

「いえ、それはありえません。いずれも海に慣れた者たちです。それに全員、非番のときに部屋の中から消えておりまして……当直も、何も見ていないと報告しております」

「艦内で消えたわけか」

　唸うなるように呟つぶやくと、アガメムノンは長い牙きばで唇くちびるを嚙かみしめた。

　彼が皇帝アウ陛下グスタから預かるこの〝ネレイアデス〟は、帝フオル国テ・海ナヴ軍アーレの軍船としては遠洋カラ強襲艦ミユゼルに分類される。武装のレベルはさほど高くないが、遠洋を高速機動し、哨しよう戒かい・強行偵てい察さつを主任務とする小型艦だ。その艦内スペースは、軍船ということもあってけっして広くない。

「では、どこかに潜もぐり込んでいる可能性は？　居住区以外の場所は探したか？」

「探せる場所は全すべてくまなく探しました──ただ一箇所を除いて」

「一箇所？」

「船倉です、艦長レイス」

　リュステムの声が低まった。後ろめたげな表情を主人ドムの方に寄せ、誰かが聞き耳をたてていると言わんばかりに声量を落とす。

「船倉だけはまだ調べていません」

「船倉か……しかし、あそこは本艦がクレタ島を──イラクリオン都カテ護イエ府ールを出港したときから完全封ふう鎖さされている。誰が出入りできるというのかね？」

「さあ、それは私には。しかし、ハイレディンがいなくなったとき、あの中で悲鳴を聞いたという者がおります。それに足音も。そしてなにより不思議なのは──」

　副長の手は、胸むな元もとで揺れている魔除ナザーけのル・ボお守りンジユーを無意識にまさぐっている。その声は禁きん忌きでも犯しているかのように震ふるえていた。

「船倉の外の廊ろう下かに血がついていたんです。それも見たことないほどでかい靴くつの形をした……艦長レイス、やはり船倉には何かがいるんです！」

「ふむ……」

　丁てい寧ねいに刈かり整えた顎あご鬚ひげを押さえ、アガメムノンは薄うすく目を閉じた。

　概がいして、恐怖という感情は帝国ボイ貴族エールには縁えん遠どおいものだ。地上最強の戦せん闘とう生物である長生種メトセラにして、幼少時から徹てつ底ていして誇ほこり高くあれと教育される彼らはたいていのものを恐おそれない。

　しかし、その感情が皆かい無むというわけでもなかった。とりわけ帝国法──帝国唯ゆい一いつの主あるじが定めたもうた掟おきてに逆らうことは、帝国貴族にとっては恐るべき禁忌である。

　そして帝都到とう着ちやくまでは船倉を完全封鎖するよう、アガメムノンは固く命ぜられていた。というのも、あそこには現在、この艦にクレタから乗艦したさる人物の荷物が納められているためだ。

「メンフィス伯イオン・フォルトゥナか……どうも、厄やつ介かいな客を乗せてしまったようだな」

　顎あごの下で手を組むと、ミケーネ伯は壁かべの軍旗を見上げた。〝重なるデユオ双月サテル〟──栄は光えある帝国の国章を見つめてため息をつく。

　基本的に実力社会の帝国だが、やはりある程度は家いえ柄がらの影えい響きようというものは無視できない。ことにメンフィス伯と言えば、その祖母は首デー席ク・枢ヴオ密ルニ司ークのモルドヴァ公ミルカ・フォルトゥナ。また、一族中で三品官以上の官位を持つ高官だけでも十指を数える名族中の名族の出である。

　伯はく爵しやく自身はまだ若いが、それでも将来の枢ヴオ密ルニ司ーク職を約束された帝剣スパ御持官タールの任にあり、今回もなにやら密命を帯びての帰き途とらしい。帝都に帰れば、その功績でまた出世するのであろう。別に自分を卑ひ下げするわけではないが、同じ長生ボイ種貴族エールとは言え、アガメムノンのような現場組とは段だん違ちがいの栄達スピードである。そんな人物の機き嫌げんを損そこねるのはできれば避さけたいところではあった……といってこれ以上、部下の失しつ踪そうに目を瞑つぶっているわけにもいかぬ。

　なんと言っても、アガメムノンはこの艦かんに乗務する唯ただ一人の長生種であり、四十名もの士民の命を預かる身なのだ。そして野や蛮ばんな〝外アウター〟とは異なり、帝国ツアラにおいては身分の高い者にはそれに伴ともなう義務というものが存在するのである。

「艦長立ち会いのもとに船倉の封ふう印いんを解除し、勅ちよく使しの荷物を確認する」

〝最もローサ・尊きプラーク血が・アス最初に・アフイ流れるナル〟──帝てい国こく貴族ならば骨の髄ずいまで叩たたき込まれたその言葉が、アガメムノンを決断させた。

「リュステム、航ナヴ海オフイ士テールと水デマ夫リナ長ールを呼べ。規定に従い、彼らにも立ち会わせる」

「本当によろしいのですか、艦長レイス？」

　わずかに眉まゆを曇くもらせ、リュステムは主人あるじの表情をうかがった。彼は士民ケトウダとはいっても、国家ケトウ・士民ツアルではなく、アガメムノン個人の扈従ケトウ・士民ボエールだ。帝国政府に奉ほう職しよくする公務員というべき国家ケトウ・士民ツアルとは異なり、貴ボイ族エール個々人と契けい約やくを結ぶ扈従ケトウ・士民ボエールにとって主人の命運は彼自身の運命でもある。アガメムノンの身を案ずるその顔は、真しん剣けんそのものだった。

「メンフィス伯はくは勅使権限でこの〝ネレイアデス〟を徴ちよう用ようされました。つまり、あの方の命令は勅命遂すい行こう期間に限っては皇帝アウ陛下グスタのお言葉に等しい効力を持ちます……その荷を許可なくほどくなど、下手すれば叛逆罪に問われかねないのでは、お館さまドム？」

「現時刻は＋パス十テ・ツ五イーン時テス──普ふ通つうの長生種ならば、そろそろ就しゆう寝しんしている時間だ。それに許可をもらおうにも、メンフィス伯と彼の士民……ええっと、なんと言ったかな？」

「ナイトロードです。アベル・ナイトロード」

「そう、そのナイトロードは乗船からこちら、船室にこもりきりで姿を見せないじゃないか。なに、何かうまい言い訳を考えておく。心配はいらん」

　船倉の鍵かぎを金庫から取り出しながら、アガメムノンは不敵な微び笑しようを刻んだ。なんといっても〝ネレイアデス〟は彼の艦だ──そして、彼は艦長レイスだった。

「ところでリュステム、帝都まではあとどれぐらいだ？」

「さきほど目視で瑠プレテ璃・サフ壁イールを捉とらえましたから、もう小一時間というところでしょうか」

　どうやら、あまり時間はないようだ。もし万一にも、メンフィス伯の荷物が何か物ぶつ騒そうなものであれば、断じてそんなものをあの麗うるわしの都に入れるわけにはいかない。

「私は船倉に降りている。リュステム、君は急いでイブラヒムとソコルルを呼んで来てくれ」

「航海士と水夫長ならば、すでに船倉前で待機しております」

「──上出来だ」

　にやりと笑うと、アガメムノンはグラスに残っていた〝生アク命ア・のウイ水タエ〟をあけた。かすかな鉄てつ臭しゆうを帯びたそれを飲み下し、大おお股またに艦長室をあとにする。

「よし。ではついてきたまえ、副長！」




　船倉の空気は、薄うす暗ぐらく淀よどんでいた。

　低い天てん井じようの迫せまる室内を、士民ケトウダたちの提さげたランタンの明かりが鬼おに火びのように照らしている。

「どうやら、異常はないようですね、艦長レイス」

　案か山か子しのように瘦やせたイブラヒムが薄うす気き味み悪わるげな顔であたりを見回した。あまり勇ゆう敢かんとは言えぬこの航海士は、怯おびえたような目をそこかしこにわだかまった闇やみに配っている。

「積荷の封印は解けていません。いずれも、出港したときのままであります」

　きびきびと奥から戻もどってきたのは、大おお柄がらな水夫長のソコルルだ。丸太ほどもある大きなやっとこバール片手に、胴どう間ま声ごえで報告する。

「足あし跡あとらしいものもありません……お望みなら、もっと詳くわしく調べますが？」

「……やはり、消えた連中はここには来ていないのでしょうか、艦長レイス？」

　水夫長の報告を受けて、リュステムが安あん堵どとも失望ともとれるため息をついた。

「あるいは密航者でもと思ったのですが……よくよく考えれば、この荷物の中に人間が入ることはできそうにありませんし」

　この荷物──副長が目で示したのは、ずらりと並んだ四十あまりの木箱だった。

　それぞれが厳重に目張りされた一メートル四方の立方体は、蓋ふたをあけない限りは中を覗のぞけないようになっている。がっしりした厚板は鉄の箍たがで補強され、容易には開きそうにない。

「艦長レイス、やはり見当違いだったようです。さっさとずらかりましょう。今ならまだ、勅使の方々に気づかれずに済みます」

「…………」

　今にも泣き出しそうなイブラヒムの上申に、アガメムノンは答えなかった。

　闇の中、青白く輝かがやく瞳ひとみは床ゆかの一角に落ちている。いや正確には、床板にかすかに残った海老茶色の染しみを、長生種は食い入るように見つめていた。

「どうかされましたか、艦長レイス？」

「……血けつ痕こんだ」

　訝いぶかしげな副長の問いに背中で答えると、アガメムノンは軽く息を吸った。ホオジロザメに匹ひつ敵てきする嗅きゆう覚かくに捉えられたのは、澱おりのように沈ちん殿でんした黴かびの臭においと潮の香かおり、さらにそれに混じったほのかな鉄臭である。いや、これはただの鉄臭ではない。長生種にとってはもっとも親しい香りであると同時に、もっとも忌いまわしき臭気──血臭だった。

「レ、艦長レイス、何を!?」

　リュステムが慌あわてたように叫さけんだときには、アガメムノンは床板に手をかけていた。猫ねこのように伸のびた鉤かぎ爪づめを板の継つぎ目に差し込むと、軽く力をこめる。床板は頑がん丈じように打ちつけられていたが、長生種の怪かい力りきの前には紙かみ屑くずに等しい。胸の悪くなる音をあげて、あっけなく弾はじけ飛ぶ。

「「「！」」」

　だが、三人の短生種が一いつ斉せいに息を吞のんだのは、上官の振ふるった人外のパワーを目まのあたりにしたからではなかった。

　ランタンの明かりの下に現れたモノ──

　それは六つの死体だった。いずれも完全にミイラ化しており、カラカラに乾かわいた皮ひ膚ふを貼はり付けた不ぶ恰かつ好こうな骨格標本のようにさえ見える。

「オルハン、ネディム、グズィノ、ハイレディン、サルキス、フセイン……なんて……なんてことだ！」

「リュステム、全乗員に非常呼集をかけろ」

　顔を覆おおって呻うめく士民たちに、アガメムノンは鋭するどく命じた。

「イブラヒムはこの荷物を開いて中身を調べろ。それからソコルル、君は五、六人に武装させて私について来たまえ」

「ど、どこに行かれるんです、艦長レイス？」

　身を翻ひるがえした上官を、慌てたようなリュステムの声が追いかけた。

　隷ズイン民ミーは士民ケトウダに従い、士民ケトウダは貴ボイ族エールに服属する。然しかして、貴族は士民を護まもり、士民は隷民を保護する──それは偉い大だいなる帝てい国こくの法であり、貴族の誇ほこりだ。それがいまや、無残に変わり果てた士民たちを目のあたりにして、アガメムノンの顔は怒いかりと屈くつ辱じよくで蒼そう白はくになっていた。

「メンフィス伯はくに会う。これがどういうことか、奴やつに説明させてやる！」

「し、しかし、この死体とメンフィス伯の間に関係があるとまだ決まったわけでは──」

「これを見ろ！」

　大だい喝かつした長生種が指し示したのは、一番新しい死体だった。その干からびた首筋には、黒子ほくろのような二つの孔あなが空いているのが見える。いや、それは黒子などではない。それは──

「吸きゆう血けつ痕こん!?」

「当とう艦かんに乗艦中の長生種は、私を除けばメンフィス伯イオン・フォルトゥナ──奴だけだ」

　低く唸うなったミケーネ伯の唇くちびるからは鋭い牙きばが突つき出している。普ふ段だんの落ち着いた物もの腰ごしをかなぐり捨て、怒れる長生種は吼ほえた。

「すぐにあの男に会う！　会って、これがどういうことか説明させて──」

「……何を説明させるっていうんです、艦長レイス？」

　気色ばむ帝国貴族に囁ささやいた声は、玲れい瓏ろうと澄すんでいた。

「どうしたんです、そんなに血相変えられて……何か、お急ぎですか？」

「貴様、アベル・ナイトロード!?」

　いったい、いつの間に!?

　ぎょっと振り返ったアガメムノンの前にあったのは、透すけるように白い顔だった。

　海の男たちが思わず見み惚とれてしまったほどに美しい顔。造化の神が技ぎ巧こうの粋すいを凝こらしたような麗れい貌ぼうが蠱こ惑わく的な笑えみを湛たたえている。しかしその微び笑しようを見た刹せつ那な、一同の脳のう裏りを、芳かぐわしい香こう気きで獲え物ものを誘さそう食虫花の映像ビジヨンが過よぎったのはなぜだろう？　いや、そもそも短生種ごときが、どうして長生種であるアガメムノンに気づかれることなく接近できたのか？

「ナ、ナイトロード、貴様、いったいいつからそこに……」

「ええっと、確か〝メンフィス伯に会う〟あたりからかな？」

　長い睫まつ毛げを伏ふせて微笑ほほえむと、若者は気安い歩調で船倉に入ってきた。士民階級であることを表す黒い位服が不ふ吉きつに翻る。

「いけませんね、艦長レイス。確か、この船倉は帝都到とう着ちやくまでは封ふう鎖さするよう命令が出ていたはずです。勅ちよく使しの命令は陛下の勅命も同じ……知りませんよ、どういうことになっても」

「──それはこちらの台詞せりふだ、短生種テラン」

　思わずあとずさった士民たちを庇かばって進み出ると、アガメムノンは美しいが無礼な短生種を睨ねめつけた。地上最強の生物──長生種メトセラの全身から、憤ふん怒ぬがオーラとなってほとばしる。

「貴様の主人──メンフィス伯を艦長権限で逮たい捕ほする。容疑は本艦の士民六名の殺害だ！」

「殺害？　それは誤解ですよ」

　だが、怒り狂くるったアガメムノンとは対照的に、若者の顔色は毫ごうも変わらなかった。ゆったりと振られた顔は気だるげで、いっそ無感動でさえある。

「彼は、あなたの部下なんて殺しちゃいません。そう、ただの一人もね」

「ふん！　主を庇うつもりか、ナイトロード？」

　アガメムノンの瞳ひとみが、憎にく々にくしげに細まった。

「だが、その吸血痕が全すべての証しよう拠こだ。士民を殺害したばかりか、その生き血を啜すするなど、なんと野や蛮ばんな！」

「だから、違ちがうって言ってるじゃありませんか……部下の方々の血を吸ったのはメンフィス伯じゃない」

　そのタイミングは、まるで慎しん重ちように計算されていたかのようだった。

　文字通り生木を裂さく異音がアガメムノンの背後で連続したかと思うと、甲かん高だかい断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようが噴ふき上がったのだ。

「イ、イブラヒム!?」

　悲鳴に振り返った長アガ生メム種ノンの目に飛び込んできたのは、異様な光景だった。

　航イブ海ラ士ヒムの瘦そう身しんが、木箱に摑つかまれていた。いや正確には、例の木箱の一つを突き破やぶって飛び出した腕うでに摑まれていたのだが、異常極きわまる状じよう況きようであることに違いはない。木箱の大きさからすればおよそ不ふ釣つり合あいに太い腕は、獲物を絞しめあげる大だい蛇じやのように、絶叫する短生種の喉のど首くびに巻きついている。

「レ、艦長レイス、助けて！　助けてく──」

　気弱な航海士がそれ以上の助けを請こうことはなかった。次の瞬しゆん間かんには、胸の悪くなる音をあげて彼の首は潰つぶれていたからである。巨きよ腕わんは頸けい骨こつをへし折ったのみならず、その周囲の筋肉を破断させた。自重に耐たえられなくなった頭が、神経と血管の尾おを引いて床ゆかに転がり落ちる。

「な、なんだ、こいつらは──!?」

　だが、アガメムノンの目を奪うばったのは、哀あわれな士民の残ざん骸がいなどではなかった。

　船倉中の全ての木箱がゆっくりと、しかも一いつ斉せいに膨ぼう張ちようを始めている。板の裂ける音が次々と響ひびき渡わたるや、その隙すき間まから這はい出してきたのは黒い影かげだ。

　そいつらは奇き妙みように歪ゆがんだシルエットを持っていた。〝外アウター〟風の黒い軍用外がい套とうに身を包んだ男たち。顔は深くかぶったヘルメットとガスマスクのせいで見えなかったが、いずれも図ず抜ぬけた大男である。だが、こんな巨漢どもが、いったいどうやってあんな箱に潜ひそんでいたのか？

　折り畳んでいた間ははずされていた関節が再び接続される湿しめった音が連続した。それが途と絶だえたときには、不吉な黒こく影えいは一斉に立ち上がっている。

「何者だ、こいつら!?」

「……彼らは〝猟イエー兵ガー〟だよ、艦長レイス」

　愉ゆ快かいげな声がアガメムノンの呻うめきに答えた。美び貌ぼうに湛えた微笑は絶やさぬまま、若者は丁てい寧ねいな解説を付け足した。

「正確には〝自アオ動ト・化イエ猟兵ーガー〟という……君たち長生種の死体を加工して造った、僕のかわいいオモチャさ」

「レ、艦長レイス、逃にげてください！」

　敬愛する艦長を救おうと、決死の形相のリュステムとソコルルが大男たちの前に立ちふさがった。茫ぼう洋ようと立っている怪かい人じんどもの脳天めがけ、各おの々おの、手にしたバールを振ふり下ろす。

　だが、必殺の一いち撃げきは拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりと受け止められていた。厚い掌てのひらでバールを摑んだ猟兵は、信じがたい怪かい力りきで士民たちを引き寄せたかと思うと、あたかも恋こい人びとのように優やさしく抱だきかかえたのだ。必死でもがく二人の眼前で、ガスマスクがせり上がった。そこから現れたのは、死人のように白い顔だ。禿はげ上がった頭部から何かの機械を露ろ出しゆつさせ、目は太い糸で縫ぬい合わされたグロテスクな顔──その中で、ナイフで切れ込みをいれただけのように薄うすい唇くちびるが開くと、ぞっとするほど鋭するどい輝かがやきがこぼれた。

「リュステム！　ソコルル！」

　噴き上がった悲鳴は、続いて響いた湿った音に断ち切られた。そのときになってようやく、混乱していたアガメムノンの顔に表情が戻もどってくる。

「き、貴様あっ！　許さんぞ、ナイトロード！」

「おっと、君の相手は僕じゃないよ、艦長レイス」

　怒いかりに燃えるアガメムノンの眼光は、気の弱い者ならそれだけで気死しかねぬ凄せい絶ぜつなものだ。だが、若者の表情は小こ揺ゆるぎもしない。微び笑しようとともに怒り狂う長生種の背後に顎あごをしゃくる。

「僕ごとき卑いやしい短生種が帝てい国こく貴族のお相手など分不相応というもの。やはり、帝国ボイ貴族エールの相手は帝国ボイ貴族エールでなくちゃ……そうだろ、メンフィス伯？」

「なにっ!?」
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　咄とつ嗟さに振り返ったアガメムノンの視界で青白い光が揺ゆらめいた。それが、いつの間にか背後に忍しのび寄っていた人ひと影かげの掌に浮うかんだ火の玉だと悟さとったときには、毒どく蛇じやのように伸のびた腕が勇ゆう敢かんな帝国貴族の喉のど輪わに絡からみついている。

「！」

　肉の焦こげる異い臭しゆうが空気に混ざった。

　アガメムノンは燃えさかる手を振り解ほどこうともがいたが、目の前にいる若い長生種──メンフィス伯イオン・フォルトゥナの膂りよ力りよくは遥はるかに彼を凌りよう駕がしていた。アガメムノンの体は空中にさしあげられたまま、その足は虚むなしく宙を蹴けるだけだ。

「お、お前たち……お前たちはいったい何者だ……」

　蛋たん白ぱく質しつが燃える臭気の中、最さい期ごの力を振り絞しぼってアガメムノンは苦鳴を吐はき出した。

「お前たちは……帝国貴族などでは……」

「僕たち？　僕たちはメンフィス伯イオン・フォルトゥナとその士民アベル・ナイトロードだよ……君たちが、さっき、そう言ったでしょ？」

　くすりと笑った若者の指が小気味よい音をあげて鳴った。その瞬間、メンフィス伯の掌からほとばしったのは青白い輝きだ。爆ばく発はつ的な勢いで燃え上がったその炎ほのおは、アガメムノンがこの世で最期に見た光となった……

「さて、他の乗組員たちの始末も任せていいかな、メンフィス伯？」

　白はく煙えんをあげて転がった炭の塊かたまりを軽く蹴け飛とばし、〝アベル・ナイトロード〟は同行者に命じた。

「猟兵たちを連れて、さっさとすませてきてよ。僕は甲かん板ぱんに出てるから……実は僕、帝都は初めてなんだよね。せっかくだから、遠くから眺ながめておきたいじゃないか？」

「…………」

〝メンフィス伯〟が無言で頷うなずいたときには、若者はさっさと身を翻ひるがえしていた。陽気な鼻歌さえ奏かなでながら、甲板へと向かう──

　澄すみ切った蒼そう穹きゆうの下もと、海はあたかも青サフア玉イアを敷しき詰つめたように蒼あおく輝いていた。

　その青一色の光の中を、不ふ吉きつなまでに黒い帆ほを満まん帆ぱんにした〝ネレイアデス〟は波切って進んでいる。この逆風にも拘かかわらず、これだけの高速を維い持じしているのは、広い主帆に貼はられた光電変へん換かん素子による太陽光発電とそれを動力として駆く動どうする電動推進システムの力だ。

　しばらくの間、若者は優美な船フイ首ギユア像ヘツドにもたれていたが、ややあって、その唇から小さなため息がこぼれた。

「やあ、きれいだ……なるほど、あれがかの瑠璃壁ヴアントか」

　行く手には、なだらかな起き伏ふくに富んだ二つの陸地がその姿を現しつつあった。

　地中海から黒海に入る海の玄げん関かん──ボスポラス海かい峡きようの左右に迫せまった陸りく棚だなは、それぞれ古い時代にはアジアアナ大陸ドルとヨーロルッパメ大陸リと呼ばれた二つの大陸の外がい縁えんにあたる。〝大アル災マゲ厄ドン〟の遥か昔から二大陸を結ぶ交通の要よう衝しようとなってきた、海と陸との結節点である。

　だが今や、そこには美しいがはなはだ奇き妙みような景色が展開されていた。

　海峡の周囲を囲んで、巨きよ大だいな眩まばゆい輝かがやきが出現していたのだ。その青サフア玉イアにも似た紫し紺こんの光は、まるでドームのように海峡とその左右の陸地をすっぽり覆おおってしまっている。しかし、あのようなものがどうして現実に存在するのだろう？　差し渡わたし数十キロにもおよぶ巨大な光のページェントは、けっして陽光の悪戯いたずらや蜃しん気き楼ろうの類たぐいなどではありえない。しかも、奇妙なことはそれだけではなかった。蒼い輝きの中にうっすらと沈しずむ何かの影かげ──あれは？

「美しいな。あれが〝黄昏たそがれの都〟……」

　うっとりと若者は呟つぶやいた。

　青サフア玉イアの壁かべの向こうに封ふうじられたそれは、巨大な町並みだった。

　かつて、様々な民族が想像に描えがきつつも、けっして実在しえなかった美しい都市。整然と立ち並ぶドーム、木々の間から聳そびえた細い尖せん塔とう、緩ゆるやかなアーチを描く門の数々……それはあたかも御お伽とぎ噺ばなしに登場する、神の怒いかりに触ふれて宝ほう珠じゆに封じ込められた太古の都を思わせる。

　だが、それが幻まぼろしなどではない証しよう拠こに、いまやその情景は急速に船の方へと迫りつつあった。

　さきほどは小さな光点に過ぎなかったブルーの輝きは、すでに巨大な壁となって、行く手に立ちはだかっている。

　しかし、視界いっぱいに拡がりつつある光の壁に怯おびえたふうもなく、若者は穏おだやかな微び笑しようを浮かべ続けていた。あまつさえ、優やさしい声でこう囁ささやいてみせる。

「初めまして帝てい都とビザンチウム……そしてさようなら、我が生け贄にえの都よ」







　　　　第一章：黄昏の都





──その屋敷は焼け落ち、

その門閂は折れ砕けん。

（エレミア記五十一章三十節）






　　　　Ⅰ




　黄金の鏡のように輝く海ボス峡ポラスを、黒い帆を広げた帆船カヤークは波切って進んでゆく。

　頭上、血の色をした空にぼんやり浮うかんでいるのは、太陽という名の頼たよりなく輝く円えん盤ばんだ。その陽光はどこか力無く地上を照らし、茜あかね色いろの世界にいずこからか聞こえてくるのは遠い汽笛の聲こえ──

「ようやっと帰ってきタ……」

　潮風に巻き上がる髪かみを押さえて、イオン・フォルトゥナは独りごちた。

　かすかに震ふるえる声が、いささか月並みな感想を紡つむいでしまったのはやむをえまい。なにしろ、こうして故郷を見るのは実に四ヶ月ぶりのことなのだ。

　静かな陰いん影えいを刻む雄ゆう大だいな天蓋ドームも、天を目指して聳える尖ミナ塔レツトも、そして海岸に点在する古めかしい城館の群れも……その全すべてが、たまらなく懐なつかしい。

「どうダ、エステる？　我が帝都の感想ハ？」

　心浮き立つものを抑おさえ切れぬまま、イオンは傍かたわらを振ふり返った。海妖精ニンフを象かたどった船首像のそば、さきほどから目を瞠みはっている同行者に声をかける。

「美しいであロ？　余はこれほド麗うるわしい景色を他ほかに知らヌ……エステるはどうダ？」

「はい……ほんとうにきれいな街ですね」

　小鼻を膨ふくらませたイオンの問いに、着慣れぬ士民服の襟えりをかき寄せたその少女──エステル・ブランシェは、夢見る者の声で答えた。その表情は半ば自失したように、壮そう大だいなパノラマに目を奪うばわれている。

「ほんと、すごい……でも、なんだか静か過ぎて、まるで、街全体が眠ねむってるみたい」

「〝眠ってるみたい〟？　〝みたい〟じゃなイ、エステる。本当に眠ってるんダ」

　磨みがきぬいた赤銅に金を散らしたような色合いの瞳ひとみを細めて、イオンは〝黄昏の都〟に戸と惑まどう少女に丁てい寧ねいな解説を加えてやった。いまだ性が分化しきっていない白い顔に、優しい微び苦く笑しようを添そえる。

「今は＋十パステ・八時オプトス。そなタらの感覚で言えばちょうど真昼だナ。健全な帝国ボイ貴族エールなら床とこに就ついておル時間ダ。いかにあの〝瑠璃壁プレーテ〟があるとはいエ、やはり昼は我らの世界ではないのだヨ」

「そうか……今って、本当はまだお昼なんですよね」

　海面に映る弱々しい太陽を眺ながめ下ろし、少女は再びため息をこぼした。おそらく、いまだ瑠璃壁プレーテの外とのずれに戸惑っているのだろう。やや日焼けした横顔にはどこか不安げな影がちらついている。

　さきほど、行く手に立ちはだかった光の壁──瑠璃壁プレーテを通過したときの彼女の動どう揺ようたるや、かなりのものだった。それまで船は確かに真昼の洋上を進んでいたのが、あの青い光を越こえた途と端たん、急に夕暮れの世界に変わってしまったのだ。咄とつ嗟さにイオンが支えていなければ、驚おどろきのあまり甲かん板ぱんから転げ落ちていたかもしれない。

　無論、あの青い円えん蓋がいは妖よう術じゆつでもなんでもなく、ただの紫し外がい線せん偏へん光こう障しよう壁へきに過ぎない。無数の極微び細さいレンズが常に霧きりのように帝都の周囲に漂ただよい、太陽光線の中でも長生種メトセラにとって有害な一定波長の紫外線を外部に反射しているのだ。一方、それ以外の波長の光は円蓋内に透とう過かさせるため、帝都の日中はいつもこの夕暮れめいた景色が続いているのである。

「理り屈くつはわかるけど、やっぱりおかしなものですね。それに十一月にしちゃ、少し寒……」

「あ、だいじょうぶかヤ、エステる？」

　ぐすっと鼻を啜すすった少女に気き遣づかわしげな声をかけると、イオンは彼女の位服に手を伸のばした。器用に動く細さい緻ちな指で、はずれかけていた襟ボタンを詰つめ直してやる。彼の着ているものもそうだが、士民服は士民身分の階級色である黒を基調としてデザインされているため、ちょっとした乱れがかえって目についてしまうのだ。慎しん重ちような手つきで裾すそを合わせる。

「うム、これでよイ……気をつけヨ。隷民ならともかく、士民は身なりをきちんと整えておるものダ。位服のボタン一つはずしておくだけでモ、けっこう注意をひいてしまうからナ」

「あ、ありがとうございます。でも、わりと面めん倒どうくさいんですよね、この位服って。なんか留め金やらボタンやらがいっぱいあって……」

「まあナ。しかし、帝てい国こくでは身分や職種ごとに服装や色が細かく定められておルのダ。我ら三人の身分がモルドヴァ公こう爵しやく家の士民ということになっておる以上、言動同様、位服にも気をつかってくレヨ」

　少女の耳元に口を寄せると、イオンは諭さとす声を低めた。

　さきほどから、背後では灰衣を着込んだ水夫たちが忙いそがしげに働いている。隷民である彼らにはローマ公用語はわからぬはずだが、それでも万が一ということもある。無事に旅の目的が達成されるその瞬しゆん間かんまでは、自分の帰国について人に知られることは可能な限り避さけねばならない。でなくば、数ヶ月もの貴重な時間も、貴族たるこの身が一いつ介かいの士民に身をやつしている労苦も、全てが水の泡あわではないか。

「……それにしてモ、まさかこれホど帰国に時間を食おうとはナ」

　帝都を東西に分かつ海ボス峡ポラスの左岸──貴族区画である〝西岸部ルメリ〟はやや高い台地になっており、海岸沿いには都邸ヤールと呼ばれる諸しよ侯こうの邸てい宅たくが間かん隔かくを置いて点在している。それらの中でも一ひと際きわ大きな屋敷に目を向け、イオンはなんともはがゆげな表情になった。失われてしまった貴重な時間に思いを馳はせると、眉まゆ根ねが寄ってしまうのをどうしても抑おさえられない。

　偉い大だいなる皇アウ帝グスタヴラディカの密命を帯びた彼が、カルタゴで教ヴア皇チ庁カンのカテリーナ・スフォルツァ枢すう機き卿きようと接せつ触しよくを持ったのが八月の初め。まだまだ暑い季節のことだった。このとき皇帝は、最近、帝国内で発生したいくつかの不可解な事件に関わっているとおぼしき組織の名を挙げたうえで、仇きゆう敵てきであるはずの教皇庁国務聖省に対して、その〝騎士団〟なる組織に関する資料の提供を要求したのである。

　この史上初めての帝国からのアプローチを、スフォルツァ枢機卿は拒こばまなかった。

　求められるままに、その組織について入手できる限りの資料をまとめ、部下の一人であるシスター・エステルに持たせて、帰国するイオンに同行させたのだ──ところが、それからがトラブル続きだった。

　カルタゴから利用した密輸船が海かい賊ぞくに襲おそわれたり、漂ひよう着ちやくした島で正体が島民にばれて追い回されるはめになったりといったアクシデントに遭そう遇ぐうしながらも、なんとか、帝国領アレキサンドリアに入港したのが十月の上じよう旬じゆん。しかし、ようやく辿たどり着いたアレキサンドリアでは帝都までの船便を手配できず、やむなく陸路を横断する運びに至った。

　ただ、この旅唯ゆい一いつの幸運は、途と中ちゆう立ち寄ったガザの港で、たまたまイオンと旧知の者と出会えたことだろう。かつてはモルドヴァ公爵家に仕えていた扈従ケトウ・士民ボエールで、現在は国家ケトウ・士民ツアルとして帝都で薬種商を営んでいるミマールという人物が、商品を積んで帝都に帰る彼の船に便乗させてくれたのである。もし、この幸運なくば、最悪、年内の帰き還かんさえ難しかったかもしれない。

「じゃガ、勅ちよく使し権限さえ使っていれば、軍船を利用できたのダ。さすれば、半月とかからヌ旅程であったのだがナ……」

「仕方ありませんわ。だって、閣下のお命を狙ねらっている人たちがまだいるんでしょう？」

　歯は軋ぎしりする少年を宥なだめたのは、ようやく、〝黄昏たそがれの都〟から目を逸そらしたエステルである。上品に淹いれた紅茶色の髪かみを梳すきながら、半ば諦あきらめ顔で肩かたをすくめてみせる。

「ええっと、確か〝強きよう硬こう派〟でしたっけ？　こっそり帰らないと、途中でどんな妨ぼう害がいを受けるかわかりませんでしたし……無事に辿り着けただけでも、運がよかったと思わなくちゃ」

「かもしれヌ。だが余としてハ……ええい、強硬派どもメ！　見ておれヨ！　陛下に上奏の折には、真っ先に叩たたき潰つぶしテくれるからナ！」

　唇くちびるを尖とがらせると、イオンはここにいない何者かに向かって毒づいた。もっとも、その瞳ひとみに寂さびしげな翳かげりが過よぎるのは抑えきれない。

　帝国貴族内に潜ひそむ対教皇庁開戦論者たち──強硬派と呼ばれるそのグループによって、彼がカルタゴで被こうむった打だ撃げきは大きかった。よりによって、たった一人の幼なじみが奴やつらに通じて、彼を殺そうと企たくらんだのだ。エステルをはじめとする教皇庁側の努力によって陰いん謀ぼうは阻そ止しされ、裏切者のルクソール男だん爵しやくラドゥ・バルフォンは非ひ業ごうの最さい期ごを遂とげたものの、彼の存在が氷山の一角に過ぎぬことは明白だ。のこのこと帰国したのでは、宮中に参内する前に新たな刺し客かくに消されることはまず間ま違ちがいない。そのため、今回はあえて正規のルートは使わず、労多い民間ルートで帰国したのである。肩すかしを食らわされた強硬派の連中は、きっと今ごろ、地じ団だん駄だ踏ふんでいるに違いない。

　だが、奴らが今いま更さらなにをやろうと、もはやイオンの勝ちは見えていた。あとは最も皇帝の恩おん寵ちよう篤あつい重臣にして、祖母でもあるモルドヴァ公ミルカ・フォルトゥナに頼たのんで、皇帝との密見をセッティングしてもらえば、全すべては無事に終わる。苦労は多かったが、ここまで来ればもはや勅命遂すい行こうは約束されたようなものだ。

　そう、これで彼の──いや、彼らの旅の終わりだった。

「……なア、エステる？」

「なんです、閣下？」

　船は、都邸の並んだ岸がん壁ぺきに向けて速度を落としながら近づいている。異国の町並みを熱心にみやっていたエステルは、急に呼びかけられて振ふり返った。

「どうかされました？」

「その、実はだナ──」

　旅の終わり──この長い旅の間、ひそかに胸中で暖めていた考えを、イオンは口にしようとした。青金色に輝かがやく少女の瞳を見つめ、少し話しづらそうに言葉を紡つむぐ。

「そなたに折り入って提案があるのダ。そノ、そなたさえよかったラ──」

「ご歓かん談だん中に申し訳ございません」

　控ひかえめな声が、二人の会話に割り込んできたのはそのときだった。

「若さま、ちょっとよろしいですか？」

「……どうしタ、ミマール？」

　もの柔やわらかなローマ公用語に、イオンは少しだけ残念そうな顔で振り返った。そこで困ったように頭を搔かいていたのは、まだ若い短生種の男だ。ミマール・スィナン──数年前までモルドヴァ公家に仕えていた扈従ケトウ・士民ボエールで、今はこの船の船主である。

「何か、問題でも起こったカ？」

「はあ、問題と言えば問題なのですが……」

　商しよう売ばい柄がらか、ミマールのローマ公用語はイオンよりもかなり流りゆう暢ちようなものだった。そもそも帝てい国こくにおける短生種は頭脳労働を担当する士民ケトウダと肉体労働を担う隷ズイン民ミーに大きく分けられるのだが、士民になるには、厳しい試験に合格して高い知性と肉体的能力を証明せねばならない。これに合格した後のち、希望の進路に沿って各種の専門学校メドレセで教育を受け、所定の単位を取得した者だけが国家ケトウ・士民ツアルに任官を認められる。さらに、国家ケトウ・士民ツアルの中でも特に見所があると見られた者が、各諸しよ侯こうと個人的契けい約やくを結んで扈従ケトウ・士民ボエールになれるのだ。ミマールは、今でこそ国家ケトウ・士民ツアルとして帝都に居住して商業を営んでいたが、数年前まではモルドヴァ公爵家ほどの名門に仕える扈従ケトウ・士民ボエールだったのだ。その優ゆう秀しゆうさは、いわば折り紙付きである──しかし今ばかりは、そのいかにも聡そう明めいそうな瞳が困こん惑わくを湛たたえて瞬またたいていた。

「例のもうお一人のお客様なんですが……いったいどうしたものでしょう？」

　ミマールの声に応じたように、甲かん板ぱんに転がっていたそれが不気味に蠢うごめいたのはそのときだった。

「……ううっ、エステルさん、私はもう駄だ目めです」

　くしゃくしゃに丸まっていた毛布から、ろくに櫛くしも通していないボサボサの銀ぎん髪ぱつが覗のぞくと、蒼そう白はくな唇で弱々しげに呻うめいたのだ。

「おお、主よ、このトラブルまみれの人生をちょっとなんとかしてください……ああ、エステルさん、なんだか私の人生で赤信号が点てん滅めつしてます。私が天に召めされたらですね、どこか海の見える丘おかに埋うめてください。私は、そこからいつもあなたを見守って──」

「船ふな酔よいぐらいで気分出さないでくださいませ、ナイトロード神父！」

　アベル・ナイトロード──イオンが〝外〟より伴ともなったいま一人の短生種を叱しかりつけたのはエステルである。さきほどまでの会話では見られなかった表情で腰こしに手を置くと、さも嘆なげかわしげに首を振る。

「死ぬ死ぬって、おっしゃることがいちいち大げさなんですから！　少しは、我が慢まんってものをなさってくださいませ。ほんと、あたしまで恥はずかしいですわ」

「そんなことおっしゃいますがね、私、船酔いってどうにも苦手で……」

　航海中、けっして手放さなかった洗面器を後ご生しよう大事にだき抱かかえたまま、アベルはえぐえぐとべそをかいた。澄すみ切った冬の湖色の瞳が寛衣ドルマンの黒によく映えている。しかし、黙だまって座っていればそれなりに整った顔は、いまや涙なみだと鼻水で地じ崩くずれを起こしていた。

「だいたいが、私のお腹なかは人一倍デリケートなんですよぉ。その証しよう拠こに、今朝だってパン六枚しか食べられなかったし……あ、でも、そろそろ小腹が減ってきましたね。ねえ閣下、お屋や敷しきに着いたらなんかご馳ち走そうしていただけませんかね？　いやいや贅ぜい沢たくは申しません。召めし使つかいの皆みなさんの余り物でけっこうですから……」

「だから、我が都邸には士民はおらヌ。自動オート人形マタだけじゃと何度も言っておるであロ……ええい、これでも食っておとなしうしておレ」

　神父と少女の間の飾かざらない会話の応おう酬しゆうが、なぜか癇かんに障さわる──イオンはそこらに転がっていた干し肉を投げつけると、卑いやしい短生種を黙らせようと試みた。この男の底なしの食欲には旅の間中、さんざん苦労させられたものだ。

「うふふふ……パーティーにようこそ」

　鼠ねずみでも手をつけるのをためらうようなその代しろ物ものをありがたげに押し頂いた神父からうんざりと目をそらして、少年は真しん剣けんな顔でいま一人に提案した。

「なあエステる、こやつは、いっソどこぞに捨ててゆかぬカ？　どうせここまでくれば、もうあとは余とそなただけで十分であロ？　となればいっソ……」

「……誘ゆう惑わくしないでくださいませ、閣下。それでなくとも、迷ってるところなんですから」

　一応、首を振ってエステルはイオンの提案を却きやつ下かしたが、その顔にはいかにも辟へき易えきしたような表情がたゆたっている。

　確かに公平に見ても、イオンの発言は正しかったろう。彼女がミラノ公から受けた任務は、この街に到とう着ちやくした時点で九割方完かん了りようしているのだ。護衛役と称しようしてくっついてきた神父など、もはや用済みではあったが──

「でも、さすがにこんなところで見捨ててゆくわけにはいきませんわ。それに、足手まといっていうのは少し言いすぎです。この方にだって、いろいろといいところがあるんだから、そこはちゃんと認めてさしあげないとね」

「こやつニいいとこロ？　どこニ？」

「ほら、たとえば……………………ええっと、すいません。今はちょっと思い出せませんけど」

　上空を飛んでゆく雁かりの群れが遠く海の彼方かなたに見えなくなるまで考えこんで、エステルはようやく指を一本立てた。

「でも、ほら、どんなにつまらない生活力ゼロの屑くずみたいなダメ人間にだって、どこか一つぐらいはいいところがあるって言うじゃありませんか？　だからこの方だって、一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばって探せば、そのうち一つぐらいはどこかに…………見つかったり見つからなかったり？」

「……エステる、そなた、実はこの者が嫌きらいであロ？」

「いえ、まあ、その辺はともかく」

　えへんと一つ咳せき払ばらいして、尼に僧そうは改めて周囲を見み渡わたした。ちょうど帆船カヤークは、海岸に建つ都邸の中でも最も大きな屋敷に接近しているところだ。いくつかのドームを組み合わせた本館が翼つばさのように従館を広げ、一面に貼はられた青いタイルが上品な雰ふん囲い気きを醸かもしている。

「あ、きれいなお家……ひょっとして、あれが閣下のお屋敷なんですの？」

「ああ、あれが我が一族の都邸ヤールダ」

　イオンが自じ慢まんげに胸をそらしているその間にも、帆船は滑すべるような動きで岸がん壁ぺきに接岸していた。都邸から伸のびた桟さん橋ばしに接せつ舷げんするや、ミマールの指揮で手早く縄なわ梯ばし子ごが降ろされる。

「エステる、そなたはちょっと先に行っていてくレ。余もすぐに行くゆエ……世ムル話ツメにースなク・っフオたアルなフ・、ムルミト・マザウー・ミルマール」

　なおも食事に執しゆう着ちやくしている神父をひきずり、縄梯子を降りてゆくエステルの背中を見送ると、イオンは元家臣に向き直った。どこか高々とした調子の帝てい国こく語に切り替かえ、労をねぎらう。

「そなヴア・ムたのルツメー好意スク・、絶ペント対にル・ア忘れマビリぬぞターテ……おお、トウ・なんなヴエニら少しーツイ寄って・アイゆくかノーツイ？　祖母マ・ボニ君もクータ・そなデイストたのラート・顔をフオアル見れテビーネば喜・トウ・ばれヴエニーるとツイ・ク思うが・ミーネ？」

「若さまのウミ・パお言葉はーレ・ラ嬉しいのーウ・コですがシテス、早くトレーブ荷揚イエ・サげを・マ・ド済ませウーク・てしまデ・ヴリいとうヤーウ・ございバガーますジユル」

　丁重に、しかしはっきりとミマールは首を横に振ふった。

「なにしろクルデ・、荷の中イアーバには生も・イエスのも少なテ・バガくないージユものでル・ミすからエーウ……申し訳イエルございターツませんイ・マ」

「そアスうトフかエル。そういえイエウ・ば、そなプロフエたの商売スイエ・は薬種レメデ商であイエルったな・トウ」

　とすれば、荷物の中には生しよう薬やくやその材料などの保存の利きかないものもあるはずだ。確かに荷揚げを急ぐ気持ちはわかる。それ以上は強いて勧すすめず、イオンは頷うなずいた。

「ならば無スンテー理は言うツイ・フまい。しオアルテかし、・アマー本当にビル・オ助かっ・サ・フた。こアーク・の恩はトートいずれ・チエ返そう・ポート」

「勿体ナヴエなきーツイ・お言ベントル葉。・チエト私こウ・ドウそ、ール・お祖母オ・サさま・フア──ーク・公爵トート・閣下にチエ・受けたポート・ご恩のプーチン万分の・ラ・レ一もクノスカ返せた・ラ・のでヴオイヴあれば、オーナ嬉しゅう・アル・ございモルドますーヴア」

　恭うやうやしい元家臣の一礼に軽い会え釈しやくを返すと、イオンは甲かん板ぱんを蹴けった。長生種に縄梯子など必要ない。五メートルは離はなれた桟橋に音もたてず降り立つと、優ゆう雅がに裾すそを翻ひるがえして、先行する二人を追おうとする。だが、その背中にわずかにうわずった声が投げかけられた。

「あ、あア、アロの、若ー・コさまシテス？」

「んチエ？」

　訝いぶかしげにイオンは振り返った。何か物言いたげな顔でこちらを見下ろしているミマールを見上げて、首を傾かしげる。

「何チエ・サ・かインターム？」

「いえノイ、その・ア……おアヴエ気ーツ・をグリーつヤ・デけ・サナてターチア」

「ああ、ダ、ドそなたウ・ドもなウール」

　イオンは涼すずやかに笑うと、軽く手を掲かかげてやった。カルタゴに出向く前には、この自分が、たかが短生種ごときにこんなねぎらいの言葉をかけてやるようになるとは思いもよらなかった──これもあの娘むすめの影えい響きようだろうか？

「待たせたナ、エステる」

　桟橋を離れた帆船は、たちまち速度をあげた。帝都でも海ボス峡ポラスの対岸──東岸アナドルは、こちら西岸ルメリとは対照的に小さな家が密集している短生種区画だ。波を蹴け立たてて、そちらに遠ざかってゆく船せん影えいに背を向け、イオンは連れに声をかけた。

「モルドヴァ公こう邸ていにようこソ。ゆるりとくつろグがよイ。まあ、今日のところは祖母君ももうお休みであろうガ、明日──あ、いや、そなたの感覚では今日の日にち没ぼつじゃナ──になったラ、事の顚てん末まつをお話しして、陛下との密見を手配していただこウ。さすれバ、まあ、一両日中には陛下にお目にかかれるであロ。その間、そなたは長旅の疲つかれを癒いやすもよシ、いろいろ外を見て見聞を広めルもよシ……好きにするがよイ」

「じゃあ──」

　ほっと表情を弛し緩かんさせた少女の顔を優やさしく見やると、イオンは深く頷いた。

「うん……これで、余とそなたの旅も終わりダ」

「はあ……よかった」

　気き丈じようなようでも、まだ十七の少女にはやはり重荷に過ぎた仕事であったことは疑いない。密書の縫ぬい込まれた胸のあたりを押さえてため息をついているエステルの横顔は、ようやくプレッシャーから解かれた解放感が溢あふれている。

　だが対照的に、イオンは複雑な思いだった。無論、彼とて勅ちよく命めいの遂すい行こうは喜ばしい。しかし、旅の終わり、それは……

「……なア、エステる？」

「え？」

　いきなり名を呼ばれて、エステルはわずかに驚おどろいたように顔をあげた。それをイオンは困ったような顔でじっと覗のぞき込んでいたが、やや躊躇ためらってから、少しだけ小さな声で切り出した。

「今後のことなんじゃガ……そなタ、こちらに留とどまるつもりはないカ？」

「は？」

　この人は何を言っているのだろう？

　長い睫まつ毛げを不ふ審しんげに細めた少女の顔にはそう書いてある。その瞳ひとみに向けて、少年は遠えん慮りよがちな声を注ぎ込んだ。

「その、余はそなたのことが気に入っタ。頭もよいシ、勇ゆう敢かんダ。なにより優しイ……野や蛮ばんな〝外アウター〟などより、いっそこちらで暮らしてはどうかと思うのだガ？」

　桟橋の距きよ離りを妙みように短いものに感じながら、イオンは声を励はげました。ずいぶんと前から考えに考えていたはずの台詞せりふなのだが、いざこうして言葉にしてみると妙に喋しやべりづらい。それでもなんとか、手持ちのローマ公用語の語ご彙いを総動員して言葉を絞しぼり出す。

「余の士民になれバ、十分な教育と待たい遇ぐうが保障されル。〝外アウター〟とは比べ物にならヌほど文明的な生活ができル。か弱い身で荒あら海うみを越こえて、異郷に使いに出されることもなイ。ミラノ公のもとにはあの神父を帰らせればよいではないカ。そなたはこちらに留まっテ……」

「……ありがとうございます、伯はく爵しやく閣下」

　形のいい口元を綻ほころばせて、少女は一礼した。陽光が紅茶色の髪かみを金色に縁ふち取どっている。だが、その目はここではないどこかに──あるいはイオンではない誰だれかに向けられていた。

「閣下のご好意には感謝いたします。でも、あたしにはどうしてもやりたいことがあるんです。それが終わるまでは……ちょっと、お引ひつ越こしは無理ですね」

「やりたいこト？　やりたいこととハなんダ？」

「さあ、実はそれがちょっと自分でもわからないんです」

　自分でも馬鹿なことを言ってしまったと照れているのか、気き恥はずかしげに頭を搔かいたエステルの頰ほおはかすかに赤い。

「ただ、私は私の家族や、私の知ってる人たちがどうして死ななくちゃいけなかったのか、それを知りたくてここまで来ました。だから──」

「だかラ？」

　きまじめな顔でイオンは少女を見上げた。青ラピ金スラ石ズリを思わせるエステルの碧へき眼がんをじっと覗きこむと、次の言葉を待つように口をつぐむ──

「……あのぅ、すいません、お取り込み中にたいへん失礼いたしますが」

　間の抜ぬけた声が二人の会話に割り込んできたのはそのときだった。

「伯爵閣下、恐きよう縮しゆくですが、ちょっとおトイレ貸していただけませんかね？　なんですか、さっきのお肉が、その……直ちよく撃げき？」

「わ！　神父さま、顔色が真っ青ですわ！」

　振ふり返ったエステルが悲鳴をあげた。体をくの字に折り、腹を押さえたアベルの顔が青く変色している。あまつさえ、下腹部のあたりから不気味な音さえ聞こえてくるではないか。

「なんかあのお肉、ちょっとすっぱいかなーと思ったんですが、案の定……うくっ!?」

「だから、いやしい真ま似ねはしないでくださいませっていつもあれほど……わ！　わ！　我が慢まんしてください！　こんなところで粗そ相そうされた日には、外交問題ですわよ！　伯爵閣下、その──」

「士民用の厠かわやはあっちダ」

　疲れた顔で、イオンは手を振った。離はなれの裏手を指し示す。

「ここをまっすぐ行けばわかル」

「あそこですね。すいません、ちょっとお借りします……ほら、神父さま、肩かた貸して！」

　イオンが指差した方をきっと睨にらむと、エステルは青い顔で体をくねらせている神父をひきずって歩き始めた。何ごとか言い交かわしながら赤い景色の中を次し第だいに遠ざかってゆく二つの影かげを、ただ独り残された少年は複雑な表情で見送っていたが──

「……ちぇ」

　ややあって、不ふ貞て腐くされたような舌打ちがその唇くちびるをこぼれた。

（余としては、考え抜いたつもりであったのだがな……）

　さっきのあれは、別に下心あっての発言ではなかった。イオンは帝国貴族で彼女はただの短生種だ。妙な下心などあろうはずはない。純じゆん粋すいな忠告としての提案だったのだが……

「いや……未練がましく考えていてもしようがない」

　一つ息を吸うと、イオンは物思いを振り払はらうように頭を振った──そう、無事に陛下にお目通り願うまで、勅命は果たされたわけではないのだ。こころなし肩を怒いからせると、エントランスの扉とびらに手をかける。

　なにしろ今度の帰国は極ごく秘ひのことだ。彼女たちを直接引き合わせる前に、祖母に少し話をつけておいた方がいいだろう。〝車輪わだち踏ふむ一いつ角かく獣じゆう〟──モルドヴァ公こう爵しやく家の家章が刻まれた扉を押し開け、こっそり帰宅した子供のようなばつ悪げな顔で帰宅の挨あい拶さつをする。

「祖お母ばあ君さま、イオンです。ただいま戻もどりました──」

　急な孫の帰館に、祖母は驚くだろうか？　老女がちょっと意地の悪い、しかし優やさしい愛情に溢あふれた顔で迎むかえに出てくるのを待ち構えて、イオンは澄すました表情を作った。幼い頃ころに母を亡なくした彼は数多くの親族によって育てられたが、中でも、祖母はとりわけ彼のことを愛してくれている。きっと、今回も任務の成功を喜んでくれるに違ちがいない……

　だが結局、返事が返って来ることはついに無かった。

　館やかたの中は朱あけに染まっていた。




　　　　Ⅱ




　真っ赤な水みず溜たまりは、まだ熱い湯気をあげていた。吹ふき抜けのホールのそこかしこに転がっていたのは、切断された四し肢しや体の切れ端はしだ。赤い蒸気をあげる絨じゆう毯たんには、美しいが虚うつろな表情を刻んだ生首がいくつも、奇き妙みような果実のように転がっている。

「……なっ!?」

　扉を開いた姿勢のまま凍こおりついてしまって、たっぷり十秒は過ぎたであろうか。ようやく回転を再開した頭の片かた隅すみで、イオンは生首が全すべて同じ顔──端たん麗れいだが生気に乏とぼしい若い女の顔をしていることに気づいた。そして、床ゆかを浸ひたす赤い液体から漂ただようのが血の香かおりではなく、油っぽい金きん属ぞく臭しゆうであることにも。

「こ、こやつらは自動人形か!?　だが、これは……」

　一見しただけでは人間と見分けがつかぬほどに精せい緻ちな家政用オート自動人形マタは、大諸しよ侯こうたる富の証左あかしだ。しかし、皮下循じゆん環かん剤ざいの海に沈しずめられた残ざん骸がいは三体や四体ではきくまい。おそらく十体前後にはなるであろうそれらを凝ぎよう視ししたまま、イオンは唸うなった。

　これだけの数を、いったい誰が破は壊かいしたのだ!?　そして、何のために!?

「……そ、そうだ！　祖お母ばあ君さま！　祖母君は!?」

　無む惨ざんに切断された生首から目を上げて、イオンは我に返った。

　彼の祖母──モルドヴァ公ミルカは都邸に士民を置いていなかった。その理由は、いかにも偏へん屈くつな彼女らしい。

〝すぐに死ぬ短生種などに情を移したくないから〟

　とはいえ、この広い屋や敷しきを自動人形だけに任せるのも無用心な話である。イオンは再三、心利いた士民を所領から呼び寄せるよう忠告してきたのだが、あのわがままで傲ごう慢まんで根性のねじくれた老女が孫ごときの忠告に耳を傾かたむけるわけもない。それにそもそも、モルドヴァ公と言えば帝国貴族の筆頭。それを殺あやめようという不ふ逞ていの輩やからなど、想像だに難しかったのだが──

「祖母君！　どこにおわすや、祖母君!?」

　恐きよう怖ふと焦しよう燥そうに心臓を鷲わし摑づかみにされ、イオンは再度叫さけんだ。だが、その声は緩ゆるやかなアーチの連れん鎖さする廊ろう下かを虚むなしく反はん響きようしてゆくだけだ──いや、今の音は何だ？

　天てん井じようから響ひびいた物音にイオンは耳をそばだてた。確かに聞こえた。複数の硬かたい靴くつ音おと。

「祖母君！」

　階段を駆かけ上がるのももどかしく、少年は床を蹴けった。

　翼つばさでも生えているかのような跳ちよう躍やく力で二階の床に着地するや、広い廊下を疾しつ駆くする。靴音は、確かにこの突つき当たりから聞こえてきた。そして、そこにあるのは祖母の寝しん室しつだけだ。

「祖お母ばあ君さま！　ご無事か、祖お母ば──」

　ほとんど扉を蹴破らんばかりにして寝室に転がり込んだ少年の顔が、大きく歪ゆがんだ。

「こ、こいつらは!?」

　青いモザイクと絨毯で飾かざられた部屋は、帝国最大の貴族の寝室にしては質素なものだった。

　目立つ家具といえば、入り口付近に置かれた洗顔用の水すい盤ばんと文ふ机づくえぐらい。テラスに面した窓は大きく開け放たれ、金角湾ハリーチからの潮風がカーテンをそよめかせている。

　しかし、今や室内には、むせ返らんばかりの皮下循環剤の香りが充じゆう満まんしていた。

　普ふ段だんはきちんと片付けられ、埃ほこり一つない部屋のあちこちに転がっていたのは完かん膚ぷなきまでに破壊された人形の残骸だ。壁かべなど、飛び散った皮下循環剤に赤黒く変色してしまっている。

　が、少年の顔色を死者のそれに変えたのはそれらの惨さん状じようではない。部屋の奥にしつらえられた主の寝ね床どこの周囲を取り囲んで、三つの人ひと影かげが佇たたずんでいる。黒い〝外アウター〟風の軍用外がい套とうで全身を覆おおい、兜かぶとの下の顔はガスマスクで隠かくしていたが、死そのものが人の形を象かたどったかのような姿は忘れようとして忘れられるものではない──

　あの砂漠の町カルタゴで見た悪夢が脳のう裏りを過よぎったのはごく短時間のことだった。いまや真っ赤に染まった主の寝床と、巨きよ漢かんたちの引っ提さげる戦せん斧ぷから滴したたる雫しずくが、彼の意識を一いつ瞬しゆんにして漂ひよう白はくしてしまったからだ。

「きっ、貴様らあああああああああああああああああああああっ！」

　捲めくれ上がった唇くちびるから鋭するどい牙きばが突き出したときには、地上最強の戦せん闘とう生物──長生種メトセラの少年は、抜ぬく手も見せず腰よう間かんの小剣けんを鞘さや走らせていた。

「よくも我が祖母を……許さん！　貴様ら、絶対に許さんぞ!!」

　だが、悪あつ鬼きと変じた少年の形相にも、三人の大男たちはいささかもたじろいだ様子を見せなかった。巨きよ体たいにそぐわぬ素す早ばやさで少年に向き直ると、それぞれの得え物ものをかざして戦闘態勢をとったのだ──否、正確には戦闘態勢をとったのは二体だけだ。彼らが戦斧を掲かかげたその背後で、三体目は頭上に掲げた斧おのごと頭頂を撃げき砕さいされてしまっている。

「一匹ぴき目！」

　脳のう漿しようを噴ふき上げて倒たおれた大男の傍かたわら、虚こ空くうから忽こつ然ぜんと湧わき出したのは、白はく刃じんを握にぎる少年の影かげである。全身の神経を異常興奮させ、常態の数十倍の反応速度を得る長生種独特の特とく殊しゆ能力──〝加速ヘイスト〟状態にあるその姿は、いまや朧おぼろな影としか認識できないが、その繰くり出す得物は悪あく霊りようの叫きよう喚かんのような風鳴をあげて、咄とつ嗟さに振ふり返った二体目の顔面を襲おそっていた。

「二匹ひき目！」

　ガスマスクの中央、小鼻の軟なん骨こつを貫つらぬいて、小剣はその奥の延えん髄ずいまで完かん璧ぺきに破壊した。後頭部から、血と脳漿をばらまいて白刃が突き出る。巨体を蹴り飛ばしてそれを引き抜きながら、なおもイオンは吼ほえた。

「三匹びき──」

　あまりに迅はやい彼の動きに対応できぬのか、背中をこちらに向けたままの巨漢の背に、柄つかまで通れと刺し突とつを繰り出す。速度・タイミングともに申し分ない一いち撃げきは、心臓を破は砕さいするに十分な破は壊かい力を有している──しかし、あまりの手て応ごたえのなさに、目の前のそれがただの残像であることに気づいたときはすでに遅おそい。

「しまった……こやつも〝加速〟を!?」

　カルタゴでの戦いで、彼らの戦闘力については知ち悉しつしていたはずだ。だが、激情が冷静な判断力を奪うばってしまっていたらしい。白昼夢のようにかき消えた敵てき影えいを追ってイオンは首を巡めぐらせた。いや巡らせようとした刹せつ那な、横よこ殴なぐりの一撃を喰くらった体は宙に舞まっている。

「はうっ！」

　横撃は、イオンの体を五メートルほども弾はじき飛ばしたあげく壁に深くめりこませるだけのパワーを秘ひめていた。もし反射的に小剣を掲げたタイミングが半はん瞬しゆんも遅おくれていれば、いまごろ両りよう斬ざんされた彼の体は床ゆかと天井に散らばってしまっていたはずだ。

「ぐ……かはっ！」

　ただ、その幸運はいたずらに少年の苦痛を引き伸のばしただけにも見えた。

　崩くずれた壁に埋うもれたイオンの口が、鮮せん血けつを吐はきこぼした。不気味なほど鮮あざやかなその色は、どうやら砕くだけた肋ろつ骨こつが肺を串くし刺ざしにしているものらしい。身動きとれぬまま、首だけを折ってさかんに咳せきこんでいるその頭上に不ふ吉きつな影が差した。

「お、おのれ……！」

　牙が砕けんばかりにイオンは歯は軋ぎしりしたが、猛たける戦意とは裏腹に体の方はびくとも動かない。一方、対照的なまでの余よ裕ゆうを持って、巨漢は少年をまたいで仁王立ちになった。ゆっくりと戦せん斧ぷを振り上げるや、拝み撃ちに振り下ろす──

「──逃にげてください、閣下！」

　鋭い声とともに飛来した散さん弾だんが敵手の顔面を襲っていなければ、イオンの頭は赤と灰のペーストに変じていただろう。ヘルメットを吹ふき飛ばされてたたらを踏ふむ敵に第二弾を浴びせかけながら、なおもエステルは怒ど鳴なった。

「何なさってるんです！　早く逃げて！」

　一方、その傍らで唸うなったのは、先に倒れた一体目の残ざん骸がいを漁あさっていた神父である。

「ちょっとまずいですよ、エステルさん。ひょっとしてこの連中は……」

　ぶ厚いコートをはだけさせると、その下から現れたモノに眉まゆをひそめる。

「やっぱり……やばいです！　エステルさん、伯はく爵しやくに早く逃げるように言ってください！」

「エステる、神父、祖母君ガ……余の祖母君ガ……」

　一方、ようよう立ち上がったイオンは、弱々しく咳きこんでいた。

　打ちつけた頭が割れるように痛い。目の前が血に曇くもってほとんど見えない──そのため、傍らで、頭を半分失った巨漢が戦斧を振り上げていることにも気づかぬ。

「閣下、気をつけて！　横！」

　舌打ちとともに放たれた銀の一粒弾スラツグは、襲しゆう撃げき者の腰よう部ぶを捉とらえた。巨きよ人じんは今度こそ大きくよろめくと、地じ響ひびきをあげて転倒した。仰向けになったまま奇き怪かいな昆こん虫ちゆうのように四し肢しをばたつかせているが、制せい御ぎよ系の一部が壊こわれたものか、なかなか立ち上がれないようだ。

「メンフィス伯はく、逃げて！　ここは危険です！」

　だが、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすイオンの耳を打ったのは、エステルの声ではなかった。

　血相変えて立ち上がった神父が、うわずった声で喚わめいたのだ。

「〝網をクイア・張ってインウエ鳥をンテイ・捕るスント・ようイン・に、ポプロ罠・メオ・をインピ仕掛けて・インヂ我らをアンテス捕らう・カシ・者ありアクペス〟……罠わなです！　私たちは罠にはめられました！」

「罠？　罠ってどういうことです、神父さ……ちょ、ちょっと！　何なさるんですの!?」

　不ふ審しんげに問いただしたところでいきなり抱だき上げられたエステルが悲鳴をあげた。だが、抗こう議ぎの声は黙もく殺さつして、アベルは一目散に駆かけ出している。しかもその途と中ちゆう、人形のように突つっ立っていた少年の襟えり首くびを摑つかむや、強引に小こ脇わきに抱かかえあげることも忘れない。

「は、放セ、神父！」

　およそ無礼な相手の振る舞いに、ようやく意識が現実に戻もどってきた。怒ど声せいと爪つめでその手を振り解ほどこうとあがきながら、イオンは絶ぜつ叫きようした。

「祖母君が……祖母君が！」

「おばあさまのことは諦あきらめてください！　それより早くここを離はなれるんです！」

　この旅でイオンが初めて聞く真しん剣けんな声で、神父は怒鳴った。

「こいつら、自じ爆ばくするつもりです！」

「……なに!?」

　最初、イオンは相手が何を言っているか理解できなかった。ようやくその意味するところを悟さとったのは、床に落とした視線の先に、自分が倒たおした大男たちの残骸を見いだしてのことだ。

　襲撃者のコートはいまや大きく弾はじけ、その下の逞たくましい体が露ろ出しゆつしていた。だが、鎖くさり帷子かたびらのようにその胴どう体たいを覆おおっているあの袋ふくろはなんだろう？　糸で繫つながれた無数の袋──。そしてそこから伸びたコードの先で、静かに時を刻んでいる時計は──

「ば、爆ばく弾だん……!?」

　少年が顔面を硬こう直ちよくさせる間にも、彼と少女を抱えた神父は部屋で唯ゆい一いつの窓に向けて駆け寄っていた。窓まど際ぎわまで辿たどり着くと、二人を抱えたまま、文字通り、窓の外に身を投げ出す──あたかも太陽が地上に墜おちたが如ごとき閃せん光こうと、大気そのものが炸さく裂れつしたような衝しよう撃げきが世界を襲おそったのはその直後だ。

　噴ふき上がった業ごう火かは、一いつ瞬しゆんにして寝しん室しつを焼き尽くし、三千度にも達するその炎えん熱ねつの息を吐き散らした。衝撃で固形化した大気が、透とう明めいな津つ波なみとなって周囲のすべてを飲み尽くす。押し寄せる爆ばく風ふうは、間かん一いつ髪ぱつで外に逃のがれた三人の体を木の葉のように翻ほん弄ろうし──

「──ぐえ！」

　前庭の芝しば生ふの上に、まず、アベルの長身が大の字になって激げき突とつした。その頭上にイオンとエステルが落下したのは、さらに一いつ拍ぱく遅おくれてのことだ。

「あ、あいたたた……」

　したたかに打ち付けた腰こしを擦さすって呻うめいたのは赤毛の少女だ。目に涙なみだを浮うかべながら、同行者の安否を尋たずねる。

「だ、だいじょうぶでしたか、閣下!?　お怪け我がは？」

「あ、あア……」

　しかし、イオンは生返事を返すのが精せい一いつ杯ぱいだった。白い炎ほのおを見つめるその瞳ひとみは、死者のように表情を失ってしまっている。

　業火は異様な速さで都邸ヤールを覆い尽くしつつあった。その火勢を目まのあたりにしては、消火活動が無意味なことは子供にさえわかったろう。吹きつける熱風から顔を庇かばって後退するのが精一杯だ。

「いったい何がおこったのダ……祖母君……いったい、どうしテ……」

　一瞬にして館やかたと祖母を失った少年貴族は、虚うつろに呟つぶやいた。

　なぜ、こんなことになったのだ？　そして、これからどうすればいいのだ？

　惑わく乱らんする思考を持て余すように、隣となりで立ち上がった長身の影かげに尋ねる。

「ナイトロード神父、余はこれからどうすればいイ？　余は、どうすれバ──」

「黙だまって！」

　しかし、不安げな少年の問いに鋭するどい声を返した神父は周囲に厳しい視線を送っていた。唇くちびるの前に立てた指の下から、可か聴ちよう域いきぎりぎりまで絞しぼった声を押し出す。

「これはまずいな。数が多過ぎる──私たち、囲まれてます」

「……囲まれていル？」

　まだ、敵がいるのか!?

　警けい戒かい心しんが、イオンの意識を現実に引き戻した。アベルの見つめる方に首を巡めぐらせると、幾いく分ぶんか生気の戻ってきた瞳でその辺りを走査する──しかし、視界に映ったのは風に揺ゆれる草木と淡あわい輝かがやきを放っている海だけだ。敵らしき影は微み塵じんも見当たらない。

「神父、囲まれているとハ、いったいどこニ──」

　険しい顔をしているアベルに尋ねたイオンが、再び視線を前方に戻したときだった。

　その間、ほんの半秒とはたっていなかったはずだ。だが、少年は思わず我が目を擦こすることになった──確かに誰だれもいなかったはずの場所に、あたかも蜃しん気き楼ろうの如く、幾いく十じゆう名もの人ひと影かげが出現していたからだ。

　いったいどこから、いつ現れたというのか？

　不ふ吉きつな赤い陽光の下、一分の隙すきなく周囲を囲んだ甲かつ冑ちゆうの群れはさらに紅あかかった。真っ赤な鎧よろいに血の色のマント。深く庇ひさしを下ろした帽ぼう子しの下にはこれまた真しん紅くの仮面が無表情に三人を見つめている。その手に握にぎられているのは大型猟銃ライフルらしき銃じゆう器き、腰に佩はいているのは幅はば広ひろの大たい剣けんだ。

「……イェニチェリ！」

　しかし、咄とつ嗟さに彼を庇うように進み出たアベルとエステルを押しのけて、イオンは一歩踏ふみ出していた。喉のどを詰つまらせたような声をあげながら、赤い兵士たちに向かって手を差し伸のべる。

「いぇに……なんですって？」

「禁軍イエニ兵団チエリ──確か、皇こう帝てい直属の長生種部隊だったと思います。でもおかしいな？　確か私が聞いたところじゃ、連中、宮きゆう殿でんから出てくることは滅めつ多たにないって話だったんですが……」

　後ろでは、眉まゆをひそめたエステルにアベルが短い注ちゆう釈しやくを加えていたが、無論、そんなものはイオンの耳には届かなかった。真紅の兵士たちの中央、唯一、素す顔がおを曝さらしている黒い肌の大男に呼びかける。

「バイジユデイバルチエ・バス卿イバルス！　そなドムネアた、ータ・イバイバエシチイルス卿・ジユデではごイチエざら・バイぬかバルス！　ちょうポート・どいいサ・ヴアところ・ローグに参ら・チエれたヴアー！　我がマ・館がヤール……祖母マ・ボ君がニクータ……」

　少年の声はほとんどうわずらんばかりに震ふるえていたが、それも肉親と家を同時に失った直後とあれば仕方あるまい。しかし、そんな彼を見返した黒い巨きよ漢かん──バイバルスの視線は凍いてついた鋼鉄めいて鋭かった。

「──メンアスクルフィターツイス伯ー・マ、イオコシテスン・・ア・メフォンフイスルトゥ・イオンナに告・フオげるルトウナ」

　爆はぜる炎が不吉な兵士たちの影を地面に黒々と穿うがっている。

　だが、降りかかってくる火の粉を、禁イエ軍ニチ兵エリ団・ア長ースウは払はらおうともしなかった。仁に王おう立だちのまま、朗々とよく響ひびく声でこう告げただけだ。

「我ユ・ヴはオイ帝・ア国とプカ・皇テ・帝アプ・陛下のヌーメ・名にアル・ツおいてアル・汝をデ・アウ捕縛グスタするもの・ヴラであるデイカ。容トウ疑は・バヌモルーアド・オモヴァル・公ヴオイ殺ヴオー害ナ・およダ・プラびーツイ・都邸ヤールの・ア・焼きモルド討ちーヴア……いざエス、テ・モ神妙にーレ・ダ縛に・エステつかれよ・アプカ、メンコシテフィス・フオス伯ルトウナ」

「なっチエ……!?」

　今度こそ息を吞のんで立ち尽つくしたイオンの鼓こ膜まくを、長ちよう剣けんの鞘さや走る音が叩たたいた。
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「モ、ユ、ユ・モルオモリ・ドヴヴオイヴァ公オーナ・殺害アル・モだルドとーヴア……ば、ア、アスば、ツ・ドビ馬鹿なトーク！！」

　七本の枝を生やした長剣は黒曜石の輝きを放っている。〝脊髄ズー・アを砕ル・フイく者カール〟──代々の親衛隊長が帯びるその刃やいばに映ったイオンの顔は驚きよう愕がくと狼ろう狽ばい、そして怒いかりで激しく歪ゆがんでいた。

「言うにトウ・事欠いエステて、余・フアがこれリマ・をやっジーチたと卿エ・ネは申さプト・れるかジユデイ、バイチエ・ババルス卿イバルス！　いやユ・エしくスト・もモオ・ネルドポートヴァ・リウ公の・ヴオ孫たイヴオるこーナ、の身トウ・ジが、ーチエ・祖母オモル・君をドムネア弑害ーラ・ヴ奉っオイヴたとオーナ!?」

「控えられフイーるがよろツイ・しかろうアテー、メンント・フィス伯コシテス」

　嫌いやみなほどに平静なバイバルスの表情は、イオンのそれとは対照的だ。少年に向けられた凶きよう器きの切っ先は微び動どうだにせぬ。

「さきほトウ・イど汝がントレムこの館・ラ・ヤに入っール・オていった・デイニのは複数オアラ、の者によエスタ・って目ムルト撃され・マルているトーラ。そしデ・インて、ダラート直後・アルデのこ・ラ・の火災ヤール──疑われトウ・ウるに十ミ・パル分であテ・ラろうーウ？」

「よ、余はヌ・スンやってト・イいないエウ！　余がダーカ・帰館ユ・セ・したイントルときーチエ・にはヤール、、すローグ・でに賊エスツ・が館にラ・アおってカーサ……」

「ほうロ、ー賊とグ？」

　沈ちん黙もくを守る禁軍隊士たちはあたかも赤い人形を思わせて黙もく然ぜんと動かぬ。その中央に仁王立ちになったバイバルスは重々しく問いを重ねた。

「でスプネはーツイうか・ミ・がウンカ・おオダークう・ヴア、メンフコシィス伯テス。今、ウンデその・エス賊とテ・ダやらは・ローどこにグ・アありしやクーム？　また、サウ・デ汝は・チエ・なにアスゆえ、パ・勅命をトウ・ア帯びたヴエア・身にもオルデイ拘らず、ン・ラ・こそこアウそとグス帝都にタ・ナヴ忍び込むアリ・デような・ラ・ビ真ザン似をテインした・タイナ？　どうサウ・デして・チエ・堂々とネプテ・帰還ヴイーンし・ラて、・アウ星グス皇タ・ヴ宮オアにストラ参・デ内・ドウせーチなエ・ラんだ・サライ？　納得ダーゆくツイ説明を・ミ・いただイクプけるかリカル？」

「そ、イ、イそれエ・アはイーチ──」

　イオンは声を詰まらせた。

　あの不ふ埒らち者どもは全すべて倒たおしてしまい、その残ざん骸がいは炎ほのおの中だ。いや、たとえ奴やつらを捕とらえていたとしても、ただの〝死体〟から証言が得られようはずもない。

「ふむチエ……どうアム・ウやらンツエレ語るース・ヌに落・アヴエちたーツ・ドようレプタだなーツイ」

　凝ぎよう結けつしたように沈黙してしまった少年を見み据すえるバイバルスの、灼やけた鋼はがねを思わせる黒こく瞳とうが動いた。底光りする視線が、イオンとその背後の短生種たちを串くし刺ざしにする。

「同じユ・ダ・帝国トウ・エ貴族ステ・ツとしアレ・ボて、イエーラ惨め・マ・ドな姿アーレ・を晒ウングロさせるジトールは我が・ヴエデ本意でア・ユ・はないピエリ。そこヌマイデの短クート・生種とク・アスもどもテ・テラおとなーネ・トしく縛ウ・ヴオにつイ・ウルけばマーツよしイ・マ……さもユ・ヴオなくばイ・ストここリヴイ・で斬りテ・イ捨てるンダータ」

「き、斬ストリヴり捨イ・インてるダータ!?　余をストリ斬りヴイ・捨てマ・イるだとンダータ!?」

　思いもよらぬ不幸に続き、この屈くつ辱じよく──イオンの声は激しくうわずった。抜ぬき身の小しよう剣けんを掲かかげるや、ひび割れた声でヒステリックに喚わめく。

「人に濡トウ・アれ衣をクザ・ユ着せて・ネドレおきなプト・イがらモード、戯言ア・ザヴほざオーリ・くナズなビーチ、下ドブチエ郎・ローグ！」

「だ、駄だ目めです、閣下！」

　慌あわてたように、神父が後ろからすがりついてきたが、そのときには〝加速〟状態に入ったイオンの体は朧おぼろな残像だけを残してかき消えている。その代わり、彼が立っていた場所から禁軍隊士の列に向けて勢いよく立ち上がったのは白はく煙えんの帯だ。

「──卿ダムネらヴオスはトラ・手オプリをーツイ出・ヴアす・アイなーツイ」

　だが、迫せまる白煙──高速機動中の長生種が蹴け立たてる土つち煙けむりを目まのあたりにしてなお、バイバルスは悠ゆう揚よう迫せまらぬ態度を崩くずさない。愛剣を握にぎる手にわずかに力を加えながら、不敵に言い放つ。

「惜ウミし・パーいレ・なラーウ……あとダーカ・百年トウ・ヴほどオイ・イ修行ンストルを積ウイ・ダめば、・オ・スなかなータ・ダかのーテ・ヴ遣いオイ・エ手にスタ・ウなっン・ソルたでダータ・あろマイ・フうにルモーサ！」

　そして、まさにその瞬しゆん間かんだった。

　彼の眼前、ほんの五メートルほどのところに白はく刃じんを振ふりかざした少年の姿が幻まぼろしの如ごとく出現した。そしてそのときには、バイバルスの振り下ろした〝脊髄ズー・アを砕ル・フイく者カール〟の黒い刃やいばは、異様な音をあげて空気を嚙かみ裂さいている。
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　が、禁イエ軍ニチ兵エリ団・ア長ースウともあろう男が敵との間合いを見誤ったものだろうか？　七支刀が薙なぎ払ったのは、わずかにイオンには届かぬ場所だった。余よ裕ゆうを持って、イオンは黒こく刃じんが通り過ぎるのを待つと、姿勢を崩した敵手めがけて己おのが白刃を突つき込んだ──

「ぐうっ!?」

　だが、転てん瞬しゆん、握った凶器ごと大きく後方に向けて弾はじき飛ばされていたのはイオンの方だった。

　まるで、見えない剣に斬りつけられたかのような衝しよう撃げきが、突き込んだ刀身を押し返したのだ。

　筋力はあっても体重のないその体が、冗じよう談だんのように宙を舞まう。もし彼が短生種なら、そのまま墜つい死ししていたに違ちがいない。猫ねこのように体を丸め、強きよう靭じんな下半身のバネをフルに撓たわめてようやく着地に成功する。

「な、チ、チエなん・イエスだ、テ・ア今のはチエーヤ!?」

　小剣の刀身を見て、イオンは慄りつ然ぜんと唇くちびるを震ふるわせた。鉄さえ切り裂く強化チタンの刀身に大きな亀き裂れつが入っている。さきほどの〝見えない剣〟のせいだ。もし、小剣で受けたのでなければ、今ごろ、彼の胴どう体たいは真っ二つになっていただろう。しかし、いったい何に弾かれたというのか？

「一つユ・ヴオ忠告イ・ダ・をしスフアーておト・ダ・こう、タ・バ少年イアート」

「!?」

　物静かな声が耳じ朶だを叩たたいた刹せつ那な、イオンは横飛びに跳ちよう躍やくしていた。七支刀を振りかざして肉にく薄はくしてくるバイバルスからなんとか距きよ離りを取ろうと試みる──しかし、禁イエ軍ニチ兵エリ団・ア長ースウの方は逃にげる少年を追うでもなく、ただその場で、得え物ものを虚こ空くうに向けて振り下ろした。

「正面ナーマ・からオクパ・やりシージ・合フオルうタ・だけがエス・ネ戦では・ダ・ないぞラプター。よほどにヌマイ・実力差がトウ・あるターレ・場合をマイ・除いて、カラ・捨て身のネ・攻撃などオクパ・仕掛けてシージ・はならぬフオルテ……ましてやインカ・相手のトウ・ネ手の・セ・ド内さえヴエーヂわか・アフラらぬ・デ・ドのにだウスマン」

　不気味な唸うなりが上がったその瞬間、イオンは〝脊髄ズー・アを砕ル・フイく者カール〟の七つの枝刃が青白い閃せん光こうを散らすのを見た。刹那、小剣を体前に掲げたのは、ほとんど本能的な防衛反応だ。

「くおっチエ！」

　だが、それが再びイオンの命を救った。七つの枝刃が作り出した帯電磁場によって発生した真空の刃が、不可視の剣となって少年を襲おそっていたからだ。

「…………!?」

　澄すんだ音をあげて白い刃が砕けたとき、イオンの目は信じられないものを見たように見開かれている。一方、柄つかだけになった小剣を握りしめたままの少年に七支刀を突きつけたバイバルスの表情は、石像めいて無機的だった。

「勝負ルプタ・あっエスト・たガータ──そなトウ・ヴたのオイ・イ負けントラ・だグローバ、少バイア年ート」

　それは勝ち誇ほこる男の自己顕けん示じというよりは、いっそ謹きん直ちよくな教育者めいた論評だった。バイバルスは七支刀を手元に引くと、顔の横に担ぐような姿勢で切っ先を掲げた。

「汝もダーカ・帝国トウ・エ貴族ステ・アの端・カパーくれテ・ダ・なボイエらーラ、潔トウ・くヴオイ散・オモるーレ・がヨス・よマ・スいパーダ」

「……っチエ！」

　殺やられる！

　咄とつ嗟さにイオンは目を閉じた。血の糸を引いて飛んでゆく自分の首を幻げん視ししながら、固く瞼まぶたを瞑つぶる──そして、それが幸いした。

「そのまま目を瞑ってて！」

　怒ど鳴なったのは、それまで相争う長生種たちには一いつ顧こだにされなかった男の声だ。

　さっきから背後でなにやらやっていたアベルが、手にした小袋ぶくろを空に投じたのだ。襲しゆう撃げき者の残ざん骸がいを調べたときに失敬したものらしいそれは、弧こを描えがいて、争う長生種たちの頭上へと飛んで行く。どこかに穴でも空いているのか白い粉をまき散らす袋ふくろを、赤い兵士たちは視線で追ったが、次の瞬間、それは爆ばく発はつ的な白光をあげて破は裂れつしていた。

「むうヴアウっ!?」

　卓たく越えつした長生種の視覚がかえって仇あだとなった。

　太陽が地上に墜ちてきたかのような光に視神経を灼やかれたイェニチェリたちが一いつ斉せいに我が目を覆おおう。直後、その頭上に降り注いだのは、細かな火球である。強力な酸化剤ざいである過マンガン酸カリウムと細かく砕かれたアルミ粉の急テル速ミツ燃ト・焼ナパーム──さきほど、モルドヴァ公こう邸ていを焼き尽つくした業火の正体だ。

「今です、閣下！」

　いまだ硝しよう煙えんをあげる旧式回転拳けん銃じゆうを掲かかげて怒鳴ったのは、アベルである。目を覆って呻うめいているエステルをひきずり、腰こしを抜ぬかしているイオンの元に駆かけ寄ってくる。

「何をぐずぐずしてるんです！　今のうちに逃げるんです！」

「に、逃げル!?　し、しかシ、神父、余ハ何もやましいことハ──」

　この期ごに及およんで、なおもイオンは抗こう議ぎするように声を荒あらげた。そう、何かの間ま違ちがいだ。こんなことがあっていいはずがない！

　だが、アベルはイオンの手を摑つかむや、むりやり立たせた。

「主しゆ曰いわく、〝逃げよフギテ・。しかサルワテして自・アニマらの命ス・ウエを救えストラス〟です！　ここで殺されちゃったら、濡ぬれ衣ぎぬを晴らすこともできないんですよ！」

「……くッ！」

　珍めずらしく、この男の言うことは正しい──彼我の戦力差は絶対的だ。イオンは未練を払はらうように頭を一つ振ふった。彼こそ仇であるかのようにアベルを睨ねめつけると、声を荒げる。

「摑つかまっておレ！　神父！　エステる！」

　転瞬、小さな影かげはその輪りん郭かくを薄うすれさせていた。さきほどから〝加速〟の使いすぎで、全身の神経が悲鳴をあげている。それを叱しつ咤たして、イオンは勢いよく大地を蹴けってその場を逃のがれようとした──だが、なおもそれを追いかけて轟とどろいたのは低い風鳴である。

「逃オブリがーツイさ・ヴアぬ・アイぞーチ・ロ、ーガ・逆デ・ラ賊・ツアラ！」

　一いつ閃せんした黒刃は少年の影を見事に両断したかに見えたが──

「……ふむオ、よい逃げビーナっぷりだ・フージ」

　七支刀を振り下ろした姿勢はそのまま、黒いバイ長生種バルスは低く笑った。目を細めて見やった先は、地面に穿うがたれた深い靴くつ跡あとだ。その側そばの地面には黒い位服の端は裂ぎれが落ちていたが、少年の死体も彼の同行者の姿もそこには見当たらない。

「さすがエル・ナに、少・エスタしは見・ドア込みール・があるコピル。だがインサ、どこプナ・ラまで・チエ・やれるエル・ヴものオイ・やらターレ……」

　敵手──しかも、重臣殺害の反逆者を取り逃がしたにも拘かかわらず、バイバルスの表情に落らく胆たんの色はない。いや、そのぶ厚い唇くちびるに、むしろ満足げな微び笑しようさえ浮うかべて独りごちる。

「さて、エステ・これでイオール幕はあ・インがったケープ……うまくヨーク踊れよ・ベーネ、少バイア年ート」
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「わぷっ!?」

　かなり速度は落ちていたといえ、投げ出された場所が砂すな浜はまでなければ、かすり傷程度ではすまなかったはずだ。

「あいたたたた……し、死ぬかと思ったわ」

　弱々しく呻くと、エステルは砂まみれの体を起こした。モルドヴァ公邸からどれくらい離はなれたろう？　遠浅の海岸に打ち寄せる波が、すぐ傍かたわらで静かな音をたてている。転落の衝しよう撃げきを吸収してくれた白砂を踏ふんで立ち上がると、エステルは同行者たちに声をかけた。

「だいじょうぶですか、神父さま？　伯はく爵しやく閣下？」

「わ、私の方はなんとか……伯爵、だいじょうぶですか？」

　神父の呼びかけに、答えは返ってこなかった。

　肩かたから砂浜に倒たおれ込んだまま、イオンは立ち上がろうとしない。その四し肢しだけが、まるで独立した生き物のように小刻みに痙けい攣れんしている。

「まずい……しっかりなさってください、閣下！」

　慌あわてて、エステルは疲ひ弊へいしきった長生種の元に駆け寄った。まだ幼さの残る体を払って砂を落としてやるが、荒い呼吸がそれに応えただけだ。

　無理もあるまい。〝加速〟は長生種に多大な消しよう耗もうを強いる。異常分ぶん泌ぴされたカリウムとナトリウムが脳を含ふくむ全身の神経に炎えん症しようを生じさせ、虚きよ血けつ状態に陥おちいった筋肉は栄養を断たれてその力を失う。生きながら全身を切り刻まれる激痛が、このまましばらく彼を苛さいなむはずだ。

　だが、今のエステルにしてやれることは何もなかった。時間の経過とともに、長生種の肉体が自然回復するのを待つしかない。

（でも……いったい、これからどうすればいいのかしら？）

　暗あん澹たんたる気分で、エステルは少年の青ざめた額にかかる髪かみを梳すいた。

　これからどうすればいいのだろう。全すべてを失い、あまつさえ犯罪者として追われる身となった少年。そして、こんな頼たよる者とてない異境の地で、任務遂すい行こうどころか命さえ危ういただの小こ娘むすめである自分……

　これから、いったいどうすれば？

「──さ、少し休きゆう憩けいして、メンフィス伯が動けるようになり次し第だい、移動しますよ」

　途と方ほうにくれた尼に僧そうの思いを断ち切るように、のんびりとした声がかかった。

　のこのこと立ち上がったアベルが、尻しりの砂など払いながらイオンの荷物を漁あさり始めたのだ。爪つめほどの大きさの血液製せい剤ざいを探り出すと、それを水すい筒とうに投じてエステルに投げ渡わたす。

「エステルさんは〝生アク命ア・のウイ水タエ〟を伯爵閣下に差し上げておいてください。その間に、私はちょっとこの辺りを偵てい察さつしてきますから」

「で、でも神父さま、移動するって言っても……」

　いつまでもこんな所にいるわけにはいかないことぐらい、エステルとてわかる。帝てい都との地理はさっぱりだが、ここがモルドヴァ公こう邸ていからさほど離れているはずはないし、いつ追っ手に捕ほ捉そくされるかわかったものではない。

　しかし、行くあてなどあるのか？　この未知の、しかも異種族の都に、異い邦ほう人じんが寄る辺などあろうはずがない。

　だが、アベルはあっさりと首を振った。

「それなんですがね、私、実は約一名ばかり救いの神に心当たりがあります」

「は？　救いの神、ですか？」

　エステルは目をしばたたいた。自分同様、この神父も帝都は初めてだとばかり思っていたが、そうではないのだろうか？

「はあ……正確には救いの女神というべきですかねえ」

　しかし、肝かん心じんのアベルはエステルの不ふ審しんに気づいた様子もない。ただ、口元を搔かいているその顔には、少しだけうそ寒げなものが漂ただよっているようにも見える。

「少し気が短いうえに偉えらそうで、おまけに一度怒おこらせると何をしでかすかわからないのが玉に疵きずなんですが……ま、この際、贅ぜい沢たくは言ってられません。覚かく悟ごを決めて参るとしましょう」
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「お帰りなさいませ、お館さまドムナ。湯浴みになさいますか？　それとも先にお食事を？」

「湯浴みがよい。食事は星皇宮サライで済ませてきたゆえ」

　出で迎むかえた士民の一人に轡くつわを預けると、キエフ侯こうは鞍くらを降りた。鼻を寄せてくる愛馬を優やさしく撫なでてやると、恭うやうやしく佇ちよ立りつする家臣たちの前を大おお股またに横切る。長い白はく髪はつをなびかせた細身の体は女性としてはかなりの長身だったが、その足取りは優美さと力強さを併あわせ持ち、まさに狩かりに赴おもむかんとする野生の豹ひようを連想させた。

「ところで爺じい、今日の風ふ呂ろは？」

「菩提樹ウフラの乳剤ムルをご用意いたしました。湯はベオグラードのものを使っております」

　ぶっきらぼうな問いに恭しく答えたのは、家令のチャンダルル・カラ・ハリルである。代々キエフ侯こう爵しやく家に仕える老短生種は小走りに主人に従う一方、彼女の背後から手を伸のばしては外衣、長衣、寛衣ドルマンと魔ま法ほうめいた手て際ぎわで脱ぬがしていっていた。しかもその間にも、どうやら虫の居所の怪あやしいらしい主の気分をほぐすことを忘れぬあたり、まさに士民の鑑かがみである。

「ときにお館さま……今日はご帰館がずいぶんとごゆっくりでございましたが、なんぞ皇宮サライの方でございましたか？」

「帰り際に陛下のお召めしを受けた。それで遅おそくなった」

「陛下のお召しですと!?　それはまた、いったい如何いかなる御お審もん慮ばかりあってのことで？」

　どこか不機き嫌げんげな主の答いらえに、大おお柄がらな老短生種は驚おどろいたように白しら髭ひげを捻ひねった。

　キエフ侯家は帝国でも由ゆい緒しよある名門だが、いかんせん、代だい替がわりしてまだ日が浅い。歳とし若い現当主に至っては、いまだ七品官である直轄監カマラー察官シユを拝命しているに過ぎぬ。そんな卑ひ役やくの彼女に、皇帝自ら命を下すとはいったい如何いかなる風の吹ふき回しか──と、首を傾かしげかけたところで、聡さとい老人ははたと手を打った。

「もしやお館さま、いつぞやの〝外アウター〟でのお仕事となんぞ関係がおありでは？」

「よくわかったな、爺じい。さすがだ」

　忠実な老家令の賢けん察さつを、キエフ侯は無表情に首しゆ肯こうした。一方の手だけで器用に腰こしの帯留めを抜ぬき取りながら、わずかに声調を落とす。

「近く、ヴァチカンよりこの帝都に使者が来るそうだ。その世話をせよと内々で申し付けられた」

「〝外アウター〟の使者が？　はて、それはまた何なに故ゆえ……」

「知らぬ」

　返答は、短いが鋭するどかった。紅玉ルビー拵こしらえの帯留めを指の間に弄いじっているその顔こそチャンダルルからは窺うかがえなかったが、不機嫌げなオーラが湯気のように背中から立ち昇のぼっている。

「なんでも、何ヶ月か前に陛下は密使を〝外アウター〟に送られたのだとか。それが向ヴアこチうカンの使者を伴ともなって、一両日中に帰き還かんする予定らしい。今回こたびの余の使命は、その警護だ」

「陛下が密使を……？」

　チャンダルルは再び首を傾げた。

〝外アウター〟は野や蛮ばんな世界だ。かの地の短生種はとかく無知で残ざん忍にん。しかもこともあろうに長生種のことを、〝吸きゆう血けつ鬼き〟などと呼んで憚はばからぬ蛮ばん族ぞくである。そんな蛮族どもに密使を送った皇帝もずいぶんと勇断を下したものだが、それより奇き態たいなのは──

「されど密使というなら、どうしてお館さまに勅ちよく命めいが下らなかったのでございましょう？」

　主人の肩かたに部屋着を着せかけながら、老家令は納なつ得とくゆかぬように声をひそめた。

「なんと言っても、〝外アウター〟についてはお館さまは諸しよ侯こうきっての権けん威いにあらせられます。それを──」

「それも知らぬ」

　淡たん白ぱく──というにはあまりに愛あい想そのないキエフ侯の回答だった。ぷいとそっぽを向くと、不ふ貞て腐くされたように補足する。

「ことは枢すう機きである。それゆえ、余が如ごとき軽けい輩はいには荷が重過ぎると判断されたのであろう……なんにせよ陛下のご深しん慮りよなれば、余などが詮せん索さくするところではない」

　口には殊しゆ勝しような言葉を載のせつつも、彼女自身、自分の与あずかり知らぬところで進行していたこの計画を快く思ってないのは明らかだった。なにしろ三年前には〝外アウター〟にまで赴き、帰ってきたあとはかの世界についての研究に没ぼつ頭とうするあまり、〝短プロ生テイ種エズ好・テきラニ〟と渾あだ名なされたほどの彼女である。〝外アウター〟とかの地の短生種どもについての造ぞう詣けいの深さは同世代の貴族たちの追つい随ずいを許さぬはずであった。その胸中では、今こ度たびの一件、普ふ段だんの努力を認められなかった憤ふん懣まんが黒々と渦うず巻まいているに違ちがいない……

「……妙みようだな？」

　ふと、美女の歩みが止まった。

　そこはちょうど庭の湯屋ハマムへと続く回かい廊ろうにさしかかったところだった。広い庭園を黄昏たそがれの光がセピア色に染め上げている。だが、そちらに鋭い視線を向けた若い長生種は、立ち止まったまま、なかなか動こうとしない。

「いかがなさいましたか、お館さま？」

「…………」

　何事かと気き遣づかう老僕の問いかけを黙もく殺さつして、キエフ侯ははずしたばかりの帯留めを掌しよう中ちゆうで弄いらっていた。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを用心深げに輝かがやかせながら、ハスキーな声だけを背後に向ける。

「ときに爺……今日は客人の予定はあったかや？」

「いえ、ございませぬ。今週のご来らい賓ひんは明日のニケーア子し爵しやく、明後日のタブリーズ伯はくとご予定に入っておりますが、本日はこれといって──」

「ふむ。されば、あそこにおる輩やからは招かれざる訪人まろうどであるか」

「は？」

　チャンダルルが不ふ審しんげに問い返したときには、主人の繊せん手しゆは鮮あざやかに翻ひるがえっていた。

　怪かい物ぶつ的な力で投じられた帯留めが飛んでいった先は、裏庭の一角、塀へい際ぎわに立つ欅ケヤキの木こ陰かげだ。先代の時分より、チャンダルルが丹たん精せいこめて世話してきた高木の梢こずえはさやさやと揺ゆらいでいたが、帯留めはその緑りよく蔭いんに吸い込まれるように消えた。いや消えただけではない。次の瞬しゆん間かん──

「ぶげ!?」

　はなはだ非音楽的な悲鳴があがったではないか。

　今しも塀から木の枝を伝わって邸てい内ないに忍しのび込もうとしていた何者かが、顔面に痛つう撃げきを受けて転がり落ちてきたのだ。

「し、神父さま！」「神父！」

　しかも、不ふ埒らち者ものは一人ではなかったらしい。狼ろう狽ばいしたような甲かん高だかい声にあわせ、二つの小さな影かげが塀上に蠢うごめいている。

「あ、あやつらは……お、お館さま!?」

　呆あつ気けにとられたチャンダルルが我に返るよりも早く、彼の主君は床ゆかを蹴けって回廊を飛び出していた。三十メートル近い距きよ離りを三秒で走破したときには、抜き放たれた腰よう間かんの軍刀はすでに不ふ吉きつな輝きを孕はらんでいる。

「三名オプリーともツイ・ヴ動くア・トレな・ローガ！　ここウン・アは帝チエアス国貴タ・ヤー族キエル・スンフ侯爵ト・クニ家の都ヤゼール邸な・アル・るぞキエヴア！」

　白はく刃じんの切っ先は地べたを這はいずっていた若い男に、剣けん吞のんに輝く双そう瞳どうは塀上の二人に向け、帝てい国こく貴族は押し殺した声で恫どう喝かつした──

「我が領域ヴオを侵せしイ・はそれなカーサりの覚悟・ダ・あってマ・のこととヤール……って、な、汝なんじは!?」

　変なものでも吞のみ込んだように表情を強こわ張ばらせた美女を見上げ、軽けい薄はくな声をあげたのは地面にひっくり返っていた男だった。

「やっ、ども～」

　胸むな元もとの白刃に特に怯おびえた様子も無く、あまつさえ、へらへらと手など振ふってみせている。

「おひさしぶりですぅ、アストさん……いやあ、すっかりご無ぶ沙さ汰たしちゃって。あははー」

「おのアステパれ、ート・ダ曲者・ローグ！」

　大だい音おん声じようをあげたのは、ここに至ってようやく駆かけつけてきたチャンダルルだった。脳天気に笑っている不埒者を睨ねめつけ、大声で人を呼ぼうとする。

「ここインカ・がキウン・アエフチエアス侯アスタ・ヤーラン家ル・ダ・の都邸クニヤゼと知っール・アての狼ル・キ藉かエヴア！　皆のハイデ者、ム・トであえアータ！　曲者でテ・あるぞローグ！　であえハイデム！」

「あ～、アロいや、・ビよいーネ」

　呼ばわる家令を制して、キエフ侯は顔を左右に振った。白刃を鞘さやに戻もどしながら、妙に疲つかれたような吐と息いきを漏もらす。

「よいのケラールじゃ、爺・ビーネ。人はヌ・ミ・呼ばトレーブずとイエ・もよいトアータ」

「はっチエ？　い、いイ、イや、しンサ、かし、クニヤお館さまゼーラ……」

「こアスクやルツイつー・マは・プリ知エテニ人ー・ノなストリの・カソじゃリーク。人を呼んヌ・イでは騒ぎエ・ニになるミク。それよりも……はてさて、これはどういうことかうかがってもよろしいかの、招かれざる客人よ？」

　いまだ不得要領な家令を黙だまらせた主──キエフ侯アスタローシェ・アスランは、お気楽に頭を搔かいている男の襟えり首くびを無造作に摑つかんだ。迷い込んできた野の良ら猫ねこでも捕つかまえるように乱暴に摘つまみ上げると、満まん腔こうの悪意とごく微び量りようの親しみをこめた笑えみを美び貌ぼうに刻む。

「三年前同様、汝の洗練された言い訳が我が疑念を氷解させてくれることを期待してやまぬぞ、アベル・ナイトロード──我が相トヴア棒ラシユよ」
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　真ツア人ラ・類メト帝セル国ート──世界最大にして最後の非人類種族国家であるこの国において、政治と軍事を司るのは、なべて長生種メトセラからなる貴ボイ族エールたちである。

　各地に所領を持つ領主である彼らは、また同時に中央に役職を有する高級官かん僚りようでもある。

　たとえばモルドヴァ公こう爵しやく家は帝国東北部のモルダヴィアからベッサラビアにかけて広大な領地を統とう括かつする大諸しよ侯こうだが、その当主であるモルドヴァ公ミルカ・フォルトゥナは筆頭宰さい相しようというべき首デー席ク・枢ヴオ密ルニ司ークを務めており、その孫、メンフィス伯イオンは帝剣スパ御持官タール──皇帝の諮し問もん機関である枢ヴオ密ルマ院ーンに属して種々の勅ちよく命めいを処理するキャリア職にある身だ。彼らは、所領の経営は他の一族や信しん頼らいできる士民に任せ、自身は帝都に常じよう駐ちゆうして公務にあたっている。

　そして彼らのような貴族官僚たちが、帝都での住居、あるいは公的なオフィスとして使っているのが都邸ヤールと呼ばれる城館である。

　その午後、青い髪かみをなびかせた若い客人が訪れたのも、海うみ縁べりに立つとある都邸だった。

「襲しゆう撃げき記録は確かく認にんさせてもらった。帰国早々、ご苦労だったな、男だん爵しやく」

　中庭に建てられた茶キヨシ亭ユキユからは、丘おかの下に広がる金角湾ハリーチの輝かがやきが一望できる。客人に対面のソファをすすめると、主人は自分も豪ごう華かな金の縫ぬい取りのされたクッションに腰こしを下ろした。懐ふところから取り出した角砂糖ほどの大きさの立方体──データ記録用のメモリー・キューブを、無造作に卓たく上じように放り出す。

「モルドヴァ公を仕留め、彼女の屋や敷しきを焼いたうえ、その罪を孫に着せる……最初聞いたときは正直、ムシの良すぎる計画だと思ったが、卿けいは見事にやりおおせてくれたようだな」

「恐きよう縮しゆくです。これで、カルタゴでの無様な失敗を幾いく分ぶんかでも償つぐなえたのであればよいのですが」

　若い客は静かに首を振った。襲撃現場から猟りよう兵へいが送ってきた画像データを収めたキューブを摘つまみ上げたときも、その青銅色の瞳ひとみに誇ほこる色はない。男にしては薄うすい掌てのひらに透とう明めいな立方体を載のせながら、やや不本意げな口調でこう補足しただけだ。

「ただ心残りは、モルドヴァ公の首み級しるしを取れなかったことです。送った刺し客かくが、意外に役立たずで……もう少しメンフィス伯はくを抑おさえることができれば、彼女の首を持ち帰れたのですが」

「卿が持ち帰った例の人形どものことかね？　〝外〟のものなど、やはり信用すべきではなかったな……が、それぐらいの齟そ齬ごは十分に許容範はん囲いだ」

　給仕用の自動人形が運んできた茶チヤイを受け取ると、主人はやや厚めの唇くちびるを綻ほころばせた。弦げん月げつの形に裂さけたその端はしから覗のぞいたのは、長生種でも稀まれなほど長い牙きばだ。

「一時間前、禁軍イエニ兵団チエリが焼け跡あとで、モルドヴァ公とおぼしき焼死体を発見した。黒くろ焦こげだったそうだが、遺伝子識別で本人と確認されたようだ。訃ふ報ほうは今晩の会議で発せられるだろう」

「では、計画の第一段階は無事に終しゆう了りようしたわけですか……メンフィス伯の動向に関しては、予定通り運びましたし」

　目の前に置かれた芳ほう醇じゆんな香かおりを放つ液体には手をつけぬまま、青髪の長生種は表情をかすかに緩ゆるめた。注意深げに自分に注がれている主人の視線に向け、甘やかな微び笑しようを返す。

「そう、明日の会議はずいぶんと面おも白しろいことになるだろう。メンフィス伯と短生種どもの──教皇庁の陰謀を知ったとき、皆、どのような顔をするものやら……たいへん楽しみだ」

　主人は若々しい顔にもう一度、猛もう禽きんを思わせる笑みを刻むと、金角湾の対岸に目をやった。

　高級住宅街を思わせるこの北ベイ岸オウルとは対照的に、南スタ岸ンブルには密生した木々が緑の絨じゆう毯たんのように広がっている。その狭はざ間ま、ところどころに聳そびえるのは鋭するどい尖せん塔とうと広こう壮そうな円えん蓋がいだ。

　星ユルド皇ウズ・宮サライ──この都の唯ゆい一いつの主にして、全すべての貴族を永遠に統すべる者の住まう宮きゆう殿でん。

　だが、それを仰あおぎ見た男の瞳に浮うかんでいたのは、鋭い光だった。

「帝てい国こく建国以来、あの方の統治が始まって、すでに八百余年。ようやくこの時がきた。明日は、我らとこの国の将来を決める運命的な日となるだろう……男爵、疲つかれているとは思うが、卿にはもう一働きしてもらう」

「心得ております」

　低い含ふくみ笑いとともに、青髪の若者はメモリー・キューブを載せたままだった掌をゆっくりと閉じた。その指の間から一いつ瞬しゆんほとばしったのは、青白い炎ほのおだ。

「我ら、イグネ・炎にナチユラよりて・レノヴ世界をアトール更新・インせんテグラ……願わくば、この地に我らの力もて新たな秩ちつ序じよのもたらされんことを」







　　　　第二章：翡翠の宮





──復讐するは我にあり。

（ローマ人への手紙十二章十九節）
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　弱々しく輝く円えん盤ばんが水平線の彼岸に沈しずむや、〝黄昏たそがれの都〟は〝夜の都〟へとその貌かおを変えた。

　青い帳とばりの落ちた市街に一いつ斉せいに瞬またたき始めた明かりは、恋こいを語らう蛍ほたるが乱らん舞ぶする様にも似ている。閑しずかながらもどこか活気に満ちたざわめきが蒼あおい大気を漂ただよい、にわかに人通りが激しくなった大通りには皇宮サライに参内する貴族の馬車の轍わだちが気ぜわしく響ひびきだす。

「日にち没ぼつが一日の始まり、か……やっぱり、どうにも慣れないわね」

　白みがかった湯に体をひたしたまま、エステルはため息をついた。

　春分・秋分の日にち没ぼつを基準零れい時じとして、それに＋パス一時トウン、＋パステ二・ド時ーウと時を加えてゆく帝国式の時刻表示は、途と中ちゆう通ったアレキサンドリアやミスルですでにお馴な染じみだったが、だからと言って体の方まで昼夜逆転の生活に慣れたわけではない。ローマでは朝五時起き床しよう十時就しゆう寝しんの生活を送っていたから、ほぼ半日近く生活サイクルがずれてしまったことになる。もし起床直後の湯浴みが習慣化されていなければ、我が慢まんできたかどうか──けだるげに腕うでをあげると、エステルは思い切りのびをした。まだ寝ね起おきでぼうっとしている頭を振ふって、眠ねむ気けを追い払はらおうと試みる。

　帝国人の風ふ呂ろ好きは長生種・短生種ともに共通の嗜し好こうである。都市部には必ず大きな公衆浴場があって市民の社交の場となっている他ほか、たいていの貴族の館やかたには専用の湯浴み場ハマムが備わっている。湯浴み場ハマムの形態は大小様々だが、キエフ侯こう邸ていのそれは湯屋の他に冷水場と蒸し風呂まで備えたかなり本格的なものだった。

「はあ、天国よね。これは……気持ちいい」

　こうして湯に身を沈めていると、ほんの数時間前まで血と炎の中を逃にげ回っていたのが、遠い過去の話のような気すらする。ミルクのように白く濁にごった湯を掌てのひらにすくうと、エステルは陶とう然ぜんと目を細めた。

「でも、このお湯って何なのかしら？　気持ちいいんだけど、なんだかやけにぬるぬるしてるし……まさか、湯ゆ垢あかとか？」

「湯垢とは失敬じゃな、短生種の娘むすめよ。いくら我が家でも、風呂ぐらいは毎日ちゃんと掃そう除じしておるぞ？」

　いきなり少女の鼓こ膜まくを叩たたいたのはハスキーなアルトだった。

「ちなみに、それは我が家秘伝の乳にゆう剤ざいじゃ。海牛の乳で作ったクリームに没薬ミルラ・万マリー寿ゴー菊ルド・茴フエン香ネル・乳オリ香バナムなどの精油を溶とかし込んだものだ……疲れているときには実によい。また、冷え性しようにも効く」

「キ、キエフ侯！」

　湯気の向こうに忽こつとして現れた影かげに、エステルは声をうわずらせた。それから相手が流りゆう暢ちようなローマ公用語を使っていることに気づいて、再び慌あわてる──失礼な感想を聞かれていたことに狼ろう狽ばいしたのだ。

「し、失礼いたしました！　あの、お風呂いただきまして……あ、すぐにあがりますから！」

　慌てて、エステルは湯船から飛び出した。あたふたと前を隠かくして、湯屋を逃げ出そうとする。

　しかし、素す早ばやく伸のびた力強い指がその手を絡からめ取っていた。

「かまわぬ。我が館におる限りは、短生種といえど余の客であることに違ちがいはない」
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　造形美がそのまま人の形をとったような裸ら身しんを惜おしげもなくさらした美女──キエフ侯アスタローシェ・アスランは、少女の体を湯船に押し戻もどした。血色の一ひと房ふさを除いて象ぞう牙げ色いろに脱だつ色しよくした髪かみの下で美び貌ぼうを鷹おう揚ように振ると、熱のない口調で付け足す。

「なれば、ゆるりとくつろぐがよい……確か、エステルとか申したな？」

「は、はい！　エステル・ブランシェと申します。教皇庁国務聖省に奉ほう職しよくしております」

「ふむ、国務聖省の……では、ナイトロード神父の同どう僚りようというわけか。それはまた苦労多きことよ。同情するぞ」

「……は、はあ」

　悪戯いたずらっぽく口元を綻ほころばせた女クニ侯ヤゼ爵ーラに対し、どんな顔を作ればいいかわからぬまま、エステルは不得要領な生返事を返した。これは自分でも不思議だったのだが、同情されたことになぜかちょっとだけ腹が立つ。

　もっとも、そんな少女の心の動きにはおかまいなく、さっさとかかり湯をすませたアストは浴よく槽そうの反対側に身を沈めていた。優美でしなやかな動きには無機物さえ遠えん慮りよするものか、水面はほとんど波は紋もんをたてぬ。

（ほんと、きれいな人……）

　内心、エステルはため息をついた。

　実際、エステルがこれまで見てきた中でも、キエフ侯は最も美しい部類に入る女性だった。たいていの男を凌りよう駕がする長身はメリハリの利きいた曲線で構成され、同じ女であるエステルが思わず見とれてしまったほどだ。もっとも当人は、性格が鷹揚なのかそれともちょっと鈍にぶいのか、見事な裸身を惜しげもなく曝さらして顔色も変えない。

　その疵きず一つ無い体を見ているうちに、エステルは自分の貧弱な体が恥はずかしくなってきた。あまり恵めぐまれない環かん境きようで育ったうえに血ち腥なまぐさい場所に身を置くことの多かった肌はだのあちこちには、新旧の傷きず痕あとが醜みにくい刻印となって穿うがたれている。

「……それにしても、変わった傷よな」

　まるで、そんなエステルの心を読んだかのように声がかかったのはそのときだった。

　目を上げれば、白はく髪はつの長生種が興味深げな目でエステルの顔を見つめている。

「形も変わっておったが、ずいぶんと大きい……その腹の傷は戦傷か？　そんな傷を負って、よくも短生種が命を保てたものだ」

「え？」

　エステルは思わず自分の体に目を落としたが、すぐに首を振ふった。咄とつ嗟さに手で覆おおったのは、わき腹にある大きな痣あざだ。変わった形をしていることもあってよく目立つが、これは傷痕ではない。

「あ、これは違います。これは生まれつきで……傷じゃなくて、痣です」

「痣？」

　水に濡ぬれぬようタオルを巻いた髪を押さえて、アストは不思議そうな顔になった。

「面おも白しろい痣じゃな。きれいな星のような形をしておる……おお、そういえば短生種の言葉でそなたの名は〝星〟を意味するのではなかったか？　母はは御ごはそれから名をつけられたのか？」

「さ、さあ、どうでしょう……」

　そう言葉を濁したエステルは、母の顔どころか名さえ知らない。

　父のエドワード・ブランシェは、イシュトヴァーンの聖マーチャーシュ教会に赤ん坊ぼうだった自分を預けたまま、行方ゆくえをくらませてしまったそうだ。襁褓むつきの中に入れられていたロザリオを除けば、古い言葉で〝星〟を意味する自分の名だけが、親からもらった唯ゆい一いつの財産だった──。

（ダメダメ！　今はそれどころじゃないでしょ！）

　慌あわてて、エステルはつまらぬ感傷を追い払はらった。今はそんなものに耽ふけっていられる状じよう況きようでない。湯気にのぼせかけた頭を一つ振ると、思考の糸を手元に引き戻す。

「あ、あの侯爵閣下、一つうかがってもよろしいでしょうか？」

「なにか？」

　この館やかたに転がり込んで以来、ずっとひっかかっていたことがある。浴槽の縁ふちに両りよう腕うでを預け、よく光る瞳ひとみを天てん井じように向けている長生種に、エステルは思い切って質問をぶつけてみた。

「どうして、あたしたちを助けていただけたのでしょう？　こんなふうにかくまっていただけたのはその……やはり、ナイトロード神父と何か関係があるのでしょうか？　あの人とは、どのようなお知り合いなんですの？」

「ああ、そのことかや」

　長い指で髪に溜たまった水すい滴てきを弾はじきながら、アストはこともなげに答えた。

「あの男とは古い知り合いだ。三年ほど前、余はさる勅ちよく命めいを帯びて〝外〟に出むいたことがある。そのとき、向こうに慣れぬ余を手助けしてくれたのが奴やつでな」

「手助け？　すると今回のことは、借りを返すためにあたしたちを助けていただいたわけでしょうか？」

「借り？　余が？　あやつに？」

　最初、キエフ侯こうはきょとんとしたように我が身を指さしたが、それが憤ふん然ぜんと顔を紅潮させるまでさほどの時間はかからなかった。

「借りじゃと!?　失敬な！　あの男に貸しはあっても借りはない！　よいか、エステルとやら！　二度とさように失敬なことを申すな！」

「すっ、すいません！」

　いったい、あの神父は何をやらかしたのか？──思わず首をすくめたエステルの目の前で、アストは拳こぶしを振り上げて息巻いている。

「そう、確かに三年前、余は奴に世話になった。それは認めよう──ところがじゃな、それからすぐに、あやつは余のもとにとんでもないものを送りつけてきおったのじゃっ！」

「と、とんでもないもの……ですか？」

　エステルはおそるおそる繰くり返した。

「あの、あの人はいったい何を閣下のところに送ってきたんでしょう？」

「子供じゃ！　それも一人や二人ではない──奴は、貨物船いっぱいのガキを集団で余のもとに送りつけてきおったのだ！」

　まるで、目の前に件の神父がいるような美女の剣けん幕まくだった。拳で打たれた水面から、勢いよく湯が飛び散る。

「信じられるか？　生きておる子供を船いっぱいじゃぞ!?　犬いぬ猫ねこではあるまいに……余は困り果てたわ！　しかし、とりあえず話を聞けば、なんとも哀あわれな身の上。それゆえ、さんざん奔ほん走そうして、なんとか自活できるよう手配してやったのじゃ……まったく、己おのが人の良さが嫌いやになるわ！」

「ははあ……？？」

　どう相あい槌づちを打てばよいものかエステルは迷ったが、結局、下手に関かかわらぬ事にした。おそるおそる、無難なところで話題を変える。

「え、えーっと……すると、閣下。結局、閣下があたしたちをお助けくださったのは、いかなる理由あってのことでしょう？　今回のご助力がナイトロード神父とのご縁えんでないとすると、他に何が？」

「……うむ、それよ」

　さっぱりした気き性しようなのか、それとも単に移り気な性格なのか、最前までの憤ふん懣まんを忘れたようにアストは頷うなずいた。やや煮にえ切らぬように声こわ音ねを落として応じる。

「実は、余にもいまひとつわからぬのじゃがな……昨日、陛下にさる勅命を賜たまわった。〝近々来る教皇庁よりの使者を守れ〟、と」

「え？　皇帝アウ陛下グスタにですか？」

　釣つりこまれるように頷きかけたところで、エステルは首を捻ひねった。

「あれ？　でも、それって少しお話がおかしくありません？　それだと、皇帝陛下はあたしたちが厄やつ介かいごとに巻き込まれることを事前にご存ぞんじだった……そんな感じじゃありませんか？」

「……かもしれぬな」

　湯船に腰こしを下ろしたまま、キエフ侯は琥こ珀はく色いろの瞳を細めた。長い脚あしを組くみ替かえると、やや表情を改める。

「が、それは別に奇き妙みようではない。なにしろ陛下は特別なお方じゃ。あの方は帝てい国こくの全すべてを見通しておられるゆえ……我らごときに忖そん度たくできるお方ではない。ひょっとするとそなたらの巻き込まれた一件とやらも、あの方の予見のうちにあったのかもしれぬ」

「ははあ……」

　皇帝もまたえらく信しん頼らいされたものだ──そういえば、メンフィス伯はくも主君をやたらと尊敬していたことを思い出し、エステルはちょっと不思議な気分になった。どうやら、帝国で〝陛下〟といえば半神にも等しい存在らしい。

　八百年以上前、文明圏けんから駆く逐ちくされた長生種たちを率いてこの地に逃のがれ、帝国を建国した伝説的な人物。〝大アル災マゲ厄ドン〟によって草も生えぬほど汚お染せんされた土地に緑を甦よみがえらせ、幾いく度どにも及およぶ人類圏からの攻こう撃げきを退けた帝国唯ゆい一いつにして絶対の支配者──皇帝ヴラディカ。しかし、その実体はまるきりの謎なぞであった。

　普ふ段だんは内ない廷ていと呼ばれるプライベートエリア奥深くに暮らしており、滅めつ多たに人前にその姿を現さぬ。そのうえ、常に玉座の周囲は厚いヴェールに包まれ、その顔を見る機会は貴族たちでさえ皆かい無むだ。教皇庁では〝皇帝シンボル説〟すら唱えられている。

「いったい、皇帝陛下っておいくつぐらいの方なんですの？」

　こんな質問をするのは不敬だろうか──それでも好こう奇き心しんに駆かられるまま、エステルはおずおずと口を開いた。見た目の割には親切な美女に、旅の間中、抱いだいていた疑念をぶつけてみる。

「この国は建国されて八百年くらいですよね？　つまり、陛下は少なくとも八百歳は超こえてらっしゃることになります。閣下たちの寿じゆ命みようが長いのは存じてますけど、でもあまりに……」

「ああ、余らはせいぜい長生きしても三百年ほど。到とう底てい、あのお方の閲けみされた歳月には及ばぬ」

　不ふ遜そんとも言えるエステルの質問にも、別にアストは腹を立てなかった。

「だが、言うたであろ？　あの方は特別だと……あの方は我ら長生種の未み来らい永えい劫ごう唯一の皇帝にして、母であらせられるお方だ。過去にましまし現在いまにおわし、そして未来にあらせられて帝国を永遠に統べたもう」

　桜色に染まった頰ほおで、キエフ侯は初めて微笑ほほえんだ。十分に温まった体を湯船から起こすと、温まりすぎてのぼせ始めている少女に優やさしく告げる。

「ゆえにその陛下の勅ちよく命めいなれば、余は命をかけてそなたらを守るであろう……さ、そろそろ汝もあがるがよい、短生種の娘むすめよ。位服は用意しておいた。着き替がえたら、食事にいたそう」




「ほはへれはふは、ほーへーへーはーひー、へへーほふほほはー」

「まずは口の中のものを片付けよ、神父」

　卵を丸まる吞のみにする大だい蛇じやみたいな顔で何事か唸うなっている客人を、キエフ侯こうは無む慈じ悲ひな視線で斬きり捨てた。

「しかる後のちに、多少は人間らしい言葉で喋しやべるがよい」

「ひーへーしつけい………………やっぱり、ほら、まずは伯はく爵しやく閣下の濡ぬれ衣ぎぬを晴らすところから始めるべきだと思うんですよ」

　目を白黒させながら頰ほお張ばった料理を吞のみ下すと、神父は珍めずらしく真しん剣けんな顔で今後の方針を音声化してみせた。

「だってほら、このままじゃ閣下は尊属殺人犯の要人暗殺者じゃないですか。ここらで一発、冤えん罪ざいを晴らしとかないと、皇帝陛下にお会いするどころの話じゃありませんでしょ？」

　彼にしては奇き跡せき的なまでにまともな意見を口にする──隣りん席せきのエステルは深い深いため息付きで同意した。

「確かに。あたしたち、このままじゃ皇宮どころか、外にもろくに出られませんものね」

　キエフ侯こう邸てい侯こう爵しやく私室──中央のテーブルには、ついさきほどまで豪ごう勢せいな料理が所ところ狭せましと並んでいたはずなのだが、今やそれらは悪い冗じよう談だんだったかのようにきれいさっぱり消えてしまっている。クッションにもたれたアストは赤い〝生アク命ア・のウイ水タエ〟に口をつけているだけだし、帝国料理に慣れないエステルはヨーグルトのかかったカステラをちょっぴりつまんだだけだ。目の下に隈くまを作って俯うつむいているイオンにいたっては水にすら口をつけていなかったから、料理の大半はたった一つの胃い袋ぶくろに消えてしまったことになる。

「……伯爵閣下、どうか少しぐらいは召めし上がってください」

　魂たましいを狙ねらう悪あく魔まみたいな目つきでテーブルを物色している神父の魔手から焼きバクラ菓子ヴアの小皿を隠かくすと、エステルはそれを暗い顔で沈ちん黙もくしている少年貴族にそっと勧すすめた。

「それにそのお顔……ちゃんと寝ねてらっしゃらないんじゃないですか？」

「…………うン」

　答えた声はいまにも消えてしまいそうにか細かった。

　無理もあるまい。ほんの数時間前、祖母を失い、館やかたを焼かれたうえ、祖母殺しの汚お名めいまで着せられたのだ。平然と食事など摂とれる方がどうかしている──しかし、待ちかまえる試練を思えば、少しでも体力を回復させておかねば、いかに長生種といえど身が保もつまい。

「食べるのがきついなら、何かお飲み物か果物はいかがです？　ちゃんと栄養は摂っておかないと、いざというとき保ちませんわ」

「彼女のエア・言うこエステとは正・ビしいぞーネ、メンフコシィス伯テス」

　エステルの発言を引き取ったアストが軽く笑った。しなやかな手を伸のばすと、よく熟うれた石榴ザクロの小皿を差し出す。

「我らとトウ・イて、疲エ・オポれもすシーテ・れば、デ・フイ腹も空くアート……眠れなんトウ・ニだら、せエ・オデめて食事イフネーぐらいはスク・マ十分に摂カート・っておくミンカムがよろルト・しかろうマーサ」

「欲マ・シしームトく・フオはアルテご・ラーざウ・プらローぬスト」

　消え入りそうな声で呟つぶやくと、イオンは弱々しく首を振ふった。

「それにウミ・ア我のこジユーンとなどジエ・ヴ放ってア・ムルおかツメーれよスク、キエクニヤフ侯ゼーラ……どエストう・マ・せパカート、貴女にヌ・エスは関係テ・ヴオなきこイ・パとゆえカート」

「……関係ヌ・エスないテ・ヴオじゃイ・パとカート？」

　血のように赤い髪かみの下で琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが細まった。手負いの虎とらのように剣けん吞のんな光が、視線にこもる。

「おい、ネ・イつけあシ・バがるなよーテ、小僧コピル」

「キ、キエフ侯！」

　慌あわててエステルが叫さけんだときには、鞭むちのように伸びたアストの繊せん手しゆはイオンの喉のど首くびをひっつかんでいる。とりすがる少女をものともせず、抵てい抗こうせぬ少年を目線の高さにまで差し上げるや、美女は憎にく々にくしげに唇くちびるを捲めくりあげた。

「誰も好んユ・ネグで汝などデ・ヴオ助けたわイ・スカけではーパ・テないわ・コピル！　勅アウグス命タ・ダーゆえダ・オルに救デイン・ったタ・スカまでーパダ・のこテ・コとピル。このアスクニヤタローシゼーラェ・アス・アスラン個人タローは、汝なシエ・アど野垂れスラン・死にしよエステ・うが、獄エ・ネ・死しようヴオイが一向に・テ・かまわぬコピル！」

「…………」

　激しい言葉を叩たたきつけられ、イオンはわずかに顔をあげた。もの言いたげに口を開くが、結局何も言えぬまま再び黙だまってしまう。ただ、その固く閉じられたまぶたから、透とう明めいな水すい滴てきが一筋こぼれ落ちた。

「……ふドビんトーク！」

　無む念ねんの涙なみだをアストは忌いま々いましげに睨にらみつけたが、結局、何か汚きたないものでも放ほうり捨てるように、少年をソファに突つき放した。さらには、がっくり首を折った相手を吐はき捨てるが如ごとく怒ど鳴なりつける。

「帝トウ・ネ国グデ・エ貴族スタ・ボともイエールあろ・カーシう者・プリンがジエ・ラ人前・ルーマ──しかも短ドア生種の前ールで泣く・テとはなラネ……こアスツの・セ・腰ストリ抜ーカ・けフアがリマ！　モルヴオイヴドヴオーナ、ァ公エア・エはいステ・ネったイ・ブーいどネ・インんなブアター教育トーラ・を孫デ・トレにしてアーバ・いたのダ・ネやらポート！」

　祖母の名が出た途と端たん、イオンの顔色が変わった。

「……お、ネイ・ス祖母プーナ・君のデ・ボニことをクーテ・悪く言ラウ、ドうなビトーク！」

　牙きばを剝むき出すと、憤ふん然ぜんと立ち上がったのだ。

「それ以上ダーカ、祖母君・スプのことをーナ・悪く言デ・エうようア・ならばライ……キエクニヤフ侯ゼーラ、いくら貴ユ・ネグ女でも容デ・ヴオ赦はしイ・イエませぬルーダ！」

「……ふんコピル、まだ小テ・ダ・生意気セアーマに怒・カーザる程・ネーウ度の・アルマ気力リターテは残・コシテってス・ヴオいたイ・スかやパーラ」

　一方、怒いかり狂くるった少年を見やるアストの方は別段、動じた様子はない。罵ののしりあう二人をはらはらと見守っていたエステルが間に入ろうとするのを手て振ぶりで制すると、冷たい目で少年を見下ろす。

「じダール・ゃがコシテス、余にテ・ヴオ怒るイ・ジユよりデーカ前に・タ・己のジーネ身を・イン顧みた・フア方がータ・よいのセアーマでは・カーザないか・エア？　そして、トウ・エ今もスタ・ガ隣でーサ・フ汝をエテイー案じてタ・ヴエいるツイン・娘のエア・ク気持ちを・フリー考えたカ・ダ・ことはラ・ドムあるのかネアータ？　そのドムニ情けターレない・ドビトていーカ・スたらくパーテ……祖母ダーカ・君がヴオイヴ見たオーナ・ら何セ・アセと言ーザ・アわれツイ・ツるかエ・エアとく・エステと考・ヤーレえら・アルンれるカ・ア・がよいネポート」

「…………！」

　怒りに青ざめていた少年の顔に、羞しゆう恥ちの朱しゆがさした。恥はじるように顔を伏ふせると、しばらく肩かたを震ふるわせていたが、

「……貴女のおアヴエーっしゃるツ・ドレとおりプターテだ、キ・クニエフ侯ヤゼーラ」

　声は小さかったが、明めい晰せきだった。

「もはユ・ネヴや嘆オイ・プかぬリンジエ」

「ふむドーネ、申しトウ・たなスプーナ……ではトウ・ヴ、今オイ・ト後のレバーイ行動・ドウヴでそエーツアれを証・ドウムしてもネツアラらおう・ジーカ」

　あくまで冷たく突き放すと、それきりアストは少年に関心を失ったようにそっぽを向いた。もっとも完全に忘れたわけではない証しよう拠こに、隣で我関せずと食事に勤いそしんでいた神父から料理の皿を奪うばい取るや、悲痛な抗こう議ぎは無視して少年の前に置き直している。

「それトレーブでも・ミーン食べカ・ダ・て体力オウ・デをつけ・ブリておけンツア──足手ノイ・ヴまとオ・ネカいはツア・フ迷惑アリムじゃ・コピル」

「……あヴア・ムりルツメーがたスク・ベく頂ントル・戴いアマビたすリターテ」

　軽く頭を下げ、イオンはスプーンを手にとった。まるでそれが憎にくい仇かたきであるかのように口の中に放り込み始める。

（よかった……）

　ほっと胸を撫なで下ろして、エステルはキエフ侯の方を見上げたが、長身の長生種は今度こそ興味を無くしたような顔で自席に戻もどっていた。〝生アク命ア・のウイ水タエ〟に口をつけながら、ごく事務的に話題を再開する。

「さて、では今後の話に戻ろう。もう神父から聞いてはおると思うが、このアスタローシェ・アスランは慎しん重ちような為ひとと人なりじゃ──」

「アストさんがどこのアスタローシェ・アスランさんのことをおっしゃってるかは存じませんが、何か具体的なアイデアがおありならうかがいましょうか──おぶっ!?」

　小鼻への裏うら拳けんの一発で神父を黙らせると、アストは残る二人に向き直った。

「さて、その慎重な余としても、今こ度たびのそなたらの窮きゆう状じようを打開する方策ては一つしか思いつかぬ。いささか博打になってしまうが、ディワーンでの直じき訴そ──これしかあるまい」

「ディワーン!?」

　その言葉に、初めてイオンが顔を輝かがやかせた。まるで、闇やみ夜よに光明でも見いだしたように身を乗り出す。

「ディワーンが開かれるのですかヤ、キエフ侯!?　いツ!?」

「＋パステ六・シヤ時ーセより、星皇宮サライで緊きん急きゆうに開かれる旨むね、ついさきほど触ふれがあった。察するに、モルドヴァ公の死去について通達があるのであろ。なんと申しても、帝てい国こく一の高官が亡くなったのじゃからな」

「ええっと……すいません。その〝でぃわーん〟っていうのはなんですか？」

　話の腰こしを折るようで気が引けたのだが、おずおずと片手をあげてエステルは質問した。

「何かの集会ですか？」

「その通り。ただし皇帝アウ陛下グスタ御ご臨りん席せきの最高会議じゃ」

　額にかかった血の色の髪かみをかきあげ、アストはにやりと唇くちびるを吊つり上げた。

「そもそも我ら貴族といえど、皇帝陛下には軽々しくはお目通りかなわぬ。陛下のおわす内エン廷デルン──禁きん闕けつには禁イエニ軍チエリと枢ヴオ密ルニ司ーククラスの重臣以外は滅めつ多たに立ち入りは許されぬゆえ。じゃが、御前デイ会議ワーンならば──」

「絶好の機会というわけダ」

　美女の説明を引き取ったイオンの顔色は依い然ぜん冴さえなかったが、瞳ひとみには生気が戻ってきている。改まって襟えりを正すと、さきほどまでとは別人のようにきびきびとアストの方へ向き直る。

「確かにおっしゃるようニ、これを逃のがせば逆転の目はないように思われル……キエフ侯、貴女あなたにお頼たのみしてよろしかろうヤ？」

「任せよ。必ずや陛下にお目通りして、ことの次し第だいを奏そう聞もんするゆえ……ふむ、これはけっこう面おも白しろくなってきたではないか」

　ある種の肉にく食しよく獣じゆうを思わせる美女の笑え顔がおに、エステルが不ふ吉きつな予感を感じ始めていたとき。

「私もついてっていいですかぁ～？」

　のどかな声が横あいからかかった。振ふり返れば、ようやく鼻の穴に懐かい紙しを詰つめ終えたアベルがのんびりと挙手している。

「確か、御前会議には扈従士民も列席できたはずですよね？　アストさんの秘書ってことで、私も連れて行ってくださいませんかね？」

「……汝をかや、神父？」

　意表を突つかれたようにアストの口が半開きになった。ついで、心底嫌いやそうに顔をしかめる。

「まあ確かに扈従士民の列席は認められておるが……しかし、汝はモルドヴァ公殺害現場に居合わせておる。ばれると、ちとまずいのではないか？」

「顔は隠かくして行くからだいじょうぶですよ。それに、アストさんが仮に皇帝陛下に密見を申しん請せいしても、証拠や証人がないんじゃ、そう簡単に許可はおりないんじゃないかなあ。陛下だって、そうそうお暇ひまじゃありませんでしょ？」

「それはそうじゃが……」

　なおもアストは逡しゆん巡じゆんしているようだった。いや、あるいは単にこの男を公の場に連れて行きたくないだけかもしれない。なにしろ扈従ケトウ・士民ボエールの質は、主人である貴族の家風や格を計る重要な基バロ準メータの一つなのだ。未練がましく視線をさ迷わせると、困ったように白はく髪はつを弄いらう。

「じゃが、証しよう拠こといっても何かあるのかや、神父？　汝なんじの身分なり正体なりを証明できねば意味はないぞ？」

　彼女としては、なんとか理由をつけて提案を却きやつ下かしようとしたのだろう。だが、その質問を予期していたかのように、にんまりとアベルは微笑ほほえんだ。

「証拠ならあります……エステルさん、カテリーナさんのお手紙を貸してください」

「あ、はい！」

　いきなり話題を振られ、反射的にエステルが差し出してしまった書類をアベルは無造作に取り上げた。護ご符ふよろしくアストの顔前に突きつけるや、自じ慢まんたらしく小鼻を膨ふくらませる。

「これはミラノ公から皇帝陛下宛あての親書です。これを持って、私がアストさんに同行する。そして皇帝陛下にお目通りして、私の口から直接、事情をご説明する……ってのはどうです？」

「むぅ……」

　珍しく良識的な提案である。アストはなおも反はん駁ばくを試みようと唇を動かしたが、結局、効果的な反はん撃げきを見いだせなかったらしく、軽く舌打ちする。

「よかろ。まことに珍めずらしきことながら、汝の言は正しいようじゃ。我が士民ということで連れて行ってやろう……じゃが不思議よな」

「何がです？」

「なぜだか、さっきから妙みように汝の首を絞しめ上げとうてたまらぬ」

「ふうむ、それは幼少時の人格形成になにか深刻な問題があったのかもしれませんね。あるいはカルシウム不足とか……ぐええ!?」

　おもむろに神父を絞こう殺さつし始めた美女に向かって、慌あわててエステルは申し出た。

「あ、あの侯こう爵しやく閣下、あたしも連れていってくださいませ！」

　こんなところで置いてきぼりにされたのでは、何のためにはるばるこの異境までやってきたのかわからない。すがるように、アストの長身を見上げる。

「ナイトロード神父が行かれるってことは、当然、あたしもついていっていいんですよね？　ミラノ公の使者はあたしなわけですし、証人は一人より二人の方がいいし──」

「……いや、残念じゃがそれは駄だ目めじゃな、短生種の娘むすめよ」

　青黒い顔で足をばたつかせている神父を脇わきに放り捨てると、アストは難しい顔で首を振った。少女の申し出を柔やわらかな口調で、しかし断固として拒きよ絶ぜつする。

「そなたを星皇宮サライに連れてゆくわけにはいかぬ。メンフィス伯はくとともに、ここで吉きつ報ぽうを待っておるがよい」

「ど、どうしてです？　だいたい、使者はあたしで──」

「そ、その答えは簡単ですよ、エステルさん」

　アストの言葉を補足したのは、ようやく立ち上がってきたアベルである。くっきりと指の痕あとがついている喉のどを擦さすりながら、涙なみだ目に告げる。

「あなたはこの国の言葉が喋しやべれないじゃないですか。なんと言っても宮中に入り込むわけですからねえ。最低でも、言葉くらいはペラペラじゃないと、マズいんじゃないかなあ」

「……う」

　たしかにその通りだ──痛いところを突かれ、エステルは言葉に詰まった。

　といって、けっして彼女に語学の才能がないわけではない。いやそれどころか、母国語であるハンガリア語の他、ローマ公用語、ラテン語、そして父の国の言葉であるアルビオン語は母国語同様に操あやつれる。またこれらの他ほかにも、カルタゴ語をはじめ五ヶ国語は日常会話に不自由ないレベルに達しており、訓練所では、語学評価にＡランクがつけられていたほどだ──しかし、いかんせん帝てい国こく語だけはまるで未知の言語だった。

　使者に選ばれてからこの三ヶ月、イオンにみっちりと教わってきたため、片言程度ならなんとか喋れるようになったが、それでもネイティヴスピーカーのレベルからは依い然ぜんほど遠い。万一にでも、宮中で誰だれかに話しかけられるようなことがあれば、それでおしまいだろう。

「た、たしかに神父さまのおっしゃるとおりかもしれませんけど……」

　しかし、それでも未練がましく、エステルは反論を試みた。

「でも、それを言うなら神父さまだってそうじゃないですか？　だったら、片言でも喋れる私の方がまだマシじゃ──」

「オ、カおやーレケ、誰ム・ユが帝・ネグ国語デラ・を喋プレトれな・ツァいっルネスて言ク・ボいまヤールした？　ツ・ゴー失敬スラムだな」

「……へっ!?」

　エステルは顎あごを落とした。いきなり知らない言葉を囀さえずり始めた神父を愕がく然ぜんと見つめる。いや、神父がまくしたてているそれは知らない言葉ではない。帝国語──それも、文法的にも発音的にもほぼ完かん璧ぺきなものだ。

「し、神父さま……ここの言葉、喋れたんですか！」

「ダ・ドはい、ゥアールこの通り……と言っても、これで論文書けとか演説しろとか言われると困ってしまいますがね。うふふふふ」

　自慢げに含ふくみ笑うと、アベルは眼鏡めがねのブリッジを気障ったらしく押し上げた。さらには、謙けん譲じようの美徳とはおよそ縁えんのない口調でこう嘯うそぶいてみせる。

「それでも、士民のふりして疑われない程度の自信はありますよ。まあ、エステルさんよりは遥はるかに自然であることは間ま違ちがいないですね」

「で、でも、だったら、なんでこれまで一言も……！」

「それはほら、敵を欺あざむくにはまず味方からって申しますでしょ？　まあ、敵がどこにいたかはともかくとして」

　肩かたを震ふるわせる少女に向けて、神父はまるで世界の支配者みたいな顔でふんぞりかえった。あまつさえ、ぴすぴすと蠢うごめかしている小鼻の下からこんな暴言すら言い放つ。
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「まあ、ここらで少しは働いとかないと、帰ってからカテリーナさんにあーんな目やこーんな目にあわされちゃいますからね。さー、がんばってお仕事するぞー」

「お、お仕事しないと叱しかられちゃうのは、あたしだって同じなんですけど！」

「それはわかってます。しかし、宮仕えとはそれ即すなわち修しゆ羅らの道──エステルさん、ここはひとつ、捨て駒ごまになってくださいませんかね？　他ならぬこの私の引き立て役として」

　ぷるぷると拳こぶしを震わせているエステルの肩を馴なれ馴れしく叩たたくと、神父は神しん妙みような顔でどこか遠くの空を見つめた。

「嗚あ呼あ、あなたの尊い犠ぎ牲せいはけっして忘れませんよ。おお、そうだ。なんだったら、ローマに帰った暁あかつきには、列聖申しん請せいして差し上げてもよろしい……〝聖エステル〟。まことに結構な響ひびきじゃあございませんか？」




　　　　Ⅱ




　ボスポラス海かい峡きようを境に西岸のヨールロッメパリサイドと東岸のアジアアナドルサイドに分かたれた帝都だが、長生種のほとんどが居住しているのはヨールロッメパリサイドの方である。そしてその西岸地区は、あたかも大河のように内陸深く切り込んだ金角湾ハリーチによって、さらに南北に分割されている。

　西岸ルメリ地区ベイオ北区画ウル──金角湾ハリーチ沿岸から、やや急きゆう勾こう配ばいの高台が北へとせり上がってゆく市街区は、長生ボイ種貴族エールの都邸ヤールが立ち並ぶ高級住宅街になっている。分水場や地下発電施し設せつなどの主だった公共設備インフラ、練兵場や軍港といった軍事施設の大半が集中するのもここだ。

　一方の南スタ区画ンブル──七つの丘おかと豊かな森に囲まれた広大な領域は、その全すべてがたった一人の人物の私有地となっていた。

　その総面積は、人類社会最大の宮きゆう殿でんと言われる法サン王・ピエ宮トロの実に四十倍。十三の大ドームと百近い尖せん塔とうを擁ようする敷しき地ちには、百名の禁軍隊士をはじめ、常時、数百人もの長生種貴族と一万近い短生種士民、そして無数の自動人形が起居し、たった一人の主に奉ほう仕ししている。

　広大なその領域内には帝てい国こくの主だった中央官庁が甍いらかを連ね、地下で黙もく々もくと作業を続ける完全制せい御ぎよ型の自動工場からは、生活に必要な物資のほとんどが供給されている。全てにおいて自給自足が可能なこの一画は、その存在自体がいわば一つの国家と言って過言ではない。

　星ユルド皇ウズ・宮サライ──あらゆる意味における帝国の中心。

　そして、真ツア人ラ・類メト帝セル国ート唯ゆい一いつにして永遠の主人、〝女アウ帝グスタ〟ヴラディカの居城である。




　すでに着席していた貴ボイ族エールだけでも、おそらく五百は下らなかったろう。その背後に佇ちよ立りつする扈従ケトウ・士民ボエールや彼らに茶をふるまっている給仕まで含めれば、三千名近い人数がこの空間に集っているのではないか。

〝大円蓋クーベ・の間アルトウ〟──天摩まする巨きよ大だいな円蓋ドームの下に広がる御デイヴ前アー会ヌ・議ヒユ場マーンには、まだなお空いているスペースの方が目立っていた。列席者の椅い子すにはそれぞれ貴ターコ族イズ・色ブルーで各人の家章が刺し繡しゆうされたクッションが敷しかれており、あたかも秋空が地上に降りてきたようだ。

「どわひゃー、なんなんですかこの人数は！　会議って言うから、私、せいぜい七、八人がところでこぢんまりやるもんだと思ってましたが？」

「馬ドビ鹿トーク。そんなところに余ごとき軽けい輩はいが出席できるわけがないであろ？　それより、もそっと声を落とせ。汝は余の扈従士民ということになっておる。士民は主に恥はじをかかせるものではない」

　流りゆう暢ちようだが、知能指数の低そうな帝国語でしきりに感かん嘆たんしている若者を、アストは語気鋭するどく窘たしなめた。もっとも、薄うすく化け粧しようしたその顔は品良い微び笑しようを浮うかべてびくとも崩くずれない。通りすがりに挨あい拶さつしてくる知人らにいちいち優ゆう雅がな会え釈しやくを返しながら、大おお股またに通路を進んでゆく。

　列席の貴族は、皇帝玉座を要かなめとして、一品官である枢ヴオ密ルニ司ークから九品官の雑職に至るまで、その職階ごとに扇おうぎ状に着席している。そして貴族たちの非ひ違いを取り締しまる役職である直轄監カマラー察官シユの職階は第七品──外がい縁えんから三番目の円周に、アストの長椅子は用意されていた。

「……余には温牛乳ガラタを頼たのむ」

　ようやくアスラン家の家章〝槍やり掲かかげる乙女おとめ〟と彼女自身の花押トウグラがあしらわれたクッションにもたれると、アストは早さつ速そく近づいてきた給仕に命じた。

「少し温ぬるめでな。蜂はち蜜みつはスミレのものがよい……汝も何か飲むか？」

「じゃ、紅茶を。砂糖は十三杯ばいでお願いします……ときにアストさん、皇帝はどちらで？」

　注文を受領した給仕が去ってゆくのを見送ったところで、キエフ侯こうの背後に佇立したのっぽの士民──アベルは小声で囁ささやいた。

「玉座はどこにあるんですか？」

「馬ドビ鹿者トーク、〝陛下〟と呼ばぬか！」

　無ぶ遠えん慮りよにあたりを見回している銀ぎん髪ぱつの青年を、アストは低い声で一いつ喝かつした。御前会議に部外者を連れ込んだことがばれたら、打ち首は間ま違ちがいないところだ。慎しん重ちように周囲の目を窺うかがいながら、唇くちびるの動きとジェスチャーだけでこう答える。

「玉座はあちらの御み簾す向こうにある……ほれ、あそこ。イェニチェリどもの並んでおるあたりじゃ」

　壁かべ際ぎわには、真っ赤な鎧よろいで固めた仮面の一団が佇立していた。磁場リニア効果で固体弾だんや液体炸さく薬やくを射出する電ソリ磁ツド手シユ炮ーターや高周波発生機構を備えた幅はば広ひろの軍刀で武装した禁軍イエニ兵団チエリの面々である。

　だがアストが顎あごをしゃくったのは、微び動どうだにせぬ彼らに囲まれた高い階段の頂上、より正確には、そこに降ろされた緑の紗しや幕まくであった。貴族の青衣や、士民の黒衣、親衛隊の真しん紅くの甲かつ冑ちゆうに囲まれた中を、どこか侵しがたい気品を湛たたえて揺ゆれている翡ひ翠すいの輝かがやき──それは帝国において、皇帝以外に使用することの許されない貴色である。むろん、御簾の内を窺う術すべはなかったが、何人かの枢ヴオ密ルニ司ーク──皇帝の最高顧こ問もんというべき大臣たちが、ひっきりなしにそちらを振ふり返っているのが、ここからでも看みて取れた。

「ほへ～、なるほどなるほど、あれがそうですか。やっぱ、お金かかってそうですねえ」

「なあ、頼むゆえ神父……」

　きりきりと痛くなってきた胃のあたりを押さえながら、アストは物見高げにあたりを見回している神父に警告した。口調がつい懇こん願がんするような調子になってしまう。

「汝はおとなしゅうしておれよ？　厄やつ介かいごとは絶対に起こしてくれるな」

「だいじょうぶですよ。私のことは、アストさん、あなたが一番ご存ぞんじじゃありませんか？」

「いや、存じておるから心配なのじゃが……まあ、しかし、あれじゃな。やはり、あのエステルとかいう娘むすめを同道せなんだは正解じゃったな。汝なんじに加え、あの娘にまで連いてこられた日には、余も面めん倒どう見みきれぬぞ」

　卓たく上じように開いたスリットに掌てのひらを押し当てながら、アストはぼやいた。掌しよう紋もんと細さい胞ぼうの遺伝子情報を読みとった管理コン演算ピユー中枢ターが彼女の身分を照合している間、しかつめらしく論評を加える。

「あの娘は、昔の余に少し似ておる。まだ、人格的に円熟味を加える前の余も、ちょうどあんな感じであった……放っておくと、暴走するかもしれぬぞ？」

「まあ、言葉もおぼつかないんですから、お屋や敷しきでおとなしくしてるしかないですよ」

　アストの前に結像したホログラフ──管理コン演算ピユー中枢ターが短指向性レーザーで描えがき出した文字を彼女の肩かた越ごしに覗のぞき込みながら、神父はもっともらしげに頷うなずいた。

「今ごろ、メンフィス伯はくと愚ぐ痴ちりあってんじゃないですかね？　ま、これまでさんざん苦労したんだし、少しぐらいは休ませてあげても罰ばちはあたんないと思いますよ？」

「……ふふん？　それだけではあるまい、神父？」

　ホログラフが書き出した本日の議題から器用に視線だけをあげて、アストは口元を綻ほころばせた。わずかながら、底意地の悪そうな笑えみを瞳ひとみに浮かべる。

「汝は、あの娘に危ない橋を渡わたらせたくなかったんじゃろ？　我らの言葉を喋しやべれないというのは口実で、実のところはあの娘を危険にさらすのが嫌いやだったんじゃな？」

「はて？　何のことでしょう？」

「その世話好きなところは相変わらずよなと申しておるのじゃ。だいたい、汝ときたら、三年前にも──」

　アストがにやにやと笑いながら振り返ったときだった。彼女の傍らからかけられた声がある。

「おひさしぶりです、アスタローシェ姫ひめ」

　それは、神父アベルののほほんとした生なま温ぬるい声ではない。まろやかだが力強い、より成熟した男の声だ。

「もう四年ぶりになりますか。私の顔は覚えておいでかな？」

「ティ、ティグリス公！」

　アストの口元が硬かたく強こわ張ばった。アベルの隣となりから自分を見下ろす笑顔を一いち瞥べつするや、電流でも通されたように立ち上がる。

「し、失礼いたしました、公こう爵しやく閣下！」

「スレイマンでいいですよ、姫。もしくは昔のように〝小父さま〟とでも」

　しゃちほこばるキエフ侯に向けて、上品に口元だけで苦く笑しようしてみせたのは、美び丈じよう夫ふと形容するしかない男だった。

　実じつ年ねん齢れいは三百歳近いはずだが、外見は三十前後の若々しさを保っている。抜ぬきんでた長身はアベルより頭一つ高いが、鞭むちのように締しまっているため、大男特有の鈍どん重じゆうさは毛ほども感じられない。しかし、浅黒い顔に浮うかぶ優やさしげな微び笑しようといい、その物もの腰ごしの柔やわらかさといい、この柔にゆう和わな外見から、彼が帝てい国こくでも一、二を争う武ぶ勲くんの所有者であることを看破するのは難しかったかもしれない。

　ティグリス公スレイマン──副宰さい相しようというべき次席アルマ・枢ヴオ密ルニ司ークにして、この数十年近く帝国の国政を支えてきた大諸しよ侯こう中の大諸侯は、しゃちほこばる美女を耳に心地ここちよい声バリトンで窘たしなめた。

「ああ、そんなにかしこまらないでください、姫。私はただ、久方ぶりにご挨あい拶さつしに参っただけなのですから……昨年、お母上のご不幸の折には弔ちよう問もんもできず、失礼しました」

「い、いえ、ティグ……小お父じさまは激務をお務めであらせられるゆえ、いたしかたございませぬ。こちらこそ、ろくに挨拶もいたしませずご無礼を」

　口の中でごにょごにょと呻うめくキエフ侯こうをスレイマンは礼れい儀ぎ正しい微笑で見守っていたが、ふと、その視線が彼女の背後の士民に滑すべった。やや訝いぶかしげな色が浅黒い顔に浮かぶ。
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「姫、今日は士民がいつもと違いますね？　老チャンダルルはどうしました？　まさか──」

「ああ、爺じいは元気です。ただ、今日はどうしてもはずせぬ用があって来られませなんだ。これは、最近、当家で召めし抱かかえたアベルと申す者……いやはや、気がきかぬうえにひどい粗そ忽こつ者もので当方も手を焼いておりまする」

「あ、ひどい。私がいつ粗忽……ごぶっ!?」

　なにやら抗こう議ぎしてきた士民を鳩みぞ尾おちへの当て身一発で沈ちん黙もくさせ、アストはひきつった笑みを作った。

「これこの通り、田舎いなかから出てきたばかりで……まったくもって、お恥はずかしい」

「いえいえ」

　キエフ侯家の遠とお縁えんにあたる公爵はそんな娘の姿をにこやかに見守っていたが、やや表情を改めると、微び妙みように声調を低めた。

「それはそうと……ときに姫は本日の議題をご存ぞんじか？」

「モルドヴァ公の訃ふ報ほう──そう、うかがっておりまするが？」

　モルドヴァ公の死は公式発表こそ未だなされていなかったが、すでに周知の事実だった。しかもその死は自然死ではなく、孫による尊属殺人──今このときも、議場で交かわされている会話のほとんどが、その話題で占しめられているはずである。アストの声も自然細くなる。

「なんでも、孫のメンフィス伯はくに殺あやめられたとかいう不ふ穏おんな話も小耳に挟はさみましたな。まだ噂うわさだけゆえ、なんとも申せませぬが……」

「事実は、概おおむね姫のおっしゃったとおりのようです。ただ問題なのは……」

「問題なのは？」

　釣つりこまれるように問うたアストに対し、スレイマンは回答を与あたえるのをわずかに躊躇ためらったようだった。古代彫ちよう刻こくを思わせる顔にかすかな逡しゆん巡じゆんの色が浮かぶ。しかし、ややあって、大貴族は言葉少なに口を開いた。

「これはあくまで噂なのですが、そのときメンフィス伯は二人の人物を伴ともなっていたというのです。それも男と女……二人組の短生種だったとか」

「二人組の短生種？」

　内心の動どう揺ようを抑おさえて、アストは不ふ審しんげに首を傾かしげてみせた。

「しかし、短生種ならば、帝都のいずこにもおりますが……」

「そう、帝都のいずこにも短生種はいます。この星皇宮にさえ──ですが、ラテン語で聖書バイブルを引用してみせる短生種はいないでしょうね」

「……ほう、聖書を？」

　このアスツ馬鹿・ドビがトーク──

　背後でどこか明後日の方を見上げている男を目の端はしで睨にらんで、アストは唇くちびるを嚙かんだ。

〝外〟の言葉を操あやつれる短生種は、帝てい国こく内において別に珍めずらしいものではない。密貿易や情報収集などで、〝外アウター〟と往来する機会が少なくないからだ。士民の養成課程には、〝外〟の言語の履り修しゆうすら含ふくまれるほどである。

　しかし、聖書を引用してみせる短生種となると、国中を探したところで見いだすのは不可能だろう──なぜなら帝国においては、一いつ切さいの宗教活動が禁じられているからだ。長生ボイ種貴族エールはむろん短生種たちさえ、信しん仰こうを持つことも、それを布教することも帝国法で禁止されている。従って、〝ラテン語で聖書バイブルを引用してみせる短生種〟のような酔すい狂きような輩やからがいるのはあくまでも〝外アウター〟、それも教皇庁の手の者に限られる。

　一方、黙もつ考こうする姫ひめ君ぎみの心の裡うちを知る由よしもなく、スレイマンは暗い顔を振ふってみせた。

「そう、これはひょっとすると由々しき事態になるかもしれませんね。〝外アウター、しかも教皇庁が絡からんでくるとなると、モルドヴァ公の死はただの死では済みますまい」

　そう嘆なげいたスレイマン自身は、貴族の中でも特に短生種に好意的なことで知られている。むろん〝短プロ生テイ種エズ好・テきラニ〟のキエフ侯には遠く及およばぬにせよ、〝外アウター〟についての深い見識は、アストさえ一目置いているほどだ。ミスル太ブル守カラブを務めていた八十年前には、短生種の間に流行した疫えき病びようを見事に鎮しずめて、神の如ごとく尊そん崇すうされたこともある。その彼にしてみれば、今回の一件は憂ゆう慮りよすべき事態なのだろう。アストを見下ろすその顔は、憂ゆう鬱うつげだった。

「いずれにせよ、陛下がどうご判断あそばされるか、それが全すべてを定めるのですが……ことが〝外アウター〟がらみとなれば、貴女にもご下問があるかもしれませぬな、姫。なんといっても、〝外アウター〟の研究については姫が第一人者であらせられるゆえ──お心の準備はよろしいか？」

「いえ、そんな、私わたくしなど……」

　慌あわててアストは手を振ったが、スレイマンは優やさしく微笑ほほえむだけだった。ただ、なおも励はげますように言葉を継つごうとするが、そのときふと誰だれかに呼ばれたように首をもたげる──彼が何に注意を惹ひかれたのか、半はん瞬しゆん遅おくれてアストも気づいた。

「……どうやらおでましらしい」

　緑の紗しや幕まくを透すかし見た枢ヴオ密ルニ司ークの横顔にかすかな緊きん張ちようの色がある。それは、場内に集った全員の表情に共通するものだ。それまで絶えることのなかったざわめきが潮が引くように静まり、通路を往来していた者たちが慌ただしく自席に戻もどり始める。と同時に、内ない縁えん部──二品官や三品官の席に次々と立体映像ホロが浮うかび始めた。今回の御前デイ会議ワーンには、地方都市にある都指ボル揮司タールや太ブル守カラブクラスの上級地方官にも招集がかかっていたらしい。

「では、キエフ侯こう。私はこれにて」

　軽い会え釈しやくを残して、スレイマンはアストの側を離はなれた。ただ去り際ぎわ、ふと振り返ると、思い出したように囁ささやく。

「そうそう。よろしかったら、近いうちに少しお時間をいただけませんか？　〝外アウター〟について、貴女あなたの見識をお借りしたいこともあるゆえ」

「はっ、喜んで」

　かしこまった侯こう爵しやくに笑いかけるや、再度身を翻ひるがえした偉い丈じよう夫ふは最前列へと戻っていった。その背中に一礼したアストが再び着席するのと、議場前方の鈴すずが澄すんだ音をあげて鳴ったのとはまったく同時のことだ。

「真人類帝国永遠の主あるじにして、我ら長生種全ての母──」

　立ち上がった枢ヴオ密ルニ司ークの一人が警けい畢ひつの声をあげた。階上に向かって、恭うやうやしげに頭を伏ふせる。

「皇帝陛下、ご入来！」

　ゆらりと御み簾すが揺ゆれた。

　最前列で立ち上がった五名の枢ヴオ密ルニ司ークたちに倣ならって、一いつ斉せいに起立した列席者が一人の例外もなく頭を沈しずめたときには、御簾の向こうにほっそりとした影かげが着席している。

　同時に、着席した貴族たちの頭上から降り注いだのは、威い圧あつ的な重低音を伴った機械音声だ。

〈……参集、大たい儀ぎである。我が愛いとしき夜の子らよ〉

　大だい円えん蓋がいより響ひびき渡わたるその声は、明めい瞭りようではあったが、老ろう若にやく男なん女によ、無数の人間が一斉に喋しやべっているように変調され、発言者の表情どころか年ねん齢れいすら推測できない。

　だが、このときの真人類帝国皇帝──アウグスタ・ヴラディカは、かすかなため息をついたようだった。

〈すでに諸しよ卿きようも存じていると思うが、十二時間前、我が首デー席ク・枢ヴオ密ルニ司ークモルドヴァ公ミルカ・フォルトゥナがみまかった。余は、帝国で最も強き柱にして優美なる翼つばさが我らが許もとより去りしことを悼いたむ。かの者の追つい悼とうの儀ぎはこれより五日後、余自らが主しゆ催さいするであろう……ティグリス公〉

「はっ！」

　心臓の上に右手を置いて立ち上がった次席アルマ・枢ヴオ密ルニ司ークに、皇帝は穏おだやかな声をかけた。

〈実務については卿に任せる、スレイマン。万ばん事じ遺い漏ろうなきよう執しつ行こうするように〉

「心得ました」

　長身の長生種は深く一礼したが、その顔には濃こい緊張の色がある。首デー席ク・枢ヴオ密ルニ司ーク亡き今、次席アルマ・枢ヴオ密ルニ司ークの地位にある彼こそが臣下筆頭だ。モルドヴァ公の葬そう儀ぎの実務を任されたというのも、皇帝の信任の証あかしに他ほかならない。

〈その他の者にも諸役が割り当てられるであろう。ティグリス公を補ほ佐さして、よきようにはからえ……さて、諸卿。残念ながら、余はこれよりあまり心安からぬことを告げねばならぬ〉

　変調された声からは、思考はおろか感情さえも窺うかがえるはずもない。にも拘かかわらず、このときそこには、氷の針めいた鋭するどい思念が確かに混じっていた。

〈モルドヴァ公の死は自然のものではない。こともあろうに、我が娘むすめは他者の振るう剣けんにより殺害されたのだ。その点について、我が禁軍の長より報告がある──ハルツーム男だん爵しやく、前に〉

「はっ！」

　野太い声とともに、佇ちよ立りつする禁軍隊士の列からひときわ大おお柄がらな影が進み出た。

　黒い顔の中で、燃え盛さかる石炭にも似た瞳ひとみが輝かがやいている。ハルツーム男爵バイバルスは玉座に向けて一礼すると、重々しく口を開いた。

「今、陛下より御お言こと葉ばがあったように、モルドヴァ公は殺された。そして、彼女を殺あやめしはその孫、帝剣スパ御持官タール・メコシンテスフ・アィ・メスンフ伯イスイオン・フォルトゥナである」

　やはり──列席者の間に、張り詰つめた空気が流れた。

　ある者はその次に来る言葉を待ち構えるように体を起こし、またある者は首を折ってソファにもたれかかる。だが、共通して彼らの顔に浮かんだのは鋭い緊張の色だ。硬こう度どを増した場内の空気を大きく吸い込むと、黒い長生種はよく通る声で報告を再開した。

「実は四ヶ月前より、かの者はさる勅ちよく命めいを賜たまわりて〝外アウター〟に出向いていた。しかし、昨日密ひそかに帰国。その足でモルドヴァ公こう邸ていに赴おもむきて凶きよう行こうに及およんだものと思われる……なお、イラクリオン都カテ護イエ府ールからの報告では、四日前、メンフィス伯とその士民がイラクリオン所属の遠洋カラ強襲艦ミユゼル〝ネレイアデス〟を徴ちよう用ようしたそうだ。そしてその〝ネレイアデス〟だが、十時間前、帝てい都と近きん郊こうにおいて、漂ひよう着ちやくしている同どう艦かんのものと思しき残ざん骸がいが発見され、現在、調査中である。詳しよう細さいについては、手元の資料に目を通されよ」

　言葉に応こたえるように、多くの貴族たちの卓たく上じように文字が浮かび上がった。レーザーで描えがかれたその文字は、バイバルスの声に反応するかのようにその配列を変え、行方ゆくえ不明の軍船についての詳細な情報を羅ら列れつし始める。

「なお十二時間前、我は勅命を帯びて、モルドヴァ公を内密に召めし出すべく、都邸ヤールに赴いた。しかし現地に到とう着ちやくしたとき、すでに館やかたは炎えん上じようしており、どうにも手の施ほどこしようがなかった……その際、我らはメンフィス伯および同行の短生種二名を発見。事情を聴ちよう取しゆせんと同行を要よう請せいしたが、三名は要請を拒こばみ、抵てい抗こうの末、逃とう亡ぼうするに至った──以上が事件の顚てん末まつである」

　海難事件の詳しよう報ほうに続いて浮うかび上がってきたのは、禁軍から提出された報告書レポートだ。それを示して、バイバルスは報告をしめくくった。

「なお、報告書には記き載さいされておらぬが、我を含ふくむ禁イエニ軍チエリ隊士全員が、メンフィス伯と同道せし二名の短生種が、〝外〟のものとおぼしき言葉を交かわしているのを聴ききとっている。彼き奴やつらが、〝外〟──それも、教皇庁と称しようする手の者である可能性は極きわめて高い。早さつ急きゆうに三名を取り押さえ、詳くわしい事情を聴取すべきであることを提言させていただく」

　報告を終えた禁イエ軍ニチ兵エリ団・ア長ースウは再び玉座に向けて一礼すると、隊列に戻もどった。仁に王おう立だちになったその姿は、あたかも生ける武神像のように確かで力強い──しかし、利害が一いつ致ちしない者にとっては疫やく病びよう神がみそのものとも見えるであろう。

「……むぅ、これはちょっとまずいですね、アストさん」

　渋じゆう面めんのまま報告書に目を通していたアストの鼓こ膜まくを、頼たよりない声が叩たたいた。後ろに佇立するアベルが小声で囁ささやいたのだ。

「このままだとメンフィス伯も我々も、皇帝陛下にお目通りを願うどころか、見つけ次し第だいぶっ殺されてしまいます……キエフ侯こう、ここはひとつ、あなたのお力でなんとか」

「わかっておる。余に任せよ……しかし、ほんとに調子のいい男だな、汝なんじは」

　ぼやきながらも、アストは挙手した。実のところ、人前で喋しやべるのはあまり得意ではないのだが、今はそんなことは言っていられない。覚かく悟ごを決めて、発言を求める。

「待たれ──」

「待たれよ、我に異議あり！」

　だが、結局、アストが決意を実行する機会は永遠に失われてしまった。より力と知性に満ちた声バリトンが、彼女の言わんとしていた台詞せりふの中身をそっくりさらっていってしまったからだ。

「ハルツーム男爵、卿のおっしゃることには重大な疑義がある」

　最前列で立ち上がった帝国きっての重臣──ティグリス公スレイマンの声は、穏やかだったが、その内容は牢ろう固ことして揺ゆるぎなかった。

「まず第一に、モルドヴァ公横死の折にメンフィス伯が現場にいたとのことですが、それが即そく、容疑に結びつくとは限りませぬ。物証なき現時点で、モルドヴァ公の横死を孫の犯行と決めつけるのはいかがなものか？」

　次席アルマ・枢ヴオ密ルニ司ークの言葉に列席者はただ耳を傾かたむけるだけだ。もはや咳しわぶき一つなく静まった議場に流れる彼の発言は、理路整然と筋を立てており、確固たる説得力を備えている。

「そして第二に〝ネレイアデス〟の一件ですが、これについても確たる証しよう拠こもなく、メンフィス伯に罪を着せております。伯が勅ちよく使し権限で徴用したことと同艦の遭そう難なんとの関連については正確な調査のうえで結論を出すべき事じ項こうであり、現時点で推測するのはいささか先走り過ぎとの誹そしりを免まぬかれますまい。いずれにせよ、迂う闊かつに憶おく測そくで結論を出すことは望ましからざる結果を招くと思われる。男だん爵しやく、発言は慎しん重ちように願いたい」

「──それでは、ティグリス公はメンフィス伯に罪無しとおっしゃるの？」

　何ごとか反論しようと口を開きかけたバイバルスを制してスレイマンに反問したのは、腰こしまでもある黒くろ髪かみをたかだかと結い上げた妙みよう齢れいの美女である。枢ヴオ密ルニ司ーク第三席のダマスカス侯フェロン・リンは切れ長の瞳をやや上うわ目め遣づかいに傾けると、起立中のティグリス公に意味ありげな視線を送った。

「メンフィス伯は密かに帰国したうえ、帰着の挨あい拶さつに参さん内だいもせず、事件を起こしているのです。これをもってかの者に叛はん意いありと見るのは穿うがちすぎでしょうや？」

「メンフィス伯が密かに帰国された点につきましては、私も疑いなしとは申しません。ただ、その一点だけをもって、かの者に叛逆罪の容疑を背負わせることは酷こくでありましょう」

　一つ息を吸い込むと、スレイマンは手元の紅茶を口に含んだ。絹糸のように、滑なめらかだが強きよう靭じんな精神力を湛たたえた瞳が同どう胞ほうを見み渡わたしている。

「参集の諸しよ卿きようよ、ことは大逆罪に関かかわる問題です。将来ある若者を叛逆者として訴そ追ついしようというのであれば、確たる証拠が提示されるべきと考えます。そしてそれが示されぬ以上、メンフィス伯の罪を問うのは不当であると──諸卿よ、いかがお考えになられるや？」

「──おそれながらティグリス公、メンフィス伯叛はん逆ぎやくの証拠はしかとございます」

　説得力溢あふれるスレイマンの言葉を遮さえぎったのは、若い男の声だった。

　けっして大きくはない。いやむしろ、妙みように力強さに欠けたか細い声だ。だが、そこに含まれたただならぬ迫はく力りよくに、列席者の視線が集中する。

「なぜなら、この私自身がその証拠だからです──彼は教皇庁を名乗る短生種どもに通じ、母なる帝てい国こくを売り渡わたそうとしました。そして、それを止めようとした私を傷つけ、行方を晦くらました……メンフィス伯イオン・フォルトゥナの売国行こう為いを、私はここに弾だん劾がいいたします」

「そなたは!?」

　驚きよう愕がくに目を瞠みはったスレイマンに向けて一礼すると、その青髪の長生種は青銅色の瞳ひとみを鋭するどく煌きらめかせた。

「ルクソール男爵ラドゥ・バルフォン……ただいま帰着いたしました」










　　　　Ⅲ




　石いし畳だたみの上に広げた地図を上下逆に見てみる──わからない。

　次に、それを左右ひっくり返してみる──ますます、わからなくなった。

「そのだナ……実を言うト、短生種アナ区画ドルに来たのは余も初めてなのダ」

　ようやく観念して、イオンは傍かたわらの同行者に告白した。

　なにしろ、反対する彼女をほとんど拉ら致ちするようにして、キエフ侯こう邸ていから脱ぬけ出してきたのは彼自身だ。つい言い訳めいた口調になってしまったのは、やむを得ない。

「それニ、こんなに勝手が違ちがう場所とハ思ってもいなかっタ……はっきリ言って、面めん妖ようダ」

「でも、あたしにはむしろこっちの方が普ふ通つうに思えますけど？」

　少年の言い訳を穏おだやかに受けたのは、隣となりに腰をおろしていた赤毛の少女である。大口叩たたいておきながら、あっさり道に迷ってしまった同行者に気まずい思いをさせまいという配はい慮りよか、歩道の縁えん石せきを撫なでながら、平へい凡ぼんな感想をのどかに口にしてみせる。

「もちろん、昼夜逆だってことはありますけど、それを除けば、ローマなんかとほとんど変わらないんじゃないかしら……少なくとも西岸部ルメリよりは、遥はるかにわかりやすいですね」

　そう言って、エステルは再び、目の前の街路に視線を戻もどした。

　道の左右に軒のきを連ねた大小様々な店てん舗ぽと、そこをひっきりなしに行き交う人波は、海ボス峡ポラスを挟はさんだ対岸──西岸部ルメリの貴族ベイ区画オウルではけっして見られなかったものだ。あちらを歴史ある高級住宅街と言うなら、ここ東岸部アナドルはさしずめ古い下町にあたるだろうか。居住性よりも経済性を優先した小こ振ぶりな建物が密集している。その間に蜘く蛛もの巣のように張り巡めぐらされた大路小路は猥わい雑ざつな活気に満ち、天てん井じようから鈴すずなりに下がった街灯の下で、溢れんばかりに品物を揃そろえた店舗が立ち並んでいる様はなかなかに壮そう観かんである。

「人がいて、物があって、騒さわがしくて……なんだか、ちっとも〝外〟と変わらないです」

「かもナ。しかし、エステる、〝外〟とは違うところもあるゾ。気づいているカ？」

「んー、違うところ……酒屋さんがないところとか？」

　帝都には、たいていの物資とそれを売っている店が揃っていたが、中には〝外〟にはあってここにはないものもある。たとえば、アルコール類を販はん売ばいしている店はないし、煙草たばこも見受けられない。というのも、短生種の健康を損そこなう恐おそれがあるこれら嗜し好こう品ひんは、帝国内においては禁制品として厳しく販売が禁じられているためだ。酒場の代わりは公衆浴場や喫きつ茶さ店てんが果たしている。

「酒カ。そうだナ。だが、他にモ……そう、たとえバ後ろの建物もそうダ」

「え？　これですか？」

　こぢんまりとしたその建物をエステルは訝いぶかしげに見上げた。明かり一つない館内を窺うかがう術すべはないが、いかにも清潔でこざっぱりした雰ふん囲い気きに加え、かすかにアルコール臭しゆうが漂ただよってくる。

「……病院、かな？」

「近いが違ウ。こノ建物は収ウイー血タ・コ署プトウ──我らが服用する〝生命の水〟の原料となる血液を採取するための場所ダ」

「血を!?」

　わずかな動どう揺ようがエステルの声にこもった。これまでも、イオンや他の長生種が慢まん性せい的貧血症しようを抑おさえるために〝生命の水〟を口にしているところはしばしば目にしていたし、それが短生種の血液から作られていることも知っていたはずだ。それでも、その血を短生種から搾しぼり取っているところと聞いて驚おどろいたのだろう。薄うす気き味み悪わるげな顔になって、そそくさと立ち上がる。

「あ、言っておくガ、血液採取は強制じゃないゾ？」

　少女の動揺を察し、イオンはやや慌あわてて付け足した。

「採血はあくまで短生種の自由意思ダ。ただし、かなりの金額と引ひき替かえだかラ、所得の低い隷ズイン民ミーにとっては貴重な収入源になるのダ……そうだナ、そなたタチの言葉で言えバ、〝福ふく祉し政策〟というやつカ？　それによっテ、帝国政府は貧しイ隷民に生活を保障しているんダ」

「…………」

　イオンにしてみれば、互たがいに足りないところを補いあっているのだから、これほど結構な話はないように思えるのだが、短生種のエステルにはいまだ納なつ得とくいかないところがあるらしい。相変わらずうそ寒げな目を建物に向けたまま、かすかにあとずさっている。

「ま、よイ……余の説明の仕方がまずかっタのだナ」

　それ以上の理解は諦あきらめるしかなかった。イオンはため息をついて、地図に向き直った。キエフ侯邸を無断で脱け出して、はや二時間余。星皇宮サライに出向いたキエフ侯が帰館する前に用事をすませて帰らぬことには、あの血の気の多そうな美女に何をされるかわかったものではない。勢い、地図を調べる顔も真しん剣けんになる。

「ええっト、まず、我らは大橋を使って海ボス峡ポラスを渡わたったのだかラ、この大路から市場に入ったわけであロ？　それかラ、こっちに下っテ、さっきの角を右ニ──」

「ねーねーセアラ、おにー・ケトさんたちウル。お茶いヌ・ツエらない・セーテ？　おア・エいス・ビしーネ・いチヤよユリ？」

　地図と格かく闘とうしていたイオンの鼓こ膜まくに、鈴を振ふるような声が聞こえたのはそのときだった。流りゆう暢ちような帝てい国こく語ごは、当然、エステルのそれではない。

「どチエ・ヴうレーツイ？　一杯ク・アー二十バ・ドウアクゼーツ・チェだダール・けど、ク・ドウ特別に・ウン・二杯でチヤウル三十に・パ・トまけたウレイ・げるアクタ」

　振り返れば、そこに立っていたのは一人の少女だ。年の頃ころは、エステルより二つ三つ下ぐらいだろう。短く切った黒くろ髪かみの下、小さめの顔が透すけるように白い。隷民ズイ階級ンミーであることを示す灰衣にはすかいに掛かけたベルトには真しん鍮ちゆうのポットが下がり、片手に持たれたトレイにはルビー色の液体を湛たたえた小さなグラスが並んでいる。

「あーアウ・ヌ、茶ーミ・プなどラタ・アいらぬタースタ。そのマ・シーようムト・フな気オアルテ分では・プロないースト」

　しかし、イオンは煩わずらわしげに手を振って少女を追い払はらおうとした。犬か猫ねこでも追いやるように、顎あごをしゃくる。

「とっパラスイとと・グラー失せフ・フろ、娘エテー。余ユ・エはス・オ忙ボスイし・タいール」

「そんヌ・ヴアなこ・スパラと言ツイ・カわず・スクザにさーツイ・マ。ほら、そオ・サっちのお・フエねーさんテイーは、喉渇タ・エいたってスイ・顔してミア・ますよセーテ？」

　隷ズイン民ミーとしては、珍めずらしいほど士民ケトウダに物もの怖おじしない娘である。若葉色の瞳ひとみを意味ありげに細めると、イオンの士民服を肘ひじで突ついてくる。

「それシ・ア・でおクム・ケ二人トウル・さんヴオイ・、今ア・セ・日はバクラ・逢いインツイ引きルニーレ？　お似合プラいだねークート。うらやブナましーターねーテ。ひゅウラーーひレ、ウゅーラーリ」

「逢い引インツきじイルニゃとーレ？　余らイエステがそ・トウ・のよガースイうに・ノイ・見えインドラるとーゴ・デいう・インツのイルニかーラ？」

　ようやく地図から目をあげると、イオンは自分とエステルを指し示した。お茶売り娘が大きく頷うなずいたのを見て、

「まったトウ・く無礼エストな小娘・グロよなソラン……で、クート・いくコースらじタ・フゃとエテー？」

　最前とは違ちがって、妙みようにいそいそと小こ銭ぜにを取り出す。少女の言い値は相場より若じやつ干かん高かったが、それでも三枚のアルミ貨を差し出された掌てのひらに載のせる。

「釣りプテはいツイらぬ・パ。ありストがたくウラとって・レおくがストよいウル……おおフエー、そテ・ドうだレスク。と・サ・きにヴア・娘、ウントここウレブはど・クテの辺ヴア・ルりだクルリ？」

　紅茶の一杯をエステルに手渡しながら、イオンは地図をお茶売り娘に指し示した。グラスから立ち上る湯気を顎にあてつつ、尋たずねる。

「ミマーアクム・ルなるノイ・カ士民がウツ・リ経営しーカ・バておる薬デウ・ダ種屋を捜・ケトウしておる・ナ・ミところだマール。薬屋クム・ポ通りトウ・サには・アジユ、ここング・ラからど・ケセレう行けジル・ジばよいヤデスイ？」

「薬ヴア・ロ屋ーグ・サ通・ユ・リりーカ・バのデウ・ダミ・ミマーマール・ラ・ルさケセレジんのル・ジお店ヤデスイ？」

　几き帳ちよう面めんな手つきでアルミ貨をエプロンの中にしまうと、娘は尖とがり気味の顎に手を当てた。

「うん、ダ・アそれなム・ウら知っンツエてるレーヌ。よかダ・トウった・ネグデら案・ヴアー内しラ・ユたげ・メーよっかル・ラ？」

「まこアサーとか・イエ？　それヴア・ムは助ルトウ・かるペントル……行こウ、エステる。この娘が案内してくれるそうダ」

　どうやら、今夜初めてのツキが回ってきたようだ。慌ただしく茶を飲み干し、イオンはエステルを促うながした。こんな隷民の小娘ごときにわかるはずもないので、無造作にローマ語を使う。

「少し急ごウ。キエフ侯が帰館する前ニ、我らも侯こう邸ていに帰っておきたいからナ」

「わかりました。でも……」

　こちらも急いで茶を空けて、エステルは立ち上がった。丁てい寧ねいに手巾ハンカチでグラスを拭ぬぐって少女に返すが、その顔にはわずかながら憂うれいの色がある。

「でも、本当にあの人がお屋や敷しきの一件と関係あるんでしょうか？」

　エステルの声はどことなく覇は気きがなかった。躊躇ためらいがちに少年のあとに付いて歩き始めながら、おずおずと疑念を口にする。

「ミマールさんはとても親切にしてくださいました。あの方が今回の件と関係あるなんて、正直、信じたくないです」

「それでモ、裏切る奴やつは裏切るものダ」

　少女の感傷をそっけなく切り捨て、イオンは地図を畳たたんだ。

　そう、裏切る奴は裏切るものなのだ──そのことは、あの砂漠の街カルタゴでいやというほど味わったではないか。

「我が都邸ヤールを襲おそった奴らは、まるで我らの帰館を待ち受けていたようだっタ。そして、帰館の日時を正確に知っていた者ハ、我ら三人を除けばあの男だケ──疑うに十分な根こん拠きよであロ？」

「それはそうです。だけど……」

「ついてきたくないのなラ、別に無理してついてくることはないのだゾ？」

　この訪問にいまだ反対しているらしい少女に横顔を向け、イオンは淡たん泊ぱくに──いや、それを装って告げた。

「ここまで来れバ、もう余一人で十分ダ。エステる、そなたは先にキエフ侯邸に帰っていてくレ」

「閣下が行かれるなら、あたしも参ります……閣下をお一人にするわけにはいきませんもの」

「……そうカ」

　義務感だけで頷いている少女から、イオンは目を逸そらした。

　件のお茶売り娘は、ずいぶんと足が速かった。いつの間にか、三人は大路を離はなれて、枝道の一本に入り込んでいる。路地といえども、帝都らしく明るく照明され、塵ちり一つないほど掃はき清められてはいたが、それでも表通りの喧けん噪そうが噓うそのように人通りがなくなっている。

「それフエで、娘テー。ミアム・トマレクートー・スタールツイア・の店リーカ・はまダ・ミだかマール？」

「近道をノイ・使ってカルクるから・ドルもうすウム・ぐだよスクルト……ところシ・ア・で、さクム・マっきか・スイムら気にトウ・フなってオアルんだけどテ・ラウ、あたしコントラのことス・デ・気軽にラ・ヌー〝娘〟メスク・って言わミーネ・ないでよフエテー。これペルミテでも、ツイ・ミセスっ・サ・マていう・プレズ立派なイン・マ名前が・ヌメスあるんク・ズイだかンム・らさセス」

「セス？」

　イオンはわずかに口元を綻ほころばせた。帝てい国こくは多民族国家で、肌はだの色同様、名前のパターンも実に多様だ。だが、イオンの聞きかじった知識が正確なら、確か〝セス〟というのは死海地方の短生種が男子につける名ではなかったか？

「面白プラいなクート。汝のタウ・親はパーリ、男ンツイ児が欲・ドレしかっスカ・たのかコピル？」

「どうヌ・オ・だろノ・クねノスク。上にはユ・アヴ兄が二エル・人いたドイ・からマーレ、男はもノイ・う十分ザウ・なはずデ・ラだった・ドレと思うスク・けどコピル……それシ・アより・クム・、ほら、オプリついツイ・たよアイチ」

　少女は立ち止まると、小生意気に顎あごをしゃくった。

　いつの間にか、三人は路地から、再び大路へと戻もどっていた。ただ、さきほどまでいた大通りに比べ、道行く人々の雰ふん囲い気きは格段に落ち着いており、店てん舗ぽの品しな揃ぞろえもどこか地味に見える。加えて、空気にほのかに混じっているのは紛まぎれもない薬品臭しゆうだ。

「こアチエこスタ・がケセジ薬レル・屋ジヤデ通りスイ。でもってミマール、ミマー・ラ・リルさんのーカ・プ店は、あーナ・そこの角ラ・カっこだよパトウ」

「そうかダ」

　自じ慢まんげに胸を反らしている娘の手に硬こう貨かを握にぎらせると、イオンは高々とした調子で頷いた。

「ご苦労ヴアだった・ムな、娘ルトウ。もうヴア・帰っローグてい・サ・いぞヌ・ヴア」

「うわヴアイ・、なデ・ミーんかネ・エル偉そう・エステだなー・フドウ、こール・の人ケトウ」

　手にしたアルミ貨を数えながら、セスは唇くちびるを尖らせた。

「ねえ、アロ・おねーフエテさんイータ、こートウ・ゆーヌヴのとオイ付き・ビ合うーネ・と苦ドウム労すネアるよール？　悪いこウミ・とは言パーレわない・ラウ。相手トウ・はよマイ・く選ビーネんだ・ルメ方がーグ・ダいいね・ドール」

「よ、余ア・ラ計なこーサ・とを言ラ・オうな・パルテ！」

　イオンが慌あわてて割り込んだのは、別に腹を立ててのことではない。片言の帝国語しか操あやつれないエステルに口をきかせるのはまずい──しっしっと手を振ふって、なおも話し足りない顔をしている娘セスを追い払はらおうとする。

「彼女エア・エはまステ・カだ、ルム・セ所領・ルジーからナ、ペン出てトル・カきた・エア・ばかヴエーナりで・ダ・ビ人見ザンテイ知りウム・アしてクーム・おツイるテヴアの・ツだイーレ。気軽ヴアイに話・ヴエしかーナ・けるデ・タでないーレン」

「へえ、ヴアイ・所ヴエー領ナ・からターレン……お兄さケトんたちウル、キヴオイエ・エスフタ・ケ侯トウ・爵ボエー家ラ・デの・クニ人ヤゼーだラ・アよル・キねエヴア？」

　イオンの腰よう間かん──キエフ侯邸を脱ぬけ出してくるときに無断で拝借してきた小しよう剣けんの柄つか頭がしらに目を落として、セスは首を傾かしげた。そこに刻まれているのはキエフ侯家の家章〝槍やり掲かかげる乙女おとめ〟だ。だが、それに気づくとは、ただの隷ズイン民ミーにしては目め敏ざとい娘だ。

「するデーと、ツイ・おにタウ・ーさドムナんの・エスご主タ・人さクニまはヤゼアスーラタロ・アーシスタェ・ローアスシエラン・アさまスラン？　直轄チエ・監察官ドリーの士ツイ・民がリーカ、薬屋シ・ヴなんオイ・かにカ・ケ何のトウル用な・カマのさラーシヤ？」

「ええっヴオイとだな・ダール、そのシ、それはシ──」

　興きよう味み津しん々しんで尋たずねてくるセスの顔前で、イオンは辟へき易えきしたように手を振りかけたが──ふと、その顔が強こわ張ばった。

　何かが、かすかに彼の嗅きゆう覚かくを刺し激げきしたのだ。反射的に伸のびた手が、小剣の柄を摑つかむ。自分が何に気づいたのか認にん識しきできぬまま、大通りの角にある店舗に視線を送る。

「このアスト臭い・ミロはースイ……!?」

　形のいい鼻び孔こうを空に向けて、少年は小さく唸うなった。確かに感じる──鼻び腔こうの奥の粘ねん膜まくを抉えぐるような、わずかな刺し激げき臭しゆう。

「どうかなさいましたか、閣下？」

「──摑まレ、エステる！」

　訝いぶかるように同行者が問うてきたときには、イオンの手は彼女の腰こしに回っていた。何が起こったかわからぬエステルを片手で抱だきかかえるや、石いし畳だたみを思い切り蹴ける──

　セスの目が丸くなったのを視界の端はしで確認しながら、イオンは二十メートル近い距きよ離りを楽々と飛ひ翔しようしていた。強きよう靭じんな下半身の筋肉を総動員して、途と中ちゆうの壁かべをさらに一蹴り。追加で十メートルほどを跳ちよう躍やくして、目標の建物の二階に到とう達たつする。

　しかし、そこにあったのは閉とざされたガラス窓だ。少年と少女は、透とう明めいな壁に真正面から激げき突とつするかと見えたが──

「ふン！」

　振るわれた小剣が、目の前に迫せまったガラス窓を両断した。

　真っ二つに断ち割られたガラスのあとを追うように、少年は部屋に飛び込んだ。すがりつく少女を抱いたまま、体重の無い者のように絨じゆう毯たんに着地する。

「くソ……遅おそかったカ！」

　だが着地の瞬しゆん間かん、イオンの顔を険しく隈くまどったのは、激しい怒いかりだった。それをもたらしたのは、大きく目を剝むいて壁かべ際ぎわに転がったミマールの血ち塗まみれの死体ではない。朱あけに濡ぬれた戦せん斧ぷを引っ提さげて立つ軍用外がい套とうの巨きよ漢かん──そのガスマスクの目が、天てん井じようの冷光灯の明かりを受けて白く輝かがやいていたのだ。

「か、閣下、気をつけて！」

　ようやく事態を把は握あくしたエステルが注意を促うながしたときには、動死体はその巨体にそぐわぬ素す早ばやさで行動を開始している。新たに現れた二名を攻こう撃げき対象と認識、攻撃プログラムに従い、戦せん闘とう行動に入ったのだ。

　しかし、そのときにはイオンの方も迎げい撃げき態勢をとっていた。エステルを後ろに押しやるや、小剣を体たい軸じく前に掲かかげる。そこに、戦斧を引っ提げた巨漢が突とつ撃げきしてくるが──

「ふッ！」

　胸の悪くなるような風鳴に、鋭するどい気合いが重なった。

　唇から呼気を吐はき出すと同時に体たいを捌さばいたイオンは、必要最小限の動きで巨漢の背後に回り込んでいた。空くうを切った大おお斧おのが床ゆかを抉り抜ぬいたときには、彼の小剣は目標のぼんのくぼあたり──頭と頸けい部ぶの接合部に静かに吸い込まれている。

「〝正面からやり合うだけが戦ではない〟、カ……」

　骨の砕くだける響ひびきを聞き取りながら、少年は呟つぶやきを漏もらした。同時に、まるで冗じよう談だんのように頽くずおれたのは敵手の巨体だ。短い痙けい攣れんを経て、それきり動かなくなったそれを見下ろし、イオンはわずかながら複雑な表情になった。

「しかし、どうも卑ひ怯きような戦い方な気がするナ。余としてはもっトこウ──」

「閣下、ちょ、ちょっと来てください！」

　うわずったような声がイオンの慨がい嘆たんを遮さえぎった。血塗れのミマールの側そばに駆かけ寄ったエステルが、緊きん張ちようの面おも持もちで振り返っている。

「まだ、この人……ミマールさん、生きてます！」

「──なニ!?」

　ミマールの頭を膝ひざに載のせたエステルの言は正しかった。おそらくは戦斧の一いち撃げきを受けたのだろう。裂れつ断だんされ、真っ赤に濡れた男の脇わき腹ばらが、弱々しく動いている。士民服の下に着込んでいた厚い革かわの胴どう着ぎが、かろうじて即そく死しを免まぬかれさせたのだ。死に至るまでの苦痛がたかだか数分延びたことに何の意味があるかは不明であったが、それでも、か細い生の上に、若い短生種は横たわっていた。

「……ミマールアスク、余の声ルターが聞こツア・えるかミマール？」

　一秒ごとに生気を失いつつある男の顔を覗のぞき込んで、イオンは硬かたい声を押し出した。

「ここラーウまで、・ストこの忌リーヴまわしい・モー動死体ト・ヴが汝をエナ・殺しにアツエ来たとスタ・デいう・オモことはリ・テ……やはりデ・ア、余のツエア情報を・トウこやつら・エスタに流して・ア・いたのトラダは貴様・セ・だったインデのだなイーカ？　だがインサ、な・デ・ぜだツエ？　なデ・ぜツエ・、トウ・余エスをタ・裏デ・イ切ンデったイーカ？」

「お許スクザしをツイ・マ……お許ヴア・しチエルく・スクだゼ・カさ・インいセーラ、若さまコシテス……」

　白ちゃけたまぶたが、弱々しく開いた。可か聴ちよう域いきぎりぎりのか細い声が、青ざめた唇くちびるから漂ただよい出てくる。

「まさかユ・ネグあの方デ・バヌが、おーイ・タ館さ・ドムネまをアール……モルドヴオイヴァ公・オモを殺めル・ヴるおつオイヴもりだオーナ・とは知アル・りませモルドなんだーヴア……」

「あのドムネ方アール？」

　険しい皺しわが、少年の眉まゆ根ねに寄った。士民が〝あの方〟という以上、それは帝国ボイ貴族エールだろう。強きよう硬こう派はの連中であることは間ま違ちがいない。だが、〝まさか〟というのは何だ？

「申せルミーナ、ミマール！」

　生よりは死に近いところにいるかつての家臣を、イオンは滾たぎるような声で叱しつ咤たした。貴重な情報源を死の淵ふちにやるまいとするかのように、声を荒あらげる。

「言えルミーナ！　誰だカーレ!?　誰がカーレ・貴様フアーツを裏エ・テ・切らラ・インせたデイーク!?　我がカーレ祖母・オモを殺ル・ヴめしはオイヴ、誰だオーナ!?」

「それはエア……」

　最後の息を吸い込んで、ミマールの胸きよう郭かくが膨ふくらんだ。深刻な虚きよ血けつ状態だ。出血さえ、すでに緩かん慢まんになりつつある。しかし裏切りの士民は、残された力を振ふり絞しぼってその単語を羅ら列れつした。

「男爵ドム・閣下ジユデですイチエ……ルジユクデイソチエー・アル・ル男クソ爵ー……ラドゥ・バルフォン……」

「!?」

　その瞬間、自分の顔から血の気が引く音を、イオンははっきりと耳にした。

「い、いヴアま、何と・ロ言うたーグ!?」

　思わず伸のびた手が赤く染まったことも忘れている。血塗れの士民服の胸むなぐらを摑つかむや、イオンは裏返った声で吼ほえた。

「いま、ヴア・ロ何とーグヴア言う・ローグたか・ヴオルと聞いビーツイておる・マイ・のじゃラール、ミマール！　ラドゥラドウじゃと・ハ!?　あヌ・ヴりア・ウえンツエんレーグ！　奴はエア・エとうスタ・ラに死・モートんで・スイ・おるオダータ！」

「…………」

　吼え猛たける少年に対し、ミマールは、さらにいくつかの単語を音声化しようとした。だが、声の代わりにその唇から溢あふれたのは、赤黒い血の塊かたまりだ。同時に、その体が弓なりにのけぞる。

「い、いけない！」

　小刻みに始まった痙攣に、慌あわててエステルが反応したがすでに遅い。口を開いて気道を確保しようとしたときには、何かのスイッチでも落ちたかのように、ミマールの肉体は静けさを取り戻もどしていた。

「……亡なくなられました」

　まるで、自分が死んだような声でぽつりとエステルが呟いた。

「主しゆよ、彼の魂たましいを御み許もとに導きたまえ……エィメン」

　十字を切ると、虚こ空くうに向けられたまま、永遠に視力を失った元士民のまぶたをそっと降ろしてやっている──一方、イオンの方はそれどころではなかった。

「ラドゥ？　ラドゥラドウじゃと・ハ!?」

　青ざめた唇がこぼした声は、醜みにくくひび割れていた。

「馬ヌ・ヴア鹿・ウンツなエレーグ、あの男エア・オはとうモル・スに死んイ・オでおるダータ！　それもユ・アテ余の目スタ・シの前でグール！」

　そう、確かにあの砂さ漠ばくの街で、あの男は死んだ。太陽に灼やかれ、銃じゆう弾だんを浴び、そして遥はるか眼下の海に落ちて死んだ。万に一つも生きていようはずがない。きっとミマールが最後に口にしたのは、何かの噓うそだ。こいつは、最後まで自分を欺あざむこうとしていたに違いない。

　だが、なぜだ？　なぜ、自分をそこまで騙だまそうと──

「──か、閣下、危ない！」

　エステルの悲鳴にも似た警告が耳を打ったとき、イオンがわずかでも平静を保っていれば彼女の瞳ひとみに映った自分の姿と、その背後に起き上がった脅きよう威いとを見て取ったはずだ。そうすれば、その場で跳ちよう躍やくするなり、再び抜ばつ剣けんするなりして対処していたことだろう。

「……え？」

　だが実際には、完全に虚きよを突つかれた少年はその場で後ろを振り返るという愚ぐを犯してしまった。その視界に映ったのは、さきほど倒たおしたはずの敵手の巨きよ体たいだ。どうやら、完全に頸けい椎ついを破は砕さいし損そこねていたものらしい。下半身は動かないようだが、上半身だけを弓なりにそらして戦せん斧ぷを振りかぶると、立ちすくむイオンめがけて勢いよく投とう擲てきする。

「伏ふせて、閣下！」

　もし、猛もう然ぜんと突とつ進しんしたエステルがイオンを押し倒していなければ、イオンの首はあっさり刎はね飛ばされていたことだろう。大気の破断する音を残して二人をかすめ去った戦斧は、そのまま異音をあげて壁かべ石いしに突き立ち、これを粉ふん砕さいした。そしてそのときには、士民服の下から引き抜ぬかれたエステルの切ソウ詰ドオ式フ・散シヨ弾ツト銃ガンは、正確に動死体の頭部をポイントしている。

　轟ごう音おんとともに、動死体の頭が血けつ漿しようをぶちまけた。胴どう体たいの方はその場で仰あお向むけに倒れると、今度こそ起き上がらなくなる。

「こやつ、まだ動けたのカ……助かったゾ、エステる」

　危あやうく切断されるところだった首を、イオンはうそ寒げに撫なでた。自分に覆おおいかぶさったままの尼に僧そうに礼を言う。

　だが、エステルは感謝の言葉に答えようとはしなかった。散弾銃を握にぎったまま、ただ小刻みにその体を震ふるわせているだけだ。妙みように生暖かい液体が、その体から滴したたり落ちていることに、ようやくイオンは気づいた。

「どうしタ、エステる？……な、なんダ、その血ハ!?」

　垂れた赤毛の間で歯を食いしばったエステルの顔は蒼そう白はくだった。力無く開いた指の間から乾かわいた音をあげて散弾銃が落ちる──そして、彼女の右みぎ肩かたから溢れだしたのは、大量の鮮せん血けつだ。

「エ、エステる、しっかりしロ！　くそ、まずイぞ、これハ……」

　壁に突き刺ささっている凶きよう器きを睨にらんで、イオンは舌打ちした。

　さきほどの戦斧が、上じよう腕わん部ぶを深く抉えぐったのだろう。かなり出血している。一方、激痛に声をあげることすらままならないのか、エステルの唇くちびるからは悲鳴どころか呻うめき声一つあがらない。蒼白に変じた顔から噴ふき出した汗あせが、イオンの手をしとどに濡ぬらした。

「まずイ……すぐ病院ニ！」

「だ、駄だ目めです、閣下……」

　荒あらい息の下から、激痛に濁にごった声がこぼれた。弱々しく目をあげた尼僧が、慌てふためく少年の袖そでを捕とらえたのだ。

「病院は駄目……足がついてしまいます……」

「そ、そんなことを申してモ……」

　狼ろう狽ばいする間にも、少女の顔は蠟ろうの色に変わりつつある。これ以上の出血が続けば、脆ぜい弱じやくな短生種の肉体は確実に死を迎むかえるだろう。

　だが、いったいどうすれば──

　途と方ほうにくれて、イオンが天をふり仰あおいだそのとき。

「なんチエ・イかおエ・ク・困りドウムネみたいアヴオアだねストウラ……よかっテ・ポーたら、ト・アユ助けたタ・ク・げようかツエヴア？」

　鼓こ膜まくを叩たたいた声は、鈴すずを振ふるように澄すんでいた。

「おねポアーーさテ・カ・ん、フエテイ重傷ータ・エみたいステ・グだよラーヴア？　ほっア・エアと・ラ・オけば・ポルテ、まフエずテイー死タ・ヴぬオイね・オモル……なんだアツったらイ・コ、あたンスルしが診タトウたげよ・ウンうか・ミ？」

「な、なカんじゃー、汝はレ!?」

　いったい、いつの間に現れたのだろう？

　にやにやと笑っている灰衣の少女は、セスとかいうあのお茶売りの娘むすめだ。しかし、なぜここにいる？

　かすかな疑念が頭をかすめたが、今はそれどころではない。イオンは牙きばを剝むいて怒ど号ごうした。

「小娘ア・ノイはひ・ラ・オっこ・ポルんでテ・フおれエテー！　汝にはラーサ・関係なオ・イいこン・パとだーツエ！」

「おや、ヴアイ・そんなデ・ミーこと言ネ・ヌ・っててアヴエーいいのツイ・ドかレプなあターテ？　早くしフエないとテイ、そのータおねー・エさんスタ……ああっとヴアイいけない・ターレ！　ショエア・ックエスタ・症状がイン・始まっソーク・てるよモーレ」

　声には揶や揄ゆするような響ひびきがこもっていたが、その内容は正確だった。イオンの腕うでの中でエステルの体は小刻みに震え始めている──失血性のショック症状を起こしているのだ。

「エ、エステる！」

「こネ・れアシユはテプ遊ターツんでるイ・ヴオ場合イ・アイじゃーチ・ヴないア・ねローグ……とりプロケーあえダ・ラ・ずはフエテイ止血ータ・イしようンダータ。坊やケトウ、キミはトウ・ヴここをオイ・ア押さえパーサ・てアツエてスタ。あたしアツエがいいステ・って言ピーナうまで・サ・は離さマ・アないラータ。いアツイい・ウンツねエレース？」

　人が変わったとはこういうことを言うのだろう。セスの口調は少年貴族に有う無むを言わせなかった。その間にも、小さな手はどこかに隠かくし持っていたらしい包帯を取り出している。

「何なのクム・ヴじゃ、ア・ヌー汝はミツイ？」

　まるで魔ま法ほうのような手際の良さで応急処置を始めた少女を、イオンは化け物にでも出くわしたような目で見た。

「汝はチーネ・いっスンテツたいイ・テ・何者かフエテー？」

「ん、あオ・ミたしーネ？」

　奇き術じゆつ師しじみた鮮あざやかさで包帯を巻く手はいささかも休まない。ただ顔だけをあげると、少女は悪戯いたずらっぽく片目をつぶってみせた。

「さっきユ・イン言ったヴアーでしょタ・シ？　あたマ・ヌメしはースクセス・セス──ただイエステの美・ドール少女・ビーナだ・フエテよイータ♥」
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「申し訳ありません、陛下……」

　青い髪かみの長生種は幾いく分ぶんぎこちない動きで片かた膝ひざをつくと、御み簾す向こうの主君に恭うやうやしく頭を下げた。

「復命の遅おくれました臣の罪は万死に値します。されど理由あってのことゆえ、どうかご寛かん恕じよくださりたく──」

〈それはよい……それより、ルクソール男だん爵しやく〉

　列席者の間にはかすかなざわめきが漣さざなみの如ごとく広がっている。だが、それすら圧あつ倒とうして皇こう帝ていの声は重々しく響いた。

〈今、汝の申せしことは真まことか？　事実であるとすれば由々しきこと。心して答えるがよい〉

「残念ながら、まったくの事実にございます、陛下。メンフィス伯はくはこの帝国を裏切り、あろうことか教皇庁と称しようする輩やからと通敵いたしました。そのこと、私がしかと証言いたします」

　ラドゥの顔は若干血の気が薄うすかったが、それ以外はしごく落ち着き払はらったものだ。いっそ堂々としていたとさえ言ってもいい。誠実を絵に描かいたような顔で目礼すると、玉座と議場内のそれぞれに向け、公平に視線を注ぐ。

「三ヶ月前、勅ちよく命めいを帯びた私とメンフィス伯がカルタゴに到とう着ちやくしたことは陛下もご存じの通りです。そして、かの者は単身、教皇庁の施し設せつに潜せん入にゆう。枢すう機き卿きようの一人と接せつ触しよくしました……その場に私は同行しませんでしたが、おそらくはそのときに何らかの謀ぼう議ぎを短生種どもと結んだようです。しかも、副使である私にもその陰いん謀ぼうの片棒を担ぐよう持ちかけてまいりました。あまつさえ私がそれを断ると、彼は私を殺害しようと謀はかったのです」

〈陰謀とな？〉

　殺人ではなく陰謀──不ふ穏おんな単語に議場の全すべての耳目が集中する。そして、それは皇帝とても例外ではなかったようだ。降り注いだ声は、かすかに先を急せかすような響きを帯びていた。

〈その陰謀とは何か、男爵？　短生種どもはいったい何を企たくらんでおるというのか？〉

「それは……」

　もったいぶったのか、それとも単にこの聴ちよう衆しゆうの前で発言することに気き後おくれしたものか、言いよどんだラドゥはちらりと御簾の方をうかがった。それに応こたえたのは低い機械音声である。

〈許す、ルクソール男爵。諸しよ卿きようの前でしかと申すがよい〉

「では申し上げます……教皇庁とメンフィス伯は、畏おそれ多くも皇帝陛下のお命を奪うばいたてまつらんとの企みを巡めぐらせております」

「！」

　皇帝暗殺──その言葉が出てきたときに堂内に起こったざわめきは、最前の比ではない。

　ただ、禁軍イエニ兵団チエリの隊列だけが赤い壁かべのように沈ちん黙もくを保って身じろぎもしなかったが、それを除けば、いかにも衝しよう撃げきを隠せぬように隣りん席せきと声を交かわし合っている。

　そして、その痛つう撃げきが十分に行き渡わたるのを待つかのようにラドゥは黙もくしていたが、やがて沈ちん痛つうな声で報告をしめくくった。

「臣が察しますに、今こ度たびのモルドヴァ公のご不幸もそれに関かかわるものであるに相そう違いありません。おそらくは私同様、かの者への協力を拒きよ否ひしたために殺された……そしてメンフィス伯に同行していた二人の短生種というのは、教皇庁より送り込まれた刺し客かくではないでしょうか？」

「──聞かれたか、諸卿！」

　野太い声が、青髪の長生種を支持するように響ひびいた。

「ルクソール男爵の証言からも、メンフィス伯イオン・フォルトゥナの叛はん意いは明白──これは叛逆行こう為いである！」

　厳しい表情で断じたバイバルスに対し、さすがのスレイマンも唇くちびるを嚙かんで沈黙するより他はない。それをじろりと睨にらむと、禁イエ軍ニチ兵エリ団・ア長ースウは一段と声を厳しく高めた。

「諸卿、これはメンフィス伯の売国行こう為いと短生種による我らへの挑ちよう戦せんである！　我らは即そく時じ、教皇庁なる不ふ逞ていの短生種どもに対して──」

〈もうよい、バイバルス〉

　なおも熱く語ろうとする黒い巨きよ漢かんを制したのは、さらに低い声だった。

　天てん井じようから降ってくる性別不明の重低音は抗あらがいがたい威い厳げんをもってバイバルスを黙だまらせると、氷めいた静けさでこれに命じた。

〈汝なんじは退さがるがよい。すでにして、余の心は定まったゆえ……聞くがよい、我が愛いとしき夜の子たちよ〉

　御簾に映る影かげがかすかに揺ゆらいだのは、どうやら玉座から立ち上がったものらしい。息を詰つめる貴族たちを前に、皇帝はしばし無言であったが、やがてゆっくりと口を開いた

〈我が誇ほこり高き帝国の剣つるぎたちよ、汝らの全てに我は告げる。爾じ後ご、我が帝国は総力を挙げて、ミルカ・フォルトゥナの死の真相を究明するであろう。所しよ轄かつの官庁は一いつ切さいに優先して、メンフィス伯ら三名を捜さがし出すよう努めよ。取り逃にがすこと、断じて許さぬ〉

　首都警察である警巡院、貴族を監かん督とくする監かん察さつ院の面々が緊きん張ちようの面おも持もちで頷うなずいた。皇帝がこれほど感情を露あらわにすることも珍めずらしい。これからしばらく、彼らに休息は縁えん遠どおいものとなろう。

〈そしてことの真相が解明されるまでは、ティミショアラ、イラクリオン、アテナイ、アレキサンドリアの各都護府に無期限の臨戦態勢を命じるものとする。都指ポル揮司タールはさよう心得よ〉

　皇帝の言葉に恭うやうやしく一礼したのは第二列に立体映像を結んでいた都指ポル揮司タールたちである。各地カテ方イエ軍ールの司令長官である彼らは、有事においては近きん隣りん諸しよ侯こうへの指揮権をも兼けん有ゆうする。これで国境地帯は当分、招集に応じる貴族と彼らの私軍で騒さわがしくなるはずだ。議場全体に緊張が走る。

　その帯電したような空気の中、勅命を下し終えた皇帝は再び口を閉ざした。当然、その表情は長生種の視力をもってしても窺うかがい知ることはできぬ。だが、御み簾すの向こうの彼女が瞑めい目もくしていることを疑う者はなかった。

〈我が子たちよ……〉

　そして、永遠とも思える静せい寂じやくの果て、再び降り注いだ声は深く沈しずんでいた。

　だが、それは断じて、ただ打ちひしがれ、力なくうずくまる者の声ではない。変調された重低音は正当な復ふく讐しゆうを誓ちかった裁きの女神にも似て、凍とう結けつした怒いかりをその底に沈めている。

〈余は、我が愛まな娘むすめの死を絶対に許さぬ。彼女に死を与あたえし者、またそれに関わった全ての者どもの頭上に、余は復讐の翼つばさを広げるであろう。たとえ、それが個人であろうと、なんらかの国家・団体に類するものであろうと、いささかも容よう赦しやせぬ──さよう心得よ〉

　皇こう帝ていの怒りに撃うたれたように、列席者は一人の例外もなく頭こうべを垂れている。アストもまた恭しく顔を伏ふせていたが、その眉まゆは我知らぬうちに跳はね上がっていた。

（くそ、まずいことになったぞ、これは……！）

　メンフィス伯はくにとっても教皇庁の使者たちにとっても、これは最悪の事態だった。ただでさえ、モルドヴァ公殺しの容疑者として糾きゆう弾だんされているところにもってきて、この売ばい国こく奴ど扱あつかい。今、下手に彼らを弁護しようものなら、今度はアスト自身が吊つるし上げられかねぬ。

　加えて、ティミショアラやイラクリオンへ下った勅ちよく命めい──こちらは現時点では直接関係ないにせよ、長い目で見ればより深刻な問題といえた。なにしろ、勅命を受けた四都護府はいずれも短生種圏けんとの国境に位置する軍事拠きよ点てんだ。これらが臨戦態勢に入れば、当然、〝外アウター〟の警けい戒かい心しんを刺し激げきしないわけがない。もし、このうえトラブルが続けば、最悪の場合は〝外〟との紛ふん争そうすらひき起こしかねぬ。

「おい、神父。汝は確か、ルクソール男だん爵しやくは死んだとほざかなんだか？」

　やや八つ当たり気味に、アストは背後に答えを求めた。自分としても、可能な限りメンフィス伯らを弁護してやるつもりでいたのだ。だが、あんな劇的なタイミングで証人に現れられたのでは、口を挟はさめるはずもない。

　なかなか返ってこない答えに、なおもアストは問いを重ねようと背後を振ふり返った。だが、結局、質問を繰くり返すことはできなかった。

　最前まで確かにそこにいたはずの男が、煙けむりのように消え失うせてしまっていたからだ。
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　帝国の中ちゆう枢すうである星皇宮サライは、政治の場であると同時に、皇帝の居城でもある。

　外廷ビルンと呼ばれる皇宮北よりの複合建築が貴族に開放された国政の場であるのに対し、内エン廷デルンと称しようされる南方の一角は完全に皇帝のプライベートエリア──禁きん闕けつとなっている。禁軍イエニ兵団チエリに厳しく警備されたこの場所に出入りできるのは、皇帝の許可を得たごく限られた貴族のみ。皇帝その人の身の回りの世話や、彼女が飼う数多くの珍しい動物たちの世話すら、ほとんどが自動人形によって賄まかなわれている。

〈それでバイバルス卿きよう……いまだ、メンフィス伯の行方ゆくえは摑つかめぬのかや？〉

　内エン廷デルン〝境マーの間ベイン〟──この禁闕においても、最も奥まった一角に位置する皇帝の居室である。

　広大な室内は人工空間であるにも拘かかわらず、常に緑林の匂においに満たされ、放し飼いにされた何十羽もの野鳥の鳴き声が途と絶だえることはない。だがこの夜、緑を基調にした室内に響いた声は、遠えん雷らいにも似た重低音を伴ともなっていた。

〈かの者だけならともかく、同行している教皇庁の短生種たち……その者らに万一のことがあっては、少々困るぞ？〉

「その点は重々心得ております」

　巻き上がった御み簾すの向こうには、あたかも城門のように聳そびえる巨きよ大だいな扉とびらが見える。その門を塞ふさぐ形で浮ふ遊ゆうしている玉座に向けて恭しく腰こしを折ったのは、黒い巨きよ漢かんである。

　帝国イエニ禁軍チエリ・兵団長アースウ──ハルツーム男爵バイバルスはその広い肩かたをすくめて、しかつめらしく報告を付け足した。

「現在、市街をくまなく探し回っておりますれば、必ずや見つけ出してみせましょう。早ければ、一両日中には決着が着くのではないかと」

〈ふむ……〉

　玉座に腰をおろした少女のため息は深刻げに響ひびくものではなかった──もっとも、顔の前におろされた翡ひ翠すい色いろのヴェールは光学的に彼女の顔を隠かくすのみならず、声さえも機械的に変調してしまっているため、内心の動きはいささかも窺えない。

　夜の女じよ皇おうは、そのまま何か思し慮りよを巡めぐらせているように天てん井じようを見上げていたが、ほどなく恭しく佇ちよ立りつしたままの禁イエ軍ニチ兵エリ団・ア長ースウに頷きかけた。

〈ま、よい。今のところは予定通りだ……大たい儀ぎであった、男爵。退さがって休め〉

「は！」

　大おお柄がらな長生種は伏せていた顔をよりいっそう低くして表情を消すと、そのまま身を翻ひるがえした。続いて、背後に控ひかえていた赤い仮面のイェニチェリたちが、それを追うように部屋を出てゆく。

　一方、個人のものとしてはあまりに広過ぎる室内に、残された少女は独り座っていたが、禁軍隊士たちの足音が遠く聞こえなくなるや、つと顔に手を伸のばした。悲しくなるほど華きや奢しやな指が、わずらわしげにヴェールをめくりあげる。

　そこから現れたのは、癖くせのある黒くろ髪かみと透すけるように白い顔だった。

「よいしょっと」

　小さな掛かけ声とともに、黒髪の少女は妖よう精せいめいた軽やかさで玉座から飛び降りた。形の良い顔の中で赤銅色の瞳ひとみを悪戯いたずらっぽく輝かがやかせながら、窓辺に歩み寄る。

　大きなクリスタルの窓の向こうに広がっていたのは、広大な森だった。

　内エン廷デルンの面積の実に八割を占しめるその森林には、数多くの珍めずらしい動植物が放され、豊かな生態系を形作っている。その一方、木々の先に目を転じれば星皇宮とは金角湾ハリーチを挟んだ対岸、長生種ベイオ地区ウルの市街地の灯あかりが瞬またたいているのがかいま見える。夜明けを間近に控えてもっとも濃のう密みつさを増した闇やみの中、幻げん想そう的な光の美しさは、凡ぼん百ぴやくの言葉をもってしては形容すらできぬ。

　森しぜんと街ぶんめい──不思議な調和を醸かもす二つの情景に、皇帝はしばし見とれているように見えたが──

「……そこにおるのは、誰たれぞ？」

　視線は窓の外に固定したまま、皇帝は鈴すずを振ふるような声だけを背後に向けた。

「我が宮に入り込むとは不敵な奴やつ……ここが、真人類帝国皇帝が禁闕と知っての狼ろう藉ぜきか？」

　澄すんだ誰すい何かに応こたえたのは、穏おだやかな詫わび言ごとだった。

「──失礼いたしました」

　壁かべに掛かっていたタペストリーの一枚がゆらりと揺ゆれたかと思うと、その傍かたわらに、ほっそりとした影かげを産み落としたのだ。

「なにしろ、まともに手続きしてはお目にかかれそうにありませんでしたから……無礼の段はひらにお許しくださいますよう」

「短生種テランか……」

　立ち現れた銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんの若者に、少女は冷たい瞳を向けた。

「何者ぞ、そなたは？」

「私、神父アベルと申します。教皇庁国務聖省より参りました者です」

　外廷からここまで、はるばる森を抜ぬけてきたものらしい。寛衣ドルマンにこびりついた枯かれ葉はを払はらい落とそうともせず、その背の高い男は恭うやうやしく腰を折った。

「我が上司、ミラノ公カテリーナ・スフォルツァ枢すう機き卿きようから、陛下への親書を携たずさえてまいりました者にございます」

「ほう、教皇庁の……」

　無表情に、少女はアベルとやらの言葉を繰くり返した。相手への敬意の顕あらわれか、それとも短生種ごときに警けい戒かいする必要などないのか、その物もの腰ごしは依い然ぜん優ゆう雅がなものだ。だがそれとは対照的に、神父を見返した眼光には無数の氷針が含ふくまれている。
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「では、余の親書は無事に届いたと見えるな。遠路、ご苦労であった、アベルとやら……そう言いたいところだが──」

　アーモンド形の目がすっと細まった。絹のように柔やわらかな悪意が澄んだ声ソプラノにこもる。

「我より送りし使者は、今、どこにいる？　メンフィス伯はくイオン・フォルトゥナはどこだ？　そして、昨日、ミルカ・フォルトゥナの都邸が焼けた一件……なにか、余に申したきことはなきか、教皇庁の男よ？」

「その件をご説明する前に、こちらも一つお答えいただきたいことがあります」

　使者の顔は平静そのものだった。吸きゆう血けつ鬼きたちの女じよ皇おうを前に怯おびえた様子は欠片ほどもない。だが、次に彼が口にしたのはあまりにもこの場にそぐわない台詞せりふだった。

「……あなたは誰なんです？」

「なに？」

　少女は思わず問い返した。当然だろう。この短生種は目の前の人物が誰かを知って、わざわざ会いに来たのだ。それが、〝あなたは誰か？〟とは何を考えているのか──しかし、少女を見つめる神父の瞳には逡しゆん巡じゆんも狂きよう気きもない。このうえなく冷静かつ怜れい悧りな光が点ともっているだけだ。

「私の前にいるあなた……あなたはいったいどなたなんです？」

「……異なことを言う、教皇庁の使者よ」

　たっぷり三十秒は銀髪の下の顔を見つめてから、少女はこちらも無表情に返した。

「ここは境マーの間ベイン──皇こう帝ていの居室。されば、真人類帝国皇帝以外の者がおろうや？　そう、妾わらわこそが帝国唯ゆい一いつの主あるじ、アウグスタ・ヴラディカである」

　だが、堂々たる名乗りを聞いてなお、神父の顔に納なつ得とくの色が浮うかぶことはなかった。いやそれどころか、その眼光にこもった訝いぶかしむような光を余計に強める。

「本当に？　本当にあなたが皇帝なんですか？」

「何が言いたい、短生種？」

　悠ゆう然ぜんと──そして、ひそかに繊せん手しゆを腰こしの短たん剣けんに伸のばしながら、少女は問い返した。

「さきほどから、いったい何を申しているのじゃ、そなたは？　いや、問いを変えよう。そなた、いったい何を知っておるのか──」

「申し上げます！」

　野太い男の声が扉とびらの向こうから轟とどろいたのはそのときだった。

　弾はじかれたように振り返った二組の視線の先、ほとんど爆ばく発はつせんばかりの勢いで開け放たれた扉から駆かけ込んできた者がいる。

「宿直とのいのイェニチェリが御門に侵しん入にゆう者の形けい跡せきを発見しました！　何者かが内廷に侵入を試みた可能性が──ぬっ、こやつは!?」

　漆しつ黒こくの長生種──バイバルスの瞳ひとみはアベルの姿を捉とらえるや、ほんの一いつ瞬しゆん、驚おどろいたように瞠どう目もくした。だが次の瞬間には、甲かん高だかい金属音をあげて背の愛剣けんを鞘さや走ばしらせている。

「慮りよ外がい者もの！　なに奴やつか！」

　一方、黒剣が風を切ったそのときには銀髪の男は素す早ばやく身を翻ひるがえしていた。

　頭を低く伏ふせると、何の躊躇ためらいもみせず、窓に向けて突とつ進しん。その動きは短生種にしては素早いものだ。だが、地上最速の反応速度を誇ほこる長生種を相手に、これは無む謀ぼうだった。

「逃にがすと思うか！」

　漆黒の影かげが一瞬かき消えたかと思うと、次の瞬間には、疾しつ駆くするアベルの眼前に白昼夢のようにたちはだかっている。

「死ね！」

「──やめよ、バイバルス！」

　甲高い制止の声が響ひびき渡わたった。

　バイバルスの刃やいばの前に両りよう腕うでを広げて立ちはだかったのは、髪かみを乱した少女だ。

「その者には問い質ただすことがある！　殺してはならん！」

　一方、ヴラディカが禁イエ軍ニチ兵エリ団・ア長ースウを一いつ喝かつする間にも、アベルは体を丸めて窓ガラスに突つっ込んでいた。甲高い破は砕さい音おんが響き渡ったかと思うと、ガラス片を粉雪のように纏まといつかせた長身は眼下の闇しじまへ小石のように落ちてゆく。一呼吸おいて、木々の枝がへし折れる音がかすかに聞こえてきた。

　皇帝と禁イエ軍ニチ兵エリ団・ア長ースウ──二人の長生種が窓際に駆け寄ったときには、神父の姿はすでに見えなくなっている。むろん、闇ごときは長生種の暗視能力の前にはなんらの妨さまたげとならないが、鬱うつ蒼そうと茂しげる木々が視界を遮さえぎっているのだ。

　神父を吞のみ込んだ森を睨にらむバイバルスが、忌いま々いましげに呟つぶやいた。

「短生種にしては素早い奴やつ。だが──」

　騒さわぎを聞きつけたものらしい。イェニチェリたちの影が闇の中に素早く展開を始めているのを見下ろし、力強く頷うなずく。

「短生種風ふ情ぜいが、我がイェニチェリから逃のがれられようはずもない。じきに取り押さえられましょう。ご安心くださいませ、閣下」

　しかし、禁イエ軍ニチ兵エリ団・ア長ースウの言葉を少女は聞いてはいなかった。

　長身の影を吞み込んだ森を見下ろしたその顔は、いまや朱しゆを注さしたように赤らんでいる。

「あの者は、まさか……！」

　森の上空、人にあらざる者たちの都を見下ろす二つの月が、そんな少女の顔をほの白く照らし出していた。
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「エステる!?」

　誰だれかの声に夢を破られ、エステルは飛び起きた。否いな、飛び起きようとして失敗した──肩かたに走った激痛に、身をよじる。

「だめダ、エステる！　動くナ！　傷が開ク！」

　傍かたわらにいた誰かがそう言って手首を摑つかんだようだが、痛みに目が開かない。まるで炎ほのおの鞭むちに打たれているようだ。それでも必死に唇くちびるを開けると、ようやく酸素が肺に流れ込んできた。新しん鮮せんな空気に混じって鼻び腔こうの奥を満たしたアルコールの香かおりに、脳のう細さい胞ぼうの一部がようやく正常に働き始める。そんな彼女を見下ろす誰かが、小さな声で囁ささやいた。

「エステる……だいじょうぶかヤ？」

「は、伯はく爵しやく閣下……？」

　不安げに自分を覗のぞき込んでいる赤しやく銅どう色いろの瞳を見上げ、エステルはか細い声を押し出した。

　ひどく嫌いやな夢を見ていたような気がするが思い出せない。いや、思い出せないと言えば、どうして自分はこんなところで寝ねているのだろう？　なぜ、こんなに体が熱っぽいのか？

　イオンの顔とその向こうの見知らぬ天てん井じようを見つめたまま、エステルはなんとか記き憶おくの糸を編みなおそうとした。そう確か、ナイトロード神父の留守にこっそりこの少年に連れられて街に抜ぬけ出し、それからミマールの店で……

「そ、そうだ！　あれから、あたし──」

「あのあとは大おお騒さわぎさ。店主が殺されちゃったうえに、わけわかんない死体まで転がってて……逃げ出すのに一苦労だったよ。それはそうと、具合はどうかな、おねーさん？」

　澄すんだ声は少年のものではなかった。外見年ねん齢れいで言えばイオンとさして変わらぬぐらいだろう。おさまりの悪い黒くろ髪かみの下で、白い顔が悪戯いたずらっぽく笑っている。

「あなた……さっきのお茶売りさん？　ええっと、確か──」

「あたしはセス」

　包帯の束を両手の間でお手玉のように投げながら、お茶売りの少女は答えた。もっとも、いま着ているのは隷民の灰衣ではない。学士服──士民に任官する前の専門教育課程である学士身分を示す、白い寛衣ドルマンである。

「本業は高等メド医学院レセで勉強してる医学士だよ。お茶売りはただの小こ遣づかい稼かせぎ……わりと実入りがいいんだ、あの仕事」

「高等メド医学院レセの医学士？」

　確か、高等メド医学院レセと言えば、〝外〟の大学院にあたる高等教育機関だったはずだ。こんな子供がそこの学生だというのだろうか？　エステルより少なくとも三つ四つ下に見えるが、いくらなんでも幼過ぎないか？

　そんな疑念がつい顔に出てしまったのだろう。少女は唇を悪戯っぽく綻ほころばせた。

「ま、信じる信じないはおねーさんの勝手だけどね……でも、言っとくけど、その傷はあたしがここで手当てしたんだ。そこらの医者にかかってたら、死んでたんじゃないかなあ」

「あなたがこれを？　それに、ここって……この部屋で？」

　改めて、エステルは周囲を見回した。

　ベッドサイドの窓からは、赤く染まった海ボス峡ポラスと対岸の長生種ベイオ区画ウルが遠く見えた。すると、ここが東岸部アナドルの短生種区画、中央市場からさほど遠くない場所であることは間ま違ちがいない。天井の高い室内は清潔だが、いささか簡素にまとまり過ぎていて、あまり思春期の女の子には相応ふさわしくないようにも思える。家具といえば、エステルが横たわるこのベッドと文ふ机づくえ、その上におかれたティーセットぐらいだ。壁かべは一面、作りつけの衣クロ装ーゼ棚ツトになっていたが、中身はさっきの灰衣が一着かかっているきりで、あとはがらんとしている。

　こんなところでどんな治療をしたのだろう？　そもそも、あのときの傷は命に関かかわるものだったはずだ──それに、自分はいったいどのくらい眠ねむっていたのか？

「……あの、あたし、どのくらい眠ってたんですか？」

「まる一日ってとこかな」

　壁の時計を見上げて、セスは答えた。

「よく眠ってたよ。疲つかれも溜たまってたんじゃないの？」

「ええ、そういえば、少し……あれっ!?」

　そこまで言って、エステルはぎょっとなった。

　さっきから、自分はローマ公用語で喋しやべってないか？　いや、それだけではない。目の前の少女もまた、ローマ語で応答してなかったか!?

「ああ、慌あわてなくてもいいよ……おねーさんが〝外〟の人だってのは、もう知ってるから」

　だが、青ざめたエステルとは対照的に、セスの表情は変わらなかった。にやにやと微笑ほほえみながら、ソファに行ぎよう儀ぎ悪く胡座あぐらをかいている。

「だって、寝ね言ごとが全部〝外〟の言葉だったもの。ハンガリア語とローマ語が半々ぐらいだったかな？　おまけに、いかにもわけありな貴族さまと一いつ緒しよにいたとなれば……ねえ？」

　その意味ありげな視線を受け、申し訳なさげにうなだれたのはイオンだ。

「すまヌ、エステる……喋ってしまっタ」

　小さな声で詫わびた長生種貴族は、表情をひきつらせているエステルの耳元に口を寄せると、さらに声量を絞しぼった。

「だガ、安心せヨ。そなたが教皇庁の人間であることまでは言っておらヌ……余が〝外〟で見初めて、連れてきた娘むすめだということにしておいタかラ」

「──でも、若さまもやりますよねえ。短生種、それも〝外〟の娘こを帝てい国こくに連れ込んじゃうなんてさー」

　一方、そんな密かな会話の間にも、ソファの娘は脳天気な感想を口にしている。帝国の短生種テランにしては、またずいぶんと長生種メトセラを恐おそれぬ娘だ。ここまで貴ボイ族エールに怖おじない士民ケトウダも珍めずらしい。

「長生種と短生種の恋れん愛あいは、この国では御ご法はつ度とですよ？　もし監かん察さつ院に見つかったら、どうなることやら……あ、でも、安心してくださいね。密告したりはしないから。その代わり、あたしがあそこでお茶売りやってたことについても内ない緒しよにしてくださいません？　ばれたら、高等メド医学院レセを退学させられちゃう」

「不届者ガ。人の弱みにつけこむつもりカ……だが、まあ、よかロ」

　無事にエステルの正体をごまかせたことにほっとしたように、その一方、あくまで尊大にイオンは頷うなずいてみせた。一つ咳せき払ばらいすると、悪戯いたずらっぽく瞳ひとみを輝かがやかせている小こ娘むすめに、もったいぶった説教を垂れる。

「汝の不正についてハ、今回に限り、特別に見み逃のがしてつかわそウ。じゃガ、よいか、娘ヨ？　以後は、あのようなことをしてはならぬゾ。そもそも、短生種が身分を偽いつわっテ正職外の仕事に従事することは、帝国法に固く禁じられておるのダ。学士たる汝ハ、その本分である学業に励はげミ、我らが偉い大だいなる皇帝陛下の臣民としテ、この帝国社会に貢こう献けんすることガ──」

「あ、もうこんな時間だ──ねえ、二人とも、お腹なかすかない？」

「人の話を聞ケ！」

　ありがたい説教はなしの腰こしを折られてイオンは怒ど鳴なったが、セスの方は、まったくと言っていいほど彼の怒いかりを気にした様子がない。鼻歌など歌いながら、包帯でお手玉を続けている。

「くッ……まったく嘆なげかわしイ！　事情あリとはいえ、かかる不良民の不正を見み逃のがシ、国法を犯さねばならぬとハ！　陛下、どうか、至らぬ臣の罪をお許しくださイまセ」

「なんか、おもしろいよねー、この若さま。こんなにからかい甲斐がいがある子は久々だ」

　星皇宮の方を向いて深々と腰を折っているイオンの背中をつんつんと突ついて、セスは顔を綻ばせた。

「ところで、若さま。気が済んだら、何か食べるものでも買ってきてくださいません？　とりあえず、エステルに栄養つけたげないといけないでしょ？」

「なんデ、余ガそんな下女はしためのような真ま似ねヲ！　汝が行ケ！」

　あまりに無礼なたわごとにイオンは牙きばを剝むいたが、これはあっさりと却きやつ下かされた。

「あたしが？　だって、あたしはこれからエステルの包帯換かえないといけないし、ついでに着き替がえも……ああ、それとも若さまが彼女を着替えさせてくれます？」

「ぬぐゥ」

　イオンは真っ赤になって二人の少女を見比べていたが、己の敗北を認めるまで、さほどの時間を要さなかった。ふて腐くされたように身を翻ひるがえすと、罪もない扉とびらに八つ当たりしながら寝しん室しつを出てゆく。

「よいか、小娘！　この無礼、あとで絶対に思い知らせてやるからナ！　忘れるナ！」

「あー、はいはい……あ、お惣そう菜ざいなら通りに出て角のお店が安くておいしいですよー。あたしはトマドマトのテス・肉詰めドルマスがいいなあ♥」

「知るカ！」

　荒あら々あらしく閉じられた扉の向こうで、廊ろう下かを踏ふみ鳴らして遠ざかって行く足音をセスは含ふくみ笑いとともに聞いていたが、それが消えるとようやく患かん者じやの方に向き直った。

「さて、これで邪じや魔ま者ものは消えたと……じゃ、エステル。玉のお肌はだを見せてもらおっかな？」

「え……あ、はい」

　二人のやりとりに驚おどろいて──というより、呆あきれていたエステルだったが、急に話を振ふられて、我に返った。促うながされるまま、肩かたをはだける。思ったより傷は大きかったが、血は完全に止まっているようだ。あらためて見れば、ずいぶん深く肉が抉えぐれているが、これでよく失血死しなかったものだ。助かったのは幸運もあるのだろうが、それよりも、現場での応急処置とその後の治ち療りようが優すぐれていたためだろう。

「ふむふむ、経過は順調と……若いってのはいいねぇ。血管の損傷はもう塞ふさがってる。それに、周辺の毛細血管の肥大化も始まってるし。二、三日もすれば動けるようになるね」

　感心したように口笛を吹ふくと、セスは薬を塗ぬったガーゼを手早く取り替え始めた。その無む駄だのない的確な動きは、ベテラン医師のそれだ。

「……あ、あの、セスさん？」

「ただの〝セス〟でいいよ、エステル──兄弟や友だちはみんな、そう呼ぶさ」

「じゃ、じゃあ、セスちゃん……」

　手品か魔ま術じゆつのような手て際ぎわよさで巻かれてゆく包帯と少女の顔を見比べながら、思い切ってエステルは尋たずねてみた。

「その、あなたって、ずいぶんと幼おさな……若く見えるけど、本当はいくつなの？」

「あたし？　今年で十三だけど？」

「じゅ、十三……」

　自分より四つも若い──エステルは思わず頭を抱かかえたくなった。

「す、すごいのね。そんな歳としでこんなことを……それとも、帝てい国こくの人たちって、みんな、あなたみたいなの？」

「ん～、個々人の素質と努力と個性次し第だいだね。ほら、人には向き不向きってものがあるでしょ？　だから、短生種が全員、士民になって高等教育を受けられるわけじゃない」

　軽く肩がすくめられたときには、すでにガーゼは貼はり替えられ、真っ白な包帯が患かん部ぶを覆おおい隠かくしつつある。セスは少しだけ考え込むような表情になったが、ほどなく、まじめな顔で付け足した。

「だけど、少なくとも機会だチヤンスけは平等に与あたえられてるね。〝外〟みたいに生まれや財産で、教育の機会が制限されることは絶対にない。努力して試験に受かれば、誰だれだって士民になれる。何歳いくつになっても、受験資格は制限されないし……ああ、別にこれは教育に限ったことじゃないよ。短生種の努力や個性はできるだけ重んじるってのが、帝国の流りゆう儀ぎなんだ。長生種と短生種がうまく共存してゆくためのね」

「帝国の流儀？　共存？」

　エステルは困こん惑わくしたように相手の言葉を繰くり返した。

　そもそも、〝外〟で聞いていたところでは、帝国の短生種は奴ど隷れいと変わらぬ扱あつかいを受けているという話だった。人間は吸血鬼どもに支配され、恐きよう怖ふに怯おびえて家か畜ちくのような生活を余よ儀ぎなくされていると──だが、だとすれば目の前の少女の存在はなんだ？　街行く短生種の人々の顔が生き生きと輝かがやいているのは？　帝国に入国してこのかた、エステルが自分の目で見てきたこの国の実態は、あまりに聞かされてきた知識とはかけ離はなれている。

「……でも、結局は短生種は長生種の奴隷なんですよね？」

　ゆっくりと肩を動かして傷の具合を確かめながら、押し出した声は小さかった。

「どんなに優ゆう遇ぐうされていても、短生種は長生種に仕えなくちゃいけない……そんなのが共存って言えるのかしら？」

「エステル、こっちを見てごらん」

　そう言ったときには、セスの手はベッド脇わきの窓を押し開けている。外は日にち没ぼつを迎むかえ、青闇の帳とばりが下りかけていた。大河のようにも見える海かい峡きようを挟はさんで、街には白い灯あかりが瞬またたき始めている。その情景は、どこか幻げん想そう的で、まるで夢の中で見た夢のように美しい。しかし、窓を開けたセスが指さしてみせたのは長生種ベイオ区画ウルの南、鬱うつ蒼そうと茂しげる緑の密林とそこから聳そびえる巨きよ大だいな建築物の群れだ。

「エステル、君は一つ、間ま違ちがっている……短生種の主人は長生種たちなんかじゃない」

　星皇宮サライ──過去にましまし現在いまにおわし、未来にあらせられし者の居城を指し示した少女の顔に、最前までの軽けい薄はくな表情はない。その口調はむしろ厳かですらあった。

「短生種たちの主人は、真人類皇帝ただ一人。彼らテランは法的には皇帝の財産であり、これを傷つけることは皇帝の財産を傷つけるのと同じだ。そして、長生種貴族たちもまた、皇帝の絶対的な臣下である──つまり、皇帝の前では、短生種も長生種も平等なんだよ。ねえ、これって二つの種族の共存と言えるんじゃないかな？」

「…………」

　皇帝という絶対的存在の前での平等──確かにそれは〝共存〟の一つの形と言えるかもしれない。

　夜闇の中で繁はん栄えいを謳おう歌かする異形の街を見下ろし、エステルは考え込んだ。

〝共存などという単語は愚ぐ者しやの夢の中にしか存在せぬ〟

　かつて、生まれ故郷の冬イシユのトヴ街アーンで聞かされた言葉が耳の奥に甦よみがえる。

　あのとき、エステルの家族を皆みな殺ごろしにした男はそう言った。そして、彼もまたその家族を教皇庁に虐ぎやく殺さつされた悲しい復ふく讐しゆう者だった。あの言葉を聞いたとき、自分は確かに彼の言ったことは正しいと思った。家族を殺し、街の仲間たちを殺あやめた奴やつらとともに存あることなど不可能だと。

　しかし──

「……でも、あなたのいう〝共存〟には絶対的な前提条件があるわ、セスちゃん」

　自分でもよくわからないもどかしさと気まずさに突つき動かされるように、エステルは頭かぶりを振った。誘ゆう惑わくを拒きよ絶ぜつする者の口調で、少女に反はん駁ばくする。

「それは皇帝が唯ゆい一いつ不変の存在であること──もし、皇帝が亡なくなったり、急に気を変えたりすれば、その瞬しゆん間かんに、この国の〝共存〟は成立しなくなる……違う？」

　赤毛の娘むすめの反論に、かすかに目を瞠みはるとセスは小さな拍はく手しゆをしてみせた。

「すごいや……やっぱり、君は頭のいい娘こだよ、エステル」

　心底感心したように大きく頷うなずく。

「ああ、まったく君の言うとおりさ。皇帝の存在だけが、二つの種族の共存を保障している。そして、もし彼女に何かあれば、この国の全すべては崩ほう壊かいしてしまうだろうね。もちろん、〝共存〟もその例外ではない」

（そんなに脆もろいものが、本当の〝共存〟かしら？）

　賛意を示されたにも拘かかわらず、エステルの気分は晴れなかった──ひょっとすると、自分は自分の意見を否定して欲しかったのだろうか？　どこか浮うかない顔で首を俯うつむける。

（皇帝一人の肩かたに全てがかかっているような〝共存〟が、本当の共存なのかしら？）

　だが、〝外〟には、その脆い〝共存〟すらないではないか。あそこにあるのは永えい劫ごうの闘とう争そうと憎にくしみだけだ。長生種たちを〝吸ヴア血ンパ鬼イア〟と憎む人間と、人間たちを〝家畜〟と蔑さげすむ長生種メトセラたち。エステル自身もまた、その一人だ……

　そこまで考えて、エステルはふと我に返った。

　いつの間にか、自分が〝共存〟とやらの可能性について考えてしまっていたことに気づいて驚おどろいたのだ。そんなものが現実にはありえぬことを、自分はわかっていたはずではないか。二つの種族の間の溝みぞの深さを、自分ほど理解している者はいないはずだ。

　しかし、どうしても頭から離れない顔がある。

　ジュラ、ラドゥ、アスト、そしてイオン……エステルの前で笑い、泣き、怒り、悲しんだ者たち。彼らもまた──

　だが、結局、エステルは自分のもどかしい想いをまとめることはできなかった。ちょうどそのとき、部屋の外から重い音が聞こえてきたからだ。

「あ、若さまかな？」

　そう言って立ち上がったセスの表情からは、さきほどの不思議な雰ふん囲い気きはきれいに消えてしまっている。素す早ばやい動きで戸口に駆かけ寄ると、ノブに手をかけるが──

　扉とびらが爆ばく発はつしたのは、まさにその瞬間だった。

「うわ!?」

　そう、〝爆発した〟としか形容のしようがない。外から加えられた衝しよう撃げきに、ノブと蝶ちよう番つがいは悲鳴のような音をあげて砕くだけている。そして、部屋の内側に向けて勢いよく弾はじけ飛んだ戸板は、見事にセスの体を弾き飛ばしていた。

「セ、セスちゃん!?」

　小さな体が勢いよく床ゆかに叩たたきつけられたのを見て、エステルは目を瞠った。だが、その目は戸口から押し入ってきた巨きよ大だいな影かげを目もく撃げきして、さらに大きく見開かれる。

「こ、こいつ……！」

　漆しつ黒こくの軍用外がい套とうが不ふ吉きつに翻ひるがえったとき、エステルの体はベッドを飛び出していた。肩の痛みも忘れて、壁かべに立てかけられていた自分の散さん弾だん銃じゆうに駆け寄ろうとする。その銃じゆう床しように、指の先せん端たんが届いた刹せつ那な──

「!?」

　大だい音おん響きようが頭上で轟とどろく。思わず顔をあげたときには、エステルの視界いっぱいに、黒々とした影が広がっていた。それが、天てん井じようを破って躍おどり込んできたもう一体の敵であることを確かく認にんするよりも早く、一いつ閃せんした拳こぶしが彼女の胸部を捉とらえている！

「ぐうっ!!」

　肺の中身を全部絞しぼりきったような悲鳴をあげて、エステルの体は壁に叩きつけられていた。

　衝撃で肩の傷が開いてしまったらしく、生暖かいものが感覚のない右みぎ腕うでを滴したたり落ちている。視界がやけに暗いのは、頭をぶつけたせいだろうか。

「う……セスちゃん……伯はく爵しやく……閣……下……」

　朦もう朧ろうとかすみ始めた意識の中、なんとかエステルは目を開こうとした。肩の痺しびれに加え、耳の奥ではひどい耳鳴りまで始まっていたが、鉛なまりでも流し込まれたように重いまぶたを苦心して押し上げようとする。

　ぼんやりと膜まくがかかったような視界に、二つの大きな暗い影と、それに正対するように立つ一つの白い影が映った。あれはセスだろうか？　それともイオン？　いずれにせよ、二つの暗い影は大きく振ふり上げた戦せん斧ぷを、凍こおりついたように動かぬ白い影に向けて今にも振り下ろそうとしている。

「だめ……逃にげて……」

　激しく鼓こ膜まくを震ふるわせている耳鳴りのせいで、自分の声すらよく聞き取れない。それでもエステルはなんとか警告を発しようとした──しかし、それも限界だった。

（なんで、こんなに耳鳴りが……）

　その思考を最後に、尼に僧そうの意識は闇やみの中をどこまでも墜おちていった。




「だいたいなにゆえ、メコシンテスフ・アィ・メスンフ伯イスにして帝剣スパ御持官タールたるこの身が下女のように買い物に赴おもむかねばならぬのだ？」

　しかめ面のまま、イオンは形のいい唇くちびるで毒づいた。目の前には小山のような紙かみ袋ぶくろを抱かかえているうえ、人気のない路地は薄うす暗ぐらかったが、その足取りはいささかも危なげ無い。

「しかも、なんなのだ、さっきの店の短生種どもは！　〝かわいい坊ぼうやよねー〟だと!?　〝かわいい〟!?　こともあろうに帝剣御持官たるこの余を〝かわいい〟などと馬鹿にしおって！」

　最前、彼が初めて体験した〝買い物〟は、実に不愉ゆ快かいな体験だった──市場に入るや、目め敏ざとく寄ってきた売り娘こたちにあっさり捕つかまってしまったのだ。黄色い声をあげる彼女たちにあちこち引き回され、もみくちゃにされ、ちやほやされたあげくに、三割近くも値引きしてもらったのだから、もしイオンが本物の短生種の少年であればすっかり舞まい上がっていたかもしれない。しかし、メコシンテスフ・アィ・メスンフ伯イスにして帝剣スパ御持官タール、帝てい国こくの藩はん塀ぺいとしては、一刻も早く忘れてしまいたい不愉快な体験であった。

　そもそも家事とは、長生種貴族にとってもっとも縁えん遠どおい作業である。短生種の一パーセントにも満たぬわずかな人口で政治と軍事を担う彼らには、そのような雑事に携たずさわる時間はない。唯ゆい一いつの例外は生まれた子供の教育で、完全母系・大家族制を敷しく彼らはそれこそ一族一丸となって子弟の教育にあたる。しかし、それ以外の家事全ぜん般ぱんは、ほとんどを士民か自動人形に委ゆだねるのが常である。

「そもそも、セスとか申したか？　あのような不良娘の命令を、なにゆえこの余が聴きかねばならぬ!?　あんな小こ娘むすめごとき、余がその気になれば……いや、いかん！　いかんいかん！」

　なおも怒ど鳴なり散らそうとして、イオンははたと何かに気づいたような表情になった。紙袋を抱だきかかえたまま、唇を嚙かみしめる。

「辛しん抱ぼうするのだ、イオン……これもそれも皇帝アウ陛下グスタの勅ちよく命めいを果たすためではないか。偉い大だいなる我らが母のご期待に添そうためであれば、たとえ得体の知れぬ不良娘に膝ひざを屈くつすることになろうと、耐たえねばならん！　それが貴族たる者の義務ぞ」

　帝剣スパ御持官タールといえば数あま多たある役職の中でもキャリアコースの筆頭だが、そのイオンでさえ、皇帝の顔は見たことがない。しかし、今は亡き祖母の言によれば、〝威い厳げんと壮そう麗れいが完かん璧ぺきに調和された、まことに我ら全すべての長生種が母に相応ふさわしきお方〟であるとか。その臣下たる自分が、こんなところで弱音を吐はいていてはあまりに情けないというものだ。

　毒づいている間に、すでに例の小娘の家の前までイオンは辿たどり着いていた。とりあえず大きく深呼吸すると、イオンは気を鎮しずめた。それから扉とびらのノブに手を掛かけようとして──ふとその顔が曇くもる。

「…………？」

　紙袋を抱えたまま、イオンは何かに気づいたように首を傾かしげた。肉にく食しよく獣じゆうの気配に気づいた草そう食しよく獣じゆうの如ごとく、心持ち頭をもたげて、視線を左右に動かす──

　夜気の向こうからその影を薙ないだのは、禍まが々まがしいまでに激しい風の塊かたまりだった。十本近い短たん剣けんが頭上から少年めがけて飛来したのだ。次の瞬しゆん間かん、ずたずたになった紙袋が路地に転がっている──しかし、それを持っていた少年の姿はそこにはない。

「……愚おろか者がっ！　この余がそんな手を喰くらうと思ったか！」

　宵よい闇やみに青く染まった空に向けて跳ちよう躍やくしながら、イオンは薄うすく笑った。その手はすでに腰こしの小剣にかかっている。

「舐なめるなよ。余はメンフィス伯イオン・フォルトゥナ──」

　空中で小剣を抜ぬきはなったときには、イオンの脚あしは勢いよく路地に面した家の壁かべを蹴けっていた。小さな体は、反動で屋根より高く飛ひ翔しようしている。ついで、屋根の上に潜ひそんでいた何者かの頭上めがけ、獲え物ものを見つけた猛もう禽きんのような勢いで襲おそいかかる。

「誇ほこり高き帝国貴族にして、帝剣御持官なるぞ！」

　慌あわてたように襲しゆう撃げき者が身を翻ひるがえしたときには、裂れつ帛ぱくの気合いとともに旋せん回かいした白はく刃じんは見事、その影かげを薙いでいた。猫ねこのように身を丸めて屋根に着地した少年の頭上、ほとばしる血が降り注いだかに見えたが──

「──体調は完全に回復したみたいじゃないか、イオン？」

　イオンの鼓膜を打ったのは、肉の裂さける音でも断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようでもなく、皮肉げな若い男の声だった。

「ば、馬鹿な……確かに斬きったはず!?」

　戦せん慄りつしながらも、反射的にイオンは飛びすさった──否いな、飛びすさろうとしたところで、その体は背後の何者かによって羽は交がい締じめにされている。咄とつ嗟さに振ふり解ほどこうとしたイオンの耳元で襲撃者は囁ささやいた。

「いきなり斬りつけてくるなんて、まったくひどいなあ。久しぶりに会った友人に向かってこれは冷た過ぎるだろう、我が相トヴア棒ラシユよ？」

「…………!?」
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　その声に少年の表情が凍こおりつく。わななく唇くちびるから戦慄の吐と息いきとともに吐き出された名は──

「ラ、ラドゥ!?」

「久しぶりだ、イオン」

　夜色の髪かみの下、静かな笑えみを刻んでいたのは青銅色の瞳ひとみだ。

　ルクソール男だん爵しやくラドゥ・バルフォン──永遠に失われたはずの友は、記き憶おくの中のそれと寸分違たがわぬ姿を青闇の下もとに佇たたずませていた。

「ば、馬鹿な……ラドゥ！　なぜ、汝なんじが！　汝は、あのとき死んだはずでは──」

「死んだ？　おやおや、ではこうしてここに立っている僕は何なんだろうね？」

　皮肉げな微び笑しようを浮うかべる火炎イフ魔人リートの抗あらがいがたい力が、イオンの身を己が方に向き直らせた。抵てい抗こうする少年を目線と同じ高さまで吊つるし上げる。

　あのとき飛行船上で、確かにこの男は太陽に焼かれ、その肉体は海面へと墜おちていった。いかに不死身の長生種と言えど、あれでは万に一つも助かろうはずがない。しかし、苦痛に眉まゆをしかめた少年を覗のぞき込んだラドゥの白い顔には傷一つ見当たらぬ。

「これでも、まだ幻まぼろしに見えるのかい？　死人はこんなに喋しやべらないと思うけど？」

「で、では、ミマールの申したことは本当まことだったのだな……」

　ようやく驚きよう愕がくから立ち直ってきた頭をフル回転させ、イオンは相手を睨にらみつけた。その双そう瞳どうにあるのは、けっして懐かい旧きゆうの情ではない。

「ラドゥ、貴様はまたもや余を陥おとしいれたのだな！　だが、なぜだ！　なぜ、このような手の込んだ真ま似ねを……そこまで、余が憎にくいのか!?」

「憎い？　自惚うぬぼれちゃいけない。君みたいな甘ちゃんの坊ぼうやなんて、別にどうでもいいよ……僕には、もっと大切な仕事があるんだ。君は宮きゆう廷ていの目をひきつけるためのただの囮おとりさ。そう、それ以上の意味は、君にはない」

「仕事じゃと？」

　背中にうそ寒いものを感じながら、イオンは不器用に相手の言葉を繰くり返した。妙みような寒気がする。冷たい目をしている幼なじみが、まるで初対面の者のようによそよそしく感じられるせいだろうか？

「し、仕事とは何じゃ！　我が祖母を殺して、余にその罪をなすりつける……そこまでして、貴様、何を企たくらんでおる!?」

　精せい一いつ杯ぱい、平静を装よそおったつもりであったが、問い質ただした声がうわずるのを抑おさえきれない。そんな旧友の顔をラドゥは冷れい笑しようを浮かべたまま見つめていたが、やがて、その耳元にそっと唇を寄せた。

「君には特別に教えてあげよう……」

　声は可か聴ちよう域いきぎりぎりまで絞しぼられていたが、これ以上はないほどに確かにイオンの鼓こ膜まくを抉えぐった。

「僕らは、皇こう帝ていを、殺す」

「な……っ!?」

〝お前を殺す〟と告げられても、これほどのショックは受けなかったろう。

　蒼そう白はくになったイオンの顔の中で、眼球がこぼれんばかりに見開かれた。

「い、今、汝は何と言うた!?　陛下を殺す？　そんな馬鹿げたことができると本気で思うておるのかや!?」

「馬鹿げたこと？」

　唾つばを飛ばす少年とは対照的な冷静さだった。旧友の耳元に唇を寄せたまま、ラドゥはわざとらしく小首を傾かしげて見せた。

「皇帝を殺すのが、そんなに馬鹿げたことかな？」

「こ、皇帝陛下じゃぞ!?」

　旧友の穏おだやかな表情を、恐おそろしいものでも見るようにイオンは見つめた。狂きよう気きの兆ちよう候こうを読みとろうとするかのように、瞬まばたきもせず睨み据すえる。

「我ら長生種の母にして、永遠に帝国を支しろ配しめすあの方を殺すなど、できようはずがない！」

「……さっき言ったことを訂てい正せいしよう、イオン。君は甘ちゃんなんかじゃない」

　一方、ラドゥの声には、狂気も怒いかりも存在しなかった。ただそこにあったのは、全すべてを嘲あざけるような嘲ちよう弄ろうの気配だ。わざとらしくため息をついたその顔には冷笑が貼はり付いている。

「君はただの甘ちゃんなんかじゃない。大馬鹿者の甘ちゃんだ……永遠に支しろ配しめすだって？　そんなこと、現実にあるとでも思ってるのかい？」

　ラドゥは舞ぶ台たい俳優じみた大おお袈げ裟さな仕草で肩かたをすくめた。イオンの耳元から口を離はなすと、余よ裕ゆうたっぷりに笑ってみせる。

「確かに皇帝はこの八百年ずっと生きてるって話だけど、あれは何かのペテンさ。どんな長生種でもそんなに長生きはできないよ。もしもその話が本当なら、皇帝は長生種じゃないね。もちろん短生種でもない……それ以外の〝何か〟さ。まあ、僕はそんなこと信じないけどね。皇帝だって生き物だ。殺そうと思えば殺せるさ」

「し、しかし、なぜじゃ、ラドゥ……なぜ、陛下を……」

　唇を震ふるわせる旧友を憐あわれむように見み据すえるとラドゥは、言い放った。

「なぜ？　決まってるじゃないか。もういい加減、飽あき飽きしてるんだよ。あんな得体の知れない魔ま女じよにも、それにいいように牛耳られてるこの国にもね！」

　薄うすい唇くちびるはいまや悪魔めいた禍まが々まがしさで吊つり上っている。それを再び少年の耳に寄せると、青い髪かみの長生種は聞き違ちがえようのない明確さで言葉を刻んだ。

「僕らは皇帝を殺す。それから、あの忌いま々いましい〝外〟の短生種どもを滅ほろぼし、この惑わく星せいの支配者になる。僕ら長生種にはその資格がある。僕らが正当な地位を手に入れる邪じや魔まは誰だれにもさせない──そう、たとえ君でもだ、イオン！」

「ぐうっ……！」

　右みぎ脚あしを襲おそった激痛に、イオンの唇から苦鳴がこぼれた。鋭するどく伸のびたラドゥの爪つめが、深々と右みぎ腿ももを抉ったのだ。手首を摑つかんだ力が急に増したかと思うと、いっそう高く少年の体を差し上げる。苦痛の中、イオンは必死でもがいたが、ラドゥの力は圧あつ倒とう的だ。標本台に縫ぬいとめた美しい蝶ちようを眺ながめるように、青銅色の瞳ひとみが邪じや悪あくな笑いを刻んだ。

「今のところ、星皇宮の目は完全に君に向けられている。感謝するよ、我トヴがアラ友シユ。これでずいぶんと仕事がやりやすくなった……あとは、万が一にも君が捕つかまってしまったりしないようにしておかないとね」

「っ！」

　イオンの唇から、再度、ひび割れた悲鳴がこぼれた。ラドゥの爪が、傷口の中で捻ひねられたのだ。まるで足が爆ばく発はつしたかのような激痛が走る──しかし、このとき少年の頭の中にあったのは、別の人物のことだった。

　エステルは無事だろうか？　この男が自分を消すつもりでいるのなら、彼女を生かしておくわけがない……

「──そんなにエステルのことが心配かい？」

　まるで、イオンの内心を読みとったような囁ささやきだった。ぎょっと目をあげれば、青髪の長生種が粘ねん液えき質の笑みをこぼしている。

「ふふ、その顔は図星のようだね……でも、イオン、いいのかな、そんなに彼女のことを信しん頼らいしてても？　彼女は短生種──しかも、教皇庁の人間だよ？」

「な……に……？」

　こいつは何を言っているのだ？

　痛みに朦もう朧ろうとなり始めている頭の中で、イオンは相手の発言を吟ぎん味みしようとした。エステルが短生種なことぐらい言われずとも知っている。それが、なんだと言うのか？

「だからさ、君はまた人に裏切られたいのかと言いたいのさ……どうして、君の動きをいちいち僕が把は握あくできたと思ってるんだ？」

「ば、馬ア、アス鹿なツ・ドことをビトーク！」

　ラドゥが言わんとする意を理解して、イオンは血相を変えた。痛みも忘れて吐はき捨てる。

「貴様、エステルが余を裏切っておると言いたいのか！　ありえぬ……エステルに限って、そんなこと、あろうはずはない！」

「おやおや、伯はく爵しやく閣下はすっかり短生種の小こ娘むすめにご執しゆう心しんだねえ……皇帝陛下や亡き祖母君が聞いたら、なんと嘆なげかれるやら」

　さも嘆かわしげにラドゥは首を振ふったが、その唇は何がそんなに楽しいのか、急角度に吊り上がっている。それから、何かとっておきの秘密でも口にするようにわざとらしく声をひそめてみせる。

「でもイオン、これは知ってたかい？　彼女の方は、君のことを嫌きらっているよ？　いいや、君だけじゃない。全ての長生種を彼女は憎にくんでるんだ……そのことは知ってたかい？」

「……なにっ!?」

　苦痛に身をよじっていたイオンの動きが一いつ瞬しゆん、止まった。旧友を睨ねめつける瞳に隠かくしおおせぬ動どう揺ようの気配が走る。

「たわごとほざくな、ラドゥ！　エステルは余を助けてくれたのじゃぞ！　それがどうして──」

「たわごとなんかじゃないさ。だって、僕はその理由を知っているんだからね。よく聞いて──彼女の家族はね、長生種に殺されたんだ」

「!?」

　殺された？

　家族が？

　紅茶色の髪とその下の青金色の瞳を脳のう裏りに描えがいてイオンは声を詰つまらせた。それを眺めているラドゥが楽しげに微笑ほほえんでいることも気づかない。ただ呆ぼう然ぜんと目を瞠みはっているだけだ。

「ああ、そのぶんじゃ、やっぱり知らなかったんだね、我が友よ」

　同情を装よそおった嗜し虐ぎやく心しんがラドゥの口を弦げん月げつに割っている。青髪の長生種はかつての友に優やさしげに囁いた。

「彼女の故郷はイシュトヴァーン──去年、教皇庁に攻せめ滅ぼされたハンガリア侯こうの町さ。捨て子だったあの娘は、そこの教会でヴィテーズっていう司教に育てられた。だけど去年、彼女はハンガリア侯に殺されてしまってね……いいや、司教だけじゃない。あの娘を除く、教会の全員が殺害されてる。それはそれは酷ひどい最さい期ごでね」

「そんな……」

　イオンは声をわななかせた。

　いつも優しく、ときに厳しく接していたあの少女──〝外〟の短生種でありながら、およそ長生種への偏へん見けんを感じさせなかった彼女の振るまいは、すべて、擬ぎ態たいだったというのか？

「ありえぬ！　そんなことは……そんな……」

「おかしいなあ。そんな大事なことを君に話してなかっただなんて」

　一方、わざとらしく首を捻ってみせたのは青髪の悪魔である。ねっとりと嗤わらうと、イオンの鼓こ膜まくにさらなる毒を注ぎ込む。

「ひょっとして、彼女も、何か君に含むところでもあるのかな？　それとも──」

〝それとも〟──何と言おうとしたのだろう？　いずれにせよイオンがそれを聞くことはついになかった。

　鮮あざやかな赤光が鞭むちとなって闇やみを飛来したからだ。

　数千度の高熱に灼やかれた空気がオゾンとなって弾はじけたときには、ラドゥの体はイオンを突つき飛ばして後方に跳ちよう躍やくしている。何かの影かげのちらつきとしか見えないそれにわずかに遅おくれて屋根に深い爪つめ痕あとを刻んでゆくのは、真っ赤な閃せん光こうの鞭だ。

「キ、キエフ侯!?」

　いつの間に現れたのだろう？　はす向かいの建物の屋上に立つ細やかな影に、イオンは声をあげた。もっとも、当のアストの方は硬かたい表情で手首を閃ひらめかせただけだ。繊せん手しゆが操あやつる銀色の棒──〝ゲイスリー・ボタ・アルグ・ゲイの槍ボーガ〟の先せん端たんから、鋭するどい音をあげてプラズマの鞭が繰くり出された。真空チェンバーから噴ふん射しやされる灼しやく熱ねつのＸｅキセノンガスが、逃にげる火炎イフ魔人リートを追って大きくうねる。

「おやおや、余計なお喋しやべりが過ぎちゃったみたいだね──」

　しかし、新たな敵手を前に、ラドゥは余よ裕ゆうに満ちた表情を崩くずさなかった。大きくのけぞって〝槍〟を回かい避ひしつつも、その手に生み出した炎ほのおを勢いよく放つ。

「む！」

　高速で飛来してくる輝かがやきに、アストは素す早ばやく〝槍〟の射程を調整した。長ちよう剣けんサイズまで縮めたそれで、青炎を叩たたき落とそうと身構える。だが、いかなる技わざを使ったものか、直前、虚こ空くうで分ぶん裂れつした炎は数十の小さな火弾となって、彼女を押し包むように殺さつ到とうしていた。稲いな妻ずまのように閃いた赤光がそれを片かた端はしから叩き落とすも、如何いかんせん、数が多すぎる。討うち漏もらした最後の一発が美び貌ぼうを直ちよく撃げきし──

「キ、キエフ侯!?」

　だが、消し炭に変えられる美女の姿を幻げん視ししたイオンは気が早すぎた。今にもアストにまとわりつこうとした火弾は、いずこからかの銃じゆう撃げきに叩き落とされていたからだ。

「──遅おそいぞ、神父！」

「やっ、すいません。それが、階段のところでおもいっきり足をぶつけちゃいましてね。これが痛いのなんのってもう……」

　責めるようなアストの声にのんびりと応じたのは、イオンたちのいる屋根に新たに現れた長身の影だ。もっとも、手中の旧式回転拳けん銃じゆうは正確にラドゥを捉とらえて微び動どうだにせぬ。

「ルクソール男だん爵しやく、抵てい抗こうはお勧すすめできません！　メンフィス伯はくを離はなして、降参してください！」

「キエフ侯にナイトロード神父か……確かに、この状じよう況きようで戦うのは馬鹿げているな」

　新手の登場に、ラドゥは小さく舌打ちしたようだった。屋根に倒たおれたままの少年を振り返ると、少しだけ残念そうに唇くちびるを吊つり上げてみせる。

「でも、ま、いいさ。どうせ、君には何もできないんだ、イオン……君なんかにはね」

　負け惜おしみともとれる声が傷ついた少年の鼓膜を叩いたときには、火炎イフ魔人リートの脚あしは後方に向けて軽いステップを踏ふんでいた。均整の取れた長身が、ふわりと闇に躍おどる。

「ま、待て、ラドゥ！」

　咄とつ嗟さにイオンは手を差し伸のべたが、もはや答えは返ってこなかった。彼に向けた微笑はそのまま、裏切り者の姿は夜に溶とけるが如ごとくその輪りん郭かくをかすれさせている。

「逃がさん！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとＸｅガスの赤光がほとばしったが、これは虚むなしく闇を断ち割るに止まった。灼かれた夜気がオゾンとなって弾けたそのときには、〝加速〟に入った敵てき影えいは夜の向こうに没ぼつしてしまって、その気配すら残ってはいない。

「くそ……逃げ足の速い奴やつ！」

　火炎魔人を吞のみ込んだ夜に向かって、白はく髪はつの美女は忌いま々いましげに毒づいてみせた。一方、へたりこんだまま動けぬイオンの許に駆かけ寄り、早口で安否を尋たずねたのはアベルである。

「ご無事でしたか、メンフィス伯……うわ、脚をやられちゃってますね。立てますか？」

「これぐらいは平気ダ。すぐに治ル……じゃガ、神父。そなたらハどうしてここニ？」

「それが、星皇宮から帰ったら、キエフ侯こう邸ていが大おお騒さわぎになってましてね。聞けば、あなたとエステルさんがいなくなったっていうじゃありませんか」

　赤く濡ぬれた腿ももに手巾ハンカチを巻き付けているアベルの口調に、わずかながら責めるような響ひびきがこもった。

「これは一大事と、慌あわてて捜さがしたんですが、どこにいらっしゃったかさっぱり摑つかめず──」

「ところが、ついさきほど妙みような投げ文が我が家にあっての──それに、ここの場所のことが書かれておった」

　向かいの屋根から飛び移ってきたアストの顔を、訝いぶかしげにイオンは見上げた。

「投げ文？　いったい、誰だれガ──」

「知らぬわ！」

　少年の疑念を怒ど号ごうで断ち切ったときには、アストの手はイオンの胸むなぐらを摑んでいる。

「それより、小こ僧ぞう！　余は確かに汝に申しつけたはずだぞ！　余の留守中は館やかたでおとなしゅうしておれと！　それを貴様──」

「やっ、アストさん。どうかここはひとつ、穏おん便びんに。今はそれどころじゃありません」

　腿の痛みに呻うめく少年と咆ほう哮こうする美女の間にあたふたと割って入ったのは、アベルである。牙きばを剝むくアストの腕うでを少年から遠ざける一方、痛みに歪ゆがんだイオンの顔を覗のぞき込むように尋ねる。

「ところで伯はく爵しやく、エステルさんはどこに？　彼女も一いつ緒しよじゃなかったんですか？」

「……エステる？」

〝全すべての長生種を彼女は憎にくんでるんだ〟──ふと鼓こ膜まくに甦よみがえったその毒ことばを、イオンは頭かぶりを振ふって追い払はらった。

「彼女なら、あの家ダ……」

　向かいに見える家屋の明かりを指さすと、イオンは先に立って歩き始めようとした。だが、これは無む謀ぼうだった。脚に走った激痛に、悲鳴をあげてへたりこむ。

「あ、無理はしないでください。私が行きますから」

　エステルの所在を確認して、やや安心したのか、アベルは落ち着いて立ち上がった。へっぴり腰ごしで這はい上がってきたときとは比べものにならぬ身軽さで、屋根を駆け降りてゆく。

　一方、それを見送って、

「それで……脚はだいじょうぶか、メンフィス伯？」

　無愛想な声をイオンにかけたのは、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔のアストである。ぶっきらぼうながら、どこか優やさしさを感じさせる手つきで少年の腕を摑むと、それを支え起こす。

「動けるなら、すぐに移動するぞ。ぼやぼやしておっては短生種が集まってくる。その前に引き上げねばならん」

「……申し訳ありませなんだ、キエフ侯こう」

　力強いが柔やわらかな肌はだを間近に感じながら、イオンは美女に詫わびた。

「まこと、勝手なことをいたして、御ご迷めい惑わくをおかけ申した……お詫びの言葉もござりませぬ」

「……まあ、そなたの焦あせる気持ちはわからんでもない」

　再び怒ど鳴なりつけられるかと思いきや、返ってきたのは意外なほど穏おだやかな言葉だった。見上げれば、硬かたい光の中にも気き遣づかうような色をわずかに浮うかべて、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみがこちらを覗き込んでいる。

「それに、少々、活を入れすぎた余の責任もある……以後、勝手な真ま似ねは慎つつしめ」

「はい。それは重々に……あっ！」

「どうした？」

　訝しげに眉まゆを寄せたアストの手を摑んで、イオンは怒鳴った。

「こ、こんなところでのんびりしている暇ひまはござらなんだ！　陛下が……陛下が危ない！」

「陛下が？」

　白い額に深い皺しわが穿うがたれた。ますます不ふ審しんげに細められたその瞳に向かって、イオンはもどかしげに声を荒あらげた。

「奴やつらは……ラドゥは、陛下を弑しい逆ぎやく奉たてまつるつもりでござる！」

「──なんじゃと!?」

　白い髪かみの下の美び貌ぼうから、音をあげて血の気が引いた。




「……さん？」

　遠くから声が聞こえる。誰かが彼女を呼んでいるのだ。セス？　いや違う。もっと温かいこの声は……

「エステルさん！」

「わっ!?」

　耳元でいきなり怒鳴られ、エステルは跳はね起おきた。あまりにも勢いよく跳ね上がった彼女の頭はちょうど覗き込んでいた銀ぎん髪ぱつの若者の顔を直ちよく撃げき。ものすごい音とともに目の前に火花が散る。

「あいたたた……あ、あれ？　神父さま？」

　いい角度で頭ず突つきを打ち込まれ、高々と鼻血を噴ふき上げてひっくり返った若者を、エステルは涙なみだ目で見やった。どうして、彼がここにいるのだろう？　確か、自分は負傷してこの家に担ぎ込まれて、それでここの娘むすめに治ち療りようしてもらって、それから……それから？

「そ、そうだ、あいつらは!?」

　あたふたとエステルは周囲を見回した。覚えている最後の映像は、セスの上に振りかざされた刃やいばの禍まが々まがしい輝かがやきだ。だが、奴らはどこにいった？　セスはどこだ？　そもそも、なぜ、自分は死んでないのだ？

「あ、あの子はどうしました？」

　傍かたわらで鼻を覆おおって呻いていた神父にとりすがるや、エステルは早口に尋たずねた。

「あたしと一緒にいた子！　あの子は!?」

「メンフィス伯はくなら、ばっちり無事です。ただ、少々、かすり傷を負われましてね。今はアストさんが一いつ緒しよにいてくださってます」

「いえ、メンフィス伯じゃなくて……」

　もどかしげにエステルは首を振ふった。相手の襟えり首くびを摑つかまんばかりにして叫さけぶ。

「ここにもう一人、セスって子がいたはずです！　その子はどうしました？　無事ですの!?」

「なんですって？」

　もう一人いたと聞いて、驚おどろいたのだろうか。神父は焦ったように周囲を見回した。

「いえ、どこにもそんな娘さんは、いらっしゃいませんが……」

「そんな……どこにいっちゃったの、あの子？」

　よろばうようにエステルは立ち上がった。どこかに隠かくれているのだろうか？　それとも、考えたくないことだが、あいつらに連れ去られてしまったのか？

　不ふ吉きつな思いに囚とらわれながら、何の気なしに、エステルはクローゼットに近寄った。さきほどは確かに開いていた衣クロ装ーゼ棚ツトは、今は固く閉じられている。

　ひょっとして、この中に隠れているのでは？──一いち抹まつの希き望ぼうをこめて、押し開く。

「あ！」

　だが、その刹せつ那な、エステルは息を吞のんであとずさることとなった。

　天てん井じようまである作りつけの衣装棚の中に立っていたのは、黒いコートの不吉な巨きよ漢かん──あの襲しゆう撃げき者たちだ！

「退さがって、エステルさん！」

　少女を突つき飛ばすようにアベルが進み出た。敵の頭部に向けた旧パー式カツ回シヨ転ン・拳リボ銃ルバーはいつでも発はつ砲ぽうできるよう、撃げき鉄てつはすでにあがっている。

「…………？」

　だが、結局、銃じゆう口こうが弾だん丸がんを吐はき出すことはなかった。トリガーを絞しぼる代わりに、神父は訝いぶかしむように目を細めると、立ち尽つくす敵てき影えいをしげしげと覗のぞき込んだのだ。

「し、神父さま、危ないです！」

「いや、だいじょうぶです、エステルさん。こいつらは……」

　思わず止めようとするエステルの手を払はらって、アベルは首を振った。一方、攻こう撃げきするなら絶好の機会であるにも拘かかわらず、二人の巨漢は黙もく然ぜんと立ち尽くしたまま、身動きすらしようとしなかった。拳銃の狙そ点てんはそのまま、神父が伸のばした手で、そっとその指に触ふれたときもその奇き妙みような沈ちん黙もくは続くかに見えたが──刹那。

「!?」

　乾かわいた音をあげて、黒こく影えいが崩くずれた。

　夥おびただしい白はく煙えんを霧きりのように振り撒まきながら、二つの敵影はみるみるうちに縮んでゆく。そして煙けむりが晴れたあとには、ただ彼らの着衣と大量の白い粉末が床ゆかに残っていただけだ。

「何!?　い、いったい何が起きたの!?」

　あたかも悪い夢か、不吉な幻まぼろしのような光景に、エステルは震ふるえる声で呻うめいた。一方、アベルは床に跪ひざまずくと、そこに積もったものを指にすくっている。尼に僧そうよりは幾いく分ぶんか冷静な表情で白い粉を観察していたが、やがて何を思ったものか、指先を唇くちびるの間に持っていくとその表情を険しく強こわばらせた。

「〝主イギト、ウルソド・ドミヌムとス・プルゴモラにート・ス硫黄とペル・ソ火ドマをム・エ注ぎト・ゴ、モラ街ム・とスルフ民ールの・エトこ・イとごグネムとくを・ア・ド滅ぼしミノ・デたまえり・カエロ〟……」

　粉末を舌の先に載のせた神父の口から、聖典の一節がこぼれた。硬かたい顔で振りかえると、息を吞んでいる尼僧にこう告げる。

「〝このとレスピキきロトエンスクの妻、・ウソー主の言ル・エウに逆らス・ポスいて後ト・セ・ろを顧みウエルサたれば・エスト、すな・イン・わち塩サタトウの柱とアム・なりぬサリス〟……エステルさん、これは塩です。塩の柱だ」







　　　　第三章：愛児たちの島





──栄えある諸侯は皆、

尊き姿で墓廟にやすらう。

（イザヤ書十四章十八節）






　　　　Ⅰ




　海の向こうに陽が落ちてから、急に風が冷たくなった。

　暖だん炉ろに薪まきを追加すると、エステルはソファから立ち上がって、それまで開け放っていた窓を閉めた。そのついでに丘おかの下に視線を向けたところで、つい、ため息をこぼしてしまう。

「きれい……」

　夜よる凪なぎを迎むかえた海は漆しつ黒こくの鏡めいて静まっていた。その海面みなもに、まるで夜に遊ぶ魂たましいのように躍おどる幾いく千せんの光がある──ここ〝愛児たクズル・ちの島アダラル〟、唯ゆい一いつの入り江えに投とう錨びようした無数の帆船カヤークの舷げん灯とうが、海面に反射しているのだ。

　一方、陸地に目を移せば、視界のほとんどは緑豊かな山野に占しめられていた。緑林の間には、瀟しよう洒しやな山さん荘そうが間かん隔かくを置いて点在しており、これらは一見したところ、のどかな別べつ荘そう地ちとしか見えない。事情を知らぬ者には、実はこれらの一つ一つが〝廟邸テユルベ〟と呼ばれる墓所であり、帝てい都との南東十キロに浮うかぶこの閑かん静せいな島そのものが、すべての帝国貴族にとって侵おかすべからざる聖地であることなど、想像することすら難しかったろう。

「この島は、我らが世を去りし者たちを偲しのぶための場所なのじゃ」

　キエフ侯こう爵しやく家の廟邸テユルベは、〝愛児たクズル・ちの島アダラル〟中央部の高台に建っていた。無論、廟邸テユルベとは言っても、墓廟そのものは地下にあり、地上部分は訪問者たちのための快適な休息所になっている。エステルの鼓こ膜まくを叩たたいたのは、その休息所のあちこちに飾かざられた写真やプレートを慣なれぬ手つきで掃そう除じしていたアストの声である。

「我らは、そなたらの如ごとく宗教というものを持たぬ。魂という概がい念ねんもない。我らが死ねば、その体はこの地に葬ほうむられ、大地ほしへと還かえる」

「……魂がない？」

　緑林の間には、散歩にほどよい大きさの林道が巡めぐらされている。入り江から登ってきたいくつもの人ひと影かげが、月光の下、何事か語り交かわしながらそぞろ歩いているのをエステルは熱心に観察していたが、アストの言葉にふと振ふり返った。

「じゃあ、魂の存在を信じてらっしゃらないのに、どうしてこんな葬そう儀ぎをなさるんです？　わざわざこの島に集まって、一夜を過ごされるのはなぜ？」

「我らの葬儀は死者のために営まれるものではないからじゃ……我らは生き残った自分たちのために、死者を弔とむらう」

　風が強いのか、さきほどから雲足が速くなっている。雲間から顔を覗かせた二つの月に照らされながら、若いキエフ侯は丁てい寧ねいな解説を加えた。拭ふき清められた数々の写真やプレート──亡き者たちを偲ぶ縁よすがの品々を見やる瞳ひとみは、彼女にしては珍めずらしいほど優やさしい。

「家族、朋ほう友ゆう、想おもい人……我らとて、愛する者を失うのは悲しいことだ。だがそれでも、生きてゆく以上は歩みをとどめるわけにはいかぬ。ゆえに残されし者は逝ゆきし者を想ってこの島に来る。一夜をそぞろ歩いて逝きし者の思い出を語り、夜が明ければまた帝都に──生きる者の住む地へと帰ってゆくのだ。再び自分の道を歩くために……それが我らの流りゆう儀ぎだ」

　だから、死者のために悼いたむのではなく、生者が悲しみに耐たえるために営む儀ぎ式しきなのじゃな──そう言ってアストは、またかすかに寂さびしげな微び笑しようを浮かべた。琥こ珀はく色いろの瞳が無言のままに示した先には、最前から微び動どうだにせず夜を見下ろしている小さな背中がある。

「……あの、だいじょうぶですか、閣下？」

　さっきから黙だまりこくったままの少年に、エステルはおそるおそる声をかけた。

　外では祖母を葬るための儀式が催もよおされ、多くの知己が彼女の思い出を語り合っているというのに、孫であるイオンがそこに参加することはけっしてない。

　もし、特別の計らいでアストが士民の一行に紛まぎれ込ませてやらねば、この島にやってくることすら難しかったろう。彼の叔母おばや従姉妹いとこら、モルドヴァ公家の面々は、イオンの不ふ祥しよう事じを受けて全員が所領で謹きん慎しん中の身だ。赤の他人たちに祖母が葬られるのを見守ることしかできぬ無念はいかばかりか──少年の胸中を思いやると、我がことのようにエステルは胸が痛んだ。だが、当のイオンはそんな少女の思いに気づいた様子もなく、無表情に夜を眺ながめ降ろしているだけだ。いや、この奇き妙みように無愛想な反応は、今に始まったことではない。この数日、エステルが何を話しかけても、ろくな返事が返ってこないのだ。

（……あたし、何か閣下を怒おこらせるようなことを言っちゃったかしら？）

　少し前まで子犬のようにまとわりついてきていたことを思えば、別人のような変へん貌ぼうぶりに、エステルは内心で自問した。あの不思議な少女──セスの家で自分が目覚めたときは、まだ以前のイオンだった。それがこうも変わってしまったのは、買い物に部屋を出て行ってからのことだ。あのあと、いったい何が起こったのだろう？

　不可解な状じよう況きようで消えてしまった少女セスについても、エステルは再三、イオンと意見を交こう換かんしようとしたのだが、そのたびに多た忙ぼうや所用を口実に断られてしまった。それどころか視線すらあわせようとしない。

（……しょうがないわね）

　何を拗すねているのかは知らないが、これ以上、わだかまりを持って過ごすのは耐えられない。ことさら陽気な表情を作ると、エステルは少年の背中に話しかけた。

「閣下、その、あのですね──」

「とキにキエフ侯」

　だが、このときもまた、エステルの気き遣づかいはまったくの空振りに終わった。

　話しかけてきた少女を無視して、イオンはアストの方を振り返った。その頰ほおは硬かたく引き締しまり、感傷の欠片も見いだせない。

「ラドゥ……いエ、ルクソール男だん爵しやくの居場所は摑つかめましたカ？」

「いや、まだじゃ。我が家の士民を島中に放っておるが、いまだ報告は戻もどってきておらぬ」

　ややそっけなく、アストは首を振った。

「なにぶん、この島もなかなかに広い。それに今宵こよいは、貴族たちは気ままに散っておるし……伯はく爵しやく、焦あせる気持ちはわかるが、もうしばし待たれよ」

「陛下の御ご来らい臨りんまデ、もう時間がありませン。我らも捜そう索さくに加わった方がよくハありますまいカ？」

　焦しよう燥そうと苛いら立だちが、かえって少年の顔から表情を奪うばってしまっている。早口で訴うつたえたイオンの目元がかすかに痙けい攣れんしているのを、エステルもアストも見み逃のがさなかった。

「このままでハ、みすみす彼奴の思おも惑わくどおりに運んでしまウ……なんとしてもそれだけは防がねバ！」

「でも、そもそもルクソール男爵は本当にここに来るんでしょうか？」

　慎しん重ちようにエステルは口を挟はさんだ。下手に触ふれれば爆ばく発はつしてしまいそうな少年の横顔に向けて、できるだけ相手を刺し激げきしないよう疑念を表明する。

「閣下が聞いたとおっしゃる陰いん謀ぼうが現実のものとして、今夜、この場所を選ぶでしょうか？　これだけ貴族が集まっているただ中で、わざわざ、ことを起こすでしょうか？」

「奴は必ずやル」

　エステルの危き惧ぐに反して、イオンの声は静かだった。ただ視線だけはけっしてあわせようとせぬまま、横顔で答える。

「ふだン、陛下は内廷奥深くにあらせられテ、その居場所は特定できヌ。だが、この葬そう儀ぎは陛下が親しく催されるもノ。今宵ほど陛下のおられる場所を確実に捕ほ捉そくできる機会はまず稀まれだろウ──ゆえに必ずや今夜、奴は事を起こス」

「同感だ。もし余がルクソール男爵でも、今夜を狙ねらうじゃろう」

　顎あごを撫なでながら、アストもまた少年の推測に賛意を表明した。

「じゃが、疑念も残る。仮に弑しい逆ぎやくに成功したとして、その後の脱だつ出しゆつはどうする？　これだけの貴族の目をかいくぐって逃にげおおせることは不可能じゃぞ？」

　キエフ侯こうが顎をしゃくった先は、丘おかの下の入り江えだ。今は百隻せき近い船にほとんど占せん拠きよされてしまっているが、その入り江以外、周囲を断だん崖がいに囲まれたこの島に船せん舶ぱくが接岸できる場所はない。事を遂とげた後、ここから脱出するのはまず不可能である。あるいは、最初から捨て身で来るつもりだろうか？

「……やあ、すいませんね、アストさん。すっかり遅おそくなっちゃいまして」

　堂どう々どう巡めぐりを繰くり返す三人の思考の糸を断ち切ったのは、脳天気な声と休息所に入ってきた二つの人ひと影かげだった。

「いやあ、疲つかれた疲れた……なーんか、さんざん捜し回ったんですがね？　ルクソール男爵の影も形も見つかりませんでしたよ」

「申し訳ウミ・ございパーレませぬ・ラウ、お館・ドさまムナ。士民たトーツイちも全・ケトウ員手ぶル・ネ・らで帰アーフって参りル・ケましてーヴア……」

　バツの悪そうな顔で報告したのは、士民服を着こんだ背の高い若者と大おお柄がらな白はく鬚ぜんの老人の取り合わせだ。アベルとチャンダルル──侯爵家の士民を指揮してルクソール男爵の捜索にあたっていた二人は、揃そろって疲れたようなため息をついた。

「私、思うんですが、やっぱり、これだけ捜し回って見つかんないってのは絶対におかしいですよ。ルクソール男爵はこの島には来てないんじゃないですかね？」

「……余がでたらめを申したと言いたいのカ、神父？」

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいの面持ちでへたりこんでいる神父を不ふ機き嫌げんげに睨にらみつけたのは、さっきから仏頂面をしていたイオンだ。圧し殺した声で威い迫はくする。

「汝モ、余が噓うそをついておるとほざくつもりカ!?」

「へっ!?　と、と、とんでもない！　私は別に……」

　不ふ吉きつな視線を向けられたアベルはチャンダルルの巨きよ体たいを盾たてにするように隠かくれたが、少年はなおも気が済まぬげに表情を険しくしている。それを宥なだめるように割って入ったのはアストである。

「八つ当たりはやめるがよいぞ、メンフィス伯……気にするな、神父。伯爵は今、少々、焦っておられるだけじゃ」

　実際、イオンが焦る気持ちもわからないでもない──一つ首を振ふると、アストは前まえ髪がみを苛いら立だたしげに払はらった。

　ラドゥが見あたらないという知らせそのものは歓かん迎げいすべきことだ。だが、もしどこかに潜ひそんでこちらの目を逃のがれているのだとすれば、それは極きわめて由々しき事態である。しかも、こうしている間にも刻一刻と皇こう帝てい来臨の時は迫せまりつつあるとあれば、なおさらだ──

「……仕方ない。できれば迷めい惑わくはおかけしたくなかったが、少しばかり、あの方の力をお借りするとするか」

　脳のう裏りをかすめた一つのアイデアに、アストは指を鳴らした。

「よし、神父、汝なんじもちょっと付き合え……少々、余に心当たりがあるゆえ」

　顎から手を離はなすと、大おお股またに歩き始める。ついでに、チャンダルルの背後に隠れていたアベルの耳を摑つかんでひきずってゆく。

「あ、アストさん、痛い！　耳痛いです！　あ、堪かん忍にんして……私、耳は弱くて……」

「ええい、怪あやしいため息をつくな！　体をくねらせるのはやめい！　……とにかく今は余につきあうがよい。これから、スレイマン殿どののところに参る」

「へっ？　ティグリス公にですか？　なんでまた、この忙いそがしいときに？」

　きょとんとアベルは目をしばたたいた。ティグリス公スレイマン──あの次席アルマ・枢ヴオ密ルニ司ークに、いったい何の用があるのだろう？

「馬ドビ鹿トーク、それくらい問わずともわかれ。この葬儀をしきっておられるのはあの方じゃろうが」

　生ゴミか何かのように摘つまんだ神父の耳に向けて、アストは早口に囁ささやいた。

「我々では奴やつを見いだせずとも、あの方ならあるいは居場所を摑めるかもしれん。むろん、ルクソール男だん爵しやくの陰いん謀ぼうを知っているのは、ここにいる五人だけゆえ、まじめに話してもとりあわれまい。しかし、何か適当な理由をでっちあげれば──」

「そ、そういうことならバ、私も参りまス！」

　慌あわてて反応したのは、呆あつ気けにとられて事態を見守っていたイオンである。テーブル上の小しよう剣けんを摑むや、さっそくアストのあとに続こうとする。だが、白はく髪はつの美女は鋭するどく首を振った。

「駄だ目めじゃ、メンフィス伯。そなたはここに残っておれ。なんと言っても、そなたは帝国中が総出で捜さがしておる弑逆者なのじゃぞ？　万一にも人目につけば、我らはそれで終わりだ」

「し、しかシ！」

　きかんきな子こ猫ねこのように少年は目を怒いからせたが、アストは冷然とそれを無視した。

「しかしはなしじゃ……それとエステル、そなたもここに残れ。まだ、そなたの体は本調子ではないゆえ」

「あ、はい！」

　エステルが首を振ったときには、長身の美女はいまだ身をくねらせている神父を引きずって、居間を出て行ってしまっている。そのあとを追いかけるように老家令も姿を消して、居間には少年少女と暖だん炉ろで薪まきの爆はぜる音だけが残った──はずだった。

「あ、ま、待ってください、閣下！」

　だが実際には、エステルは慌ててイオンを呼び止めねばならなかった。小剣を腰こし帯おびに落とした少年は、思い詰つめたような表情でどこかに出て行こうとしていたからだ。

「か、閣下、どこに行かれるんです!?」

「……ラドゥを捜ス」

　エステルを一いち瞥べつだにせず、少年は背中だけで答えた。

「もうすぐ陛下が島にいらっしゃル……その前に奴を見つけねバ」

「で、でも、キエフ侯こうはここで待ってろって……」

「そうダ。だから、汝はここで待っておればよイ」

　短く答えたときには、イオンは再び歩き始めている。慌てて、エステルはその前に回り込むが──

「……どケ、短生種テラン」

　低い声とともに、細い手があがった。触ふれただけで壊こわれてしまいそうに華きや奢しやな手──だが、それに軽く胸を突つかれたエステルはそのまま大きくよろめくことになった。心臓に加えられた衝しよう撃げきに一いつ瞬しゆん、息が詰まる。

　一方、イオンは喘あえぐ少女を無表情に見下ろしていたが、やがて冷ややかに口を開いた。

「汝ハ……なゼ、そんなにむきになっておル？」

「……え？」

　壊れた笛のように喘ぎながら、かろうじてエステルは目をあげた。赤しやく銅どう色いろの瞳ひとみは相変わらずの温度で彼女を見下ろしている。

「なにゆエ、汝はそれほど懸けん命めいになっておるのカと聞いておるのダ。皇帝弑しい逆ぎやくも余の安全も、しょせんは我ら長生種の問題ではないカ。短生種である汝がそのようにむきになル必要がどこにあル？　それとも何カ？　汝にハ……」

　初めて、少年の声に感情がこもった。エステルが初めて見る冷たい微び笑しようを貼はり付け、イオンは毒々しい揶や揄ゆを放った。

「汝にハ、余をここにとどめておきたい理由が何かあるのカ？　余がラドゥを見つけて陛下の暗殺を阻そ止しするト、なんぞマズいことでモ？」

「……そ、そんな！」

　エステルは言葉に詰まった。帝てい都とに来て以来初めて、少年に〝短生種テラン〟呼ばわりされたこともショックだったが、それ以上に衝撃的だったのはそれに続いた言葉だ。

「まずいって、そんな……ま、まさか、閣下はあたしが皇帝暗殺を願ってるとでもおっしゃりたいんですか!?　ルクソール男爵の陰謀を成功させたがってるとでも!?」

「どうセ、余らは〝吸ヴア血ンパ鬼イア〟──汝らにとってハ、血に飢うえた化け物なのじゃろうガ！」

　ぎりぎりで洪こう水ずいを食い止めていた堤てい防ぼうが、ついに決けつ壊かいしたかのようだった。

　この夜初めて、イオンの顔には表情らしい表情が浮うかんでいた──滾たぎるような憎ぞう悪おと怒ど気きが、歪ゆがめられた瞳からほとばしっている。愛らしい唇くちびるを捲めくりあげると、少年は長い牙きばを剝むき出した。

「汝なんじの目から見れバ、どうせ、余やキエフ侯もおぞましい怪かい物ぶつなのであロ！」

「そんな……どうしてあたしが！」

　うわずった声をエステルはかろうじて押し出した。もっと冷静に話さねば駄目だ──そんな思考が脳のう裏りをかすめたが、狼ろう狽ばいと驚きよう愕がくに頭が麻ま痺ひしてしまったようで、焦あせれば焦るほど、ろくな言葉が出てこない。

「あ、あたし、閣下のことを怪物だなんて思ったことはありません！」

「ならば、なぜ黙だまっておっタ……ヴィテーズ司教のことヲ！」

「!?」

　ヴィテーズ──その名前を耳にしたエステルは、自分の表情が凍こおったのを自覚した。まさかあの人の名を、イオンの口から聞こうとは思わなかったからだ。だがいったい、なぜ、この少年が彼女の名を知っていたのか!?

「余は知っておるのダ！　汝の母親代わりだった司教とやらハ、一年前に余と同じ長生種に殺されタ……どうしてそなた、余にそのことを話さなかっタ？」

「ど、ど、どうしてって、それは……」

　別に理由などない。彼に喋しやべったところで仕方がないと思ったからだ。ただそれだけだ。なのに、この少年はいったい何がそんなに不満なのだろう？

「答えられぬカ……はッ、語るに落ちたナ、短生種テランメ」

　あくまで静かに、しかしその瞳には氷ひよう塊かいを沈しずめてイオンは嗤わらった。吐はき捨てるように次の言葉を告げたときには、さっさとその身を翻ひるがえしている。

「だガ、汝の思い通りにはならんゾ……ラドゥは必ずや止めてみせル。陛下のお命ハ、余がこの命に代えても護ってみせル！」

「あ、あの、閣下……あ、ちょっと待ってください！」

　エステルは慌あわてて手を伸のばした。目をしばたたいている間にも、イオンは外に出て行こうとしている──止めないと！

　だが、結局、その手は虚むなしく空を摑つかむにとどまった。〝加速〟に入った少年の体は短生種の目には捕ほ捉そく不可能なスピードで彼女の眼前から消失してしまっている。慌てて、エステルも駆かけ出すが、外に出てきたときには少年の姿はもう影かげも形もない。丘おかの下には、ただ、明るい光の乱らん舞ぶする海が夜に沈んでいるだけだ。

「閣下、いったいなぜ……？」

　舗ほ装そうこそされていないものの、きれいに整地された山道を見下ろして、エステルはため息をついた。

　なぜ、こんなことになってしまったのだろう？

　いったい、自分は彼の信しん頼らいを損なう何をしたというのか？

　幾いく度ど自問しても、心当たりは何も浮かび上がってこない……

「……あれ？」

　途と方ほうにくれていた時間はずいぶんと長く感じられたが、実際にはさほどの時は流れていなかったはずだ。

　ぼんやりと山道を眺ながめていたエステルは、ふと目を擦こすった。

　緑林のあちこちには、そぞろ歩く人ひと影かげが散らばっていた。葬そう儀ぎの主しゆ催さい者しやである皇帝がこの島に来着するまで、まだ少々の時間がある。貴族たちの影は思い思いに散策しては、会話を交かわしたり、あるいは廟邸テユルベに立ち寄って休息を楽しんだりしているようだ。その様は安らぎの中にもどこか厳げん粛しゆくさを感じさせる。〝外〟の葬儀とはずいぶんと異なるが、これは紛まぎれもなく死者を悼いたむ夜なのだ──だが、エステルの注意を引いたのは、それら憩いこう貴族たちの姿ではなかった。

　たった一人、人目を避さけるかのように脇わき道みちを移動している小こ柄がらな影がある。何の気なしにそちらを見やったエステルだったが、雲間から覗のぞいた月明かりがその白い顔を照らした途と端たん、思わず息を吞のむことになってしまった。

「あれって、まさか……セスちゃん!?」

　それは、髪かみを短くまとめた小柄な少女だった。月明かりの下、白い顔の中で、若葉色の瞳が悪戯いたずらっぽく輝かがやいている。身に纏まとっているのが、黒い士民服であることを除けば、それは確かにエステルの記き憶おくの中の少女と寸分違たがわぬ。

　少女はこちらに気づいた様子もなく、まるでスキップするように軽やかな歩調で島の裏手へと向かっている。それを食い入るように見やったまま、エステルは唾つばを飲み込んだ。なぜ、あの子がここにいる？　そもそも、彼女はあの状じよう況きようからどうやって無事に逃にげ出せたのだ？

「……よし」

　イオンのことは無性に気に掛かかるが、〝加速〟してしまった彼を捕捉するのはどう考えても不可能だ。それより、当面は目の前の娘むすめのことである。あそこでいったい何があったのか、そして、本当はあの娘は何者なのか──それを確かく認にんせねばならない。

　位服の下に隠かくした散さん弾だん銃じゆうの感かん触しよくを確認しながら、エステルはほとんど走り出さんばかりに山道を下り始めた……




　黒衣のせいで、ともすればその姿は闇やみに溶とけ込んでしまう。百メートルほど先を行くセスを見失わぬために、エステルは全神経を集中せねばならなかった。

「……いったい、どこまで行くつもりだろ？」

　曲がりくねった道は、島の裏手へと続いていた。キエフ侯こうの廟邸が視界から消えて、すでに久しい。また、あれほど眩まばゆく輝いていた入り江えも、遠くの空が薄うすぼんやりと光っているだけだ。

　それにしても、驚おどろくべきはセスの脚きやく力りよくだった。エステルも体力には自信がある方だったが、まるで及およばない。スキップするような歩調はかえって消しよう耗もうが激しそうなのだが、半時間たった今も、いっこうに疲つかれた様子が見られない。かえってこちらの体力が底をついてしまいそうだ。

（これは……失敗したかな？）

　やはり、イオンを捜さがす方を優先すべきだったか？

　そんな弱気が脳のう裏りを過よぎる。キエフ侯なりナイトロード神父なりを見つけて、事情を説明した方が賢けん明めいだったろうか？　いや、廟邸におとなしくしていた方がよかったかも──

「……あれ？」

　やくたいもない逡しゆん巡じゆんに囚とらわれていたのが仇あだとなった。

　目の前から、少女の影が消えていることにようやくエステルは気づいた。どこに行ったのだろう？　木々の間を透すかし見るが、セスの姿はどこにもない。

　その代わり、エステルの視界に入ったのはまったく別のものだ。暗く茂しげった木の枝に隠れるように一いつ軒けんの廟邸が建っている。

「あれ、ここは──？」

　月明かりを頼たよりに、エステルは廟邸の門柱に彫ほられた家章を透かし見た──〝車輪わだち踏ふむ一いつ角かく獣じゆう〟。誇ほこり高たかきモルドヴァ公こう爵しやく家の家章が月明かりの下に浮うかび上がっている。

「ここって、ひょっとして伯はく爵しやく閣下の家のお墓？　でも、なんだって、こんなところに……」

　見たところ、周囲には他に廟邸がないようだ。山道には人気もない。セスはこの中だろうか？　しかし、静まりかえった廟邸内にも人気はないように見えるが──

「──動くな」

　押し殺した声とともに、背後からぬっと伸のびてきた手が、エステルの唇くちびるを塞ふさいだのはそのときだった。

「!?」

「しっ！　黙だまって！」

　思わず悲鳴をあげそうになったエステルの背後から、押し殺した囁ささやきが届いた。ややキーの高い、少女の声──そのときになって、ようやくエステルは自分の口を塞いだ手が小さく、華きや奢しやなものであることに気づいた。

「まったく困ったもんだね、おねーさんには……こんなとこまでついて来ちゃうだなんて」

「セ、セスちゃん!?」

　相手の名を叫さけんだつもりだったが、その小柄な体からは想像がつかないほど、少女の力は強かった。柔やわらかな掌てのひらの隙すき間まから、湿しめった空気が漏もれただけだ。

　苦しげにもがくエステルの背に向けて、背後の人物はかすかに苦く笑しようしたようだった。

「だから、黙っててって言ってるじゃない……いいかい？　これから手を離はなすけど、絶対に叫んだりしちゃだめだよ？　今、あたしたちはとっても危ない場所にいるんだ。命が惜おしいなら、静かにしてて」

　およそお気楽なその声に似合わぬ物ぶつ騒そうな警告とともに、すっと手が離れた。慌てて振ふり向いたエステルの目の前でにこにこと笑っていたのは、確かにあの若葉色の瞳ひとみだ。

「こんばんわ、おねーさん」

「やっぱり、セスちゃん……でも、あなた、どうして？　なぜこんなところにいるの？　それに、その格好……」

「お願いだから、質問は一つずつにしてくんないかな？　頭がこんがらがっちゃう」

　ポケットに手を突つっ込んだまま、少女は辟へき易えきしたように肩かたをすくめてみせた。機能性を重視した黒い士民服の腰こしには緩ゆるやかに湾わん曲きよくした小刀がおさまり、手首には細い投げ矢が数本くくりつけてある──それは到とう底てい、高等医学院で勉強する医学士の格好ではない。

「それにしても、まずいところを見つかっちゃったなあ……できれば、おねーさんにはもう二度と会いたくなかったんだけど」

「あ、あなたって……」

　急に目の前の笑顔が不気味なものに思えてきて、エステルは一歩あとずさった。あのとき、襲しゆう撃げき者に襲おそわれながらも、魔ま法ほうのように姿を消してしまったことといい、今夜、こんなところをうろついていることといい、よくよく考えれば、この娘は全すべてが怪あやしすぎる。いったい、彼女は何者なのだ？

　だが、そんなエステルの心を読んだかのように、セスは口元を綻ほころばせてみせた。

「じゃあ、まずは最後の質問の答えからいこう……この格好の理由だけど、実はあたし、さる貴族さまの密みつ偵ていなんだ」

「はあっ？　密偵？」

　エステルは胡う乱ろんげに相手の言葉を繰くり返した。およそ、その単語の緊きん張ちよう感かんからは縁えん遠どおい笑え顔がおを見やって、顔をしかめる。

「あ、その顔は信じてないね？　でも本当だよ？　名前は言えないけど、あたしのご主人さまはさる帝国ボイ貴族エール──それもかなりの高位にあるお方なんだ。その人から、〝強きよう硬こう派〟って連中のことを調べるように命じられて、いろいろ動いてるってわけ。君やメンフィス伯に近づいたのも、ま、その任務の一いつ環かんでね」

「強硬派ですって!?　あ、いや、〝近づいた〟ですって？」

　ということは、あそこで出会ったのは偶ぐう然ぜんではなかったということだろうか──ぎょっと身構えたエステルの疑念に、少女は実にあっけらかんと答えた。

「それにしても、君たちに近づくのは苦労したよー。ほら、君たちってば帝てい都とに到とう着ちやく直後、行方ゆくえをくらませちゃったじゃない？　ミマールが強硬派の連中と接せつ触しよくを持ってたのは知ってたから、たぶん、その近くを張ってればいずれ現れるんだろうなとは思ってたけど、そしたら次はあんなことになっちゃってさ……どきどきしっぱなしだよ」

「…………」

　およそ密偵には似つかわしくない饒じよう舌ぜつぶりでまくしたてる少女を、困ったようにエステルは見やった。一応、筋は通って聞こえる。しかし、何かがおかしくないか？　だいたい、彼女の主人というのは誰だれだ？　いや、そもそも……

「じゃあ、今夜ここにいるのは、なぜ？」

　わずかにセスが言葉を切ったその隙すきに、エステルは素早く疑問を挟はさんだ。舌を嚙かみそうになりながらも、早口に問う。

「ここって、モルドヴァ公こう爵しやく家の廟邸よね？　そんなところに、何の用があるの？」

「それは簡単。ここにはもうすぐ皇帝陛下が──」

　自じ慢まんげに、セスが何か答えようとしたときだった。

　何かが軋きしむようなかすかな音に、二人の少女ははっと口をつぐんだ。月明かりの下に聳そびえる廟邸に目をやる。

「あ、あいつら……！」

　危あやうく、エステルは悲鳴をあげてしまうところだった。正面の玄げん関かんから出てきたのは、三つの人ひと影かげだった。いずれもずば抜ぬけて背が高い。そのうち、二つはエステルにはすでにお馴な染じみのものだった。〝外〟風の軍用外がい套とうに深くかぶったヘルメットとガスマスク──しかし、いま一人、彼らを従えるように廟邸を出てきたあの長身の男は誰だろう？　貴族の位服である青衣を纏まとった、威い風ふう堂々たる偉い丈じよう夫ふ。彫ほりの深い顔の中で、燃える石炭のような瞳が月光を受けて威い圧あつ的に輝かがやいている。

「あ、あの人たちは、いったい──」

「しっ！」

　セスにエステルが制されている間にも、三人は廟邸をあとに山道を下りつつある。大おお股またの足取りは夜闇の中でもまったく危なげなく、すぐにその姿は見えなくなった。

　そして、そのときにはエステルは慌あわてていま一人の少女を呼び止めなければならなかった。

「──セ、セスちゃん!?」

　木こ陰かげから飛び出した少女が弾だん丸がんのように廟邸へと突とつ進しんしていたからだ。正門は厳重に施せ錠じようされていたが、細い指がピンを挟んで数回動くと、まるで魔法のように開いてしまう。

「セスちゃん、いったい何が……」

　ようやくエステルが追いついてきたとき、廟邸の中に入り込んだセスは厳しい顔で何かを睨にらみ付けていた。本能的にその視線を追ったエステルだったが、すぐに彼女も少女と同じような顔で息を吞のむことになった──床ゆか一面を覆おおった、無数の白い袋ふくろ。

「こ、これってまさか──！」

　もつれる舌で、ようやくエステルは声を押し出した。帝都到とう着ちやく直後の悪夢が鮮あざやかに脳のう裏りに再生される。モルドヴァ公こう邸ていを一いつ瞬しゆんにして焼き尽つくしたあの白光──テルミット・ナパームの禍まが々まがしい炎ほのおは忘れようとしても忘れられるはずがない！

　だが、どうしてこんなものがここにある？　つまり、さっき見た偉丈夫こそが皇帝暗殺を企くわだてている強硬派なのだろうか？　もしそうとするなら、ラドゥの存在はどうなる？　今回、彼は直接には、手を下さないつもりなのか？

「そ、そうだ！　ぼやぼやしてる場合じゃないわ……す、すぐ、キエフ侯こうに知らせないと！」

「そうした方がいいね……もうすぐ、皇帝がここに来る」

　無表情に呟つぶやいたセスが見つめていたのは、窓の外に広がる海だ。暗い海はどこか巨きよ大だいな魔ま物もののように静まっていたが、その静かな海面を滑すべるように近づいてくる黒こく影えいがある──信じられぬほどに巨大な船。

「あれは皇帝の御ご座ざ船ぶねだよ。さ、急ごう、おねーさん。ここは危険だ」

　セスに促うながされるままにエステルは頷うなずいた。皇帝がいよいよ島にやってきたということは、暗殺計画までもう時間がないということだ。慌てて身を翻ひるがえすと、闇の中、あちこちに脛すねをぶつけながらも、外に飛び出す。全力で走っても、キエフ侯の廟邸まで半時間はかかる。果たして間に合うだろうか？　いや、間に合わせねば。きっと唇くちびるを結んで、山道を駆かけ下りるが──

「〝キエアヌンツフ侯・ダ・クに知ニヤゼーらせラ・アルない・キエとヴア〟？　ではシ・ア、君サダーたちル・ツを匿イーネ・ってアスクいるンデヴアのは・エスアステ・クタロニヤゼーシーラ・ェ・アスタアスローシランエ・アかねスラン？」

「!?」

　全力で走り出そうとした尼に僧そうの脚あしを急停止させたのは、深みのある声バリトンだった。

　前方に、行く手を遮さえぎって佇たたずむ三つの影かげがある。軍用外套の巨きよ漢かんたちを両りよう脇わきに従えた偉丈夫は、むしろ気け怠だるげですらある表情を浅黒い顔に湛たたえて、二人の少女を見み据すえていた。

「面白インツいなエレザン……お急ヌ・ヴアぎの・スパラとこツイ・カろを・デツ悪いがイーネ、少し、インヴ詳しくアータ話を聞・サ・かせてミ・ヴもらえオストないル・ヴかなオルバ？」

　長生種でも稀まれに見るほど長い牙きばを覗のぞかせて笑った男の傍かたわら、風が巻き起こった。戦せん斧ぷを引っ提さげた二人の巨漢が、無言のまま大地を蹴けったのだ。あとずさることもできぬまま息を吞んだエステルの眼前、男たちの影が不気味に斧おのを振ふり上げるが──

「──エステル、逃にげて！」

　そう叫さけんだセスの手元で激しい金属音があがった。振り降ろされた戦斧を、少女は素す早ばやく抜き放った小刀で弾はじき返したのだ。

「ここはあたしがなんとかする！　君は早く逃げて──このことをキエフ侯に知らせるんだ！」

「なんだチエ・ヴ、このア・ダ・小娘はフエテー!?」

　偉丈夫の顔に初めて動どう揺ようの色が浮うかんだ。それも当然だろう。岩をも砕くだく戦斧が、繊せん手しゆが握にぎるちっぽけな小刀にはじき返されたのだ。

「まさかヴオイ……このトウ・ヴ娘もアラ・エ、同ステ・ボ族かイエール!?」

　驚きよう愕がくに割れた声がこぼれたときには、鋭するどく翻った白はく刃じんは軌き道どうを変えて、巨漢たちの首筋に打ち込まれている。月光の下、赤い筋を引いて、二つの首が夜空に舞まい上がった。

「あたしはこのとおりだいじょうぶ！　だから、エステル。君は早く行って！」

「は、はい！」

　思いもよらぬ少女の戦せん闘とう力に、エステルは呆ぼう然ぜんとしていたが、叱しつ咤たされて初めてその目に生気が甦よみがえってきた。人形のように頷くや、あたふたと身を翻す。

　山道を駆け下ってゆく尼僧の背中を睨んだ青衣の男は鋭く舌打ちすると、こちらも駆け出そうとした。が、その前に立ちふさがった小さな影がある。

「行かせないよ！」

「…………!?」

　眼前で旋せん回かいした白光を、偉丈夫は素早く上半身を反らして避さけた。しかし、なおもそれを追って小刀が二に閃せんする。ほとんど音速に迫せまるその攻こう撃げきを、後方への跳ちよう躍やくで回かい避ひした偉丈夫だったが、二十メートルほど離はなれた地面に着地したとき、その青衣の胸むな元もとは大きく裂さけている。露あらわになった筋肉質の胸むな板いたに細く走っていたのは赤い血の筋だ。

「小娘が！」

　己おのれの血を認めた偉い丈じよう夫ふの瞳ひとみに禍々しい光が躍おどった。位服の裾すそを払はらうと、少女に向けてまっすぐに腕うでを伸のばす。

　その手には武器らしいものは握られていない。月の光を受けて鈍にぶく輝かがやいていたのは奇き妙みような光こう沢たくを帯びた大おお振ぶりな指輪だ。真しん鍮ちゆうと鉄をより合わせたような、ねじくれたフォルム。どこか禍々しい形のそれをかざした偉丈夫の唇が、小さく動いた。

「死ね」

　次の瞬しゆん間かん、少女の足下には、直径三メートルはあろうかという深い穴が穿うがたれていた。

　計ったように正確な円を描えがいたすり鉢ばち状のクレーターは、銃じゆう弾だんやそれに類するものが作ったものではありえない。さらに奇妙なことに、クレーターの内部は白い霜しもに覆おおわれ、爆ばく発はつ的に飛び散った土つち塊くれも一つの例外なく凍とう結けつしてしまっている──もし、咄とつ嗟さに後方に向けて跳躍していなければ、セスの体は地面同様、凍こおりつき、粉こな微み塵じんに粉ふん砕さいされていたに相そう違いない。

「くっ!?」

　それまでどこか余よ裕ゆうのある笑えみを含ふくんでいた少女が、初めて真しん剣けんな表情を浮かべた。たっぷり十メートル近い場所に着地すると同時に、再度の跳躍。その足あし下もとをかすめるように、第二のクレーターが口を開く。

　そして、三度目の跳躍に移ろうとしたセスの口が、悲鳴の形に開いた。

「し、しまった──!?」

　その背後から、地面が消えていた──そこは、海に直結する高い断だん崖がいだったのだ。

「ま、まずっ──」

　逃げ場を失い、咄嗟に別方向に軌道を修正しようとした一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんが命取りとなった。細い脚が大地を蹴ったときには、その足下は爆発的な勢いで抉えぐれている。

「！」

　短い悲鳴は、少女の声だったか、それとも地面の破は裂れつした音か──

　爆ばく散さんした土塊に混じって、吹ふき飛ばされた小こ柄がらな影はくるくると円を描きながら崖がけ下したに落下してゆく。海面まで約百メートル──いかに長生種といえど、この距きよ離りでは助かるのは難しい。

　だが、偉丈夫の顔に浮かんだ表情は依い然ぜん、厳しかった。

「ふむ、あちらには逃げられたか……」

　山道の方を見やって短く呟つぶやく。暗い森のいずこかにいま一人の娘の姿は吞のみ込まれてしまっていた。鬱うつ蒼そうと茂しげる樹木が天然の壁かべとなり、長生種の視力から彼女の姿を覆い隠かくしてしまっている。もはや再捕ほ捉そくは困難だろう──しかし、吊つり上がった偉丈夫の口元から長い牙が覗くまでさほどの時間はかからなかった。

「しかし、短生種の脚では、どうせ間に合うまい……いや、むしろ格好の頃ころ合あいか？」

　短く呟いたときには、偉丈夫の瞳は暗くたゆたう海へと向けられている。

　そして猛もう禽きんを思わせる鋭い視線がそこに捉とらえていたのは、今にも入り江えに入港しようとしている漆しつ黒こくの巨きよ艦かんだった。
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「くそっ！」

　鋭い舌打ちとともに、イオンは足下の小石を蹴けった。罪もない小石は勢いよく飛んでゆくと、暗い海面に見えなくなった。小さな飛ひ沫まつと泡あわの弾はじける音が闇やみの向こうから聞こえてくる。

　なんでこんなに苛いらついているのか、自分でもわからない。

〝あたし、閣下のことを怪かい物ぶつだなんて思ったことはありません！〟──ただ、さきほど聞いた悲しい声が鼓こ膜まくに貼はりついて離れないのだ。それに気づくと、ますます胸のあたりがむかついてくる。

　別に良心の呵か責しやくなどではない。なぜ自分が責められる必要がある？　たかが、短生種ごときに向かって言いたいことを言ったぐらいのことで……

「くそっ！」

　もう一度、イオンは小石を蹴ると、苛いら立だたしげに髪かみをかきむしった。しかめっ面を海の方に向け、深呼吸する。

　そう、今はあんな短生種の小こ娘むすめのことなど考えている場合ではないのだ。

　士民服のフードを目ま深ぶかにかぶり直して、イオンは桟さん橋ばしの方に足を向けた。そこには、数多くの人ひと影かげが集まってきている。礼服姿の貴族とその士民たち──沈ちん黙もくを守る彼らが恭うやうやしげな視線を送る先では、小山ほどもある巨影がいましも入り江に入ってこようとしているところだ。

〝バアル・ハンモン〟──帝フオル国テ・海ナヴ軍アーレの総旗艦にして、帝てい国こく唯ゆい一いつの主あるじの御ご座ざ船ぶね。

　総排はい水すい量りよう二万トンにも達する巨きよ大だい戦艦は、まるで滑すべるような動きで岸がん壁ぺきから突つき出した桟橋に接岸した。続いて、舷げん側そくより音もなくタラップが下ろされる。

「皇帝陛下……」

　タラップの上に現れた小柄な人影を仰あおぎ見た貴族たちの間から、声にならないため息がこぼれた。ひめやかに広がったのは畏い敬けいに満ちた無言のどよめきだ。

　そんな夜の子供たちを、小柄な皇帝は沈黙の裡うちに見下ろしていた。相変わらず深くおろされたヴェールの下の顔は窺うかがうすべとてなかったが、その静かな佇たたずまいは不思議な威い厳げんを帯びて、仰ぎ見る長生種たちを圧あつ倒とうしている。

「お待ちしておりました、陛下……」

　出で迎むかえた枢ヴオ密ルニ司ークの一人、ダマスカス侯こうフェロン・リンが恭しい一礼とともに帝国唯一の主の手を取った。無言で頷うなずいた皇帝は枢ヴオ密ルニ司ークたちに取り囲まれてタラップを降りると桟橋を陸地に向けて渡わたり始める。

　一方、桟橋の左右に赤い壁のように整列していたのは禁軍イエニ兵団チエリの隊列だ。微び動どうだにせず佇ちよ立りつする彼らの存在は無言の威い圧あつ感かんを放っており、本来であれば、彼らある限り、皇帝の安全を危き惧ぐする必要などいささかもなかったろう。だがしかし──

（まずいな……）

　今までの状じよう況きようから、禁軍イエニ兵団チエリさえ、けっして信用できるものでないことはわかっている。背中を炙あぶられるような焦しよう燥そう感かんに駆かられるままに、イオンは桟橋の手前、参集する貴族たちを走査した。

　自分と同様、奴ラドウが身分を偽いつわって紛まぎれ込んでいるのではないかと、士民たちの列にもいちいち目を配る。こうなってみると、祖母の葬そう儀ぎに親族──モルドヴァ公こう爵しやく家の面々が出席していないことがありがたい。さもなくば、いくらこのように士民のなりをしていてもすぐに見破られてしまっていたことだろう。

（くそっ、あいつはどこだ!?）

　しかし、不用心なほど執しつ拗ように視線を彷徨さまよわせたにも拘かかわらず、あの青い髪の長生種の姿はどこにも見いだせなかった。では、さすがに奴もこの多勢の貴族の前で暗殺を実行に移すほど愚おろかではなかったということだろうか？

（いや、奴は絶対にここにいる……）

　イオンがそう確信していたのは、かつての友の判断力を低く見積もっていたからではない。むしろその逆──ラドゥの判断力の確かさをよく知っていたからだ。たしかに、この衆人環視の中を襲おそいかかるというのは一見、愚かしいことかもしれない。しかし、実際には今このときの襲しゆう撃げきが唯ゆい一いつ、皇帝を確実に葬ほうむることのできるタイミングであることを帝剣スパ御持官タールであるイオンは知っていた。あの内廷にこもっている限り、皇帝を討つことは絶対にできない。だが、この場でなら──

（どこだ？　どこに隠かくれている、ラドゥ!?）

　ほとんど恐きよう怖ふに近い思いでイオンが皇帝とその重臣の列に目をやり、それからもう一度、その視線を参集の貴族たちに戻もどしたとき──

「!?」

　最初、頭を殴なぐられたようなそのショックがどこから来たのかわからなかった。

　ようやくその正体を正確に認にん識しきしたのは、皇帝一行にその目を戻した瞬しゆん間かんだ。

「ラ、ラドゥ……!?」

　少年の唇くちびるからひび割れた声がこぼれた。

　青い髪の旧友はそこにいた。

　だが、もし単に彼を見つけたというだけだったのであれば、イオンもここまでは驚きよう倒とうはしなかったろう。彼を驚きよう愕がくと恐怖に縛しばりつけてしまったもの──それは、ラドゥの今いる場所だった。

　ラドゥはあろうことか、皇帝の隣に控えていた！　しずしずと歩みゆく小こ柄がらな女帝のすぐ左後方に、青い髪の長生種はつき従っていたのだ。その顔は右側を歩く禁イエ軍ニチ兵エリ団・ア長ースウ──バイバルス同様、謹きん厳げんな表情を崩くずさない。

「ば、馬鹿な……なぜ、奴があんなところにいる!?」

　驚愕にイオンが硬こう直ちよくしている間にも、皇帝一行は桟さん橋ばしを渡り終え、陸地に降り立っている。これから、モルドヴァ公家の廟邸に──死者たちの眠ねむる場所に詣もうでるのだ。もっとも、本来そこに納めるべき遺体は、都邸の火災で激しく損傷していた。そのため、俯うつむき気味に歩く皇帝の手には、遺体の代わりに霊れい廟びように納めるミルカの遺品が恭うやうやしく捧ささげ持たれていた。

（考えろ……考えるのだ、イオン！）

　パニックに陥おちいった頭の片かた隅すみで、イオンは必死に考えをまとめようとした。

　奴がどういう経けい緯いであそこにいるのかはわからない。わからないが、確実に言えることは、このままでは陛下の御命は奴の手中にあるということだ。奴がその手をわずかに動かせば、掌しよう中ちゆうの卵のように砕くだかれてしまうだろう。

（どうする……どうすればいい!?）

　暗殺計画を知らされて以来、イオンはキエフ侯とともに様々な襲撃方法を予想して、その防ぼう御ぎよ策を練ってきた。狙そ撃げき、爆ばく殺さつから毒殺まで──しかしまさか、奴がこんな無む謀ぼうな方法で真正面から仕し掛かけてくるとは、まったくの想定外だった。

（とにかく、陛下に警告をお出しせねば！）

　懸けん命めいに考えをまとめたイオンが、再び、一行に視線を戻したとき。

　青銅色の瞳ひとみがイオンを見つめていた。

　イオンと皇こう帝てい一行の列の間には、厚い人ひと垣がきと五十メートル近い距きよ離りがある。長生種の視力をもってしても、数百人もの人混みの中から、少年の顔を認識するのは難しいはずだ。

　にも拘らず、ラドゥの眼は確かにイオンの瞳を射い抜ぬいていた。いや、それだけではない。次の瞬間、青髪の長生種は緩ゆるやかな笑みとともにゆっくりとその唇を動かした──

〝僕らは、皇帝を、殺す〟

　声はない。ラドゥは、小さく、その唇を動かしただけだ。

　だが、イオンには、はっきりと彼の嘲メツ笑セージが聞こえた。

　あの東岸アナドルでの夜と同じように。

「……ラドゥ！」

　刹せつ那な、イオンの理性は完全に蒸発していた──大地を蹴けった少年の体は高々と跳ちよう躍やくすると、士民の列を飛び越こえ、皇帝の行列へ向かって翼つばさある者のように飛ひ翔しようしている。

「メンフィス伯はく!?」

　獲え物ものを狙ねらうハヤブサめいた鋭するどさで皇帝の行列へと急降下してくる影かげに最初に気づいたのは、皇帝に従っていたバイバルスだった。

「どいておれ、ルクソール男だん爵しやく！」

　ラドゥを突つき飛ばすように進み出たときには、禁イエ軍ニチ兵エリ団・ア長ースウは背の愛あい剣けんを抜き放っている。

　だが、同時にイオンの影は白昼夢のようにかき消えていた。異様な音をあげて旋せん回かいした七ズー・支アル・刀フイカールの刃はを背をかするようにしてすり抜けると、バイバルスの背後に着地する。その手には、すでに小剣が凶きよう悪あくな光とともに抜き放たれていた。

「ラドゥ、この裏切者が！」

　凶悪な咆ほう哮こうとともに、白はく刃じんが旋回した。だが、肉にく薄はくする凶きよう器きを見つめるラドゥの顔にはあの微び笑しようが貼はり付いたままだ。唸うなりを上げる凶器に向けて逆に一歩踏ふみ込むや、刃の前にその身を曝さらす。

「……なにっ!?」

　イオンの目が剝むかれた。

　必殺の剣はラドゥの眼前で停止していた。今にも睫まつ毛げに触ふれそうなところで小刻みに震ふるえる白刃を挟はさみ込んでいたのはラドゥの両りよう掌てだ。

　だが、白刃取りの妙みよう技ぎに驚愕する暇いとまさえイオンには与あたえられなかった。そのときには、小剣はがっちりと固定したまま、ラドゥの脚あしが滑なめらかにあがっている。

「ぐうっ！」

　腹部をもろに蹴りあげられたイオンの体は大きく吹ふき飛んで、沿道の短生種の列まで転がり込んだ。咄とつ嗟さに腹ふつ腔こうに力を集中していなければ、体が真二つにちぎれていただろう。裂さけた胃い壁へきからの出血が、猛もう烈れつな嘔おう吐と感かんとなって咽の喉どをせり上がってくる。立ち上がることもできぬまま、少年は身を二つに折って赤い吐と瀉しや物ぶつを吐はき出した。

「……残念だったね、イオン」

　皮肉げな声が耳の側で囁ささやいた。眼をあげれば、すぐ傍かたわらにラドゥが立っている。その手に奪うばい取った小剣を携たずさえる若者の声はごく小さかったが、これ以上はないほど明確にイオンの鼓こ膜まくに届いた。

「これで君は自ら叛逆者になった……これから、君が、皇帝を、殺すんだ」

「……なに？」

　口にこびりついた汚お物ぶつを拭ぬぐおうともせず、イオンはかつての友を弱々しい瞳で見上げた。

　いったい、こいつは何を言っているのだ？

　吐瀉物で半ば気管が塞ふさがってしまった息苦しさの中で、懸命に問い返す。

「ラドゥ、汝はいったい──」

「おっと、これ以上のお喋しやべりはなしだ」

　だが、少年の問いはおどけたようにはぐらかされただけだった。ラドゥはまじめな顔に戻もどると、手にした輝かがやきを頭上に振ふり上げた。

「君はこれから皇帝暗殺者として死ぬ。一方、僕は皇帝陛下をお守りするため、かつての友をこの手にかけるんだ……旧友よ、さらばというところさ。泣かせる話じゃないか？」

「……くっ！」

　揶や揄ゆするようなラドゥの声に、イオンは顔を歪ゆがめた。ここで自分は殺されるのか。かつては友と信じていた男の手にかかって。

（……ここまでか）

　南天に浮うかぶ二つの月の光を浴びた白刃がぎらりと輝いた。ラドゥが掌しよう中ちゆうで小剣を回転させたのだ。さかしまにかざされた剣は、勢いよく突き下ろされ──

「！」

　暗黒がイオンを覆おおった。しかし、予想される衝しよう撃げきも痛みも、そして死も、いっこうにもたらされる気配がない。

（……なぜだ？）

　咄嗟に瞑つぶってしまった目をおそるおそる開けながら、イオンは自問した。

（なぜ、自分はまだ生きているのだ？）

　どうして、ラドゥの剣はいまだこの身を貫つらぬいていない？──その答えは、眼前にあった。

　小剣をさかしまに向けた姿勢のまま、ラドゥの体は凍こおりついたように硬こう直ちよくしていた。その顔は苦く悶もんに歪み、小剣を逆手に握にぎった手は小刻みに震えて、そのまま折れ砕くだけんばかりである。
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「……い……おん……」

　不ふ審しんげに顔を強こわ張ばらせるイオンの鼓膜を叩たたいた声は、小さかった。

「ニ……ニゲロ……いおん……」

　これが、ほんの直前まで邪じや悪あくな自信に溢あふれていた男と同一人物なのだろうか？

　脂あぶら汗あせでしとどに濡ぬれた顔を激しく歪めて、青い髪かみの叛逆者は声を絞しぼり出した。

「ニゲテ……ヘイカヲトメロ……コレハワナ……ダ……」

「わ、罠わな？」

　いったい、何を言っているのか？

　逃にげ出すことも忘れて、イオンはさきほどとは打って変わった様子の旧友を見上げた。最前は彼を罠にかけたと勝ち誇ほこってみせたかと思うと、今はそこから逃げろという──なぶっているのか？　それとも、これも何かの企たくらみなのだろうか？

　判断に迷っている間にも、小刻みに震えるラドゥの唇くちびるは奇き妙みような声を絞り出している。

「奴やつラ……おるでんハチガッタ……ワタシノカンガエテイタモノトハ……オソロシイ……ヤツラハ……」

〈おしゃべりはそこまでだ、〝炎の剣〟〉

　苦しげだが真しん摯しに紡つむがれていた言葉の列を、美しいが悪意に満ちた声が遮さえぎった。

〈お友だちが気になるのはわかるけど、おいたはいい加減にしてくれないか？　君はもう死んでるんだ──未練がましい男はみっともないよ？〉

「いお……ん……ニゲロ……ニゲテ……」

　イオンが呆ぼう然ぜんと見守る前で相反する二つの声で喋っていたのは、彼の頭上で剣をかざしたラドゥ自身だ。その青銅色の瞳ひとみには苦痛とも悲ひ哀あいともつかぬ不思議な光が揺ゆらいでいる。

「ラ、ラドゥ、いったいそなたは──」

「いおん、スマナイ……私……ワタシハシッパイ……」

〈いい加減にしなよって言ってるだろう？〉

　まるで、電気でも通ったかのようだった。苛いら立だちを含ふくんだ美声が発せられるや、何かのスイッチでも切れたかのようにラドゥの瞼まぶたが落ちたのだ。再びそれが開いたとき、そこからはさきほど瞬またたいていた奇妙な光は拭ったように消え去ってしまっている。

「……待たせたね、メンフィス伯はく」

　もはや最前の苦悶の表情はそこになかった。例の皮肉げな微び笑しようを再び湛たたえると、ラドゥはさかしまに突つきつけた小剣の切っ先を少年の心臓に定め直した。

「ここから先は、君が生きて捕とらわれると困るんでね。ここで死んでもら──」

「──伯はく爵しやく閣下！」

　叫さけび声とともに、火薬の爆ばく発はつ音おんが轟とどろいたのはそのときだった。

　切ソウ詰ドオ式フ・散シヨ弾ツト銃ガンの銃じゆう口こうを飛び出した九発の散さん弾だんは、狙ねらい違たがわずラドゥの小剣に襲おそいかかっていた。折れ砕けた白はく刃じんが光の欠片かけらとなって夜に舞まったときには、撃うち抜ぬかれた肩かたを押さえたルクソール男だん爵しやくは後方に向けてたたらを踏ふんでいる。

「逃げてください、閣下！」

　二発目を薬チエン室バーに送り込みながら、エステルは再度怒ど鳴なった。怒鳴りつつ、青い髪を揺らしてあとずさる長生種に狙点を定める。だが──

「痴しれ者が！」

　至近で風が揺れたときには、強大な力がエステルの手から得え物ものをひったくっていた。少女から散弾銃を取り上げたバイバルスは、さらにその銃床ストツクで勢いよく彼女の首筋を打ち据すえる。

「エ、エステる！」

　一いつ瞬しゆん、首が勢いよく跳はね上がったかと思うと、エステルの体は大地に叩きつけられていた。むろん、バイバルスが本気を出していれば、短生種の細首などへし折れていたはずだ。だが、イオンにそこまで思い至る余よ裕ゆうはない。半はん狂きよう乱らんで半身を起こすや、喚わめきながら、少女の方に駆かけ寄ろうとする。

「エステる……エステる！」

　だが、絶ぜつ妙みようのタイミングで足あし下もとに加わった力が、イオンの体を勢いよく地面に叩きつけた。

「……他人ひとの心配なんかする前に自分の心配をしなよ、メンフィス伯」

　イオンの脚あしを払はらった左足で、無様に転てん倒とうした少年の背中を踏みつけると、ラドゥは薄うすい笑えみをこぼした。柄だけになった小剣を放ほうり捨てるや、掌てのひらを宙で翻ひるがえす。そこに宿るは、生体ナパームの青白い輝かがやきだ。

「さあ、叛逆者は無様に退場する時間だ……」

　苦痛と絶望に身をよじるイオンの背に体重をのせたまま、火炎イフ魔人リートは三千度に達するその炎の手を拳こぶしに固めた。

「せいぜい己が無力を嚙かみしめながら、惨みじめに死ぬといい──！」

　勢いよく振ふり下ろされた炎が、イオンの顔をほの青く染めた。長生種の膂りよ力りよくに加えて数千度の炎──直ちよく撃げきを受けていれば、少年の頭など消し炭しか残らなかったはずだ。だが実際には、その拳は絶望に歪ゆがむ顔面から数センチのところで静止していた。

〈……待て、ルクソール男爵──その者はまだ殺してはならぬ〉

　澄すんだ声とともに、炎の拳はあっさりイオンの目の前から押し下げられた。それが、ラドゥの腕うでを摑つかんだ何者かの圧あつ倒とう的なパワーによるものだとイオンが認にん識しきするよりも早く、小さな影かげが二人の貴族の間に割り込んできている。

「ア、陛アウ下グスタ、危険です！　お退さがりください！」

　気絶したエステルをイェニチェリたちに委ゆだねたバイバルスが吠ほえたが、緑服の少女──皇帝は頓とん着ちやくしなかった。足下に横たわったまま呻うめく少年をヴェール越ごしに一いち瞥べつしただけだ。

〈メンフィス伯イオン・フォルトゥナ……この者には聞かねばならぬことが多々ある。ことに、そこな短生種テランとの関係などな。それが終わるまでは、かまえて殺すことあいならぬ〉

「しかし、陛下……」

　咄とつ嗟さに、ラドゥは抗こう弁べんしようとしたようだった。だが、不満ありげに視線をあげたところで、皇帝が真正面から自分の顔を覗のぞき込んでいることに気づく。

〈〝しかし〟──なにか？〉

　機械的に変調された声に感情はなく、ヴェールに包まれたその表情を窺うかがう術すべはないはずだ。にも拘かかわらず、皇帝はどこか冷ややかな調子でラドゥに問うた。

〈余は殺すなかれと申した……それが何ぞ不服か、男爵は？」

「……いえ。御み意こころのままに」

　努めて表情を消したラドゥが深く一礼したときには、皇帝はそれきり二人の暗殺者にも、暗殺の企くわだてそのものにも興味を失ったように身を翻している。

〈では諸しよ卿きよう、追つい悼とうの儀ぎを続けるとしよう。夜明けまで、あまり時間がない。バイバルス、その二人については卿けいに委ねる。星皇宮に連行せし後のちは、余の指示あるまで拘こう禁きんしておくように〉

「かしこまりました」

　禁軍兵団長が心臓の上に手を置いて一礼するのも見ずに、皇帝は再び供ぐ奉ぶの列の中に没ぼつしようとしている。確かに、夜明けはあまり先のことではない。これから、霊れい廟びように赴おもむき、皇帝一人その中に故人の遺品を安置する手間と時間を考えれば、スケジュールはかなり切せつ迫ぱくしている。だから──

「…………」

　だから、騒さわぎに紛まぎれるようにその場に残った青い髪かみの長生種が、供奉の列を見送って邪じや悪あくな笑みを刻んでいたことに気づいた者は誰だれもいなかった。




　　　　Ⅲ




「なにやら、外が騒がしいの？」

　窓の下に寄せる波を眺ながめやって、アスタローシェ・アスランは落ち着かなげに呟つぶやいた。

　ティグリス公家廟邸を訪ねた彼女が、この広い応接間に通されてすでに半時間近くが経たつ。にも拘らず、館の主が現れる気配はいっこうにない。

　主人が喪も主しゆの代行を務めているため、今夜、この建物は葬そう儀ぎの運営本部と化しているらしい。屋や敷しき中が慌あわただしい雰ふん囲い気きに支配されており、扈従ケトウ・士民ボエールたちが早足で歩き回る音が盛んに聞こえてくる。それに対して脳天気な感想を漏もらしたのは、ソファの側に佇ちよ立りつしていたアベルだった。

「いやあ、なんだか忙いそがしそうですねえ。これはすっかりお邪じや魔ましちゃいましたか？」

「いや、余が言ったのはさような意味ではないのだが……」

　夜気に含ふくまれた何かを嗅かぎ取ろうと、アストは形のよい鼻び梁りようを上に向けた。何かぴりぴりとキナ臭くさい空気が嗅きゆう覚かくに触ふれてくる。これは何だろう？

　ティグリス公家の廟邸は、キエフ侯こう家のそれとは、島を挟はさんでちょうど反対側にあった。皇帝の来臨する入り江えも丘おかの向こうにあって、ここからは窺う術はない。

「……しかし、ティグリス公もお待たせになるの」

　落ち着け──なんとなく嫌いやな予感に胸を騒がせながら、アストはテーブルの上の温牛乳ガラタに口をつけた。冷たくなりかけたそれを一気に飲み干す。

「今ごろ、メンフィス伯はくらはおとなしゅうしておるかな？　あの小こ僧ぞう、鼻っ柱が強いのはけっこうじゃが、気が短いゆえ、少し気がかりじゃ」

「ほほう、人のことってのはよくわかるものなんですねえ」

「……何か言うたかの？」

　アストは剣けん吞のんな流し目を送ったが、アベルは肩かたをすくめてどこか明後日あさつての方を見上げていた。あまつさえ鼻の穴などほじりながら、のほほんと答えを返す。

「ま、エステルさんもいることですし、心配しなくてもいいんじゃないですかね？　あの娘は歳としの割にしっかりしてますし……だいじょうぶですよ。ほっておいても」

「ま、確かに、短生種の割にはしっかりした女子おなごではある……しかし、あれじゃな。〝外アウター〟の短生種、しかも教皇庁の尼に僧そうというのにあれほど我らメトセラを恐おそれぬ娘というのも珍めずらしいな」

「まあ、彼女にもいろいろと越こえてきた山がありましてね」

　アストの言葉に鼻をほじる手を休めると、神父は我が意を得たりといった顔で頷うなずいて見せた。まるで自分が褒ほめられたかのように嬉うれしげに付け足す。

「よくもまあ、これまで、屈くつ折せつせずに頑がん張ばってこれたものです。まだ何かと未熟なところはありますが、信しん頼らいしても損はされないと思いますよ？」

「……ふうん。汝は、ずいぶんとあの娘のことを信頼しておるのう」

　アストは小さく苦く笑しようした。ちょうど自分の娘のことを自じ慢まんしている父親みたいな神父の顔が面おも白しろかったからだ。何かからかってやろうと口を開きかけるが、そこでふと口をつぐむ──一いつ拍ぱく遅おくれて客間の扉とびらが開くと、室内に入ってきたのは、ずば抜ぬけて背の高い影かげだ。

「お待たせしてしまって申し訳ない」

　浅黒い顔の偉い丈じよう夫ふ──ティグリス公スレイマンは大おお股またに室内を横切ると、アストの顔を見て気さくに微笑ほほえんで見せた。

「なにぶん、今宵こよいは取り込んでいるものでね……お忙しいところ、お気を損そこねておいでではありませんか、キエフ侯？」

「とんでもない！　こちらこそ、ご多た忙ぼうのところに押しかけて参って申し訳ございません」

　慌てて起立すると、アストは頭一つ高いところにある笑え顔がおに向かってしゃちほこばった。

「火急のことゆえ、無礼はご容よう赦しやください……実は、皇帝アウ陛下グスタに危険が迫せまっております。我らはそれをお知らせに参りました」

「陛下に？　それはまた穏おだやかならざることをおっしゃいますね……」

　皇帝の名が出た途と端たん、浅黒い顔が硬く引き締しまった。濡ぬれたように輝かがやく眉まゆの下から、鋭するどい眼がアストの顔を捉とらえる。手て振ぶりで客に着席するよう勧すすめながら、帝国次席枢密司は緊きん張ちようの面持ちで直ちよつ轄かつ監かん察さつ官かんを問いただした。

「確かな情報ですか、姫ひめ？」

「はっ」

　真しん剣けんな顔で聞いてきたスレイマンに対し、こちらもしかつめらしく頷いてみせると、アストは用意してきたとっておきの噓うそを口に載のせた。

「実は、私の士民──このアベル・ナイトロードがこの島でメンフィス伯を目もく撃げきしたそうなのです。そのとき、伯はく爵しやくは士民の格好をしてうろついていたとか」

「メンフィス伯が？　それは本当かね、士民アベル？」

「え、ええ。誓ちかって本当です」

　胸に手を置いて、アベルは怯おびえたようなため息をついてみせた。

「さきほど、そう、一時間ほど前になりましょうか。お館さまのご命令で浜はま辺べの方に降りたとき、そこで背の低い士民を見かけましてね。すれ違ちがいざまに顔を覗のぞき込んだんですが、驚おどろきました。あれは間違いなくメンフィス伯さまでした。ああ、そうそう……士民服はルクソール男爵家のものでしたっけ」

「……ルクソール男爵の!?」

　これには、さすがのスレイマンも驚いたような表情を隠かくせなかったようだ。切れ長の目が大きく瞠みはられる。

　それを見て、内心、アストは心が痛んだ。この虚きよ言げんのシナリオは彼女が書いたものだ。これなら、ラドゥがこの島にいようといまいと自然に彼の居所を特定できるだろう。

「それで、ティグリス公……」

　そのうしろめたさを顔に出さぬよう注意しながら、アストはアベルが馬ば脚きやくを現さぬ前に話を引き取った。

「ルクソール男爵は今、いずこにおわす？　メンフィス伯がかの家の士民を装よそおっている以上、あの方にもお力をお借りして、捜そう索さくにあたりたいと思うのですが？」

「実は、男爵には陛下の随ずい行こうをお願いしている」

　何事か考えるように顎あごの下に手をあてたまま、スレイマンは答えた。

「すぐに人を遣やって、彼をここに呼びましょう。メンフィス伯がなぜ彼の士民を装ってこの島に入っているのか、ご説明いただかねば」

「そういうことならば、我らが男爵のところに参りましょう。それが一番手っ取り早い」

〝男爵には陛下の随行をお願いしている〟──スレイマンの発言を受けて血の気が失うせた顔で頷くと、返事も聞かずにアストは立ち上がった。

　よりによって、陛下の側に暗殺者が従っているとは！　今にも走り出したい衝しよう動どうをこらえて、せいぜい自然な言い訳を言い繕つくろう。

「すぐに男爵を連れて戻もどって参りますゆえ、閣下にはここにてお待ちくだされ……行くぞ、アベル」

　あたふたと立ち上がった美女を、それとは対照的に穏やかな声が引き留めた。

「待ってください、キエフ侯こう……私の方からも確認しておきたいことがある」

　ソファに腰こしをおろしたままのスレイマンが、指輪を撫なでながらいま一つの質問をぶつけてきたのだ。

「士民アベル、君がメンフィス伯を見かけたとき、彼は一人だったのかね？　禁軍兵団の報告では、彼には男女二名の短生種が同行しているとの話だったが？」

「短生種ですか？　いえ、私は見てません……近くにいたのを気づかなかっただけかもしれませんが」

「少女の方もかね？」

「え、ええ……え？」

　相変わらずのほほんと頷うなずきかけたアベルだったが、その顔がぎょっと凍こおりついた。何をそんなに驚いているのだろう？　そう尋たずねようとして、アストもようやく、その異常に気づいた。

　禁軍兵団からの報告では、メンフィス伯に同行しているのは〝男女二名の短生種〟となっている。だが、なぜ、その一方が〝少女〟だとわかるのだ？

「ティ、ティグリス公、あなたは──」

「危ない、アストさん！」

　咄とつ嗟さに問いただそうとしたアストの体を、神父の長身が猛もう然ぜんと押し倒たおした。もし半はん瞬しゆんでも遅おくれていれば、彼女の命はその瞬間に消えていたはずだ。なにか得体の知れぬ力が、瞬前まで彼女の頭のあった空間をかすめ去ったのに続いて、背後から壁へき面めんの崩ほう落らくする音が聞こえてくる。

「……なに!?」

　思わず振ふり返ったアストの視線の先、石いし壁かべに大きな穴が穿うがたれていた。直径は一メートルほど。計ったように正確な円を描いた穴の周囲は、びっしりと白い霜しもに覆おおわれ、そこからは凍とう結けつした空気が湯気のように白く立ち上っている。

　それと認識したときには、アストの体はアベルに抱だきかかえられていた。そのまま後方に向けて飛びすさったアベルの足下を、まるで見えない悪あく魔まの爪つめ痕あとのように深い穴が次々と穿たれてゆく。不可視の脅きよう威いはあとずさるアベルを確実に追つい尾びし、瞬く間に男女を壁かべ際ぎわにまで追いつめていた。

「……キエフ侯、本当は〝短プロ生テイ種エズ好・テきラニ〟の貴女には、ことが一段落した暁あかつきの幕引き役を演じていただきたかった。教皇庁に内通して、メンフィス伯とともに皇アウ帝グスタを暗殺した黒幕役だ。それを私が突つき止め、諸しよ侯こうの前で糾きゆう弾だんする──そんな筋書きを用意していたんだがね」

　一方、対照的な優ゆう雅がさでソファから立ち上がっていたのは、さきほどまでと変わらぬ穏おだやかな表情をその顔に刻んだスレイマンである。その右手には鉄と真しん鍮ちゆうを二つの螺ら旋せん状に組み合わせた不思議なデザインの指輪が輝かがやいている。

〝ソロイネールモン・ア・スの指ライマ輪ーン〟──ティグリス公家に伝わる〝遺産デバイス〟の照準を美女と神父に定めながら、次席枢密司はやや残念そうに首を振ってみせた。

「世の中というのは、本当にままならぬものだ。実はさきほど、いささかまずいところを例の少女に見られてしまってね」

「エ、エステルさんに!?」

　スレイマンの告白に言葉と表情をひきつらせたのはアストではない。彼女を抱きかかえたアベルが顔色を変えるや、震ふるえる声を押し出したのだ。

「ま、まさか、ティグリス公……あなた、彼女を──」

「ああ、安心したまえ、士民アベル。余計な邪じや魔まが入ってしまって、彼女は取り逃にがしてしまった。そのお陰かげで、私はこうしてシナリオを書き換かえねばならなくなったがね」

　このような場に至っても、スレイマンの紳しん士し的な態度は崩くずれない。だが同時に、その指に輝く指輪はぴたりと男女に向けられたままだった。
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〝ソロイネールモン・ア・スの指ライマ輪ーン〟──ティグリス公家に伝わるこの遺産は、冷れい却きやくした極小の磁場を高速射出する極磁場開放型デバイスだ。射出された磁場は、目標の至近まで到とう達たつするとその内圧を急低下させるが、このとき、磁場内部に封ふうじられていた空気の塊かたまりが急膨ぼう張ちようし、もっとも基本的な物理現象──断熱膨張を発生させる。急激な気圧の低下は、磁場内の空気を瞬しゆん間かん冷れい却きやくして凍結させ、加えて気圧の低下により発生した爆ばく発はつ的な大気の流入が、脆もろくなった分子間結合を切断し、一挙に対象を崩ほう壊かいに導く。この鉄てつ塊かいさえ微び粒りゆう子しレベルにまで嚙かみ砕くだく凍とう結けつ粉ふん砕さい能力の前には、脆ぜい弱じやくな人体など欠片すら残るまい。




「さて、お喋しやべりはこれぐらいにしておいた方が良さそうだな。あまり前座で時を移しては、肝かん心じんのメインイベントに不都合が生じるかもしれない……ああ、動かれるな、キエフ侯こう」

　腰こしに佩はいた〝槍やり〟にそっと手を伸のばしていたアストの動きを、スレイマンは制した。

「私の〝指輪〟については、キエフ侯、あなたもよくご存じのはずだ。〝ゲイプラズマ・ボジエツトルグ生成シの槍ステム〟も確かに優すぐれた兵器だが、これには遠く及およばない……潔く諦あきらめられよ」

　すでに勝利を確信している者のように、スレイマンの口調は悠ゆう揚よう迫せまらぬ。士民を呼ばぬのは、内密裡りに二人を始末したいということもあるだろうが、それ以上に、力の差によほどの自信があってのことだろう。再び明めい滅めつし始めた指輪をかざすと、かすかに目を細める。

「予定とは少し違ちがってしまったが、まあいい。君たちにはここで舞ぶ台たいからご退場願おう。皇帝暗殺計画を私に気づかれ、口くち封ふうじしようとしたが惨みじめな返り討ちにあった……月並みな筋書きで恐きよう縮しゆくだが、許されよ」

「お、お聞かせいただきたい、ティグリス公……」

　アストとしては、次の攻こう撃げきを凌しのぐ自信は皆かい無むに近い。わずかでも時間を稼かせごうと、震える声で尋たずねた。

「なぜじゃ!?　なにゆえ、帝国きっての大貴族たる貴方が、このような不ふ逞ていな企くわだてを──」

「説明しても、姫ひめのような若い方にはわかるまい」

　スレイマンの声に急に苦いものが混じった。短生種ならばせいぜい三十代にしか見えぬ若々しい顔には、まるで千歳を閲けみした者のような歳とし経ふりた表情が浮うかんでいる。

「私は三百年近く、この帝国で生きてきた。偉い大だいなる皇帝陛下のお側で……だが、それがどのような毎日であったか、貴女にはけっしてわかるまい。あの方はあまりに偉大で、強大で、すべてに通じておられる」

「偉大？　偉大であられるがゆえに、我らは敬っておるのじゃろう！　それに何の不都合があろうや！」

　いかにも帝国貴族らしいアストの発言に、スレイマンは苦く微び笑しようしたようだった。

「そう、偉大であることはよい。だが、偉大でありすぎるのが問題なのだ。そして、私は知ってしまった……」

　何を知ったというのか──虚こ空くうを摑つかむような仕草をすると、スレイマンは苦く悩のうに満ちた声を押し出した。

「あの方は──本来なら、この世界におられるべき方ではない」

「なに？」

〝この世界におられるべき方ではない〟？

　その不可解な言葉にアストは眉まゆをひそめた。

「それはどういう意味だ、ティグリス公？　〝この世界におられるべき方ではない〟とは？」

「……どうやら、私としたことが少し喋りすぎてしまったようだな」

　自じ嘲ちようするように笑ったとき、スレイマンの目にはさきほどの殺気が再び甦よみがえってきている。脈動する〝指輪〟をアストと彼女を抱だく青年に向け、ティグリス公は片かた頰ほおを吊つり上げた。

「次ははずさぬ、キエフ侯……そなたに恨うらみはないが、おとなしく死んでいただく」

　だが、〝指輪〟が一いつ閃せんする瞬しゆん前ぜんに起こったのは、対たい峙じする長生種たちにとってまったく意外な出来事だった。

「──摑つかまってて、アストさん！」

　二人の長生種に黙もく殺さつされていた最後の人物──銀ぎん髪ぱつの若者が、アストを抱かかえたまま、いきなり脱だつ兎との如ごとく走り始めたのだ。それも、〝指輪〟から逃のがれようと戸口の方に向かってではない。まったくの逆方向──〝指輪〟をかざしたスレイマンの方に向けてだ。

「……なにっ!?」

「アストさん、〝槍〟を！」

　間合いが近すぎる！

　咄とつ嗟さに〝指輪〟の開放をスレイマンが躊ちゆう躇ちよしたときには、ひょろ長い脚あしを動かす若者は、意外なほどの素す早ばやさでその脇わきを通り過ぎている。彼が向かったのはスレイマンの背後、夜の海に面した大窓だ。

「しまった！」

　スレイマンの舌打ちと同時に、白はく髪はつの美女の手元からほとばしった赤光がガラスを真っ二つに切り裂さいていた。断ち割られたガラスは、鮮あざやかに回転しながら海中に没ぼつしてゆく。そして次の瞬間には、美女を抱いた若者もまた、そのあとを追うように身を躍おどらせていた。

「……くそっ！」

　咄嗟にスレイマンが窓まど際ぎわに駆かけ寄ったときには、眼下の海面には高い水柱があがっている。闇やみをも見通す長生種の瞳ひとみで暗い海面を走査するも、二つの人ひと影かげはどこにも見あたらない。海中深く潜もぐったか？

「ふむ、逃にげられたか……」

　スレイマンは小さく舌打ちした。銀髪の男はともかく、長生種であるアストがこの程度の距きよ離りを落下して死ぬはずもない。どうやら、失敗は認めざるを得ないようだ。

　だが──

「まあいい……小こ娘むすめ一人に何ができる？」

　モルドヴァ公亡き今、帝てい国こく最大の貴族となった男の浅黒い顔には薄うすい笑えみが貼はり付いていた。

　そう、すでに計画は最終段階に入りつつあるのだ。もはや何人にそれが止められようか……







　　　　第四章：夜の女皇





──アダム歳百三十に及び、

己に象りて子を産みて、

其の名をセツと名づけたり。

（創世記五章三節）






　　　　Ⅰ




〝処ジエラ刑ツト者・チのエス泉メスイ〟のすぐ傍かたわらを、完全武装の士民たちが通り過ぎてゆく。おそらくはいずこかの貴族の扈従ケトウ・士民ボエールなのだろう。外廷の正門をくぐる彼らの顔は、強い緊きん張ちように青ざめている。

　＋パス十テ・七サプ時テス──すでに太陽が水平線の向こうから昇のぼって久しい。

　この時刻ならば本来、星皇宮は静せい寂じやくに支配されているはずだった。だがなぜか今朝は、あちこちから甲かつ冑ちゆうと剣けんの触ふれ合う音が響ひびいている。それもそのはず、今日は、帝都滞たい在ざい中の全すべての諸しよ侯こうが出仕してきているのだ。注意深い者なら、不安げな表情の貴族たちが、外廷のあちこちで、昨夜この国を見み舞まった建国以来の大だい惨さん事じについてひそやかな会話を交かわしているのを見て取れたろう。

　昨夜の惨事──言わずと知れた教ヴア皇チ庁カンとそれに荷担した売ばい国こく奴どによる皇帝暗殺のことである。

　こともあろうに、昨夜、叛逆者たちはモルドヴァ公家の廟びよう邸ていごと、そこに入った皇帝を爆ばく殺さつしたのだ。

　ただ、わずかに諸侯が心慰なぐさめられたことは、この事件の主犯であるメンフィス伯はくイオン・フォルトゥナならびに身元不明の短生種の娘むすめが、事変直前、禁軍イエニ兵団チエリにより取り押さえられていたことだ。しかしながら、彼らの共犯とおぼしきキエフ侯こう爵しやくアスタローシェ・アスランおよびいま一人の短生種はいち早く姿をくらませ、当局の必死の捜そう索さくにも拘かかわらず、いまだ拘こう束そくされていない。

　いや、実のところ、状じよう況きようはそれどころではなかったというべきだったろう。

　戒かい厳げん令れいが布しかれた短生種アナ区画ドルはいまだ何が起こったか知らぬままに静けさを保っていたが、もし事実が漏もれれば、途と端たんに騒さわぎが始まるはずだ。星皇宮に参集している貴族たちさえ、そのほとんどが、徒いたずらに逡しゆん巡じゆんを続ける現在、もし枢ヴオ密ルマ院ーンが、二時間後の大会議開かい催さいを布告していなければ、いまだに虚むなしく手をつかねていたかもしれない。

「お顔の色が優すぐれませんね、公こう爵しやく閣下」

　いかにも優やさしげな、しかし、どこか他人を不安にさせる微び笑しようを湛たたえて、青い髪かみの若者は次席アルマ・枢ヴオ密ルニ司ークの顔を覗のぞき込んだ。

「どこかお加減でもお悪いのですか？」

「いや、なんでもない。ただ、奇き妙みようなものだと思ってね」

　自分を気き遣づかう声に、スレイマンは外廷に落としていた顔をあげた。カーテンを引くと、執しつ務む卓たく前に立っていた若者に視線を戻もどす。

「生まれたときから常にそこにあったものが突とつ然ぜん消えてしまったのは、どうにも落ち着かないものだ──そう思っただけさ」

　そう笑ったスレイマンの目は、野望の階段にいよいよ片足をかけた男のそれではない。むしろ、母にはぐれてしまった子供のような──どこか寂さびしげな光を湛えていた。

「くだらぬ感傷だよ。だが、こればかりはまだ若い卿けいにはわからんだろう。私が物心ついて以来、三百年近く……いや、さらにもっと昔、帝国建国より不変だった存在が、今朝はもういないのだ。どうにも落ち着かないものでね」

「それは、慣れていただくしかないでしょうね」

　偉い丈じよう夫ふの慨がい嘆たんに対し、若い長生種──ラドゥの返答はあまりにそっけなかった。煙けむるような瞳で次席枢密司を見やると、ごく乾かわいた声で補足する。

「おそれながら、かのアウグ方スタの存在は帝国にとって、すでに有害なものでしかありませんでした。〝外〟との争いを避さけるのみならず、宥ゆう和わを図るなど、救いがたい愚ぐ行こうとしか申し上げられません。我ら長生種と短生種の間にあるのは、征せい服ふくと従属、然しからずんば死……共存などという生なま温ぬるい関係は、絶対に成り立ちません。ゆえに、閣下は敢あえて立たれたのではありませんか？」

「……そうだな」

　浅黒い顔の中で、スレイマンはまぶたを落とした。その刹せつ那な、整った面おも差ざしに過よぎったのは、決意と逡巡、安あん堵どと後こう悔かい……相反する、無数の感情の影かげだ。しかし、それもほんの一いつ瞬しゆんのこと。再び黒い瞳ひとみが現れたとき、そこには赤熱する鋼はがねにも似た意志の光が甦よみがえっている。

「いずれにせよ、もはや私は退ひくわけにはいかぬ。陛下と、そしてモルドヴァ公亡きいま、私をおいてこの国を導ける者は他にいない。全ての長生種のためにも、私は歩みを止めるわけにはいかん……ラドゥ！」

「は！」

　ぴんと背筋を伸のばした若者に対し、次席アルマ・枢ヴオ密ルニ司ークは厳しい目を向けた。

「例の二名──メンフィス伯と教皇庁の娘は、いま、どうなっている？」

「皇帝陛下からイェニチェリに引き渡わたされた後のちは、地ち下か牢ろうの方に収しゆう監かんされております。ただ、なにぶんにもこの状況です。まだ、取り調べは始まっておりません」

「ふむ……」

　スレイマンは顎あごの下で指を組み合わせた。

　本来であれば、昨夜、あの二人は皇帝暗殺の全ての責任を負わせて始末している予定であった。襲しゆう撃げき現場でラドゥが二人を始末し、かつ、後に教皇庁の関かん与よを糾きゆう弾だんするための布石とする──それが果たせなかったのは、バイバルスと皇こう帝てい自身の邪じや魔まが入ったためだ。

「あの二人が生きて、この城に囚とらわれているのはまずい……キエフ侯こうやいま一人の短生種の逃とう走そうとはわけが違ちがう」

　キエフ侯たちにはもはや何もできない──スレイマンの告発により、枢ヴオ密ルマ院ーンはアスタローシェ・アスランをメンフィス伯の共犯者として、帝国全域に指名手配した。彼女自身は都邸にも帰らぬままいずこかに潜せん伏ぷくしているようだが、発見はもはや時間の問題だろう。唯ゆい一いつの気がかりは、彼女がここまで乗り込んできて諸しよ侯こうの面前でスレイマンを逆告発することだったが、それとて星皇宮が厳げん戒かい態勢にある現在は、まず不可能と見てよい。その意味では、あの二人が生きていようと死んでいようと大差はない。しかし──

「メンフィス伯ら二人が生きているのは、大いに問題だ。枢ヴオ密ルニ司ークたちは、必ずや奴やつらを尋じん問もんして皇帝暗殺の真相を究明しようとするだろう。彼らに口をきかせるのはまずい。証しよう拠ことはならずとも、貴ボイ族エールたちの心証に関かかわる」

「今のこの時期に、諸侯の疑いは受けたくない──そう、おっしゃられるわけですね？」

　ラドゥは低い含ふくみ笑いを漏らしたが、スレイマンの不満げな顔を見てすぐに表情を改めた。生き真面目まじめに背筋を伸ばすと、恭うやうやしい口調を作る。

「ですが、死人には何も話せません──これから、あの二人を始末してきましょう。そうすれば、あなたもご安心でしょう？」

「わかっているとは思うが、今この時期にあの二人に直接手を下すのは避けたい。現在、この宮きゆう殿でんは完全に外部と隔かく絶ぜつされている。そんなときに彼らが何者かに殺されたとなれば、枢ヴオ密ルニ司ークたちも身内を疑い始めるだろう」

「彼らが〝殺された〟のだとすれば、確かに疑われるかもしれませんね」

　火炎イフ魔人リートの瞳には、意味ありげな光が貼はり付いている。やや不ふ審しんげな次席アルマ・枢ヴオ密ルニ司ークの顔を見下ろすと、ラドゥは微笑を浮うかべた。

「ですが、あの二人が互たがいに殺し合ったのだとしたら？　彼らが勝手に命を奪うばい合ったのであれば、問題はないはずです」

「……何か考えがあるようだな、男だん爵しやく？」

「もちろんです……まあ、お任せください。我々の手は汚よごすことなく、あの二人を処理してご覧にいれますよ」

　自信に溢あふれた言葉とともに、火炎魔人は優ゆう雅がに身を翻ひるがえした。

「汚れ仕事は僕が引き受けます。その間に、あなたは玉座を手にお入れください、陛下」




「……ふぬっ！」

　渾こん身しんの力をこめているにも拘かかわらず、銀色に輝かがやく格こう子しはびくともしなかった。

　このナノアモルヘテロフアス制御コンポされたジツトアルミ・アル合金ミニウムの強度は三千メガパスカルにも達する。鋼鉄の実に三十倍の強度を誇ほこる超ちよう硬こう金属をねじ切るのは、たとえエステルが長生種メトセラだったとしても無理な話だったろう。

「ふ、ぬ、ぬ、ぬ、ぬ、ぬ……は～、やっぱり駄だ目めだわ、これは」

　これ以上無理すると、肩かたの傷が開いてしまいそうだ。八度にわたる挑ちよう戦せんの末、ようやくエステルは格子戸を手て離ばなした。へたりこんで深いため息をつく。

　ほの白く照らされた室内は、尼に僧そう寮りようの彼女の寝しん室しつの三倍ほども広かった。乾かわいた空気は適度な温度を保っていたし、壁かべに窓こそなかったが、清潔そのものの室内には塵ちり一つ落ちていない。これで出入り口に無骨な格子さえ嵌はまっていなければ、ここで暮らしてもいいぐらいだ。

「──あの、お加減はいかがですか、閣下？」

　窓はおろか、通風口さえない天てん井じようから目をおろすと、エステルはさきほどから一言も口をきかぬ少年を振ふり返った。膝ひざを抱かかえて丸めている背中に、おずおずと手をかける。

「そんなにお気を落とされないでください……仕方ないですわ。あたしたちは全力を尽つくしました。皇こう帝てい暗殺は防ぎようがありませんでした」

「いや、すべては余のせいダ……」

　折れそうなほど深く首を垂れた背中からは、昨夜の憎ぞう悪おのオーラは霧む散さんしている。しょげかえった少年の声は、今にも消え入りそうにか細かった。

「余があそこデ、そなたの忠告を聞いテおれバ……すまヌ、エステる。すべては余のせいダ。愚おろかな余の振る舞まいガ、そなたまで巻き込んでしまっタ！」

　後こう悔かいと悔かい恨こん──心臓が潰つぶれたような声を押し出すイオンの瞳ひとみは、捨てられた子こ猫ねこを思わせる。

　一方、そんなイオンの背に手を掛かけたまま、エステルは微び苦く笑しようを浮かべた顔を静かに振った。

「昔、あたしがすごくヘコんでたとき、ある人に言われたことがあるんです──」

　尼に僧そうの声は、優やさしかったが、鋼はがねの塊かたまりでも沈しずめているような硬こう度どを備えている。思わず顔をあげた少年を見下ろす瞳は、諦あきらめることを知らない者のそれだ。

「〝自分の無力を嘆なげくより、自分に今できることをやれ〟──なんだか、とっても偉えらそうで、今考えるとムカつきますわよね？　でもまあ、言っていることは正しいし、少なくともそう強がってる間は負け犬にならずにすむみたい……さ、後悔してもしようがないことを悔くやむより、なんとかここから逃にげ出す方法を考えましょ。そっちの方がよっぽど建設的ですわ」

「……強いのだナ、エステるは」

　再び格子を押したり引いたりし始めた少女を、イオンは眩まぶしいものでも見上げるように見やった。その顔に、初めて生気らしきものが浮かぶ。

「ただ、わからなイ……なあ、エステる、そなたは何なに故ゆえ、そんなに一いつ生しよう懸けん命めいに余を庇かばってくれル？　余は長生種ダ。そなた、自分の家族を殺した長生種が憎にくくないのカ？」

「だって、司教さまやみんなを殺したのは、閣下じゃありませんもの」

　それ自体がうっすらと光って照明の役割を果たしている白しら壁かべは、いったいどういう素材で作られているのか見当もつかない。拳こぶしの裏でそれを叩たたいて回りながら、エステルは軽く肩をすくめた。

「それに短生種にもいろんな人がいるように、長生種だっていろいろなはずです……短生種にんげんだろうと長生種メトセラだろうと、いい人はいい人ですし、悪い人は悪い人です。短生種だから長生種だからって一くくりにするのは間ま違ちがってるんじゃありませんか？　まあ、あたしはあんまり賢かしこくないから、よくわかりませんけど」

「いや、そなたハ賢い娘むすめダ、エステる」

　昨夜来初めての微び笑しようが、イオンの唇くちびるに浮かんだ。

　髪かみは血と埃ほこりと汗あせでごわごわ、顔は化け粧しようっけのかけらもない薄うす汚よごれた少女を愛おしげに眺ながめると、躊躇ためらいがちに口を開く。

「やはりそなたハ──」

「──やあ、元気そうだね、二人とも」

　真しん剣けんなイオンの言葉を遮さえぎったのは、陽気だが、どこか皮肉げに響ひびく声だった。

　いったいいつ現れたものか──格子戸の向こうに若い男が立っていた。青い髪の下から、青銅色の瞳が微笑ほほえましいものでも見るかのように、少年と少女を眺めている。

「キ、貴様、ラドゥ!?」

　イオンの顔が、人が変わったように険しくなった。格子を摑つかむや、牙きばを剝むいて吠ほえる。

「どの面ツラ下げて余の前に現れタ、こノ下げ郎ろう！」

「おやおや、ひどいことを言うなあ、イオン」

　相変わらず得体の知れない微笑を貼はり付けたまま、わざとらしくラドゥは天を仰あおいで見せた。

「こんなところまでわざわざ会いに来てあげた幼なじみに向かって、下郎呼ばわりはないだろう？　そりゃあ、そちらのお嬢じようさんとの楽しい時間を邪じや魔ましたのは悪かったけど……」

「ラドゥ、貴様、自分が何ヲしでかしたかわかっておるのカ!?」

　揶や揄ゆの言葉に含ふくまれた針も、激情に駆かられた少年の鼓こ膜まくには届かなかったようだ。格子を握にぎるイオンの手の関節は真っ白になってしまっている。

「貴様は陛下ヲ……皇帝陛下を弑しい逆ぎやく奉たてまつったのだゾ！」

「仕方なかったんだよ。なにしろあるお方のご命令でね……ティグリス公スレイマン。僕ら強きよう硬こう派は貴族の盟主だ。下したっ端ぱの僕としては従うしかなかった」

「ティ、ティグリス公じゃト!?」

　次席アルマ・枢ヴオ密ルニ司ーク──祖母に次ぐ帝国大貴族の名を耳にしたイオンの顔が硬こう直ちよくした。

「で、ではあの方が汝なんじの黒幕カ！」

「というか、強硬派と呼ばれる全すべての吸ヴア血ンパ鬼イアたちのね……ああ、イオン、我トヴがアラ友シユよ。君は彼に利用されたのさ」

　おどけたようにラドゥは肩かたをすくめた──万ばん事じ控ひかえめで、頑かたくななまでに堅かた苦くるしくさえあった彼にはおよそそぐわぬ饒じよう舌ぜつさで、真相を口にする。

「僕がカルタゴでしくじってから、ティグリス公は君の帰国を利用して、簒さん奪だつ計画を実行することに決めたのさ。全ての罪を、君と教皇庁になすりつけて皇こう帝ていを殺す。まず首デー席ク・枢ヴオ密ルニ司ークを殺したのは、人望ある彼女の存在が邪魔だったこともあるけど、とりあえずは君と皇帝を接せつ触しよくさせないためだ……イオン、最初から君は僕らの手の上で踊おどってたんだよ」

「！」

　嗜し虐ぎやく的な言葉に、真っ青になったイオンの体がぐらりと傾かしいだ。もしエステルが支えてやらねば、そのまま倒たおれていたかもしれない。それでもかろうじて踏ふみとどまった少年は、かつての友を血走った瞳で睨にらみつけた。

「ラドゥ、貴様、いったいどうしてそこまデ……なぜ、そこまで落ちぶれた！　あれほど誇ほこり高かった汝が、なぜこんな真ま似ねヲ!?」

「ラドゥ？　ああ、そうか。そういえば、伯はく爵しやく閣下にはまだ名乗ってなかったね……僕はラドゥじゃない。あんなお人好しの腰こし抜ぬけと一いつ緒しよにされるのは、不ふ愉ゆ快かいだね」

「……なニ？」

　なおも弾だん劾がいを続けようとしたイオンの顔が胡う乱ろんげに歪ゆがんだ。不可解な言葉を口走った男爵を奇き妙みような生き物でも見つけたような目で見つめる。

「何を言っておルのダ、ラドゥ？　汝ハ、いったい何ヲ──」

「閣下、この人の言うとおりです……この人はルクソール男爵じゃありません」

　だが、メンフィス伯の疑念に答えたのは、旧友ではなかった。それまで一言も口をきかず、慎しん重ちように耳を傾かたむけていたエステルがおそるおそる、しかし確信に満ちて口を挟はさんだのだ。

「帝国貴族だったら、絶対に自分たちのことを〝吸ヴア血ンパ鬼イア〟なんて言わないもの……あなた、誰だれ？　あなたは絶対にルクソール男爵なんかじゃない。あなたは──」

「……相変わらず察しがいいね」

　不ふ吉きつな──しかし確かな予感に駆られた少女の顔を覗のぞき込んで、〝ラドゥ〟は微笑んだ。

「やっぱり君は最高だよ、エステル……その中途半端に頭がいいところも含めてね」

「!?」

〝中途半端に頭がいい〟──その言葉がエステルの記き憶おく中ちゆう枢すうを刺し激げきした。

　まったく同じ評価を、同じ言葉でされたことがある。

　忘れられようか。あの寒い地下道──

「……ディートリッヒ!?」

「ご名答……嬉うれしいな、覚えていてくれて」

　妙みように嬉しげに頷うなずいた長生種の顔は、あのときの若者とそっくりだった。

「すっかりご無ぶ沙さ汰ただったけど、元気だったかい、〝星ツイラーグ〟？」

「！」

　この牢ろうに入って初めて、エステルの顔から冷静さが消えた。恐きよう怖ふと驚きよう愕がくに駆られるまま、我知らずあとずさってしまう。その悪あく魔まにでも出くわしたかのような顔を覗き込んだのは、いまだ事情が吞のみ込めぬイオンである。

「ど、どうしたのダ、エステる!?　これはどういうことダ？　ラドゥはいったイ……」

「とことん察しの悪い若さまだね……今、彼女が言ったじゃないか。僕はラドゥじゃない」

　久きゆう闊かつを叙じよしている腰こしを折られたのが気にくわなかったのか、イオンの顔を一いち瞥べつしたラドゥ──いや、それを装よそおっていた者の視線には鋭するどい針が含まれていた。

「僕の名前はディートリッヒ・フォン・ローエングリューン。薔ロー薇ゼン十クロ字イツ騎・オ士団ルデン位階８マギス＝テル・３テンプリ、称しよう号ごう〝人マリオ形ネツテ使ンシユいピーラー〟……今はお友だちの体をちょっと借りてるだけだよ。いや、正確にはその残ざん骸がいをかな？　君のお友だちだったラドゥ・バルフォンは、とうに死んじゃってる。僕はその死体を修理して使ってるんだ──そう、ちょうど人形劇みたいにね」

　そう一気に告げたラドゥはさも大おお仰ぎように肩をすくめてみせると、おどけたようにウインクした。その動きはまったく滑なめらかで、とても死者のそれとは思えない。しかし、道どう化けたその所作は、絶対にあの生真面目だった青年ラドウのものではない。

「人形……劇？」

　ぼんやりと相手の言葉を繰くり返したイオンは脳のう裏りに甦よみがえった記き憶おくに、ようやく思い至った。

　では、あのとき──〝愛児グズルたち・アの島ダラル〟での彼の奇妙な振ふる舞まいは……

「──きっ、貴様アッ！」

　獰どう猛もうな咆ほう哮こうに混じって、甲かん高だかい金属音が炸さく裂れつした。

　格こう子しに爆ばく発はつ的な勢いで体当たりしたイオンが、隙すき間まから腕うでを突つき出したのだ。

「貴様、許さン！　絶対に許さんゾ！」

「おっとっと……まったく短気な伯爵閣下だな。エステル、この子は君に似てるね。短気なところなんてそっくりだ」

　イオンは格子を揺ゆらして喚わめいているが、そのたびに長い鉤かぎ爪づめはわずかに相手の着衣をかすめるだけだ。一方、それを見下ろす若者の笑え顔がおは心底楽しげだった。

「それに、こういう無む駄だな努力が好きなところも……なんだか、ちょっと遊んであげたい気がしてきたよ」

「くそッ、殺してやル！」

　若者の揶や揄ゆが耳に入らぬのか、格子を激しく揺らしてイオンは吠ほえた。その鋭い牙きばは血を欲するかのように甲高い音をあげている。

「百回でも二百回でも殺してやル……よくモ我が友にそのようなひどいことヲ！　畜ちく生しようッ!!」

「ひどいことだって？」

　だが、少年の恫どう喝かつをせせら嗤わらうと、ディートリッヒはしごく無造作にその腕を掲かかげた。

「おやおや、この程度でひどいとか言ってちゃ駄だ目めですよ、閣下……なにしろ、僕はこれからもっとひどいことをするために来たんだからね」

　揶揄するように笑ったディートリッヒの腕があがった。その袖そでの奥にかすかな輝かがやきを認めたエステルが咄とつ嗟さにイオンを押し倒たおそうとしたときにはすでに遅おそい。圧あつ搾さく空気の鳴る小さな音が聞こえたときには、鋭い輝きが袖口からほとばしっている──超ちよう小こ型がたの短ニー針ドル銃ガンから撃うち出された短フレ針シエ弾ツトは狙ねらい過あやまたずイオンの腹ふつ腔こうに吸い込まれると、その体内で数千という細かな針ニードルに分ぶん裂れつした。

「！」

　少年の顔が大きく歪んだ。

　くの字に折れた体が仰あお向むけに倒れたときには、ばらまかれた針は血管をずたずたに切り裂さいている。床ゆかに奇き怪かいな文様を描えがいたのは、勢いよくほとばしったどす黒い血だ。

「か、閣下！」

　甲高い悲鳴をあげて駆かけ寄ると、エステルは細かな痙けい攣れんを繰り返すイオンを抱だき起こした。しかしその顔はすでにして紙のような色に変わり、力無く開いた口からは浅く荒あらい呼吸がこぼれるばかりだ。

「か、閣下、しっかり……しっかりして！」

「そんなに焦あせらなくてもだいじょうぶだよ、エステル。だって、その子は吸ヴア血ンパ鬼イアなんだよ？　その程度じゃ、死んだりしない」

　苦く笑しようとともにディートリッヒが指し摘てきしたように、短生種にとっては致ち命めい的なこの傷も長生種──より正確には、長生種の体内の溶血バチ性桿ルス状細・ク菌群ドラクにとっては十分許容範はん囲いである。着ちやく弾だん箇か所しよが、内臓の中でも血管の集中する肝かん臓ぞうであっただけに、出血がかなりの量になってしまうのは避さけられないが、それでも、二、三時間も経たてば傷きず痕あとさえ残らないはずだ。

　だが苦しげに首を捻ひねって、イオンは自分の傷を見つめた。いまだ流出を続けている己おのれの血を見るや、その目がとてつもなく恐おそろしいものでも目もく撃げきしたかのように瞠みはられる。

「血が……余の血ガ……まずイ！」

　宿主の負傷を感知したバチルスは、すでにその活動を開始していた。血小板の代わりに損傷箇所を塞ふさぎ、外部からの侵しん入にゆう細さい菌きんを捕ほ食しよくして感かん染せん症しようを防ぐ──ディートリッヒの指摘通り、このままなら命に別状あるまい。数時間もすれば回復できるはずだ。

　にも拘かかわらず、床にこぼれた血を目撃したイオンは恐怖と焦しよう燥そうに顔を歪ゆがめていた。失われた大量の血液。さきほどの怒いかりと負傷で活性化したバチルス。それらの意味するところは──

「エ、エステる、余を殺セ！」

　蒼そう白はくな顔をもたげると、イオンは早口に怒ど鳴なった。

「なにをしておル……早く余を殺セと言っておるのダ！　早ク！」

「な、何をおっしゃってるんです、閣下!?」

　負傷のショックで錯さく乱らんしているのだろうか？

　いきなりとんでもないことを口走り始めた少年を、エステルは懸けん命めいに宥なだめようとした。

「落ち着いてください。すぐに手当てをしますから──」

「時間がなイ……頼たのム、余を殺してくレ！　でなくば余は余でなくなってしまウ……ぐうっ!?」

「ど、どうなさったんです、閣下!?」

　いきなり身をよじり始めた少年を、エステルは慌あわてて抱きかかえた。その体は小刻みに痙攣し、全身から汗あせが噴ふき出してきている。一方、苦く悶もんに悶もだえる少年と途と方ほうにくれる少女を眺ながめ下ろしたディートリッヒの目にはこのうえなく愉ゆ快かいげな光が躍おどっている。

「ああ、君は直接見るのは初めてなんだね、エステル……それがかの有名な〝渇かわき〟だよ。長生種特有の虚きよ血けつ性貧血症さ」

　若者の声は実に楽しそうだった。契けい約やく書しよに記されたサインを眺める悪あく魔まのようにほくそ笑みながら、無知な少女のために解説を施ほどこしてやる。

「彼らの体内の溶血性バチルス桿状・クド細菌ラクどもが、餌えさになる赤血球を──その中のヘモグロビンを欲しがって暴れているのさ……ごらん、もうすぐ彼は彼じゃなくなる」

「駄目だ……逃にげロ、エステる……」

　ディートリッヒの声が聞こえたのか、弱々しく光る目でイオンはエステルを見上げた。その唇くちびるの端はしからせり出しているのは、妙みように鋭するどさを増した牙きばの輝きだ。

「バチルスが余ヲ……余ヲ……ぐウウウッ！」

「か、閣下！」

　ひときわ大きくのけぞったイオンの肩かたをエステルは押さえようとした。おそらくは失血によるショック症状だろう。とりあえずは舌を嚙かませないようにせねばならない。握にぎった手巾ハンカチを、エステルは少年の口元に持っていったが──

「!?」

　その手は万力めいた力に摑つかみ取られていた。だが、骨が砕くだけたかのようなその痛みにエステルが悲鳴をあげなかったのは、自制の結果ではない。

「…………」

　無言のうちにイオンの顔が上がっていた。真っ赤に充じゆう血けつした瞳ひとみが真正面からエステルのそれを捉とらえている。

「か、閣下……？」

「…………」

　もはやさきほどまでの苦悶が噓うそのように穏おだやかな顔で、イオンは沈ちん黙もくを守っていた。エステルの呼びかけにも応こたえず、ゆっくりと身を起こしたときもその表情は変わらない。だが──

「か、閣下、手を……手を離はなして……」

　何かが変だ。
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　本能的な警けい戒かい信号が頭の奥で鳴っている。エステルはあとずさろうとしたが、長生種の怪かい力りきはそれを許さなかった。逃のがれようとする少女の体を、イオンは無言のまま引き寄せた。引き寄せながら、あたかも微笑ほほえむが如ごとく唇を開く──長い牙から流れ落ちたのは、大量の唾だ液えきだ。

「か、閣下……まさか……」

「何を言ったところで無む駄だだよ、エステル。今の彼は、君の知っている彼じゃない」

　血走ったイオンの目はエステルの首筋を食い入るように見つめている。それを格こう子しの向こうから見物している若者の顔は、科学者のように冷静だった。

「今の彼はバチルスそのものだ。急性貧血とそれに伴ともなう吸血衝しよう動どうが彼を支配している。残念だけど、君の声はもう彼には届かない」




　溶血性バチルス桿状・クド細菌ラク──全すべての長生種の血液中に棲すみついたこの極微び小しようの寄パラ生サイ者トたちは、様々に形態を変えて宿主の力を増ぞう幅ふくしている。筋細さい胞ぼう中に潜もぐり込んでその活動を活性化させるものもあれば、種々の細胞アポ自死トー作用シスを制せい御ぎよすることで宿主の形態変化を手伝ったり、あるいは負傷時には血小板の代わりに傷口を塞ふさいで出血を止めたりと、実に多様な形で宿主の生存に貢こう献けんしている。

　しかしその代だい償しようとして、彼らは宿主の赤血球を喰くらう。自力で酸素呼吸ができないバチルスは、宿主の赤血球を溶とかし、そのヘモグロビンを自細胞内に取り込むことで、ヘモグロビンと結合している酸素を摂せつ取しゆするのである。

　とはいえ、宿主の血中赤血球数にも限りがある。特に戦せん闘とうや負傷、あるいは出血によってバチルスの活動が活性化しているときには、宿主の赤血球だけでは追いつかず、最悪の場合、悪性の虚きよ血けつ症しように陥おちいってしまうことさえある──そしてそのようなとき、バチルスはさらに凶きよう悪あくな活動を開始する。

　宿主の脳内物質を攪かく乱らんしてその理性を減げん衰すいさせる一方で、他者への攻こう撃げき衝しよう動どうを異様に昂こう進しんさせ、それにより〝渇かわき〟と呼ばれる吸血行こう為いに駆かり立てるのだ。




「ディ、ディートリッヒ！　あ、あ、あなた、最初からこれを知ってて……！」

「だから言ったろう？　僕はひどいことをするんだって」

　少女の糾きゆう弾だんに対し、ディートリッヒはくつくつと喉のどを鳴らした。その笑え顔がおは限りない悪意に満ちている──そして、それは懐ふところから何か細長いものを取り出したときも変わらなかった。

「それでね、エステル……実は君にプレゼントがあるんだ」

　爽さわやかに笑うと、若者は取り出したそれ──繊せん細さいな装そう飾しよくの施ほどこされた短たん剣けんを牢ろう内に投げ込んだ。

「エステル、僕は君のことが好きだ。愚おろかで、勇ゆう敢かんで、きれい事が好きな君がとっても好きだ。だから、君には生き残るチャンスをあげるよ」

「チャンス？」

　接近してくるイオンの牙きばから必死で後退しながらも、エステルは目をしばたたいた。それを愛いとおしむように見下ろすと、ディートリッヒは一言一言区切るように説明を付け足した。

「そう、チャンスだ……そいつは銀の剣けんだよ。それを使えば、その吸ヴア血ンパ鬼イアを刺し殺さつできる」

「!?」

　今しも、血に飢うえたイオンの牙はエステルを捕とらえようとしていた。だが、彼女の顔に浮うかんだ恐きよう怖ふは目前の吸血鬼に向けられたものではない。ディートリッヒの悪あく魔まのように優やさしい笑顔と、優美な短剣の輝かがやき、そして自分自身の手に素す早ばやく目を配った少女の恐きよう懼くは誰だれに──もしくは何に向けられたものだったろう？

　その恐怖と葛かつ藤とうに目を細めながら、ディートリッヒは少年と少女に運命を宣告した。

「そう、僕は君たちを殺したりしない。君たちは自ら殺し合うんだ……そうそう、エステル。やるときは、躊躇ためらわずに胸を一ひと突つきにしなよ。なんと言っても、そこが一番確実だからね」

「エ、エステる……」

　悪魔の言葉が聞こえたのかどうか──エステルの喉に口を近づけようとしていたイオンの動きがわずかに止まった。まるで自分の中にいる誰かに抗あらがっているかのように、苦しげな声を押し出す。

「それで余を刺さセ、エステる……余がまだ、余であるうちニ……余を殺してくレ！」

「あ、諦あきらめないで、閣下。まだ神父さまが……ナイトロード神父がいらっしゃいます！」

　床ゆかの短剣から目を逸そらしながら、エステルは自らに言い聞かせるように怒ど鳴なった。そうだ、諦めは愚か者の結論だ。少しでも希望のある限りは──

「そう、絶対にあの人が来てくださいます。だから──だから、絶対に諦めちゃ駄だ目め！」

「残念だけどエステル、君の神父さまはここには来ないよ」

　お気に入りのペットでも愛めでるように二人を見やると、ディートリッヒはさらに過か酷こくな現実を告げた。

「実は、今、この宮きゆう殿でんの周囲は完全に封ふう鎖さされてるんだ──蟻あり一匹ぴき入り込めないぐらいに厳重にね。だから、いくら君の神父さまでも、ここまで入ってくるのは難しいと思うよ」

「あ、あの人を舐なめない方がいいわ……」

　イオンの手に再び加わり始めている力を感じながらも、エステルの声は震ふるえていない。精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張って吼ほえる。

「どんなに警けい戒かいが厳重でも、ナイトロード神父はきっと来てくださる──そう、絶対に！」

「かもね……いや、きっと彼は来るよ。そのルートも予測できる。おそらく彼がやってくるのは地イエレ下バタ宮ン・殿サライ──かつてのビザンツ水道からだ」

　まだこの街をビザンティン帝てい国こくという国が治めていた遥はるか太古の水道の名をディートリッヒは口にのせた。あまりに古すぎて、長ボイ生エー種ルたちでさえ知らない場所。

「だから、あそこには歓かん迎げいの準備をしておいた……そう、彼は自ら罠わなに飛び込むのさ」

「！」

　美び貌ぼうの悪魔の含ふくみ笑いに、不ふ屈くつを誇ほこる少女の顔が今度こそ凍こおりついた。霜しものように冷たい絶望と恐怖を目の端はしで見やりながら、ディートリッヒは勝かち誇るでもなく、静かに身を翻ひるがえした。

「さて、本当は最後まで見届けていたいんだけど、ここで僕は失礼するよ。あいにくと、大事な仕事ビジネスが残っててね。ティグリス公や他の帝国ボイ貴族エールたちに気づかれる前に終わらせなくちゃいけないんだ。だから、君たちの行く末を見届ける時間はない」

　地下牢の鉄てつ扉ぴを開けつつ名な残ごり惜おしげに残した言葉は、本心からのものだったろうか？

　悪戯いたずら好きの猫ねこのように喉を鳴らすと、若者は背中だけで別れの挨あい拶さつを告げてみせた。

「じゃあ、幸運をね、エステル……愛してるよ」

「こ、この悪──」

　最後に少女は何かを叫さけんだようだったが、それは閉とざされた鉄扉の響ひびきに紛まぎれて〝人形使い〟の耳までは届かなかった。




　　　　Ⅱ




「だいたい、汝なんじらが転がり込んできたとき、余はもっと熟じゆく慮りよすべきであったのじゃ」

　ゴンドラの舳へ先さきにくくりつけた光杖フアクラの化ケミ学カル性ルミ反ネツ応光センスが、墨すみを流したような水面に青白い光を投じている。そこに棹さおをさしながら、アスタローシェ・アスランは恨うらみがましく愚ぐ痴ちをこぼした。

　水路をゆく小こ舟ぶねに暗い影かげを落とすのは、石組みのアーチが連続する天てん井じようとほぼ十メートルおきに並んだ巨きよ大だいな円柱だ。闇やみに聳そびえるそれらは鬼おに火びじみたほの青い輝きを放ち、不気味なことこのうえない。

「そもそも、汝ときたら、余の考え得る最悪の予想を常に上回る男であった──そこをすっかり失念しておったのが、我が一生の不覚であったわ」

「はっはっは、アストさんが何をおっしゃってるか、いまいちよく存じませんが」

　そのすぐ傍かたわら、脳天気な笑い声をあげたのはアスト以上に背の高い銀ぎん髪ぱつの若者である。棹で水を切る音が、この地下空間にあってはやたらと騒さわがしい。

「まあ、あまりご自分をお責めにならないように。責任感がお強いのは結構ですが、それでは胃に穴が空いてしまいますよ？」

「誰が自分を責めておるか！」

　思わず神父の胸むなぐら摑つかんで揺ゆさぶりながら、アストは吠ほえた。

「余は、汝を責めておるのじゃっ！」

「おおう！……そうだったんですか？」

　アベルはきょとんとした顔で牙を剝むいたアストを見返していたが、やがて得心がいったように手を打った。それから、いかにも頭の軽そうな笑え顔がおでにっこり微笑ほほえみかける。

「それならそうと、はっきり言ってくれればよろしかったのに……あんまりアストさんが不ふ機き嫌げんでいらっしゃるから、私、ずっと心配だったんですよ？」

「………………」

　脳みそが溶とけてしまいそうだ。

　げんなりとアストは神父の胸ぐらから手を離はなした。しかも、頭を振った拍ひよう子しに周囲に漂ただよっていた臭しゆう気きを思い切り吸い込んでしまい、思わず顔をしかめるはめになる。何かが腐くさっているのか、さっきからやけに周囲が臭におう。

「ええい、くそ！　だいたい、なんでキエフ侯こうにして帝国直ちよつ轄かつ監かん察さつ官かんたるこの余がこんな暗くて臭い場所をうろつかねばならんのだ？　忍しのび込むにしても、もっとマシな場所はあったはずだろうに……」

「そりゃあ、あったかもしれませんがね。でも、どこもかしこも警備の方々がいっぱいで、近づくことさえ、ままならなかったじゃありませんか。この際、贅ぜい沢たくは敵です」

「まあ、そうかもしれぬが……しかし、汝に言われると妙みように腹だたしいのう」

　したり顔で解説する同行者をはり倒たおしてやりたい衝しよう動どうを懸けん命めいに堪こらえて、アストは水路にさした棹を動かした。

　皇帝暗殺をうけ、現在、星皇宮中に厳げん戒かい態勢が布しかれている。緊きん急きゆうに参内した貴族たちを収容した後のちは、〝大円蓋クーベ・の間アルト〟は完全に封鎖され、その周辺は水も漏らさぬ警備下、何人たりとも入り込めなくなってしまっていたのだ。

　ところが、半ば星皇宮への侵しん入にゆうを諦あきらめかけたアストに対し、別ルートを提示してみせたのがこの神父であった──なんでも、〝外アウター〟で見た帝てい都とに関する古こ文もん書じよに、太古の地下水道の記述があったのだというのである。

　この〝地イエレ下バタ宮ン・殿サライ〟とやらの存在は、アストでさえ知らなかった。〝古代ビザンツ帝国〟だの〝コンスタンティヌス一世〟だのわけのわからぬ単語を神父は口走っていたが、まあそんなことはどうでもいい。万ばん策さく尽つきたアストとしては、それこそ、溺おぼれる者は藁わらをも摑む心境で賭かけに出てみることにしたのだが──しょせん、藁は藁であった。

「それで神父……本当に、この水路は星皇宮サライまで繫つながっているのであろうな？」

　不安げにアストは同行者を問い質した。もう小一時間ほども漕こぎ続けているが、行けども行けども暗い水面が続くばかりで、いっこうに出口らしいものは見えてこない。

「ここまで来て道に迷いましたでは、洒落しやれにならんぞ？」

「んー、たぶんだいじょうぶでしょう……まったく根こん拠きよはありませんが」

「……実に、汝は頼たよりになるな」

　うそ寒げな顔のまま、キエフ侯は懐ふところに手をやった。取り出したのは赤い液体を湛たたえた小こ瓶びんだ。もしアベルの情報が正しいとすれば、そろそろ星皇宮のはずである。宿主アストの緊きん張ちようを受けて活性化を始めたバチルスのせいで、さっきから軽い〝渇かわき〟を喉のどの奥に感じている。瓶びんの蓋ふたを開けようとして──アストはふと、その手を止めた。

「…………？」

　琥こ珀はく色いろの瞳ひとみで暗くら闇やみを見み透すかしたときには、首筋の毛がちりちりと逆立っている。誰だれかに見つめられている感覚。

「どうしたんです、アストさん？　いきなり黙だまっちゃって……あ、ひょっとして、トイレですか？」

「黙れ、馬ドビ鹿者トーク」

　慎しん重ちように左右に目を配りながら、アストは小瓶をうるさい神父に投げつけた。顔面に直ちよく撃げきを喰くらったアベルが鼻血を噴ふいてのけぞる間にも、空いた手をそろそろと腰こしに落としてゆく。視界に敵てきらしき影かげはない。だが押し寄せる殺気は、確かに戦いの開始を告げていた。

「神父……どうやら、そなたの道案内は正しかったようじゃな」

「だから言ったでしょ。絶対だいじょうぶですって……で、なんで正しいんです？」

「それは──」

　壮そう麗れいな列柱は、魔ま物もののような影を水面に落としている。それを睨にらみながら、キエフ侯はゆっくりと腰の〝槍やり〟を抜ぬき放った。

「我らが待ち伏ぶせされておったからじゃ！」

　瞬しゆん間かん、闇が爆ばく裂れつした。

　水面に〝槍〟を向けたアストが、いきなりそのスイッチを入れたのだ。噴ふん出しゆつした数千度のプラズマによって、一瞬にして蒸発した水面が凄すさまじい白はく煙えんをあげる。だが、アベルの目を剝むかせたのは、乱心したかのような美女の振る舞まいではない。白い靄もやの中、プラズマの〝槍〟に串くし刺ざしにされていたのは、水底に潜ひそんでいた大きな影だ。

「こいつは……!?」

　軍用外がい套とうの巨きよ大だいな影に、アベルが声をうわずらせた。そのときには、鋭するどい叱しつ咤たがアストの喉をほとばしっている。

「気をつけよ、神父！　囲まれておるぞ！」

　爆発的に拡がった靄の中を、ゴンドラを囲むように次々と不ふ吉きつな影が浮うかび上がりつつある。その数、二十前後──包囲の輪には一点の乱れもない。

「まずい……数が多過ぎます！」

　旧パー式カツ回シヨ転ン・拳リボ銃ルバーを抜き放ったアベルが舌打ちしたときには、戦せん闘とうは始まっていた。木の葉のように揺ゆれるゴンドラに、敵は壁かべと円柱を猿ましらのように伝って迫はく撃げきしてくる。狭せまい船上で背中合わせになった神父と美女は、銃じゆう弾だんと〝槍〟でそれを迎むかえ撃うつが──

「くそ、こいつら迅はやい！」

　プラズマの鞭むちをかいくぐって接近してくる敵影に、アストは舌打ちした。元が長生種の死体であるだけに、その動きはかなり迅い。加えて、まるで全員が一つの意志で統一されているかのような動きに幻げん惑わくされ、狙そ点てんを定めるのは困難を極きわめる。

　弾だん丸がんと〝槍〟が虚むなしく闇やみを穿うがつ間にも、見る間に間合いを詰つめられてしまっている。

「いかん！　神父、ここは、いったん退ひくぞ！」

　唸うなりをあげて通過した戦せん斧ぷの一いつ閃せんを〝槍〟の柄えでかろうじて弾はじきながら、アストは怒ど鳴なった。

「この数では勝ち目がない……出直そう！」

「それはできません！」

　だが、アストの提案は硬かたい声に拒きよ絶ぜつされた──水路の奥を睨む神父が、決然と首を振ふったのだ。

「あの二人を見捨てるわけにはいきません！　アストさん、私はこのまま突つっ込みます。奴やつらが私を追ってくる間に、あなたは外に逃にげてください……巻き込んでしまって、本当に申し訳ありませんでした」

「……馬ドビ鹿者トーク！」

　本気の怒ど声せいだった。

　白はく髪はつを鞭のように撓しなわせ、アストは大きく一歩踏ふみ込んだ。逆手に振るった〝槍〟の一閃が虚こ空くうに弧こを描えがき、ガスマスクに覆おおわれた頭部が血の帯を引きながら虚空に飛んでゆく。

「友に頼られるは我らが名めい誉よ！　巻き込まれたなどと思ったことは一度もない……それより、この場は余が囮おとりになる。余が奴らを引きつけている間に、汝が星皇宮へ参れ！」

「ですが、それはしかし……」

「しかしは無しじゃ！　確かに、これ以上時を移しては、小こ僧ぞうとエステルが危ない──よいか、しっかり走れよ！」

　もはやそれ以上は抗こう弁べんする猶ゆう予よさえ与あたえず、アストは全身の神経を緊きん張ちようさせた。この数を相手に勝てるとは思えないが、むざむざ一人で死ぬつもりもない。一匹ぴきでも道連れに、一秒でも多く時間を稼かせいでやる！

「キエフ侯こうアスタローシェ・アスラン──参る！」

　低い咆ほう哮こうとともに神経細さい胞ぼうを異常励れい起きさせ、同時に船ふな縁べりを大きく蹴ける。〝槍〟の射程レンジを最大に設定したその姿は、あたかも一陣の颶ぐ風ふうと化したかに見えたが──

「ア、アストさん！」

　だが、〝加速〟に入った刹せつ那な、アストの耳を叩たたいたのはアベルの悲鳴だった。同時に、視界の隅すみに躍った黒い影をアストはかろうじて認にん識しきしている。〝加速〟状態で突とつ進しんしてくる敵手。そしてそいつが振るった戦斧の刃やいばは、彼女の頸けい部ぶめがけて鮮あざやかな弧を描く──

　鋭えい利りな切り口を見せて切断された頭部は、弾丸のように勢いよく跳はね飛び、水面に落下して、高い水柱をあげた。

「ア、アストさん!!」
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「…………!?」

　涙なみだ目めの神父が伸のばした腕うでに寄りかかりながら、アストは目をしばたたいた。なぜ、自分はまだ生きている？　いったいどうして──

「アストさん、あれを！」

　アストの疑念に答えたのはアベルだった。いや正確には、彼が指さす先に佇たたずんでいた赤い影かげだ。そして、そちらを見たアストの目が、限界まで見開かれる。

「バ、バイバルス卿きよう!?」

　ハルツーム男だん爵しやくバイバルス──柱の傍かたわらで戦場を睥へい睨げいしていたのは、真紅の甲かつ冑ちゆうに身を包んだ巨きよ漢かんだった。その携たずさえる七支刀の切っ先からは、真っ赤な血が滴したたっている。では、いま自分を助けたのは彼なのか？　それとも、彼の背後にずらりと並んだ赤い兵士たちか？

「イェニチェリ!?　な、なんで奴らがこんな所に!?」

「……そこにおわすは直轄監カマラー察官シユアスタローシェ・アスラン卿とお見受けする」

　禁イエ軍ニチ兵エリ団・ア長ースウが、よく通る低い声を発したのはそのときだった。あっけにとられている二人に向け、およそ愛あい想そのない口調でこう告げる。

「すでに大会議は始まっている。疾とく、〝大円蓋クーベ・の間アルトウ〟へと参られるがよい」

「し、しかし……なぜじゃ？」

　アストの疑念は当然のものだったろう。声が裏返っていたのも無理からぬところだ。

　メンフィス伯はくの話では、彼イエニらチエリは敵側ではなかったのか？

「なぜ、そなたが余らを助けるのか、男爵？」

「…………」

　だが、アストの問いに答えはなかった。バイバルスは無言のうちに敵てき影えいを牽けん制せいしているだけだ。アストはなおも質問を繰くり返そうとしたが、後ろからその袖そでを引いた者がある。

「急ぎましょう、アストさん。彼らは我々の敵ではありません……ええっと、あなた、バイバルスさんでしたね？」

　直轄監察官の手を握にぎりながら、アベルは赤衣の長生種に早口の質問を投じた。

「私の連れはどこです？　短生種の女の子は？」

「地ち下か牢ろうに」

　さきほどアストに尋たずねられたときとは対照的な素す早ばやさで、禁イエ軍ニチ兵エリ団・ア長ースウは即そく答とうした。

「一いつ旦たん、地上に上がられてから、〝死メイ者ツトの・カ門プスー〟より降りられませ。さすれば、すぐです」

「ご親切にどうも」

　不気味なまでに丁てい寧ねいな応対にも特に反応を示さず、アベルは頭を下げた。

「だそうです……さ、急ぎましょう、アストさん。時間がない」

「あ、ああ」

　船を飛び降りたアベルと、半ば呆あつ気けにとられたようにそれに引きずられるアストの姿は水路の奥へと走り去ってゆく。一方、その場に残った仮面の兵士たちは一いつ斉せいに侵しん入にゆう者へと向き直った。その視線を受けた残敵どもが、あたかも怯おびえたかのように一歩あとずさる──それを〝脊髄ズー・アを砕ル・フイく者カール〟で指し、禁イエ軍ニチ兵エリ団・ア長ースウは短く命じた。

「殲せん滅めつせよ」




　　　　Ⅲ




　今日に限っては、〝大円蓋クーベ・の間アルトウ〟に士民の立ち入りは許されなかった。

　星皇宮中の長生種が入場した後のち、その入り口は厳重に封ふう鎖さされ、外界との繫つながりは一いつ切さい断たれてしまっている。

　高い階きざはしの上の玉座を要として、扇おうぎ状に貴族たちが着席している様は、つい先日の御前デイ会議ワーンのときといささかも変わらないように見える──唯ゆい一いつ、扇の要かなめ、緑柱石の玉座がいまや無主のまま虚むなしく参集者たちを見下ろしていることを除いては。

「お集まりの諸卿よ」

　会議が始まるや、まず発言を求めたのはダマスカス侯フェロン・リンだった。黄肌黒髪の枢ヴオ密ルニ司ークはしなやかに立ち上がると、切れ長の目で諸しよ侯こうを見回した。

「お疲つかれのところ、招集に応じていただき、まことにありがたい。枢ヴオ密ルマ院ーンを代表して感謝する」

「失礼ながら、余計な挨あい拶さつは無用にしていただきたい、侯こう爵しやく」

　九重の円の外周の方より、声があがった。やや苛いらついているように、早口で叫さけぶ。

「我らは事の真相をうかがうためにこうして集まっているのだ──〝愛児グズルたち・アの島ダラル〟で何が起こったのか、まず、それを御ご説せつ明めい願いたい」

「それについては目下、調査中だ」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で答えたのは、ダマスカス侯の隣となりに座っていた巨漢──ガザ伯のナズィムである。つい昨日までであれば、このような無礼な発言を枢ヴオ密ルニ司ークが受けることはなかったであろう──そう、つい昨日までであれば。

「これから、真相究明のための委員会を設ける。委員の選出方法については、枢ヴオ密ルマ院ーンに任せてもらいたい。委員が決定した後のちは、その中において調査方法を決定し、しかる後に──」

「……迂う遠えんですな」

　低い声で為なされた発言は短かったが、あたかも雷霆いかずちの如ごとく〝大円蓋クーベ・の間アルトウ〟に響ひびき渡わたった。

　ぎょっとしたようなリンやナズィムら枢ヴオ密ルニ司ークの視線が、すぐ傍らに腰こしを下ろしている一人の人物に集中する。

「スレイマン卿きよう、今、何とおっしゃった？」

「迂遠である──そう申し上げた」

　次席アルマ・枢ヴオ密ルニ司ークにしてティグリス公たるその男は、黙もく然ぜんと腕うでを組んだままそっけない答えを返した。その彫ほり深い顔の中で、まぶたは静かに閉じられたままだ。

　昨夜、枢ヴオ密ルニ司ークの間で慎しん重ちように話し合って決定したはずの方策をひっくり返され、狼ろう狽ばいしたのであろう。激しく机を叩たたいたのは六人の枢ヴオ密ルニ司ーク中最年少のマケドニア公レヤードである。

「我らの決定を迂遠と申されるか!?　しかし、他にどのような方策がある？　まず、昨夜一体何が生じたのかを調べ、諸侯に情報を公開するのが我らの為すべき事ではござらぬか!?」

「まず我らの為すべき事──それは新たな我らの指導者を選ぶことですよ、マケドニア公」

　穏おだやかとさえ言えるスレイマンの声音だった。

　しかしその告げた内容は、苛か烈れつなまでに現実的で、比べるものがないほど厳しいものだ。

「我らの指導者──皇帝アウ陛下グスタはもはやおられぬ。昨夜、〝外アウター〟の手先によって殺された。そう、殺されたのだ。まず、我らはそのことを認めねばならぬ」

　ようやく瞳ひとみをあげた次席枢密司の発言は、論理のすり替かえ以外の何物でもなかったのだが、それを指し摘てきする声はあがらなかった。厳しい言葉と視線に、満場は水を打ったように静まりかえってしまっている。

「我らの為すべきこと。それは、新たな指導者を選び、そして先帝陛下の御ご遺い志しをお継つぎ申し上げることに他ほかならない……違ちがいますか？」

　先帝陛下──？

　初めて聞くその言葉が、複数の声となって議場に流れた。

　永久不ふ滅めつの帝国の主──誰だれもが皇帝のことをそう信じていた。昨夜までは。

　しかし、その幻げん想そうが脆もろくも打ち砕かれてしまった現在、〝先帝〟という耳慣れぬ言葉が物理的な重みすら伴ともなって肩かたにのしかかってくる。

　そう、皇帝は死んだ。不滅と信じていた彼女はけっして不死の存在ではなく、記き憶おくと追憶の世界に移り住んでしまわれた。一方で、生き残った自分たちはこの世界で生き続けてゆかねばならぬ。そしてそのためには、新たな盟主が必要なのではないか？

「そのとおりだ……我らは新たな皇帝を選ばねばならない！」

　感かん極きわまったような声をあげたのは、比ひ較かく的、後列に座っていた若い諸侯たちだった。

　それらは、最初はごく小さな声だった。だが、混こん沌とんと無む秩ちつ序じよが支配する空間にあっては、どれほどささやかな数でも、ある一定の秩序を保った集団はおそろしいほど容易に場の主導権を得ることができるのだ。囁ささやく声は次し第だいに大きなうねりとなって、議場を吞のみ込み始める──

（……そろそろだな）

　慎重にタイミングを計りながら、スレイマンは心の声で呟つぶやいた。

　彼の同調者たちでも、計画の全容を心得ているのはラドゥだけだ。

　それ以外のメンバーは、スレイマンとラドゥが昨夜何を行ったのか知らない。もし知っていれば、いかに皇帝の対〝外アウター〟政策に不満を持つ彼らとて、怖おじ気けづいてしまっていただろう。それほど皇帝の呪じゆ縛ばくは強力だったのである──だが、いまやその呪縛は存在しない。

「さて、いまや何をすべきか明らかになったと思うが……」

　沈ちん鬱うつとも言える表情のまま、スレイマンはいよいよ最後の一手をかけることにした。

　だが、やりすぎは絶対に禁物だ。最後の勝利者は、あくまで皆みなの総意に乗らねばならない。もし存命であれば強力なライバルになり得たはずのモルドヴァ公はもはやこの世にはおらぬ。彼女以外の枢ヴオ密ルニ司ークたちもそれぞれに強力な存在ではあったが、一対一である限りは恐おそれることはない。つまり、今の自分に恐れるものは何もないということだ。ゆっくりと立ち上がると、スレイマンは議場に向けて、その逞たくましい腕を伸のばした。

「諸卿、卿けいらに問おう。果たして、我らは誰を次の統治者と仰あおぐべきか──」

「待たれよ、ティグリス公！」

　だが、歴史を動かしかけていたスレイマンの熱弁は乱暴に断ち切られた。いずこからか、覇は気きと鋭えい気きに満ちた声が響き渡るや、議場の扉とびらが勢いよく開け放たれたためだ。矩く形けいに区切られた光の向こうに立っていたのは、すらりと背の高い女の影かげである。

「お集まりの諸卿に告げる！　小官は直轄監カマラー察官シユのアスタローシェ・アスランなり！」

　猛たけ々だけしいほどに鋭するどい眼まな差ざしで議場を見下ろすと、白はく髪はつの美女は宣戦布告のように告げた。

「本日は、そこにおわすティグリス公の叛逆行こう為いを告発に参った！」




「あ……カ……」

　荒あらい息は、いまや噎むせるような血の匂においを孕はらんでいた。

　愛らしい顔は息をするたびに激しく歪ゆがみ、その瞳の奥では理性と欲望──イオン・フォルトゥナという人格とそれ以外の何かが激しい闘とう争そうを繰くり広げている。

「余を、殺して、くレ、エステる……」

　こぼれてくる呻しん鳴めいは、もはや懇こん願がんというより哀あい願がんに近い。ともすればエステルの首筋に降りてゆこうとする自分の唇くちびるを牙きばで嚙かみ破り、イオンは真っ赤に充じゆう血けつした瞳を床ゆかの短たん剣けんに落とした。

「……そなたの血を吸うのハ嫌いやダ……エステる頼たのム……余がそなたを殺すその前ニ……余を殺してくレ！」

「か、閣下……」

〝吸ヴア血ンパ鬼イア〟──そう呼ばれる種族の哀願に、エステルは答える言葉を持たなかった。

　血を奪うばうことを拒こばみ、自らの命を絶つことを願う少年に何と答えればいいというのか──？　答えなど、あろうはずがない！

「エ、エステる……はや……ク……」

　しかし、エステルが逡しゆん巡じゆんしているその間にも、イオンの全身を支配する痙けい攣れんは、ますますひどくなりつつある。一秒ごとに、彼の理性が失われてゆくのがわかる。そして、床に転がった冷たい銀色の輝かがやき──

　イオンの口から、熱い吐と息いきがこぼれた。

　赤しやく銅どう色いろの瞳ひとみからはすでに理性の光は消え失うせ、底知れぬ渇かわきだけが坩堝るつぼのように渦うず巻まいている。

　これだけ激しい〝渇き〟に囚とらわれている以上、一いつ旦たん血を与あたえてしまえば、失血だけで済まなくなるのはもはや明らかだ。理性を失ったイオンは際限なくその呪のろわれた渇きを満たしたあげく、エステルの生命までもを吸い尽つくしてしまうのは間ま違ちがいないだろう。それを避さける道はただ一つ──すぐ側そばにある短剣で彼の心臓を貫つらぬくこと。それだけで、エステル自身の命のみならず、イオンの魂たましいも救われる。

　だが、そっとイオンの髪かみに手を載せたとき、エステルの顔に浮うかんでいたのは、慈じ母ぼのような微笑ほほえみだった。

「……いいですよ、閣下」

　毛質の細い猫ねこっ毛を優やさしく撫なでながら、自分の顎おとがいをあげたエステルの顔に恐きよう怖ふはない。緊きん張ちようでかすかに汗あせばむ白い喉のどが、血に狂くるう少年の視線に無防備に曝さらされているだけだ。

　床に落ちている短剣には見向きもせず、エステルは優しく吸血鬼の耳元に囁いた。

「吸ってもいいですよ、閣下……その代わり、お願いだからもう泣かないで。あなたは悪くない。あなたが悪いんじゃないんだもの……」

「ア……」
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　その瞬しゆん間かん、イオンの瞳にかすかな光が点ともったのは神がこの哀あわれな二つの命を憐あわれまれたものだったろうか？　いや、それとも悪あく魔まの悪戯いたずらだったのか。とにかく、一旦〝渇き〟の発ほつ作さに見み舞まわれた長生種がたとえわずかでも理性を取り戻もどしたのは奇き跡せき以外のなにものでもない。

「エステる……余ハ……」

　少女の名を口にしたイオンの頰ほおを、血の涙なみだが流れ落ちた。

　理性が残っているということがこれほど残ざん酷こくだったことはかつてあるまい。

　絶望に満ちた目で、少年は自分の鉤かぎ爪づめが少女の肩かたに食い込むところを見つめねばならないのだから。わななく唇が白い喉に触ふれる甘やかな喜き悦えつを味わわねばならないのだから。その長い牙が、柔やわらかな肌はだに突つき立つ官能に耐たえねばならないのだから──

　くぐもった叫さけび声とともに、血の柱が噴ふき上がった。

「か、閣下!?」

　悲鳴のような声をあげて、エステルは愕がく然ぜんと目を瞠みはった。

　彼女の顔を真っ赤な血が濡ぬらしている。だが、それはエステルの血ではなかった。彼女の目前で、自分の太ふと腿ももに銀の短剣を突き立てたのは──

「メンフィス伯はく！　あ、あなた、何を！」

「ありがとウ、エステる……」

　激痛に覚かく醒せいした理性が、最後の力でバチルスの欲望を追いやっているのだろう。自分の脚あしを抉えぐるイオンの笑え顔がおは安らかだった。安らかに微笑んだまま、銀の凶きよう器きを引き抜ぬく。血の糸を引いたそれを自分の心臓に擬するまでのわずかな時間──だが、そのわずかな時に無限の想おもいを込めて、少年は少女に最後の想いを届けた。

「余に魂がないのが残念ダ。あればずっとそなたの側にいられるのニ……最後にそなたに出会えたことに感謝ヲ」

　関節が白く折れ砕くだけそうな力が、少年の手にこもった。両手でしっかりと柄つかを握にぎり直すと、イオンは刃はの先せん端たんを正確に心臓に向けた。

「さらばダ！」

「やめてええええええっ！」

　イオンの顔はかすかに笑ったように見えた。だが、次の瞬間には甲かん高だかい金属音とともに、凶器の切っ先は深々と少年の胸に吸い込まれている。

「……エ？」「……え？」

　イオンの顔から微笑みが、エステルの口から悲鳴が消えた。そこに奇き妙みようなものでも見つけたように互たがいの顔を覗のぞき込む。

　イオンの握る短たん剣けんは、確かに柄まで胸に吸い込まれていた。にも拘かかわらず、そこからは血の一ひと滴しずくも滲にじみ出してはいない。それもそのはず、短剣の刃は直前に飛来した弾だん丸がんによって根本から叩たたき折られていたからだ。

　そして、格子戸の向こうから太平楽な声が届いてきたのは、彼らが顔を見合わせた直後のことだった。

「ふう、どうやら間に合ったみたいですねぇ」

　いったいどこから入り込んできたものか、右手にはいまだ硝しよう煙えんをあげている旧パー式カツ回シヨ転ン・拳リボ銃ルバー、左手にはなにやら赤い液体の入った硝子ガラス瓶びんを捧ささげ持もった背の高い影かげが、牢ろうの外に佇たたずんでいたのだ。銀ぎん髪ぱつの下のその顔は、迷い子たちを見つけた天使のように優やさしく微笑ほほえんでいる。

「やあ、二人とも、ご無事でしたか？　すいませんね。ちょっと途と中ちゆうで道草食ってて遅おくれちゃいまして……」

「あ──」

　問われもしないのに脳天気に言い訳を始めた男の顔を見上げて、エステルは自分が歓かん喜きの叫びを放つのを自制できなかった──できるはずがない！

「ナイトロード神父……神父さま！」
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「叛逆者の片割れ……何の面めん目ぼくあって、ここに推参したか！」

　白はく髪はつの美女に鋭するどい叱しつ咤たを放ったのは、ナヴァリノ侯こうヴァシュマールだった。枢ヴオ密ルニ司ークの中でも亡なくなったモルドヴァ公ミルカとスレイマンに次ぐ高こう齢れいだが、老いたりとはいえ、その烈れつ気きは端たん倪げいすべからざるものがある。その小こ柄がらな体のいずこから出たかと疑わしくなるほどの大だい音おん声じように、事態を見守っていた若い諸しよ侯こうたちが反射的に首をすくめた。

「キエフ侯！　汝、廷てい臣しんの身でありながら、〝外アウター〟の短生種に通敵して陛下を弑しい逆ぎやく奉たてまつった罪……ただでは死ねぬこと、覚かく悟ごはできておろうな！」

「大事な集まりに遅ち参さんした罰ばつは甘んじて受けましょう。されどナヴァリノ侯、叛逆の一件については、申し上げたき儀ぎがございます」

「……そういえば、汝は奇妙なことを申したの」

　なおも相手を叱咤しようとするナヴァリノ侯を抑おさえ、発言を引き取ったのはその隣となりのダマスカス侯である。黒絹を思わせる髪かみを揺ゆらし、フェロン・リンは吊つり目ぎみの瞳ひとみを動かした。

「〝ティグリス公の叛逆行こう為いを告発に参った〟と……それはいかなる意味か？」

「言葉通りの意味にございます──私は直轄監カマラー察官シユの職責において、今日この場でティグリス公スレイマンを告発いたします。罪状は叛逆罪にござる」

　冬の風鳴にも似た音が、場内にどよめいた。

　やりとりを見守っていた諸侯が、一いつ斉せいに固唾かたずを飲のんだのだ。ことに不ふ審しんげな顔を見合わせたのは、さきほどまでスレイマンに同調していた面々である。目の前のこれは、ティグリス公の用意した演出の一いつ環かんなのか？　それとも想定外の事態が起きているのだろうか？

「……ならば問おう、キエフ侯」

　侵しん入にゆう者を許した警けい戒かい態勢の甘さを内心で罵ば倒とうしつつ、スレイマンは緩ゆるやかに視線をあげた。

「私を告発される根こん拠きよは？　誣ぶ告こくでないとすれば、証しよう拠こを示していただけるのでしょうね？」

「証人があります」

　落ち着き払はらった直轄監察官の回答だった。

「収しゆう監かん中のメンフィス伯はくとその連れの短生種、二名の召しよう喚かんを要求します。彼らの口から、ことの顚てん末まつを語らせ、傍ぼう証しようと照らし合わせてくださいませ。さすれば、我が告発の正しさが証あかし立てられましょう」

　アストの声にもはや甘さはない。次席アルマ・枢ヴオ密ルニ司ークを見下ろした琥こ珀はく色いろの瞳は絶対零れい度どまで冷やされた氷刃を思わせる──しかし、それを撥はね返したスレイマンの視線はさらに冷たかった。

「……残念だが、キエフ侯。それは不可能だ」

　いかにも嘆なげかわしげに──その実、溢あふれんばかりの余よ裕ゆうをもって帝てい国こく最大の貴族は首を振ふってみせた。

「なぜなら、卿けいの言う二名はすでに死んでいるからだ……ついさっき、彼らの死体が牢内で見つかったという報告があったよ」

「!?」

　アストの顔が蒼そう白はくになった。が、すぐに軋きしるような声が、唇くちびるからこぼれる。

「スレイマン、貴様、口くち封ふうじを……あの二人を殺したな！」

「口封じとは穏おだやかではないな」

　スレイマンは穏やかに苦く笑しようしたが、内心、沸ふつ騰とうする怒ど気きが今にも噴ふき出しそうだった。可能であれば、この手で彼女をくびり殺してやりたい──だが、はなはだ残念ではあるが、いまだ自分は皇帝ではなかった。こんなところで、こんな小物ごときのために諸侯の疑念を招くのは得策ではない。

　冷ややかな苦笑を忍にん耐たい強づよい慈じ父ふの微び笑しように切り替かえると、偉い丈じよう夫ふはことさら宥なだめるような口調を作った。

「彼らは牢ろう内で互たがいに殺し合ったのだ。理由は知らぬが、そう聞いている。なんなら遺体を検視させてもよろしいが？」

「面おも白しろい……検視したいと言うなら、とくと検視してもらおうか」

　スレイマンの発言を遮さえぎったのは、アストではなかった。やや弱々しいが、どこか自信に満ちたその声を、当事者である二人を含ふくめた全すべての諸侯が一いつ斉せいに顧かえりみる。数百対ついの目に飛び込んできたのは、扉とびらの側そばに新たに現れた二つの影かげだ。

「我はこの通り無事じゃ、スレイマン！」

　人影の一方──赤毛の娘むすめに肩かたを支えられた小柄な影が咆ほう哮こうした。

「今こ度たびの貴様の企くわだて、余は全て知っておる！　我が祖母を謀ぼう殺さつし、陛下を弑害奉ったその罪はもはや明らか！　卿けいも帝国貴族であれば、潔いさぎよく観念されて縄なわを受けられるがよい！」

　容よう赦しやない糾きゆう弾だんの牙きばを剝むいた少年──メンフィス伯イオン・フォルトゥナの顔は血に汚よごれてはいたが、その鋭えい気きは老ろう虎こに挑いどむ若わか獅じ子しのように議場中央に向けられている。真っ向から視線の矢を受けたスレイマンの口から小さな舌打ちがこぼれた。

「メンフィス伯!?　なぜ、あの者は生きて……ラドゥ、あの無能者が！」

　これは完全に予想外の事態だ。嚙かみ破った唇から血の雫しずくがこぼれるのもかまわず、怒ど号ごうする。

「観念するのは卿けいだ、メンフィス伯……否いな、忌いまわしい売ばい国こく奴ど！　何をしておられる、諸卿！　疾とく叛逆者を討ち取られよ！」

　スレイマンの呼びかけに応じて、若い諸しよ侯こうの幾いく人にんかが立ち上がった。それぞれ帯たい剣けんの柄つかに手をかけ、すぐにでも〝加速〟に入れるよう全身の神経を緊きん張ちようさせている。

「退さがっておれ、メンフィス伯！」

　一方、それを迎むかえ撃うつように立ちはだかったのはアストだ。数の差に怯おびえの色も見せず、少年少女を庇かばって〝槍やり〟をかまえる。

　さらに、血戦の様相さえ呈ていした状じよう況きようにこれを止めようとする貴族たちもまた得物を持って立ち上がった。一いつ触しよく即そく発はつの状態で睨にらみ合う最強生物たちの間に、今にも破は裂れつしそうな闘とう気きが湧ゆう出しゆつした──刹せつ那な。

〈……やめよ、スレイマン〉

　沸騰する闘気に冷水を浴びせたのは、どこか冷ややかな重低音の響ひびきだった。

〈見苦しい真ま似ねはやめるがよい……そなたのそのような姿、余はこれ以上見るに忍しのぶびぬ〉

　それは、この場の誰だれもが、一人の例外もなく聞いたことのある声であった。

　そして、ここで耳にするぶんには、もっとも自然であるはずの声だった。

　にも拘かかわらず、声の響いてきた方を見た者たちは、驚きよう愕がくに表情と声帯を硬こう直ちよくさせていた。呆ぼう然ぜんと階きざはしの上、ゆっくりと捲まき上がり始めた緑の紗しや幕まくを見上げたまま、満場、粛しゆくとして声もない。

　やがて、その凝ぎよう結けつしたような沈ちん黙もくの中で、誰かの激しく震ふるえる声があがった。

「皇アウグ帝スタ陛・ヴラ下デイカ……！」
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「ば、馬鹿な……陛下!?　なぜあなたが!?」

〈なぜ余が恙つつがなきかとや？　まるで無事ではまずいような言い様であるな、ティグリス公？〉

　ヴェールの向こうで、皇帝は微び苦く笑しようしたようだった。わずかに揶や揄ゆするような波動が機械音声にこもる。

〈確かに〝愛児たちの島〟でそなたに殺されかけたときは、少しひやりとしたが、あいにくと、余はこの通り、無事だ〉

「こ、殺されかけたなどと……」

　青ざめた顔をスレイマンは振ったが、そのときには強きよう靭じんな精神力は動どう揺ようを克こく服ふくしてしまっている。返答の声も落ち着いて危なげない。

「陛下、陛下もこの痴しれ者どもの申すことを真に受けられますや？　なにゆえ、私が陛下を爆ばく殺さつしたなどというたわごとをお信じになられる？」

〈爆殺？〉

　ヴェールの娘はわずかに首を傾かしげたが、その声にはどこかわざとらしい響きがあった。

〈モルドヴァ廟邸をそなたが吹ふき飛ばしたときのことを余は申しているのでない。なんとなれば、あの場におりしは余ではなかったのだからな……参るがよい〉

　そう言って皇帝が差し招いたもう一つの影が階きざはしの上に現れたとき、議場全体がどよめいた。

　そこに現れたのはもう一人の皇帝──緑の皇帝服を纏まといヴェールをかぶった、背せ丈たけ・体格ともに双ふた子ごといってよいほどに似通った娘だったからだ。

〈彼女は余の影。これまでにも余が星皇宮不在のおりには、代理を務めてもらっていた……ヴェールをとって、その顔を見せてやるがよい〉

　皇帝の声に無言で頷うなずくと、いま一人の皇帝は滑なめらかに帽ぼう子しとヴェール、そして黒くろ髪かみの鬘かつらを脱ぬいだ。彼女本来のしっとりと輝かがやく長い金きん髪ぱつの下にあったのは、愛くるしい少女の顔だ──しかし、列席の諸しよ侯こうの間から起こったざわめきは、けっしてその美しさを賞賛するものではない。

「ば、馬鹿な！　あれは……モルドヴァ公!?」

　驚愕と驚きよう倒とうの呻うめきを異口同音に漏もらした彼らの目は、死者の復活でも目もく撃げきしたように見開かれている。

　ことに、音がしそうな勢いで顎あごを落としたのはそれまで一方の主役であったイオンである。不ぶ躾しつけに少女を指さしたまま、絞しぼり出した声はほとんど言葉の態ていを為なしていない。

「お、祖お母ばあ君さま!?　な、なんで？　なんで祖母君が……？」

　一方、そんな少年を階の上から見下ろした少女は、彼とよく似た面差しに悪戯いたずらっぽい微笑ほほえみを浮うかべていた。

「ひさしぶりじゃな、イオンや……おお、幾いく分ぶんか瘦やせたかの？」

　外見だけは十代の半ばかと思われるその娘むすめ──首デー席ク・枢ヴオ密ルニ司ークにしてモルドヴァ公こう爵しやく、最大の帝国貴族たるミルカ・フォルトゥナは四ヶ月ぶりに再会した孫に軽く笑みかけると、芝しば居いがかった所作で膝ひざを折ってみせた。

「それにしても、久方ぶりに祖母と会おうたというに、さような顔をしてどうされた？……まさか、妾わらわが生きていたのが不満だとでも？」

「はっ!?　あ、い、いや、そのようなわけでは、けっして……」

　ここにいたって、イオンの顔がようやく正気にかえったように血色を取り戻もどした。意地の悪い質問にたじたじと頭かぶりを振ふると、不自由な脚あしをひきずってあとずさりさえする。

「た、ただ……何なに故ゆえ、祖お母ばあ君さまが御ご無ぶ事じでいらっしゃいますのや？　御おん身みは確かに都邸ヤールで──」

〈……メンフィス伯はくの帰国と同時に、不ふ逞ていの輩やからが動き出すのはわかっていた〉

　首デー席ク・枢ヴオ密ルニ司ークを手の一ひと振ふりで控ひかえさせ、再び口を開いたのは皇帝だ。凝ぎよう然ぜんと立ちつくす次席アルマ・枢ヴオ密ルニ司ークにヴェールを向けているその姿は、どこか半神的な侵しがたさを備えていた。

〈ゆえにモルドヴァ公には内廷にて我が影かげ武む者しやを務めさせ、都邸には自動人形だけを置いておいたのだ……その後のことはメンフィス伯も承知の通りだ。伯には苦労をかけたが、これも帝都に巣くう不逞の輩を燻いぶり出すため。許すがよい……さて、ティグリス公よ〉

　皇帝の口調が変わった。相変わらず機械的に変調されたその声から、彼女の感情をうかがうのは不可能に近い。しかし、電流でも流したように厳しい感情がそこには確かに存在していた。

〈余は残念だ。まさか、卿けいがかような企くわだての首しゆ魁かいとはな……数あま多たの子らの中でも、卿には特に期待していたつもりだったのだが〉

「お言葉ですが、陛下──」

　皇帝の糾きゆう弾だんに対し、スレイマンは落ち着き払はらって答えた。その顔は、死者の復活の衝しよう撃げきからいち早く立ち直ったかのように見える。だが、その語ご尾びはかすかにかすれていた。

「私はいまださきほどの問いにお答えをたまわっておりませぬ──私が陛下を爆殺したなどというメンフィス伯らの誣ぶ告こくを、どうして一方的にお採りあげになられるのでしょうや？　確かに、モルドヴァ公暗殺の一件はメンフィス伯と関かかわり無しとは言え、それと私の謀む反ほんといかなる関係が？」

〈……余は、そなたが余を爆殺しようとしたとは一言も言っておらぬ〉

　細い指がヴェールにかかった。それをゆっくりと捲めくりあげる皇帝の声には、皮肉げな中にもどこか深い哀かなしみが湛たたえられていた。

「だが、確かにそなたは〝愛児たちの島〟で余を殺そうとしたのだ、スレイマン……この顔に見覚えはなきか？」

　ヴェールが完全に上がりきったとき、皇アウ帝グスタヴラディカ──そう呼ばれる人物の素す顔がおを前に、声にすらならぬ叫さけびが、議場にいる全すべての長生種と短生種の口からこぼれた。

　おさまりの悪い黒髪の下にあったのは、よく輝く翡ひ翠すいの瞳ひとみとちょっと尖とがった顎を備えた年とし端はもゆかぬ少女の顔だ。〝全ての長生種たちの母〟と呼ぶには、やや幼すぎる、しかし同時にどこか不思議な威い厳げんを湛えた白い顔──

　初めて見る自分たちの母の顔に、列席の貴族たちは声もない。一方で、そんな彼らの戸と惑まどいをよそに、それとはまた別種の声をあげた者たちがいた。

「セ、セ、セスちゃん!?」

「馬鹿な、なぜ、あの娘が!?」

　そう口走って目を剝むいたのは、それまで言葉がわからぬながら状じよう況きようを見守っていたエステルと彼女に支えられたイオンだ。そう、それはどう見ても彼らがよく知る人物だ。短生種区画で出会い、また、〝愛児たちの島〟で見たあの不思議な少女──だが、なぜ!?
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　そして、そんな二人の驚きよう愕がくをこのとき共有している者がもう一人いた。

「ば、馬鹿な！　お前はあのときの──」

　ティグリス公スレイマンの声は、これがあの偉い丈じよう夫ふかと思うほどに激しく震ふるえている。

「〝ソロモンの指輪〟を向けられたときは、さすがに余もひやりとしたぞ、スレイマン」

　一方、反逆者を見下ろしたヴラディカ＝セスの表情は、それとは対照的な冷静さを湛えている。顎をしゃくったその顔には、不敵な微び笑しようさえ浮かんでいた。

「だが、いまやそなたの企て、明らかと知るがよい……まだ、なんぞ言いたきことがあるか？　あるなら聞こう」

「……ございます」

　いまだその顔は血の気に乏とぼしかったが、スレイマンの声には急速に張りが戻りつつある。偉丈夫は頭を下げると、どこか感情を押し殺した声でこう尋たずねた。

「さきほど、陛下はこうおおせられた──〝卿には特に期待していたのだが〟と」

「確かに。ゆえにこのようなことになったのは、余としても残念でならぬ」

「……残念？」

　だが、スレイマンにおそれ入る気配はない。むしろ、ようやく本音を語れることを喜ぶかのように唇くちびるをねじ上げると、激しい声を吐はき出す。

「残念だと？　はッ！　しらじらしい噓そら言ごとをおっしゃるな、偉い大だいなる我らが母よ。貴女は何者にも期待されないお方だ──貴族われらの誰だれ一人ひとりとして、貴女に信しん頼らいされている者などおりませなんだ！」

　でなくば、誰が叛逆の旗など翻ひるがえしたろう？　愛する母に誰が剣けんを向けただろう？

　そう、全ては──

「「「いかん！」」」

　咆ほう哮こうするスレイマンの右手が持ち上がったとき、列席者の大半が咄とつ嗟さに反応していた。剣に手を伸のばす者、取り押さえるべく席を蹴けって立ち上がる者、〝加速〟に入る者──

　だが、叛逆者の中指に輝かがやく〝ソロイネールモン・ア・スの指ライマ輪ーン〟が圧あつ搾さく空気を撃うち出した刹せつ那な、彼に攻こう撃げきを加え得た者は、すでに〝槍やり〟を構えていたアストだけだった。

「スレイマン！」

　怒ど号ごうした美女の振ふり下ろした赤い閃せん光こうと偉丈夫の手元から解き放たれた不可視の輝き、プラズマの沸ふつ騰とうする風鳴と氷結した圧搾空気の叫きよう喚かんとが交こう錯さくする──

　くはっ！

　そして交錯の刹那、スレイマンの唇からこぼれたのは大量の血泡だった。

　同時に、弓なりにのけぞった長身は玉座を見上げるように倒たおれ伏ふす。プラズマの槍によって心臓を蒸発させられた彼の体は、すでに小刻みな痙けい攣れんを始めていた。これではいかに長生種といえど助かるまい──しかし、叛逆者の顔に苦痛の色はなかった。むしろ虚こ空くうを見つめたその瞳に浮うかんでいたのは、どこか満足げですらある微笑だ。

　その一方、〝ソロイネールモン・ア・スの指ライマ輪ーン〟の射出した圧搾空気は階上の玉座に深々とした爪つめ痕あとを刻みつけていた。凍とう結けつし、粉ふん砕さいされた緑柱石の椅い子すはほとんど原型をとどめぬまでに粉砕されてしまっていたが──

「へ、陛下!?」

「案ずるな……大事ない」

　だが、安否を気き遣づかう臣下たちに答えた皇こう帝ていの顔には傷一つない。

　そして一同が息を吞のんでいる間にも、セスは滑すべるように階を降りている。床ゆかに降り立った彼女が膝ひざをついたのは、あろうことか血ち溜だまりに倒れ伏した叛逆者の傍かたわらだった。

「……なぜ、余を殺さなかった、ティグリス公？」

　皇帝の口調は、むしろ優やさしげですらあった。死相の中でかろうじて呼吸している叛逆者を、赤子を抱だく母のような柔やわらかさで抱き上げると、優しい角度に首を傾かたむける。

「そなた、わざと狙ねらいをはずしたな……なぜだ？」

「……親を愛さぬ子がおりましょうや、我らが偉大なる母よ？」

　瀕ひん死しの長生種はかすかに苦く笑しようしたようだった。

　言葉の一音節ごとに、彼の生命は血の雫しずくとなってその体から滴したたり落ちている。それでもなお、スレイマンは語り残すことを恐れるかのように、懸けん命めいに言葉を紡つむいだ。

「私は貴女が憎にくい。三百年お仕えしてきて、貴女はついに私の理解できない存在であった……いずこから来て、いずこへ行かれるお方であるのか？　そして、我らをどこに導かれる者であるのか……貴女は我らに、いささかも話してくれませなんだ……」

　途と切ぎれ途切れに、それだけ語ったスレイマンの体がのけぞった。すでにその言葉は耳みみ障ざわりな風の音に限りなく近く、生者よりも死者に近い。

「陛下……最後にお聞かせくださいませ……」

「なんなりと申してみよ」

　子守歌のように耳に優しい声に、男はかすかに微笑ほほえんだようだった。

「あなたは何者なのです？　いや、我々は──」

　だが、開いたまま動きを止めた唇がそれ以上の声を発することは、もはやなかった。ゆっくりと瞼まぶたを落としたその顔は、永遠の静せい寂じやくの中に凍こおりついている。

　一方、血に乱れたその髪かみを優しく撫なでつけてやりながら、皇帝はどこか悲しげに答えを口ずさんだ。

「それを答えられれば、余とて楽であるのだがな……」

　命を失った肉体をそっと床に横たえたその顔は、愛児の死を悼いたむが如ごとくしばし俯うつむいていたが──

「……さて、諸しよ卿きよう、ご苦労であった」

　衣を汚よごした血を拭ぬぐおうともせずに立ち上がったとき、そこに浮かんでいたのは悪戯いたずらっぽい笑え顔がおだ。翡ひ翠すいの瞳ひとみは温かい光を湛たたえて列席者を見み渡わたしていたが、それがふと最後方で硬こう直ちよくしている影かげに落ちる。

「特にメンフィス伯はくならびにキエフ侯こう、そなたらの働きについては、高く評価するぞ。そなたらは我らの想像以上によく働いてくれた。その忠誠と功績に、帝国は厚く報むくいるであろう──期待しておるがよい」

「…………」

　ありがたい玉音ではあったが、にっこり微笑まれたイオンの方はひきつった顔のまま凍りついてしまっている。代わりにエステルがおずおずと口を開いた。

「セ、セスちゃん、その……あ、いえ、陛下、その……」

「キミは〝セス〟でいいよ、エステル」

　作ったように形のいい小鼻を小気味よさげに膨ふくらませて、少女はローマ公用語で答えた。

「アウグスタ・ヴラディカってのは皇帝としてのボクの名前であって、キミはボクの臣下じゃないからね。友だちだ。そして友だちはボクを〝セス〟って呼ぶ」

　そう笑った悪戯っぽい顔と声は、確かにあのときの少女のものだ──エステルは混乱する頭を必死で鎮しずめねばならなかった。

「じゃ、じゃあ、セスちゃん……本当の本当に、あなたが帝国の皇帝なの？　アウグスタ・ヴラディカ？」

「一応、答えはイエスかな。少なくとも、ボクの数多い肩かた書がきの一つではあるからね……ああ、でも例のお茶売りの件は秘密にしておいて。自分で作った法律を自分で破ってるってばれたら、示しがつかないからね？」

　喋しやべりづらそうなエステルに向けて、ヴラディカ──いや、セスは陽気にウインクしてみせた。それから、ふと何か肝かん心じんなことを思い出したように表情を改める。

「ところでエステル。今度はこっちから一つ質問していいかな？　ええっと、キミと一いつ緒しよに来てたもう一人の使者がいたはずだよね？　彼は？　キミたちを牢ろうから救ったあと、どこに行ったか知らないかい？」

「それって、ナイトロード神父さまのことですか？」

　そう言えば、彼のことをすっかり忘れていた。

　どうしてセスが彼のことを知っているのかわからぬまま、エステルは軽く手を打ち鳴らした。

「あの人でしたら、あたしたちがルクソール男だん爵しやくの話をした途と端たんに血相変えて、どこかに行ってしまいました──あとは、あたしたちだけでここに来るようにって」

「ルクソール男爵──ラドゥか!?」

「ええっと……それがあのルクソール男爵はルクソール男爵じゃないんです」

　我ながら頭の悪い説明だ──こんな説明でわかってもらえるかどうかははなはだ疑問だったが、それでも、エステルは自分の知識で可能な限り秩ちつ序じよだった解説を試みた。

「説明すると長いんですが、教皇庁で追っている組織にローエングリューンという人物がいましてですね、この男が男爵の体を操あやつっているというか……とにかく、あれは男爵だけど、男爵じゃないんです」

「ローエングリューン……〝騎士団オルデン〟の男かい!?」

「え、ええ、そうです。あの、ご存じでらっしゃるんですか、陛下？」

　エステルの質問に答えは返ってこなかった。初めてセスの顔から微び笑しようが消えるや、裾すそを翻ひるがえしていずこかに駆かけだしていたからだ。それを目にした首席ミ枢ル密司カが慌あわてて声をかける。

「陛下！　いったい、いずこに──」

「少し行くところがある！　ミルカ、キミはここに残って、事後の処理にあたれ！」

　臣下を振ふり返った少女の声は、これがさきほどまでと同一人物かと疑わしくなるほど強い緊きん張ちようを孕はらんでいた。

「それからキエフ侯、〝槍やり〟はまだ使えるな？　ならば余についてまいれ。それからエステル、キミもだ……あとの者はここを動かぬように」

「へ、陛下、私も！」

　すがるような声をあげたのは、指名されたアストではない。だが、血ち塗まみれの脚あしをひきずるように進み出たイオンを見下ろすと、セスは首を振った。

「そなたはダメだ、メンフィス伯……その脚では動けまい？　ここでおとなしくしておれ」

「……で陛下、どちらに行かれるのです？」

　気け色しきばむ少年の襟えり首くびを摑つかみながら小首を傾かしげたのは、随ずい行こうを指名されたアストだ。貴族たちの混乱を鎮めるより優先すべき事じ項こう──皇こう帝てい自ら出向かねばならぬ用事とは何だ？

「ラドゥ──いや、ラドゥの体を操っている奴やつを追う」

　セスの返答は短かったが、これ以上はないほどはっきりとしていた。

「追って、必要なら撃げき破はする。〝騎士団〟の男が、アイツの手先がここサライに入り込んでいるとすれば……行くところはあそこしかない！」




　床ゆかに転がった禁軍イエニ隊士チエリの死体は三つ──一方、猟イエー兵ガーの残ざん骸がいは八体。まあ、戦果としては悪くない数字だ。

「〝境マーの間ベイン〟か……なるほど、そのまんまのネーミングだね」

　広こう壮そうな皇帝居室は、最前までの死し闘とうが噓うそだったように静まりかえっている。広大な人造空間のそこかしこに放し飼いにされているはずの鳥たちも剣けん戟げきの叫さけびに怯おびえたものか、いまはひそとも音を立てない。

　目の前にそびえた巨きよ大だいな扉とびらに掌てのひらを置いたまま、青い髪かみの若者は薄うすく含ふくみ笑った。

「うん、なかなか趣しゆ味みのいい骨アンテ董イークだ……だけど、中はどうかな？」

　手首にはめた腕うで輪わとそこに刻まれた液えき晶しよう画面の数値を覗のぞき込んで、ラドゥ＝ディートリッヒは独りごちた。刻一刻と変わって行く数字に注意しながら、ノブのない扉の表面にそっと掌を滑すべらせてゆく……

　その唇くちびるに邪じや悪あくな笑えみが刻まれるまで、そう時間はかからなかった。

　いずこからか羽虫のようなノイズが聞こえてきたときには、それまで微び動どうだにしなかった扉は音もなく内側に向かって開いていた。その向こうにあったのは、無明の闇やみだ。一いつ切さいの光を放たず、また外からも一切の光の射さし込まない真の暗黒。

　だが、若者は躊躇ためらわなかった。恐おそれる色もなく闇の中に一歩を踏ふみ出すと、顔をしかめる。

「暗いな」

　触さわれれば摑めそうな濃のう密みつな闇と、鼓こ動どうさえ聞こえてくる静せい寂じやくのただ中で、ディートリッヒは肩かたをすくめた。やがて、闇を呼吸するかのように大きく息を吸い込む。

「光あれ」

　低い呟つぶやきとともに眩まばゆい光が満ちたとき、そこに広がっていたのは〝境の間〟にも劣おとらぬ広大な空間だった。

　高い天てん井じようを含め、壁へき面めんは全すべて細かな計器とコンソールに占しめられ、極ごく細ぼその発光繊せん維いが編み込まれた壁かべそのものがほの明るく光っている。何千面とあるモニターはそれぞれに複雑な図形や数字を描えがき続け、その前のキーボードはいずれも人の手が触ふれたことのないように真新しい輝かがやきを放っていた。

「さて、ようやくここまで来られた……ずいぶんと手こずらされたけどね」

　それらの計器の群れの中央──ひときわ大きな椅い子すの前に立つと、ディートリッヒは軽く指を鳴らした。

　しかし、ここはいったい、何をするための場所なのだろうか？

　計器に示された複雑な数字はこうしている間にも刻一刻と変動を続け、モニターに並ぶキーの大半は用よう途と・役割ともに一切不明だ。だが、美び貌ぼうの若者はいとも気軽に玉座にも見まごうその椅子に腰こしを下ろした。複雑な配列のキーを、ピアノの調律でもするかのように滑なめらかにかき鳴らす。その間、秀しゆう麗れいな顔に浮うかんでいたのは、憧あこがれのオモチャをようやく買い与あたえられた子供の、あの無む邪じや気きな好こう奇き心しんだ。

　繊せん細さいな指は、夜想曲を奏かなでるかのようにキーボード上で優やさしいリズムを刻んでいたが、それがふと止まるまで、さほどの時は要さなかった。

「自己修復機能……これだ」

　計器に示された数字に、赤い唇がにいっと吊つり上がった。

「やっぱり、あれはまだ生きてる……仮死状態だけど、まだ本当に死んじゃいない」

　短く呟くと、若者は懐ふところから取りだした透明メモリな立ー・キ方体ユーブをコンソールに開いたスロットに挿そう入にゆうした。ディスプレイの一つに浮かび上がった指示に従い、データ複製の手続きをとる。手続きはやや煩はん雑ざつではあったが、膨ぼう大だいなデータの複製が立方体に転送されるまで、ものの数秒とはかからなかった。排はい出しゆつされた立方体を抜ぬき取り、若者は初めて満足げに息をつく──これで、〝騎き士し団だん〟から与えられた任務は完かん遂すいだ。

　たったこれだけの作業のために、カルタゴ以来、数ヶ月もかけて強きよう硬こう派はとやらに協力し、スレイマンの飼い犬になって雑用をこなしてきたのだ。まあ、そのついでにミラノ公暗殺計画や強硬派のクーデターといった副産物も楽しませてもらったが、本来の目的はあくまでこれだ。

　ようやく面めん倒どう事ごとから解放された喜びとともに、若者はキーボードの前から立ち上がった。いや、立ち上がろうとして、その動きをつと止めた。何を思いついたか、細まった目の奥で悪戯いたずらっぽい光が瞬またたき始める。

「……せっかくここまで来たんだ。ちょっと遊んでいくか」

　手て袋ぶくろをはめた手を一つ擦こすり合わせると、若者は椅子に座り直した。

　どうせ、議場ではスレイマンが玉座を巡めぐってライバルたちと醜みにくい争いを繰くり広げているところだ。皇帝とモルドヴァ公亡き今、帝国は遠からず無む秩ちつ序じよな分ぶん裂れつ状態に陥おちいるだろう。そうなれば教皇庁──あの人類の守護者を気取る道どう化けどもが、きっとちょっかいをかけてくるに決まっている。そしてそのあとには──

　心躍おどる未来図に笑えみを嚙かみ殺して、ディートリッヒは再びキーボードに手を載のせた。視線は複雑に明めい滅めつする画面に固定したまま、今度はさきほどより速いテンポで指を上下させる。コピーはもう取った。オリジナルは必要ない。スレイマンや枢ヴオ密ルニ司ークたちに、これを利用することができるとは思えないが、どうせなら、不安要素は排はい除じよしておくにこしたことはない……

　ふと、その指が動きを止めたのは、今しも破壊プロウイグラムルスを放とうとしていた瞬しゆん間かんだった。曲に詰つまってしまったピアニストのように背筋を伸のばした若者は、しばし黙もくしたままキーボードを見つめていたが──

「やはり来たね……」

　美貌を背後に向けたときには、その周囲で猟イエー兵ガーたちが立ち上がっている。手に手に戦せん斧ぷを携たずさえた生けるアオト死者・イエたちーガー──だが、ディートリッヒが呼びかけた相手は忠実な下僕どもではなかった。

　彼らのさらに向こう、静かに佇たたずむ士民服の影かげがある。

　王おう冠かんを思わせる美しい銀ぎん髪ぱつの下、青い瞳ひとみは冷たく輝き、手にした銃じゆう口こうは肉にく食しよく獣じゆうの牙きばのように正確に若者に照準されている──どうやら、地イエレ下バタ宮ン・殿サライの罠わなは突とつ破ぱされてしまったらしい。

「ご無事の到とう着ちやくなによりです、神父さま……そのぶんだと、エステルたちは無事みたいですね？」

　だが、銃口を向けられたディートリッヒの顔に怯おびえの色はなかった。

　むしろ、旧知に出会った気安さでその名を口ずさむ。

「久しぶりだね、アベル・ナイトロード神父……いや、クルースニク02」
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「そこから離はなれなさい、ディートリッヒさん──」

　アベルの声は穏おだやかだったが、有無を言わさぬ気き迫はくを備えていた。

「それは、あなたたちが触ふれてはならないものです。そこから離れてください」

「〝あなたたち〟？」

　だが、問い返したディートリッヒの顔に恐おそれの色は微み塵じんもない。むしろ、相手を小馬鹿にしたようにせせら笑う。

「まるで、自分たちが特別みたいな言いぐさだね、神父さま？　それとも、そんなにこいつは大事なものなのかな？」

「いいから離れなさい！」

　神父の喉のどから鋭するどい声がほとばしった。普ふ段だんは脳天気な顔は、まるで人が変わったかのように厳しく引き締しまっている。

「それに触れてはなりません……それは、災いしかもたらさないものです」

「災いしかもたらさない？　でも、あなたたちはかつてこれを使ったんでしょ？」

　揶や揄ゆするような調子は変わらない。いや、わざと見せつけるようにキーボードに指を走らせると、ディートリッヒは勿もつ体たいつけて首を振ふった。

「僕はね、知っているんですよ。あなたが、いや正確にはあなたたちが、かつてこれを使って何をしたか……ああ、別にあなたを責めてるわけじゃないんですよ。それにざっと見たところ、こいつにかけられた封プロ印テクトはまだ解かれていないようだ。見み逃のがしてくれれば、今日は、このまま失礼するけど？」

「……そうは参りません」

　神父の手中で撃げき鉄てつの上がる音が響ひびいた。若者に据すえた狙そ点てんは微び動どうだにさせず、硬かたい声で命じる。

「ポケットの再起動ファイル──それを置いていきなさい」

「……意外と目め敏ざといんだね」

　悪戯を見とがめられた子供のように、ディートリッヒはぺろっと舌を出した。もっとも、罪悪感の欠片もない証しよう拠こに、肩かたをすくめてぬけぬけとこう言い放つ。

「でもね、神父さま。〝触さわるな〟と言われると、僕はかえって触りたくなるんだよ。ああ、それにもう一つ付け加えておこう……僕は、他人ひとに命令されるのが、死ぬほど嫌きらいなんだ」

「！」

　アベルが目を細めたときには、床ゆかを蹴けった猟兵たちは完全に統一された呼吸で半円状に展開していた。〝加速〟状態で繰くり出された四本の戦斧が、四方から神父めがけて殺さつ到とうする。その速度と密度は、刃やいばの壁かべが迫せまってくるようなものだ。どこにも神父の避さける場所はない──
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　不ふ吉きつなその声が轟とどろいたとき、撃うち込まれた刃の壁は、闇やみ色いろの風に粉ふん砕さいされていた。

　柄えの両りよう端たんに刃を宿した異い形ぎようの大おお鎌がま──いずこからか現れた奇き怪かいな武器が鋭く旋せん回かいするや、突とつ進しんしてくる猟兵たちの戦斧を薙なぎ払はらったのだ。圧あつ倒とう的なパワーはあっけなく巨きよ体たいを撥はね飛ばし、戦斧のへし折れる音が連続する。

「〝地のニシ上に・ペル流さ・エイれたウス・血は、サングそれをイネム流した・クイ者の・アル血にテリウよらなス・サければングイ贖うネムことは・フデできないリツト〟……」

　噴ふき上がった血風の中、闇に躍おどる影が聖句を紡つむいだ。それ自体が生きているかのように蠢うごめく銀髪の下で、赤い双そう瞳どうが悲しげに輝かがやいている。

「ゆえグラに、テイ主のア・御恵ドミのあニ・なたイエ方にス・あらウオんこビスとをクム──エィメン！」

　そのスピードは、長生種といえど敵し得ないものだった。

　跳ちよう躍やくしたアベルが異形の刃を旋回させた瞬しゆん間かん、刈かられた四つの首は、赤い放物線を描えがいて舞まい上がっている──だがその時には、アベル自身もその場を飛びすさらねばならなかった。

　黒衣を不吉にはためかせて跳躍したとき、その裾すそをかすめ去ったのは青白い炎ほのおの輝きだ。猟兵たちが稼かせいだわずかな時間に〝加速〟したラドゥ＝ディートリッヒの火弾は、空中で無数に分ぶん裂れつすると、極短の時間差を置いて唸うなりをあげた。次々に襲おそってくるそれを風車のように回転した大鎌が切り裂さき、弾はじき、粉砕する。

「無む駄だです、こんなこけ脅おどしは！」

　火輪と化した大鎌をなおも体前で回転させながら、アベルは叫さけんだ。

　目め眩くらましをばら撒まいた直後、すでに逃とう走そうに移っていた火炎イフ魔人リートを猛もう加速で急追する。そのスピードは〝加速〟状態の長生種さえ凌りよう駕がしていた。十メートル近い距きよ離りを跳躍すると、壁へき面めんを走るディートリッヒの眼前に音もなく降り立つ。

「降こう伏ふくなさい！　さもなくば──」

　だが、振りかざされた大鎌を目にしつつも、青い髪かみの若者の疾しつ走そうは止まらない。まるで、アベルなどそこにいないもののように突進してくる。

「……残念です！」

　悲しげな声とともに旋回した漆しつ黒こくの刃は、正確にラドゥ＝ディートリッヒの心臓に打ち込まれていた。胸きよう郭かくを断ち割り、背骨まで達した斬ざん撃げきに、長身が勢いよく吹ふき飛ぶ。半ば胴どう体たいを輪切りにされたラドゥの体は、胸の悪くなるような音をあげて床に激げき突とつしてからもそのまま側転を続けていたが、壁にあたってようやく動きを止めた。

「罪はカルパ永遠に。・ペレされど、ニス・エ死者のリト・ためにオラ・ト我はウオ・祈らんノミネ……」

　初めて、アベルの口からため息がこぼれた。

　床に倒たおれ伏ふしたいくつもの死体を見下ろすその表情は暗く、硬かったが、それでも今は感傷にひたる余よ裕ゆうはない。沈しずんだ表情のまま、アベルは再び死んだルクソール男だん爵しやくへと歩み寄るとその側にひざまずいた。生前の彼とはほとんど面識はなかったが、話はイオンから聞いている。友人を裏切った男とは言え、それは、死後までその体を冒ぼう瀆とくされねばならぬほどの罪だったのだろうか──

「どうか、安らかにお休みください、男爵」

　アベルは死者への敬意をこめて、十字を切った。それからふと気づいて、遺体のポケットから覗のぞく、透とう明めいな立方体を摘つまみ上げる。

　あれの再起動ファイル──〝騎き士し団〟はいったいこんなものを何に使うつもりだったのだろう？　遥はるかな過去、彼女が命がけで施ほどこした封印は、いまだに生きている。それがある限り、こんなデータは無用の長物だというのに──

〈……おっと、神父さま、横取りはいただけませんね〉

　揶揄するような含ふくみ笑いがアベルの鼓こ膜まくを叩たたいたのはそのときだった。

　同時に、彼が摘み上げていたメモリー・キューブは常識はずれの力に摑つかみ取られてしまっている。

「なっ……!?」

　メモリー・キューブを奪うばい取った者の姿に、アベルの目がこぼれんばかりに見開かれた。

「ば、馬鹿な！　その体でなぜ動けるんです!?」

〈……あーあ、やってくれましたね、神父さま〉

　嗤し笑しようさえ含んだ声で答えたのは、死者の青ざめた唇くちびるだった。

　ラドゥ・バルフォン。

　たった今、二度目の死を迎むかえた長生種の死体が血ち溜だまりの中から上半身を起こしていた。その胴体には、真っ赤な穴が口を開けている。確かに、大鎌の一いつ閃せんはラドゥの胸を斬きり割ったのだ。その斬撃は、心臓を粉砕し、背骨まで達しているはずだ。これだけのダメージを受ければ、死体だとて死ぬはずなのに──だが現実には、青い髪の若者は何事もなかったかのような顔で立ち上がっていた。

〈この〝ラドゥ・バルフォン〟は特別にチューンナップしてあってね……〉

　黒々と裂かれた傷から垂れてくる内臓を体内に押し戻もどしながら、茶飲み話でもするような調子で語るのは、輪切りにされた本人だ。もっとも三日月の形に唇が吊つり上がったときには、その傷さえ、かき消したように消えてしまっている。

〈耐たい久きゆう力・戦せん闘とう力ともに、そこに転がってる猟兵なんかとは較くらべものになりませんよ……そのついでに、ほら、こんな面おも白しろい仕し掛かけも組み込んでみたんだ〉

「！」

　突とつ如じよ、アベルの顔が青白く染まった。

　床ゆかにこぼれていたラドゥの血──真っ赤な水みず溜たまりを作っていたそれが、いきなり燃え上がったのだ。

　数千度にも達する生体ナパームの熱を受けた〝クルースニク〟の唇から、苦鳴がこぼれた。素す早ばやく後退して、炎から距離を取ろうとする。だが、真に信じがたいことはそのとき起こった。

「……なにっ!?」

　あたかも生物の如ごとく、炎が揺ゆらめいたかと思うと、神父に向かって突とつ進しんしてきたのだ。反射的に大おお鎌がまで払はらいのけながら跳躍していなければ、アベルの全身は火だるまになっていたことだろう。

「い、いったい、これはどういうことです!?」

　かろうじて炎から逃のがれた神父の唇から、ひび割れた呻うめき声がこぼれた。

　文字どおり、炎が立ち上がっていた。笑うラドゥ＝ディートリッヒの体を中心に、人型をした炎の塊かたまりが十体近く揺らめいている──その姿は、あたかも伝説の炎の巨きよ人じんのようだ。

〈通常、火炎イフ魔人リートは掌てのひらの分ぶん泌ぴ腺せんからしか、ナパーム液を分泌できないんだけどね。だけど、この〝ラドゥ・バルフォン〟はそれに加えて、全身の血液にも発火能力を持たせてあるんだ。いや、それだけじゃない。〝糸〟を利用して、発火後はある程度、こちらの意志でその動きを操あやつれるようにしてある〉

　揶や揄ゆの声にあわせたかのように、炎の人形パペツトたちが動いた。壁へき面めんのアベルを扇おうぎ状に包囲すると、瞬またたく間にその距きよ離りを縮めてくる。

〈残念ながら、〝糸〟が高温に耐たえられないため、活動時間に限りがあるけど……それでも、あなたを黒こげにするには十分だろ〉

「！」

　迫はく撃げきしてくる炎の人形たちに向けて、アベルは大きく鎌を振ふった。その衝しよう撃げきと巻き起こった風により、たちまち人形たちの形が崩くずれる。しかし、次の瞬しゆん間かん、それらは形態を再生させ、神父に摑みかかろうと迫せまってきていた。再度、大鎌が旋せん回かいするも、すべての攻こう撃げきを迎げい撃げきすることは不可能だ。逆巻く炎が渦うずとなって、ついに〝クルースニク〟をその牙きばに捉とらえ──

「神父！」「神父さま！」

　鋭するどい烈れつ気きと赤い閃せん光こう、そして飛来した無数の散さん弾だんが青い炎を断ち割ったのはそのときだった。

　電光のような軌き道どうを描えがいた〝ゲイ・ボルグの槍やり〟は、いましもアベルを吞のみ込もうとしていた炎を薙なぎ払っている。一方、ほとばしった散弾は火か炎えんの後方に佇たたずんでいた火炎イフ魔人リートの足あし下もとを抉えぐり抜ぬき、床に不気味なクレーターを穿うがっている。

「だいじょうぶですか、神父さま……その人から離はなれなさい、ディートリッヒ！」

「エステル、気をつけよ！　そ奴やつ、ただ者ではないぞ！」

　威い圧あつ的な音をあげて装そう塡てんポンプを引いた赤毛の少女は、散さん弾だん銃じゆうの狙ねらいを青い髪かみの長生種に定め直した。一方、そんな彼女に用心深く警告を発したのは白はく髪はつの美女だ──だが、新たに二人の敵手を迎えて、ディートリッヒの顔に恐おそれの色はなかった。

〈これはちょうどいい……あなたを本気にさせるための餌えさがやってきたみたいだ。アベル・ナイトロード〉

　むしろ新しいオモチャを発見した子供のように唇を吊り上げてみせたときには、その手には新たな炎が点っている。その一方で、彼の周囲を囲む生きた炎が、今度は蛇へびか槍のように細長い形に変形を始める。

〈じゃあ、まずはキエフ侯こうあたりからいってみるかい？　愛いとしい彼女たちが黒こげになってもまだ紳しん士し面づらしてられるかどうか、試ためしてあげよう〉

「や、やめなさい！」

　ほとんど悲鳴のような声で叫さけんだアベルの眼前、空気がうねった。

　炎蛇の群れがまるで生け贄にえの乙女おとめを見つけた邪じや竜りゆうの如く身をくねらせたかと思うと、〝槍〟を掲かかげるアストに向けて鎌かま首くびをもたげたのだ。

「ア、アストさん！」

　アベルが悲鳴をあげたときには、炎蛇たちはキエフ侯の四方から襲おそいかかっていた。空中で互たがいに距離を取ると、一いつ拍ぱくおいて、身を躍おどらせる。いかに長生種といえど、このスピードで迫撃する炎を回かい避ひするのは不可能だ。

「な、なんだ、これは!?」

　狼ろう狽ばいしながらも振るった槍が数匹ひきの炎蛇を叩たたき伏ふせるが、四方八方からの攻撃を全すべて迎撃することはできなかった。赤い盾たてをかいくぐった一匹ぴきが、ついに白髪の美女を背後から捉える。

「！」

　背中に体当たりを喰くらった瞬間、アストの体が弓なりにのけぞった。悲鳴の形に開いた口から呼気がこぼれたときには、その体は肉の焦こげる異い臭しゆうとともに吹ふっ飛び、床に叩きつけられている。

「キ、キエフ侯！」

　駆かけ寄ったエステルが懸けん命めいに消火に努めるが、女侯こう爵しやくの体は小刻みな痙けい攣れんを続けるだけで反応はない。しかもその間にも、形を取り戻もどした炎蛇どもは次の生け贄を見いだし、再び攻撃態勢に入っている。

「エ、エステルさん、いけない！」

　必死にアストの背中の炎を消そうとしている尼に僧そうの頭上で、炎蛇たちが鎌首をもたげた。頭上を振り仰あおいだエステルが見いだしたのは、新たな生け贄を見つけた悪あく魔まのように周囲を取り囲む炎の群れだ。迫る炎に、逃にげ出すことすらままならぬ少女の口から声にならぬ悲鳴がこぼれる──そのとき、アベルの顔が悲痛に、しかし確かな決意をこめて歪ゆがんだ。

「──やむを得ません！」

　硬かたい視線で命持つ炎たちを睨にらみ据すえると、神父は覚かく悟ごを決めたように唇くちびるを動かした。彼の体内に潜ひそむ、忌いまわしき存在たちを呼び起こそうと、呪じゆ文もんを紡つむぐ。
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　だが、禍まが々まがしい呪文が完成することはついになかった。

「…………!?」

　短い苦鳴とともに、アベルの膝ひざは大きく崩れていた。糸が切れた操あやつり人形のようにその場に頽くずおれると、苦しげに心臓をかきむしる。そして、信じられないものを見たかのように見開かれたその目は、すでにあの、冬の湖に似た青さを取り戻していた。

「し、しまった……〝クルースニク〟が!?」

　不ふ吉きつな赤光を失った目で、神父は己おのが体に目を落とした。その手の中では大おお鎌がまが陽光を浴びた氷細工のように溶とけ落ち、逆立っていた銀ぎん髪ぱつは力を失ったように萎しおれてしまっている。

　そう、そこにいたのは、あの〝クルースニク〟ではない──ただの一人の若者、アベル・ナイトロードだった。

〈……無様だね、神父さま〉

　苦しげに喘あえぐアベルを眺ながめたディートリッヒの唇が、嘲ちよう笑しようをこぼした。神父の苦痛を長引かせようという目もく論ろ見みか、炎蛇たちはエステルの周囲を取り囲んだまま、動きを止めている。その炎ほのおに顔の片側を照らされながら、悪魔は、弱々しく倒たおれた魔ま物ものを嘲あざけった。

〈〝吸ヴア血ンパ鬼イアの血を吸う吸ヴア血ンパ鬼イア〟──あなたクルーたちスニクの力の源は、他ほかならぬ吸血鬼どもの血だ。人間の赤血球を溶血性バチルス桿状・クド細菌ラクが喰らい、そのバチルスを君たちの〝クルースニク〟が捕ほ食しよくする。ところが、その肝かん心じんのバチルスを──吸血鬼どもの血を、あなたは摂せつ取しゆしたがらない。いや、嫌きらってさえいる……そんなことじゃ、彼らとうまくやっていけるはずがない〉

「な、なぜ……？」

　弱々しく掲げた腕うでで青白い炎から顔を庇かばう神父の声は、いまにも消え入りそうにか細かった。

「なぜ、あなたはそんなことを──」

〈知ってるのかって？　見くびってもらっちゃ困るね。他にもいろいろと知ってるよ……たとえば、あなたも〝世界の敵〟であることとかね〉

　三日月の形に割れた唇を舌で湿しめらして、ディートリッヒは再び嗤わらった。驚きよう愕がくに顔を歪めた神父を心底楽しげに見やった彼の掌てのひらに浮うかぶのは、特大の火球だ。

〈それにしても、こんなものがクルースニク？　拍ひよう子し抜ぬけだな……僕はあなたのことをもう少し買っていたんだけど、どうやら買いかぶりだったみたいだね〉

　いまや、血の気を失ったアベルは自分の力では立つことすら難しいようだった。力無くへたりこんだままの敵手を睥へい睨げいすると、ディートリッヒはその掌に新たな火球を作った。

〈ここであなたを始末しちゃうと、腹を立てる人がいるんだけど、もういいや……さよなら、アベル・ナイトロード〉

　嘲ちよう弄ろうとともに、人の頭ほどもあるナパーム弾だんをディートリッヒは放った。唸うなりをあげてそれが飛んでいった先は、苦しげに喘ぜん鳴めいをこぼしているアベルの頭だ。青白い光が、それを消し炭に変えんとした、まさにそのとき──

「そのへんでやめておいてくれるかな、騎き士し団だんの坊ぼうや？」

　澄すんではいるが皮肉げな声が響ひびいた。同時にアベルをその射程に捉とらえていた火球は空中で爆ばく散している。あたかも見えない壁かべに激げき突とつしたかのように宙の一点で破は裂れつすると、細かな火の粉となって床ゆかに降り注ぐ。

　それを見たディートリッヒの表情が、初めて不快げに歪んだ。毒を含ふくんだ視線で振ふり返った先には、いつの間にか新たな人ひと影かげが佇たたずんでいた。

〈……誰だれだい、君は？〉

「ボク？　ボクはただの通りすがりの美少女だよ」

　緑の長衣を翻ひるがえした小こ柄がらな少女は、そう言うとにっと微笑ほほえんでみせた。

　もっとも、黒くろ髪かみの下ではその眼が冷たく光っている。卵をひっくり返したような白い顔にあるのは陶とう器き人形めいた硬さと、幼い少女独特の悪戯いたずらっぽい表情だ。

　そして、その顔を目もく撃げきして、表情を凍こおりつかせたいま一人の人物がいる。

「セ、セス……!?」

「やあ、久しぶり、アベル……元気にしてたかい？」

　弱々しく呻うめいたアベルに優やさしげな声をかけた一いつ瞬しゆん、ヴラディカ＝セスの瞳ひとみに柔やわらかな光が点った。だが次の瞬間には、それは冷え冷えとした闘とう気きとなって火炎イフ魔人リートに転じている。

「さてと、〝騎士団〟の坊や……ボク、自分の城で好き勝手されるのは、もういい加減に頭に来てるんだけど？」

〈〝自分の城〟……では、君が皇こう帝ていってことかい？　真人類帝国皇アウ帝グスタヴラディカ？〉

　ディートリッヒの声にかすかな緊きん張ちようの響きが混じった。それは、さきほどクルースニク化したアベルを前にしても顕あらわれなかったものだ。

〈やれやれ……僕もスレイマンも、とんだ道化だったみたいだね。最初から、君の掌の上で踊おどらされていたってことか。そのぶんだと、モルドヴァ公も実は死んでないんだろ？〉

　世間話でもするようなディートリッヒの問いかけに、こちらも涼すずしい顔で少女皇帝は笑み返した。

「察しのいい子は好きさ……でも、お遊びの時間はこれまでだ。あとは、おとなしく尻尾しつぽを巻いてアイツの所に逃にげ帰るか、それともここでボクにお仕置きされるか、好きな方を選びな」

　その間も彼女の周囲では、炎蛇どもが威い嚇かくするように距きよ離りを詰つめつつある。青白い輝かがやきを映した瞳を邪じや悪あくに細め、ディートリッヒは悪意に満ちた声を滴したたらせた。

〈まったく、今日は厄やく日びだね。化け物に二匹ひきも出くわしちゃうなんてほんとにツいてない……だけどね、やっぱり僕は他人に命令されるのが死ぬほど嫌いなんだ〉

　主の声に反応したように、炎蛇が一いつ斉せいに動き始めた。今度は少女の周囲を隙すき間ま無く取り囲むと、絶ぜつ妙みようの時間差をもって襲おそいかかる。

「セ、セスちゃん！」

　そのタイミングとスピードは、虚むなしく声をあげたエステルがまるで反応できなかったほどだ。少女皇帝めがけて襲いかかった青い炎は、そのまま、彼女の肉体を蒸発させるかと思われたが──





［ナノマシン〝クルースニク03〟四十パーセント限定起動──承認］






　低い声が空気を震ふるわせた瞬間、今しも少女を包み込もうとしていた炎ほのおは一いつ斉せいにその向きを変えていた。

〈…………!?〉

　驚愕に見開いたディートリッヒの瞳に映ったのは、まるで見えない壁に激突したかのように空中で阻はばまれている炎と、その中心に点った不ふ吉きつな二つの赤い光点だ。炎を圧してなお煌こう々こうと赫あかいその輝きが、セスの眼光だと認識した直後──

「ディートリッヒとか言ったっけ？　キミじゃ、ボクには勝てないよ」

　短い呟つぶやきとともに大気が咆ほう哮こうした。

　凄すさまじい突とつ風ぷうがいずこからかわき起こったかと思うと、反転した炎はその主であるディートリッヒめがけて逆流したのだ。

〈…………!?〉

　次の瞬間、ラドゥ＝ディートリッヒの体は炎に包まれていた。もし、カルタゴで陽光に灼やかれた全身の皮ひ膚ふを耐たい熱ねつコーティングされた人工皮膚と交こう換かんしていなければ、今ごろは消し炭と化していたであろう。なんとか仁に王おう立だちになって耐たえたものの、全身に炎を纏まといつかせたその姿は地じ獄ごくから這はい出してきた獣けもののように無む惨ざんなものだ。

〈……なるほど、たいしたものだね。しかし、詰めが甘いところは、誰かさんとそっくりだ〉

　原形をとどめぬほどに焦こげた唇くちびるから牙きばを剝むいて、ディートリッヒは凶きよう暴ぼうな笑えみを作った。

　せっかく苦労して手に入れたメモリー・キューブは、今の炎で失われてしまった。従って、この〝人形ラドウ〟を無理して回収せねばならない理由も無くなったわけだ。そして、どうせここで廃棄するのであれば──

〈──せめて、皇帝陛下の命だけでもいただいていくかな……じゃないと、僕だけ人形オモチヤを壊こわされるのも癪しやくだからね〉

　吐はき捨てたときには、ラドゥ＝ディートリッヒの体は〝加速〟に入っている。しかも、完全にリミッターをはずし、通常の〝加速〟を遥はるかに超こえて神経系を異常励れい起き。摩ま擦さつに耐えきれなくなった筋肉が焦げ落ちるのもかまわず、赤い目で佇たたずむ少女に躍おどりかかる──

「詰めが甘い？　誰かと一いつ緒しよにしないでくれるかな──ボクは彼ほどお人ひと好よしじゃない」

　死の風と化して肉にく薄はくするディートリッヒ。それを前に、笑えみを浮うかべたセスの両りよう腕うでが音をあげて裂さけたのはそのときだった。

　そこからこぼれたのはとろりと黒い輝きだ。一見、重油のようにも見えるそれは、セスの両手の中に溜たまると、たちまち金属状に硬こう化かしてゆく。そして皇帝が腕を振ふったとき、その両手にはそれぞれ一本ずつの長大な音おん叉さが握にぎり締しめられていた。

「〝逃げろ〟ってボクは忠告したよ、〝人形使い〟」
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　長剣ほどもある二本の音叉を体前に交こう叉ささせてかまえた皇帝が冷たく笑った。

　刹せつ那な、突とつ進しんしていたディートリッヒの体は、見えない壁かべに弾はじかれたように後方に弾き飛ばされている。

〈…………!?〉

　さっき、ナパーム炎を反転させたものと同じ障しよう壁へきか!?

　壁に叩たたきつけられながらも、ディートリッヒは猫ねこのように体を捻ひねって衝しよう撃げきを吸収した。それから再び立ち上がろうとして──糸が切れた人形のように、その場に無様にはいつくばる。

〈……なに!?〉

　思ったよりダメージが大きかったのか？

　まるで反応のない脚あしに咄とつ嗟さに視線を落としたラドゥ＝ディートリッヒだったが、その目が大きく見開かれる。

　膝ひざから下が白く変色していた。いや、これは変色しているだけではない。灰と化した皮膚が、肉が、骨が、ぼろぼろと崩くずれつつあるではないか！

〈なんだ、これは……!?〉

　いや、奇き怪かいな崩ほう壊かいは脚だけに止まらなかった。

　咄嗟に目を落とした体のいたるところから、いや、その目からさえ、白はく煙えんがあがっている。いずこにも火の気はないにも拘かかわらず、全身が蒸し焼きになっているのだ。

〈体が燃える……これは、なんだ!?〉

　驚きよう愕がくに呻うめいたディートリッヒに答えを与あたえたのは、彼と正対する皇こう帝ていだった。

「それは高エネルギー焦しよう点てん式超ちよう音おん波ぱ──音の炎さ」

　その手の中では二本の音叉が人間には感知できぬほど細さい微びな、そして高速の振しん動どうを続けている。

「波長を揃そろえた強力な超音波ビームを任意の一点に収束させることで、狙ねらった部位だけを焼くんだ。レーザーだと通過した部位まで焼いてしまうけど、この超音波ビームは収束点までは何の影えい響きようも与えない。だけど、一いつ旦たん本気を出せば──」

　皇帝の瞳ひとみが殺気を孕はらんで輝かがやいた瞬しゆん間かん、青い髪かみの死人は弓なりにのけぞっている。

　あたかも聖書に出てくるロトの妻──神の忠告に逆らい、滅ほろびるソドムの街を振り返った愚おろかな女の如ごとく、その体が真っ白な塩ミネラルの柱へと変容しつつあるのだ。

〈…………！〉

「いいかい、〝人形使い〟。今日はこれぐらいで勘かん弁べんしてあげる。だけど……」

　死せる火炎イフ魔人リートの体は急速に崩壊を始めていた。驚愕に歪ゆがむその顔を見み据すえたセスの声は、霜しもの降りたような冷気を放っている。

「次に会ったときは、絶対に許さないからね。だから、これからは一いつ生しよう懸けん命めいお逃にげ……逃げて逃げて逃げまくるんだね。そして、ボクはキミたちをどこまでも追いつめ、捕とらえ、ひどいことをする。ラドゥ、スレイマン、イオン──キミたちは、ボクの子供たちに取り返しのつかないことをしてくれたんだ。絶対に復ふく讐しゆうするよ」

　愛らしい唇くちびるが不ふ吉きつな宣告を下した瞬間、ラドゥ＝ディートリッヒの体は真っ白な煙けむりと化して四散した。




「神父さま！」

　塩の柱が崩れた直後、アベルのもとに駆かけ寄ってきたのは赤毛の尼に僧そうだ。ひどい火傷やけどを負って倒たおれている長身にとりすがると、懸命に揺ゆり動かす。

「神父さま！　神父さま！　神父さま！　しっかりして！」

「やあ……エステルさん……」

　弱々しい微笑ほほえみを浮うかべ、アベルはエステルの煤すすで汚よごれた顔にそっと手をあてた。ひんやりとした肌はだの感かん触しよくが心地ここちよい。

「私はだいじょうぶです。それより、あなたの方こそ、怪け我がはないですか？」

「は、はい……」

　ほとんど機械的にエステルは頷うなずいた。気き遣づかわしげに眉まゆをひそめると、アベルの火傷にそっと手を伸のばす。

「ひどい、火傷……神父さま、すぐに手当てを──」

「彼なら平気だよ、エステル」

　アベルを気遣う尼僧の声を、より澄すんだ声が遮さえぎった。目をあげれば、皇帝服の少女が翡ひ翠すいの瞳を煌きらめかせて二人を見下ろしている。

「それより、悪いんだけど、キミはちょっとはずしてくれないかな？　彼と少し話がしたい」

「え、でも……」

　やや警けい戒かいするような色がエステルの顔に浮かんだ。どこか硬かたい光を宿した皇帝の視線から、小さな体を張ってアベルを庇かばおうとする。だが、そんな尼僧に穏おだやかに首を振ふってみせたのは、庇われているアベル自身だ。

「平気です、エステルさん……あなたは、アストさんの方を看てあげてください。あの程度の傷ならだいじょうぶとは思いますが、一応、念のためにね」

「……わかりました」

　重ねて促うながされ、渋しぶ々しぶとエステルはアベルの側そばを離はなれた。それでもなお、後ろ髪がみを引かれるのか、振り返りつつ、倒れたままのアストの方へと駆け寄っていく。

　そんな彼女を見送ったセスの口元が綻ほころんだ。

「いい子だね……あの子は」

　意味ありげにアベルの顔に落とした目からは、さきほどまでの殺気にも似た気配は消えている。

「ちょっと彼女に似てない？　いや、顔じゃなくて、あの根こん性じよう入ったとこなんてさ──」

「やはり、お前だったんだな、セス」

　一方、少女の軽口を遮ったアベルの声は穏やかだったが、どこか硬かった。

「〝八百年の長きを統すべてきた皇こう帝てい〟──お前以外に、考えられなかった」

「それがわかってて、わざわざここまで来てくれたってことは、ひさしぶりにボクの顔が見たくなったと思っていいのかな？」

　初めて、セスの顔から苦笑が消えた。傷ついた若者の側にひざまずくと、呆あきれたような、それでいて気遣わしげな目でそっと頰ほおに指を触ふれる。

「最後に会ったのはいつだっけ？　相変わらず、辛つらそうな生き方をしてるみたいだね。見てるこっちがイタくなるよ」

「…………」

　一方、アベルはかすかに苦く笑しようしたようだったが、言葉に出しては何も答えない。ただ、黙だまったまま立ち上がろうとして、苦痛に顔をしかめる。

　その手を優やさしくとって立たせると、皇帝セスは白い顔にこぼれんばかりの懐なつかしさをこめて、若者の名を呼んだ。

「九百年ぶりだね、アベル……兄さん」







　　　　終章：使者の帰還





──我ら互いに離れしときも、

主よ、我らの絆をみそなわしたまえ。

（創世記三十一章四十九節）






「スレイマンたち──強きよう硬こう派はの動きについては、実はかなり前から警戒していたのじゃ。ところが、なかなか尻尾しつぽが摑つかめなくてのぅ……それで、こちらから罠わなをかけてみることにしたのよ」

　身の丈たけほどもある金きん髪ぱつをポニーテールにまとめた少女は目の前のカップを大事そうに両手で抱かかえ上げた。幸せいっぱいの笑顔で、好物のホットチョコレートに口をつけている。

　見た目だけなら、イオンと同じぐらいの年の頃ころだろうか。あどけないその顔を見て、彼女の正体が真人類帝国首デー席ク・枢ヴオ密ルニ司ーク──貴族の中の貴族、諸しよ侯こうの中の諸侯たるモルドヴァ公ミルカ・フォルトゥナと看破できる者はいなかったろう。いや、仮にいたとしても信じてもらえるかどうか。

「連中が動くとすれば、それはそなたたちの帰国にタイミングを合わせてのことじゃろうからな。だから妾わらわたちも、帝国中に網あみを張って、そなたたちが帰国してくるのを待ちかまえていた……あとは、そなたもご存ぞんじの通り」

「なるほど……って、祖お母ばあ君さま！　まさか、祖母君は孫である我を囮おとりに使われたのかや!?」

　釣つり込まれるように頷きかけたところで、イオンは危うく我に返った。海の見える窓まど縁べり、ソファにちょこんと腰こしを下ろしている祖母を睨にらむや、抗こう議ぎの声をあげる。

「つまり、我を巻き込むおつもりで全部仕組まれていたと!?　ことの最初から!?」

「だから、そう言っているじゃろ？　いつから、そんなにお頭つむりが悪くなられたのかや、我が孫殿どのは……おや、それともイオン？　まさかそなた、孫の分際で妾に何か不服があるのかや？　この祖母が一いつ生しよう懸けん命めいにこしらえた謀はかり事ごとに不満でも申したいとでも？」

　別にその口調は責めるようなものではない。むしろ、ミルカはおっとりと尋たずねただけに見える。しかし、イオンの顔は目に見えて青ざめた。

「ふ、不満!?　い、いえ、そのような……けっして不満などはございませんが……」

「あら、残念よな。不平の一つでも申しておったら、思い切りいぢめてさしあげたのにのう」

　冷や汗あせを流して低頭する孫イオンを心底残念そうに眺ながめやって、ミルカは唇くちびるを尖とがらせた。その姿は密議を交かわす帝国最大の諸侯というよりは、意地悪な姉が純じゆん朴ぼくな弟をいじめて楽しんでいるようにしか見えない。

　そんな心温まる祖母と孫の交流を部屋の隅すみから眺めやる者たちがいた。

「……公こう爵しやく閣下はあれでもまだメンフィス伯はくを〝いぢめてない〟つもりであらせられるのだろうか？」

「左様。ミルカ様が本気を出されたら、こんなものでは済みませぬ」

　ひそやかな会話を交わしたのは、この日、公こう邸ていに呼びつけられ、同席させられていたアストとバイバルスである。

〝一件が落着するまでは、とにかくメンフィス伯をいびって差し上げるように〟──その邪じや悪あくな命令からようやく解放された黒い顔の大男は、本来の温厚な口調に戻もどって自分の意見を補足した。

「あれは、ミルカ様にすればただの愛情表現に過ぎませぬ。なにしろ、我が勇ゆう猛もうをもって鳴る禁軍隊士すら、首デー席ク・枢ヴオ密ルニ司ークの元へ使いに出されることを死ぬほど恐おそれております。もしキエフ侯こうがあのお方と口論をなされるのであれば、事前に覚かく悟ごされた方がよろしいかと小官は──」

「バイバルス卿きよう」

　皮肉げな少女の声に、バイバルスの顔が凍こおりついた。ぎくしゃくと振ふり返った禁イエ軍ニチ兵エリ団・ア長ースウを見上げていたのは、いつの間にか忍しのび寄よっていた当のミルカである。処しよ刑けい宣告されてもここまでは怯おびえないであろう顔に向けて、にっこりと微笑ほほえむ。

「此こ度たびのそなたと禁軍イエニ兵団チエリの働き、本当に大儀じゃった。陛下も非常に喜んでおられたぞよ」

「こっ、光栄の極きわみにございます！」

　黒い巨きよ漢かんは、首筋に白はく刃じんでもあてられているかのように硬こう直ちよくし、その額にはびっしりと冷や汗が浮うかんでいた。ミルカは、背せ伸のびするようにその顔を見上げて言った。

「いえいえ、そなたの働きを思えば当然のこと。じゃからその功に報いるために、今後は、禁軍イエニ兵団チエリの者を妾の元へ使いに出すのはやめられるよう上申したぞよ。そんなに嫌がっておる者を使うのも気の毒ゆえな。その代わり……」

　実に意味ありげな目つきで口元に手を持ってゆくと、ミルカはしなを作った。

「今後、一いつ切さいの使いはバイバルス卿、そなたにやってもらうことにした。うふふ、これで毎日、会えるよの、妾たち……おやおや、かようにも喜んでいただけて、妾も嬉うれしいわ」

　今度こそ、死人のような顔になった禁イエ軍ニチ兵エリ団・ア長ースウの顔を突ついて、首デー席ク・枢ヴオ密ルニ司ークは鈴すずを転がすような声で笑った。そんな重臣たちの姿を見やって、残りの二人──イオンとアストは顔を見合わせてため息をついた。

　ちょうどそのとき、扉とびらの向こうから顔を覗のぞかせた少女の姿がある。

「あの……すいません、荷造り終わりました」

　こざっぱりした士民服に身を包んだエステルは、身の回りの品を納めたバッグを担かつぎ直すと、四人に向かってぺこりと頭を下げた。

「お世話になりました。あたし、そろそろ失礼いたします」

「も、もう行くのカ、エステる？」

　意味ありげな祖母の視線も忘れて、イオンは席を蹴けって立ち上がった。エステルともう一人を乗せて帝てい都とを離はなれる船が出るのは、確か、日にち没ぼつと同時だったはずだ。

「まだ少し時間があル。もう少しゆっくりしていけばよいではないカ」

「でも、ナイトロード神父が船で待ってらっしゃいますから……少し早めに行こうと思って」

　紅茶色の髪かみを一つ揺ゆらして、エステルは柔やわらかく微笑んだ。いまだ肩かたに巻かれている真新しい包帯を除けば、星皇宮での騒さわぎの痕こん跡せきはどこにも残っていない。一週間の休養を経て、短生種の少女はすっかり回復していた。

「長い間、いろいろとありがとうございました、閣下」

「う、うン……」

　ちょっとだけ他た人にん行ぎよう儀ぎな謝辞に、不器用にイオンは頷うなずき返した。

　この時が来るのはわかっていた。一週間前──いや、もっと前から、必ずこの時が来ることは──

　だからこの一週間、ずっとこのときのことを想像しては、気の利いた挨あい拶さつをいくつも用意していたのだ。それなのに、肝かん心じんなときにせっかく準備した別れの言葉が口から出てこない。

「そ、そノ、エステル……」

「はい？」

　顔を青くしたり赤くしたりしながら、喉のどを詰つまらせているイオンを不思議そうにエステルは見返した。窓の外、桟さん橋ばしの向こうにはすでに帆ほを張った帆船カヤークが波に揺れている。その舷げん側そくに立って南の空を見上げているのは背の高い銀ぎん髪ぱつの男だ。男の影かげは、永遠の黄昏たそがれの輝かがやきを受けて黒々と甲かん板ぱんに穿うがたれている。

「……じゃあ、あたし行きますね」

　結局、言葉に詰まったまま、ただ立ち尽つくしている少年に向けて、少しだけ寂さびしそうにエステルは笑いかけた。

「お元気で、閣下」

「あ、あア……」

　その場でくるりと反転したときには、エステルはもう歩き始めている。やや右の肩が下がって見えるのは、イオンをかばって受けた例の傷が治りきっていないせいだ。

　その背中に伸のばしかけたイオンの手は中ちゆう途とで止まった。宙を摑つかむように、見えない壁かべに妨さまたげられたように、動かなくなる。

　そうだ。どうせここで何を言っても、どんな言葉を交わしても、しょせんは儚はかない泡うたかたに過ぎない。

　長生種メトセラと短生種テラン──二つの種族の差は絶対だった。ましてや自分は帝国貴族で、彼女はその仇きゆう敵てきたる教皇庁の尼に僧そう。この壁を越こえることは絶対に不可能ではないか。このまま、黙だまって別れるのが一番よいのだ……

「──言いたいことがあるのなら、言っておいた方がよいぞ、メンフィス伯はく」

　遠ざかってゆく少女の影を見送っていたイオンの肩に、細い手が置かれた。見上げれば、冷たい美び貌ぼうと琥こ珀はくの瞳ひとみが白はく髪はつの下からこちらを見下ろしている。

「彼女らはあまりに早く老いる。老いて死ぬ──再び会える保証はどこにもない」

「ですが、しかし……」

　毒でも飲んだような顔で、イオンは首を振った。それならなおさら、彼女に何を言えばいいというのだ？　再び会うことすらないであろうあの少女に何を──

「思っていることを言えばよいのだ、伯はく爵しやく」

　相変わらず無愛想で、その口調はそっけなくさえある。しかし、このときのアスタローシェ・アスランの目は、弟を見やる姉のような優やさしさを湛たたえて少年の顔を映していた。

「そなたが伝えたいことを言えばそれでよい──違うか？」

「…………」

　少年の顔がはっと上がった。じっとこちらを見下ろす琥珀色の瞳に向けて、何かを吹ふっ切ったように頷くと、そのまま脇わき目めもふらずに部屋を飛びだして行く。

　すでに、目指す影は廊ろう下かの向こうに消えかけていた。今しも、玄げん関かんの扉を開けて、外に出て行こうとしているところだ。

「エステる！」

　黄金色の矩く形けい──開きかけた扉の向こうに踏ふみ出そうとしている小さな背中に向けて、イオンは声を絞しぼり出した。

「また会おうゾ、エステる……またいつカ！　必ずじゃゾ！」

　──振り返った紅茶色の髪の下で、白い顔が笑った。




「こちらは空気が澄すんでいるんだな……」

　永遠の黄昏を約束された空は血と黄金の色に輝いていた。

　その天空に浮うかぶのは、〝二つ目の月〟──常に南天の一角から動かぬそれは、地上を見下ろす邪じや悪あくな神の目にも似て、見上げる者の心を波立たせずにはいない。

　だが、今、その異形の星を見上げる男に恐おそれの色はなかった。それどころか、冬の湖の色をした瞳は懐なつかしげな光さえ湛えてその光を映している。

「ねえ、アベル……こっちに残らない？」

　一方、独白にも似た若者の呟つぶやきに答えたのは、彼の傍かたわら、船ふな縁べりに腰こしをおろしていた小こ柄がらな少女だった。おさまりの悪い黒くろ髪かみが、潮風に揺ゆれている。

「兄さんがこっちにいてくれると、ボクも何かとやりやすいんだけどなあ。今回みたいなことがあると、ボク一人ってのはやっぱり心細いよ……昔みたいに、兄きよう妹だいで仲良くやらない？　ここには大勢の仲間がいる。みんなで仲良く暮らそうよ？」

　セスの声にふざけているような気配はない。むしろ、そこには不器用なまでに相手をいたわるような真しん摯しな響ひびきが溢あふれている──だが、全すべての救いを拒こばむような、男の表情は変わらない。

「俺は罪人だ──」

　まるでそこに自分の罪を見ているような視線を天に向けたまま、アベルは少女の気き遣づかいを拒きよ絶ぜつした。

「……俺にそんな資格はない」

「あれから何年経ったと思ってるんだよ、アベル！」

　苛いら立だたしげな響きが少女の声にこもった。小さな手で船縁を叩たたくと、首を振ふって叫さけぶ。

「九百年──九百年だよ！　もういいじゃないか。キミは十分、罪を償つぐなったさ。彼女もきっと許してくれる。誰だれも責めたりはしないよ！」

「……俺が許さない」

　天空の光を受けて、海面は黄金色の鏡のように輝かがやいている。だが、その海に下ろしたアベルの瞳は、この世の全ての闇やみをかき集めてきたかのように昏くらい。

「この世の誰が俺を許そうと、世界中の全ての手が俺に差し出されようと……俺が俺を許さない──絶対に」

　それは、一いつ切さいの救いを自ら拒む男の目だ。その横顔を見つめ、セスは深い深いため息をついた。少しだけ未練ありげに唇くちびるを震ふるわせる──だが、その肩かたから力が抜ぬけるまで、さほどの時間がかかったわけではなかった。

「まったくこの頑がん固こ者は……」

　呆あきれたように、あるいは自らの未練を断ち切るように首を振ったときには、その顔には輝くような生気が戻もどってきている。船縁から腰をあげると、セスは半ば自分に言い聞かせるように大きく頷うなずいた。

「ま、それもいいさ。兄さんがあっちにいたらいたで、都合のいいこともあるしね……無理には止めないよ」

「……都合のいいこと？」

　奇き妙みような答えに、アベルの顔が上がった。初めて少女の顔を見返すと、やや不ふ審しんげに疑問を口にする。

「俺が向こうにいて、お前に何か都合のいいことがあるのか、セス？」

「…………」

　訝いぶかしむようなその瞳ひとみに、セスはしばし生き真面目まじめな視線を返していたが、再び口を開いたとき、その顔はまるで別人のように陰いん鬱うつなものに変容してしまっていた。

「アイツはまだ生きてる──一年前、この目で確かく認にんした」

「!?」

〝アイツ〟──そう口にしたとき、セスの顔に表れていたのはたとえようもないほどに深い嫌けん悪お感と底知れぬ恐きよう怖ふだった。真におぞましいものを見たことのある者だけが作ることの出来る表情。

　だがそれも、アベルの顔を覆おおった表情に比べれば、まだおとなしいものだった。

「アイツが……まだ生きてる？」

　その声は、かすかにかすれていたが意外なほど明めい晰せきに少女の耳に届いた。いっそ無機的なほど静かな声──だが、その内部に潜ひそむ狂きよう気きにも似た何かが、今にも薄うすい皮ひ膜まくを突つき破って現れそうになっている。その危うい均きん衡こうの中、アベルはもう一度それを繰くり返した。

「01がまだ生きているのか？」

「うん。姿もまったくあのときのままだったよ……」

　いったい何を思い出しているのか、セスの声にはかすかな震えがある。

　真人類帝てい国こく皇帝として八百年以上の長きにわたって、長生種たちの上に君臨してきた少女は、確かにいま、何かに怯おびえていた。

「たぶん、何百年もかけて再生したんじゃないかな？　容いれ物ごとね。ボクやキミにはできないけど、アイツならできる。やつらと百パーセント融ゆう合ごうしちゃったアイツなら……ボクらが甘かったんだよ。なにせやつらは、この世のものじゃない。大気圏けん外がいからおっことしてやったぐらいでどうこうなる代しろ物ものじゃなかったんだ……ほんとに甘かった」

　独りごちるように囁ささやいて、セスは顔をあげた。桟さん橋ばしの向こうから、いくつかの人ひと影かげが歩いてくる。紅茶色の髪かみの娘むすめとその側に肩を並べる小こ柄がらな少年、それから少し距きよ離りを置いて、長身の美女と黒い巨きよ人じん、金色の髪の少女の取り合わせ──

　永遠の夕陽に照らされたその影かげを確認して、セスは、傍かたわらで同じものを見ているアベルの顔をもう一度見上げた。そろそろ日にち没ぼつ──出港の時間だ。再び、別れの時が迫せまっている。今度再会するのは、いつのことになるだろう？　百年後？　それとも二百年後？

「それで兄さん、これからどうするの？」

　潮風に黒くろ髪かみをなぶらせるままに、少女は静かな声で問うた。

「向こうに帰って……それからどうする？」

　男は答えた。

「──奴やつを破は壊かいする」
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　あとがき







　え～、文庫では半年ぶりのご無ぶ沙さ汰たになってしまいましたが、〝崖がけっぷち作家〟の吉田です。皆みな様さまにおかれましては、お元気でしたでしょうか？　私は毎日崖っぷちでした。これからも崖っぷちでしょう（泣）。




　さて、『トリ・ブラ』もようやくＲリボ．ーンＯ・オン．・ザＭ・マ．ルスⅢをこうして無事にお送りさせていただくことができました。

　Ｒ．Ｏ．Ｍ．Ⅱの展開から予測はされていたと思うのですが、今回の〝帝てい国こく編〟はいつもとは違ちがう場所、違うキャラクターでのお話です。ですから、キャラクターはともかく、帝国ツアラという世界そのものは、一から創つくり出さねばならなかったんですが……これが難物でした。

　まず、二つの異なる文明・生活様式を持つ種族が一いつ緒しよに暮らせる社会を痕らねばなりません。そこで参考にしたのが、モンゴルや遼りよう、あるいはオスマン・トルコといった征服王朝です。これらは、軍事力と技術力に優すぐれた遊牧民が生産力と数に長じた農耕民を支配していた王朝なので、少数派の長生種メトセラと多数派の短生種テランという二つの種族から成る帝国の雛ひな型がたとしてはぴったりでした（とりわけ、大学院時代に専せん攻こうした北ほく魏ぎ王朝の政治制度は、今回、帝国ツアラの諸制度に大いに活用しております）。

　まあ、これで政治システムだけはなんとかなりましたが、難問はそのあとも次から次に湧わいてきました。社会や文化、それから歴史はどうするか？　これまでの世界設定と矛む盾じゆんはないか？　二つの種族の関係は？……等々。考えることは山ほどあり、これらを整合性を保って摺すり合わせてゆくのは、まるで新シリーズでも立ち上げるような苦労がありました。いや、私はけっこうそういうのが好きですからいいんですけど、そのぶん、割を食ってしまったのが、絵師のＴＨＯＲＥＳ氏と担当編集者の[image: まるもう]氏でしょう。なにしろ、新キャラクターに新衣い装しよう、新造語に新しい背景世界……加えて、殺人的なふりがなの嵐あらし（笑）。よくもまあ二人とも、過労死しなかったもんだとつくづく感心……もとい感謝しております。その調子で、どうぞ、これからも吉田と一緒に地じ獄ごくにつきあってください。




　気がつけば、このシリーズも通算五冊目。こんな崖っぷち小説がいまだに生き残っている奇き跡せきも、ひとえに読者様方のご声せい援えんのお陰かげであります。どこまで続くにせよ、書く限りは皆様を失望させないよう力を尽つくしますので、どうか今後とも応おう援えんのほどよろしくお願い致いたします……とりあえずはまず、アンケート葉書に五十円切手を（笑）。


吉田　直　拝　　
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